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I．研究業績 

 

 

-診療部門- 

 



総合診療部 

中島 伸 

 

総合診療科は常勤医師 1 名、非常勤医師 5 名、内科専攻医 2 名、初期研修医 1

～2 名、診療看護師 5 名で日々の診療を行っています。対象疾患は肺炎や尿路感

染などの感染症を中心として、不明熱、外傷（脊椎圧迫骨折、軽症頭部外傷など）、

めまい、脱水症など多岐に及んでおり、入院患者数は 15～20 名程度です。また、

これらの中から興味深い症例や  outcome measurement（治療成績評価）についての

学会発表を行いました。今後は順次、論文化を図りたいと考えています。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-6 

中島  伸：止める・固める・溶かす「レジデントノート」21 (1): 155-157、羊土社、  

2019 年  

 

中島  伸：なぜ日本人は英語が下手なのか（前編）「レジデントノート」21 (3): 577-

579、  羊土社、2019 年  

 

中島  伸：なぜ日本人は英語が下手なのか（後編）「レジデントノート」21 (4): 739-

741、  羊土社、2019 年  

 

中島  伸：吻合修行を楽しむ「レジデントノート」21 (6): 1167-1169、羊土社、2019

年  

 

中島  伸：死亡診断書のあれこれ「レジデントノート」21 (7): 1311-1313、羊土社、

2019 年  

 

中島  伸：結論先を心掛けよう「レジデントノート」21 (9): 1687-1689、羊土社、

2019 年  

 

中島  伸：脳神経外科医が総合診療をやってみた「レジデントノート」  21 (10): 

1847-1849、  羊土社、2019 年  
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中島  伸：後付け勉強法「レジデントノート」21 (12): 2193-2195、羊土社、2019 年  

 

中島  伸：ヤンキー漫画に学ぶ「レジデントノート」21 (13): 2345-2347、羊土社、

2019 年  

 

中島  伸：手術記録あれこれ「レジデントノート」21 (15): 2745-2757、羊土社、2019

年  

 

中島  伸：病状説明の工夫「レジデントノート」21 (16): 2903-2905、羊土社、2019

年  

 

中島  伸：これが青春だ！「レジデントノート」21 (18): 3331-3333、羊土社、2019

年  

 

B-2 

Tanaka K, Nakajima K, Yoshioka D, Masuda S, Aramaki E, Jyo A, Nakajima S: 

Capturing of continuous verbal interactions in the surgical team performance. The 8th 

Resilient Health Care Network Meeting、Awaji、2019 年 8 月 26 日  

 

Nakamura K, Nakajima K, Nakajima S, Abe T: A negotiation strategy to encourage 

multi-professionals to cross their boundaries for collaborative work. The 8th Resilient 

Health Care Network Meeting、Awaji、2019 年 8 月 27 日  

 

B-4 

山口壽美枝、森  寛泰、竹本雪子、福田貴史、尾嶋美里、中島  伸：NP の Platypnea-

orthodeoxia 症候群の診断プロセスについての一考察。第５回日本 NP 学会学術集

会、東京、2019 年 11 月 16 日  

 

森  寛泰、山口壽美枝、竹本雪子、福田貴史、尾嶋美里、松本謙太郎、河野啓子、

陳  若富、和田  晃、中島  伸：二次救急診療における NP と初期研修医師との比較

検討。第 5 回日本 NP 学会学術集会、東京、2019 年 11 月 16 日  

 

福田貴史、山口壽美枝、森寛泰、竹本雪子、尾嶋美里、中島  伸：Nurse Practitioner

導入が診療生産性に与えた影響についての考察。第 5 回日本 NP 学会学術集会、
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東京、2019 年 11 月 16 日  

 

尾嶋美里、山口壽美枝、森  寛泰、福田貴史、竹本雪子、和田  晃、陳  若富、河野

啓子、石田健一郎、中島  伸：Nurse Practitioner が介入した 2 次救急搬送患者の診

療の質についての検討～帰宅後 24 時間以内の再診から～。第 5 回日本 NP 学会学

術集会、東京、2019 年 11 月 16 日  

 

B-8 

中島  伸：紛争対応、事故予防、そして我々の未来。第 36 回日本呼吸器外科学術

集会医療安全講習会、大阪、2019 年 5 月 15 日  

 

中島  伸：医療安全の基本知識。令和元年度医療安全管理研修プログラム、大阪、

2019 年 6 月 3 日  

 

中島  伸：大阪医療センター総合診療科の紹介  ～ JNP（診療看護師）の活躍～。第

48 回法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019 年 11 月 16 日  

 

中島  伸：ポリファーマシーの予防と解決。第 48 回法円坂地域医療フォーラム、

大阪、2019 年 11 月 16 日  

 

中島  伸：誰でもできる診察の工夫  ～高額医療機器なしでもできること～。第 48

回法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019 年 11 月 16 日  

 

中島  伸：実践！  医事紛争対応。第 48 回法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019

年 11 月 16 日  

 

中島  伸：ポリファーマシー。令和元年度「医療安全推進指導者講習会」、大阪、

2019 年 12 月 7 日  

 

中島  伸：医事紛争あれこれ。愛仁会高槻病院第 2 回医療安全管理研修会、高槻、

2019 年 12 月 20 日  



─ 4 ─

腎臓内科 

岩谷博次 

 

IgA 腎症はもっとも多い原発性糸球体腎炎である。本疾患は若年者に発症しやす

く、病巣感染との関連が指摘されている。これまで病巣感染や血尿の観点から検

討してきた経験を踏まえ、日々の臨床では病巣感染を見つけ、可能な限り除去す

る努力を行っている。また IgA のヒンジ部の O 型糖鎖を質量分析器で定量し、糖

鎖と治療反応性との関連を過去に報告してきた。また、 IgA 腎症では糖鎖が短い

が、腎組織が類似している紫斑病性腎炎においても、糖鎖は短くなっていること

を最近の共同研究で報告している。  

IgA 腎症に関しては、これまでの基礎的、臨床的検討を行ってきた豊富な経験

をもとに、専門外来を開設しており、日本全国、北は北海道から南は沖縄まで全

国各地の大学病院、基幹病院より紹介を受けている。  

またネフローゼ症候群においても、病巣感染と関連があることがわかりつつあ

る。微小変化型ネフローゼ症候群において、病巣感染巣の外科的治療によりステ

ロイドを使用することなく完全寛解導入に成功した世界初の症例を英文報告して

いる。その他の組織型のネフローゼ症候群でも、病巣感染の除去にて、ステロイ

ドを使用せずに寛解することに成功している。これらの豊富な経験を基に、ネフ

ローゼ症候群に関しても日本全国の大学病院や基幹病院より紹介を受けている。  

腎臓領域では、利尿薬の使い方も重要である。水利尿薬であるトルバプタンの

使用経験は豊富であるが、その薬剤の細胞内液に対する影響等を論文報告してい

る。本薬剤は、多発性嚢胞腎でも用いるが、本疾患についても専門外来を開設し

ており、多くの医療機関より紹介を受けている。  

腎機能が低下した患者さんでは、血管石灰化が起こりやすく心血管イベントを

起こしやすい。そのため、血管石灰化に影響を及ぼす因子も検討し発表している。  

 

＊当科からの以下の 2 発表演題が受賞しました。  

・小堀愛美、朝比奈悠太、浜川卓也、東 優希、野津翔輝、別所紗妃、小泉信太

郎、木村良紀、倭 成史、岩谷博次：悪性リンパ腫、寒冷凝集素症 (CAD)が基礎

疾患にある胃癌患者の胃全摘術後に著明な黄疸を呈した 1 例、第 224 回日本内科

学会近畿地方会、大阪、2019 年 6 月１日 (若手奨励賞（初期）優秀賞 ) 
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・ Masafumi Yamato, Yuta Asahina, Shintaro Koizumi, Yoshiki Kimura, Hirotsugu 

Iwatani:  

Lactate predicts the 28-day survival rate in patients with septic shock treated with  the 

combination of PMX-DHP and rTM, The 12th World Congress of International Society 

for Apheresis ISFA2019, Kyoto, Oct 18, 2019（AAA Awards 受賞  (presented by Asia 

Apheresis Association)) 

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

Ａ -0 

Nakazawa S, Imamura R, Kawamura M, Kato T, Abe T, Iwatani H, Yamanaka K, 

Uemura M, Kishikawa H, Nishimura K, Tajiri M, Wada Y, Nonomura N：Evaluation of 

IgA1 O-glycosylation in Henoch-Schönlein Purpura Nephritis Using Mass 

Spectrometry. 「Transplant Proc.」  51(5):p1481-1487、2019 年 6 月  

Nakazawa S, Imamura R, Kawamura M, Kato T, Abe T, Namba T, Iwatani H, 

Yamanaka K, Uemura M, Kishikawa H, Nishimura K, Oka K, Tajiri M, Wada Y, 

Nonomura N：Difference in IgA1 O-glycosylation between IgA deposition donors and 

IgA nephropathy recipients. 「Biochem Biophys Res Commun.」  508(4):p1106-

1112、2019 年 6 月  

Kawabata H, Iwatani H, Yamamichi Y, Shirahase K, Nagai N, Isaka Y：Tolvaptan 

Efficiently Reduces Intracellular Fluid: Working Toward a Potential Treatment Option 

for Cellular Edema. 「 Intern Med.」58(5):p639-642、2019 年 5 月  

 

B-2 

Iwatani H, Koizumi S, Yajima A, Shigeki T, Kimura Y, Fujinaka T and Yamato M: 

Frequency of Polycystic Kidney Disease in Patients with Intracranial Aneurysm. ASN 

Kidney Week 2019 Annual Meeting、Washington、USA、2019 年 11 月 7 日   

 

Yamato M, Asahina Y, Koizumi S, Kimura Y, Iwatani H: Lactate predicts the 28-day 

survival rate in patients with septic shock treated with the combination of PMX-DHP 

and rTM.The 12th World Congress of International Society for Apheresis ISFA2019、  
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Kyoto、 2019 年 10 月 18 日（ AAA Awards 受賞  (presented by Asia Apheresis 

Association)) 

B-4 

岩谷博次、朝比奈悠太、小泉信太郎、倭  成史：電解水透析では呼気水素が増え、

1 回の透析で血糖が低下し LDL-C が増加する。第 62 回日本腎臓学会総会、名古

屋、2019 年 6 月 22 日  

 

東  優希、岩谷博次、木村良紀、野津翔輝、別所紗妃、朝比奈悠太、小泉信太郎、

倭  成史：GLP-1 受容体作動薬が糖尿病性腎臓病に及ぼす影響の検討。第 62 回日

本腎臓学会総会、名古屋、2019 年 6 月 22 日  

 

別所紗妃、岩谷博次、東  優希、野津翔輝、朝比奈悠太、小泉信太郎、木村良紀、

倭  成史：慢性腎臓病患者における亜鉛と貧血の関係。第 62 回日本腎臓学会総会、

名古屋、2019 年 6 月 21 日  

 

野津翔輝、岩谷博次、東  優希、別所紗妃、朝比奈悠太、小泉信太郎、木村良紀、

倭  成史：低 K 血症の補正が尿細管マーカーに及ぼす影響の検討。第 62 回日本腎

臓学会総会、名古屋、2019 年 6 月 21 日  

 

倭  成史、東  優希、野津翔輝、別所紗妃、朝比奈悠太、小泉信太郎、木村良紀、

岩谷博次：DIC を併発した敗血症性ショックに対する PMX-DHP とリコンビナン

トトロンボモジュリン併用療法の治療効果に及ぼす因子の検討。第 116 回日本内

科学会総会、名古屋 2019 年 4 月 27 日  

 

B-5 

倭  成史：教育セミナー：急性血液浄化療法の 5W1H～海外大規模試験から rTM を

含めた治療戦略まで～。日本集中治療医学会第 3 回関西支部学術集会、大阪 2019

年 7 月 6 日  

 

倭  成史：DIC の早期診断と治療介入『腎臓内科の立場から』。夏休み、敗血症塾

2019、大阪、2019 年 9 月 6 日  

 

倭  成史：急性血液浄化療法：その効果を最大に活かすには？ -エビデンスを超え

て -。第 15 回関西血液浄化研究会特別公演、大阪、2020 年 2 月 1 日  
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B-6 

茂木孝友、小泉信太郎、池田弘和、矢島綾子、木村良紀、倭  成史、岩谷博次：発

作性夜間血色素尿症（PNH）の治療中に急性腎障害を来した症例。第 225 回日本

内科学会近畿地方会、大阪、2019 年 9 月 21 日  

 

小堀愛美、朝比奈悠太、浜川卓也、東  優希、野津翔輝、別所紗妃、小泉信太

郎、木村良紀、倭  成史、岩谷博次：悪性リンパ腫、寒冷凝集素症 (CAD)が基礎

疾患にある胃癌患者の胃全摘術後に著明な黄疸を呈した 1 例。第 224 回日本内科

学会近畿地方会、大阪、2019 年 6 月１日（若手奨励賞（初期）優秀賞、受賞）  

 

窪田卓也、小泉信太郎、東  優希、野津翔輝、別所紗妃、朝比奈悠太、木村良

紀、倭  成史、岩谷博次：弓部大動脈瘤破裂の診断に難渋した血液透析患者の１

例。第 224 回日本内科学会近畿地方会、大阪、2019 年 6 月１日  

 

倭  成史：敗血症に対する急性血液浄化療法における rTM の位置づけ。 2019 

OSAKA Intensive Care Forum、大阪 2019 年 5 月 17 日  

 

倭  成史、朝比奈悠太、小泉  信太郎、茂木孝友、矢島綾子、木村良紀、岩谷博次： 

腹腔内感染に限定した DIC 併発敗血症性ショックにおいて PMX-DHP、 rTM 併用

療法における早期 PMX-DHP は生命予後を改善させるのか？。第 38 回日本アフェ

レシス学会関西地方会、和歌山 2020 年 2 月 15 日  

 

B-8 

岩谷博次：臓器保護を意識した体液管理。大塚 web セミナー、大阪、2020 年 1

月 30 日  

 

岩谷博次：糖尿病性腎臓病 (Diabetic Kidney Disease; DKD)診療の実際。城東区医

師会法円坂セミナー、大阪、2019 年 9 月 28 日  

 

岩谷博次：高齢者の腎臓を守る～特に CKD Stage3-4 において～。Kidney Gastro 

Cognitive Seminar、大阪、2019 年 9 月 21 日  

 

岩谷博次：大阪医療センタ―における多発性嚢胞腎の治療経験。第３回鹿児島

ADPKD セミナー、鹿児島、2019 年 9 月 19 日  
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岩谷博次：多発性嚢胞腎の病態と治療。水適塾、大阪、2019 年 5 月 30 日  

 

岩谷博次：ADPKD 診療体制とトルバプタン治療の課題。Advisory Meeting -ADPKD

診療を考える会  in 関西 -、大阪、2019 年 4 月 13 日  
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糖尿病内科 

加藤 研 

 
 当科は糖尿病の治療ならびに合併症の早期発見に努め、QOL 改善に取り組んでい

る。  

看護部・栄養管理室・薬剤科・臨床検査科・リハビリテーション科・口腔外科と糖

尿病チームを組織し、共同で糖尿病教室・糖尿病デーの催しを行い患者への情報提供

に取り組んでいる。また看護部とフットケア外来、看護部・栄養管理室と透析予防外

来、看護部・栄養管理室と１型糖尿病センターを開設し専門医療を提供している。最

近の糖尿病治療分野ではグルコース測定機器としての CGM（持続グルコースモニタ

リング）や FGM（フラッシュグルコースモニタリング：腕に留置したセンサーに読

み取り機をかざしてグルコース値をモニターする）またインスリン注入機器として

はインスリンポンプ（CSII）のみならず SAP（Sensor Augmented Pump：持続グルコ

ースモニター付きポンプ）など、先進糖尿病治療デバイスの進化が目立っている。当

科ではそのような先進デバイスを駆使し糖尿病患者のよりよい血糖コントロール実

現に寄与している。  

 

 

【2019年度  研究業績発表】  

A-0 

Sakane N, Murata T, Tone A, Kato K, Kimura M, Kawashima S, Sawaki H, Hirota Y, 

Okada A, Kuroda A, Matsuhisa M, Watanabe T, Suganuma A, Nirengi S, Toyoda M. 

Development and Validation of the Continuous Subcutaneous Insulin Infusion-Related 

Quality-of-Life (CSII-QOL) Scale.「DIABETES TECHMOLOGY ＆  THERAPEUTICS」

Vol22 (3) : P216-221. 2020年3月22日  

 

Murata T, Tone A, Kouyama R, Kamiuchi K, Narasaki K, Tsuruo M, Watanabe T, 

Kawashima S, Kato K, Sawaki H, Osawa K, Kimura M, Toyoda M, Suganuma A, Sakane 

N; HIGH-QOL study group. The Effect of High-concentration Insulin Glarigine on the 

Quality of Life of Patients with Type 2 Diabetes Mellitus: A Pre-post Study (HIGH-QOL 

STUDY).「  Internal  Medicine. 」58(20) : P2943-2948. 2019年10月15日  
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A-2 

加藤研：注入回路の実際「インスリンポンプとCGM 第2版」原著FRANCINE R. 

KAUFMAN,MD with EMILY BORANIAN 監訳 雨宮伸・難波光義 代表翻訳 村田

敬・坂根直樹・松久宗英、P123-140：医歯薬出版株式会社、東京、2020年2月20日  

 

A-3 

加藤研、益田貴史、坂根直樹、西村英里香、向井うらら、光井絵理、山本裕一、村

田敬：工場較正の不調が疑われた間歇スキャンCGMセンサーの事例：日本先進糖尿

病治療研究会雑 Vol.15：P1-6、2019、2019年11月1日  

 

B-2 

Murata T, Suzuki S, Sakane N, Nishimura K, Toyoda M, Hirota Y, Matsuhisa M, Kuroda 

A, Kato K, Kouyama R, Miura J, Tone A, Suganuma A, Tomita T, Noguchi M, Son C, Ito 

Y, Kasayama S, Kasahara M, Satoh-Asahara N, Miyamoto Y, Hosoda K.：EFFECT OF 

INTERMITTENT-SCANNING CGM TO GLYCEMIC CONTROL INCLUDING 

HYPOGLYCEMIA AND QUALITY OF LIFE OF PATIENTS WITH TYPE 1 DIABETES 

MELLITUS (ISCHIA STUDY): STUDY DESIGN. Advanced Technologies ＆For Diabetes 

Treatments2020、Madrid, Spain、2019年2月19日  

 

B-4 

豊田雅夫、利根淳仁、加藤  研、木村守次、川嶋  聡、澤木秀明、廣田勇士、岡田  

朗、黒田暁生、松久宗英、渡邊知一、村田  敬、菅沼彰子、坂根直樹：新規インス

リンポンプ使用中患者用QOL尺度 (CSII-QOL)の開発および妥当性と信頼性の検証。

第62回日本糖尿病学会年次学術集会、仙台、2019年5月24日  

 

B-5 

加藤  研：インスリンポンプ・SAP療法の適応を考える。日本糖尿病学会中国四国地

方会第57回総会、徳島、2019年10月25日  

 

加藤  研：1型糖尿病患者兼医師がすすめる治療デバイスについて。第57回日本糖尿

病学会九州地方会、佐賀、2019年12月7日  
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B-6 

益田貴史、西村英里香、向井うらら、光井絵理  、山本裕一  、加藤  研：1型糖尿病

患者に対するFGM導入前後のSMBG回数とQOL変化の検討。第56回日本糖尿病学会

近畿地方会、大阪、2019年11月9日  

 

福山雅代、加藤  研、山口愛美、田原優美、山吹素直江、武部美紀、光井絵理、山

本裕一、益田貴史、永妻佑季子、光野香織：当院でのCSII/SAP指導能力の向上にお

ける病棟と外来での取り組み。第56回日本糖尿病学会近畿地方会、大阪、2019年11

月9日  

 

B-8 

光井絵理：免疫チェックポイント阻害薬による内分泌障害～自験例を交えて～。糖尿

病実地医家の会、大阪、2019 年 4 月 10 日  

 

加藤  研：1型糖尿病の治療～現在と未来～。MEDTRONIC DIABETES メディア

向けセミナー、東京、2019年5月15日  

 

加藤  研：時代はリアルタイムCGMへ。リアルタイムCM ハンズオンセミナー、神

戸、2019年6月8日  

 

加藤  研 : 時代はリアルタイムCGMへ1型糖尿病患者兼医師がすすめる治療法。第29

回本郷内分泌代謝、東京、2019年7月26日  

 

加藤  研：SAP使用1型糖尿病患者でもある医師が教える～SAP導入に役立つ基礎知

識について。第7回東海大学3Cセミナー、神奈川、2019年8月24日  

 

加藤  研：Dexcom G4 PLATINUMシステムについて。リアルタイムCGMの適応を考

える、京都、2019年8月29日  

 

加藤  研：チームで取り組む先進糖尿病治療。  瀬戸内インスリンポンプ研究会、広

島、2019年10月19日  
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光井絵理：CGM を用いた血糖管理について。なにわ糖尿病病診連携会、大阪、2019

年 12 月 12 日  

 

山本裕一：糖尿病・原発性アルドステロン症～当院における治療の実際～。良質な糖

尿病治療を目指して、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

山本裕一：当院における糖尿病治療の実際～週一製剤の使用経験もふまえて～。法円

坂糖尿病セミナー、大阪、2020 年 2 月 6 日  

  

B-9 

加藤  研：【真相R】新型コロナ 感染の恐怖と闘う糖尿病患者。  毎日放送Newsミン

ト！、大阪、2020年3月12日  
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呼吸器内科 

小河原光正 

 
呼吸器内科は呼吸器悪性腫瘍（肺癌，胸膜中皮腫など）を専門として診療を行

っており，呼吸器外科，放射線診断科，放射線治療科，臨床検査科と協同で肺癌

の診断及び化学療法を含む集学的治療を行っている．また，気管支鏡診断に力を

入れている．最近の稀な転移をきたした症例，HIV 合併肺がんの治療に関する報

告を行った．   

また，抗がん剤の治験，国立病院機構ネットワーク研究等の多施設共同臨床試

験に参加・協力した．  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

B-4 

藤原綾子、高見康二、木村剛、安藤性實、宮本智、小河原光正、森  清、眞能正幸、

井上敦夫：術後早期に右外耳道を含めた多臓器転移をきたした肺癌肉腫の 1 例。

第 60 回日本肺癌学会学術集会、大阪、2019 年 12 月 6 日  

 

高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村剛、宮本智、小河原光正、廣田和之、上地

隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 患者に発症した原

発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討。第 60 回日本肺癌学会学術集会、大

阪、2019 年 12 月 7 日  
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脳卒中内科 

    山上 宏 

 

脳卒中内科は脳神経外科と協力して脳卒中診療を 24 時間体制で行っています。

当科はスタッフ全員が脳卒中専門医であり、その中に脳神経血管内治療専門医、

日本神経学会専門医を擁し、脳卒中診療に特化した内科部門です。  

当科での研究についても脳外科と協力し、新規の脳血栓回収デバイスの国内治

験（VS-01）、来院時に広範囲脳梗塞を認める脳主幹動脈閉塞例に対する血栓回収

療法のランダム化比較試験（RESCUE-LIMIT）を行っており、2020 年度には急性

期脳出血に対する国際共同比較試験（FASTEST）を開始する予定です。また、脳

内科としても、軽症脳梗塞を対象とした新規経口抗凝固薬の国際治験（CV0200131）

や、中等症脳梗塞を対象とした神経再生誘導薬の国内治験（S-005151）に参加、

特定臨床研究である心房細動とアテローム血栓症を合併した脳梗塞例に対する抗

血栓療法に関する比較試験（ATIS-NVAF）の代表研究者および事務局を担当、同

じく特定臨床研究である心房細動を有する脳梗塞に対するアブレーションの効果

に関する比較試験（STABLED）に循環器内科と共同で参加しています。さらに、

今年度は全国数施設と共同で、埋め込み型心電図計を使用している潜因性脳梗塞

の登録研究に参加する予定です。また、抗血栓薬や脳微少出血に関する多施設共

同研究に参加しています。その他、脳血管障害および神経疾患に関する症例報告

も積極的に取り組んでおります。  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Kakita H, Yoshimura S, Uchida K, Sakai N, Yamagami H, Morimoto T, RESCUE-Japan 

Registry 2. Investigators：  Impact of Endovascular Therapy in Patients With Large 

Ischemic Core Subanalysis of Recovery by Endovascular Salvage for Cerebral Ultra-

Acute Embolism Japan Registry 2. 「Stroke」50:P901-908、2019 年 4 月  

 

Todo K, Sakai N, Imamura H, Yamagami H, Adachi H, Kono T, Kobayashi J, Yamamoto 

S, Morimoto T, Tani S, Kawamoto M, Sakaguchi M, Ueno Y, Kunieda T, Narumi O, Sakai 

C, Ishii A, Hoshi T, Koyanagi M, Mineharu Y, Ishikawa T, Kuramoto Y, Sato S, Ohara N, 

Arimura K, Nakamura H, Nishida T, Gon Y, Fujinaka T, Yoshiya K, Kishima H, 

Mochizuki H, Kohara N, KCGH-CSC Registry Investigators：Successful reperfusion with 

endovascular therapy has beneficial effects on long-term outcome beyond 90 days. 
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「Cerebrovasc Dis.」  47:P127-134、2019 年 4 月 9 日  

 

Motoyama R, Saito K, Tonomura S, Ishibashi-Ueda H, Yamagami H, Kataoka H, Morita 

Y, Uchihara Y, Iihara K, Takahashi JC, Sugie K, Toyoda K, Nagatsuka K：Utility of 

Complementary Magnetic Resonance Plaque Imaging and Contrast-Enhanced Ultrasound 

to Detect Carotid Vulnerable Plaques. 「 J Am Heart Assoc.」  16;8(8):e011302、2019

年 4 月 16 日  

 

Kamimura T, Tanaka K, Yamagami H, Koga M.：Cerebral Embolism due to a Large 

Papillary Fibroelastoma arising from the Coumadin Ridge. 「Clin Case Rep.」 7:P1267-

1268、2019 年 5 月 10 日  

 

Tanaka T, Yamagami H, Ihara M, Miyata T, Miyata S, Hamasaki T, Amano S, Fukuma K, 

Yamamoto H, Nakagawara J, Furui E, Uchiyama S, Hyun B, Yamamoto Y, Manabe Y, Ito 

Y, Fukunaga R, Abumiya T, Yasaka M, Kitagawa K, Toyoda K, Nagatsuka K. ：

Association of CYP2C19 Polymorphisms With Clopidogrel Reactivity and Clinical 

Outcomes in Chronic Ischemic Stroke. 「Circ J.」  83:P1385-1393、2019 年 5 月 24 日  

 

Seiffge DJ, Paciaroni M, Wilson D, Koga M, Macha K, Cappellari M, Schaedelin S, 

Shakeshaft C, Takagi M, Tsivgoulis G, Bonetti B, Kallmünzer B, Arihiro S, Alberti A, 

Polymeris AA, Ambler G, Yoshimura S, Venti M, Bonati LH, Muir KW, Yamagami H, 

Thilemann S, Altavilla R, Peters N, Inoue M, Bobinger T, Agnelli G, Brown MM, Sato 

S, Acciarresi M, Jager HR, Bovi P, Schwab S, Lyrer P, Caso V, Toyoda K, Werring DJ, 

Engelter ST, De Marchis GM; CROMIS-2, RAF, RAF-DOAC, SAMURAI, NOACISP 

LONGTERM, Erlangen and Verona registry collaborators. ：Direct oral anticoagulants 

versus vitamin K antagonists after recent ischemic stroke in patients with atrial 

fibrillation. 「Ann Neurol.」85(6):P823-834、2019 年 6 月  
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感染症内科 

上平朝子  

 

当院は平成 9 年 4 月にエイズ治療の近畿地方ブロック拠点病院に選定され、診療、

研究、情報発信、教育研修の 4 つの機能を求められている。当院の HIV 患者数は、

毎年 1 年間で 140 名前後の新規患者が受診し、令和 2 年 3 月末現在、当院の HIV

感染症累計患者数は約 3,500 名以上、入院累積患者数は 3,700 名以上となってい

る。当科では、HIV 感染症に関する多様なニーズに対して、医師、看護師、薬剤

師、カウンセラー、情報担当官、ソーシャルワーカーらでチーム医療を実践して

いる。現在の診療内容は、HIV 感染症が全体の 9 割近くを占めており、その他は

免疫疾患、一般感染症（一類、二類を除く）などである。  

「主な診療、研究」  

日和見感染症に対する治療や予防の進歩と抗 HIV 療法の確立によってエイズに

よる死亡者数は減少した。当科では、ニューモシスチス肺炎、サイトメガロウイ

ルス感染症、カンジダ症、クリプトコッカス髄膜炎、非結核性抗酸菌症など多彩

な病原体による日和見感染症の診療を行っている。抗 HIV 療法では、最新の治療

を提供し、9 割以上の患者で治療が奏効している。最近の初回治療レジメンは、

インテグラーゼ阻害薬を含む STR （ single tablet regimen）が最も多く選択されて

いる。抗 HIV 療法は、患者の予後を改善し、他の人への感染を予防し HIV の流行

を抑えることから、全ての人に早期に治療を開始することが推奨されている。ま

た、各種合剤の開発により服薬の負担はより一層軽減されている。しかし、長期

間にわたり正確な内服を継続しなければならない抗 HIV 療法の身体的、精神的負

担、HIV 非関連悪性腫瘍の増加、糖尿病や心・腎合併症など生活習慣病への対応、

精神科疾患や長期療養施設の確保が困難であるなど課題も続いている。また、抗

HIV 薬の治療効果や副作用の調査、及び検討、服薬アドヒアランスの向上につい

ての研究、悪性腫瘍や神経疾患、免疫再構築症候群、急性 HIV 感染症などの難治

性病態についての臨床研究や症例検討、ウイルス肝炎（HCV、HBV）と HIV との

重複感染についての症例研究などを行い、厚生労働科研などを通じ、多施設との

共同研究にも参加している。また、日本エイズ学会や日本感染症学会を始めとし

た多くの学会における発表や、論文発表を行っている。  

「情報発信、教育研修」  

HIV 感染症は、病原体も感染経路も予防方法も明らかであるにも関わらず蔓延し

ている。日本では、30～40 歳代の若者を中心に患者が多くみられている。HIV 感

染症の早期発見と予防のために、病気についての正しい知識を幅広く提供してい
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る。現在、ブロック拠点病院である当院に HIV 感染症患者が集中しているが、中

核拠点病院を始めとした各拠点病院と連絡会議や研修会を行い、連携を強化して

いる。HIV 診療のレベルの向上や人材育成を図るために、専門医師養成実地一ヶ

月研修（講義 •病棟実習）、各種専門職研修など多数の研修会を実施している。ま

た、各種マニュアルや冊子を作成し配布している。HIV/AIDS 先端医療開発センタ

ー の ホ ー ム ペ ー ジ か ら も 、 最 新 の 情 報 発 信 を 行 っ て い る

（https://osaka.hosp.go.jp/department/khac/）。さらに、HIV 患者の高齢化に伴い、長

期療養や一般医療の必要性が一層高まっており、地域の医療機関や訪問看護との

連携も積極的に行っている。症例相談、針刺し等の職務感染防止への対応、生活

療養支援など、さまざまな相談にすみやかに対応できる体制を目指している。  
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Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 
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A-3 

柴田玲子、竹谷英之、土田陸平、西田恭治、大野久美子、折井亮：女性血友病患

者の麻酔経験「麻酔」68(4)：P.428-432、克誠堂出版、2019 年 4 月  

 

西田恭治：保因者診療の重要性「Pharma Medica」37(5)：P.45-48、メディカルレビ

ュー社、2019 年 5 月  

 

西田恭治、松本剛史：患者中心医療の可能性  患者会の現在と将来「ヘモフィリア・

トピックス」49、2019 年 9 月  

 

A-4 

来住知美：メタボリック症候群への愛のムチ「medicina2019 年 4 月号増刊号」56(4)、

医学書院、2019 年 4 月  

 

来住知美：妊婦・授乳婦，薬はどうする？「medicina2019 年 4 月号増刊号」56（4）、

医学書院、2019 年 4 月  

 

宮崎哲郎、清木祐介、石原朗雄、田中聡司、上平朝子、白阪琢磨、石田  永、三田

英治：Sofosbuvir 治療時に Atazanavir による高ビリルビン血症を呈した 2 例「日

本病院総合診療医学会雑誌」15(3)：P.326、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

清木祐介、田中聡司、宮崎哲郎、石原朗雄、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、石

田  永、三田英治：2018 年 A 型急性肝炎流行に関する検討「日本病院総合診療医

学会雑誌」15（3）：P.252、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例「膵臓」34(3)：P.A300、日本膵
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金澤美弥子、新井裕子、遠藤康伸、笠井正志、笠松悠、鞍谷沙織、小塚雄民、小
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宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：
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月  

 

上平朝子：HIV 感染症－Up to date「大阪透析研究会会誌」38(1)：P.15-20、大阪透
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を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  
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─ 28 ─

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  
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術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

  

増田純一、渡邊  大、横幕能行、四本美保子：HIV 感染症：治療の手引き「主要中
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第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：
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田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之：HIV 陽性患者の中枢神経病変   -脳生検術の必要性 -。日本脳神経外科

学会第 78 回学術集会、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

蜂谷敦子、佐々木  悟、伊藤俊広、潟永博之、岡 慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  

留美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦  亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断

症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  
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今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡邊  大、宇佐美雄司、池田和子、本

田美和子、吉野宗弘、横幕能行：エイズ診療で国立病院機構が地域で果たすべき

役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎原永辰、仲宗根正、仁平  稔、久高  

潤、渡邊  大、大森亮介、駒野  淳、阪野文哉、小島洋子、森  治代、本村和嗣：健

診機会を利用した HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第 33 回日本エイズ学会学術

集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ

ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

横幕能行、伊藤俊広、山本政弘、岡  慎一、豊嶋崇徳、茂呂  貴、渡邉珠代、渡邊  

大、藤井輝久、今橋真弓、渡邉真理子：我が国の抗 HIV 療法の現状と今後。第 33

回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、林田庸総、岡  慎一、潟永博之、古

賀道子、長島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、須藤弘二、加藤真吾、

谷口俊文、猪狩英俊、寒川  整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌秀、太田康男、茂呂  

寛、渡邉珠代、松田昌和、重見  麗、岡㟢玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊  大、

小島洋子、森  治代、藤井輝久、高田清式、中村麻子、南  留美、山本政弘、松下

修三、健山正男、藤田次郎、杉浦  亙、吉村和久、菊地  正：国内新規 HIV/AIDS 診

断症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、

熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ
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ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋  弘、岡  慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 健

康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 28 日  

 

川戸美由紀、橋本修二、大金美和、岡 慎一、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋  弘、白阪琢磨：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 2 報 循

環器疾患等の状況。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

佐保美奈子、古山美穂、山田加奈子、高  知恵、二木貞夫、土井章裕、岡本友子、

立花久裕、辻岡舞衣子、北畠朋子、白阪琢磨：臨床看護職による大阪府立 A 高校

におけるクラス単位 HIV 予防教育の実践。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯  正之、砂川富正、白阪琢磨：当院

の新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA

量の年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、内藤俊夫、遠藤知之、茂呂  寛、渡邉

珠代、渡邊  大、藤井輝久、宇佐美雄司、池田和子、吉野宗宏、本田美和子、葛田

衣重、三木浩司、四柳  宏、横幕能行：二次医療圏から考えるエイズ診療拠点病院

の配置。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田
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恭治、 上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

B-5 

上平朝子：HIV 感染症について -up to date-。第 93 回大阪透析研究会、大阪、2019

年 9 月 8 日  

 

B-6 

渡邊  大、川畑拓也、森  治代、小島洋子、駒野  淳、塩田達雄、中山英美、村上  

努、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：プロテア

ーゼ領域と逆転写酵素領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリーニング法

に関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

廣田和之、渡邊  大、小泉祐介、坂梨大輔、上地隆史、西田恭治、竹田真未、田

栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子：当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する

検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、山内一恭、白阪琢磨：投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度高値とテ

ノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投与時の腎機能関連有害事象による投

与中止の関連。第 33 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019 年 6 月 8 日  

 

岩橋佑樹、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、桝田智仁、西田恭治、上平朝子、白

阪琢磨：HIV感染者において市中感染型MRSAによる皮膚軟部組織感染症と菌血

症を認めた一例。第227回日本内科学会近畿地方会、京都、2020年3月7日  

 

B-7 

渡邊  大：プレジコビックス配合錠の実際～発売 2 年間の成績をもとに～。Meet 

the Expert in Osaka 2019~Focus on Protease inhibitor~、大阪、2019 年 6 月 23 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症  ゼロを目指して、今、できること～長期療養時代のニーズ

とビクタルビ配合錠へ寄せる期待～。Gilead Infectious Disease Symposium in 中国・

四国、岡山、2019 年 7 月 27 日  
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渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨：DTG+3TC の 2DR の臨床試験をひもとく～HIV 感染症治療の歴史と

2DR が開く今後の展望。シオノギ Web カンファレンス、大阪、2019 年 10 月 30

日、31 日  

 

上平朝子：HIV の感染対策と治療の現状。大阪府医師会  令和元年度 HIV 医療講

習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の課題と期待される病診連携。大阪府医師会  令和元年度 HIV

医療講習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：今後の HIV 診療の期待と課題～2 剤併用療法の新しい知見～。ViiV HIV 

Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019 年 11 月 2 日  

 

西田恭治：新時代の補充療法の立脚点～ジビイ使用例を踏まえて～。ジビイ発売

1 周年記念講演会、東京、2019 年 12 月 14 日  

 

渡邊  大：HIV 診療の長期的戦略を考える～ビクタルビ配合錠の臨床的特徴～。第

4 回 Gilead Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019 年 12 月 23 日  

 

B-8 

西田恭治：血友病の基礎から社会背景について。アピスカフェ講座「世界ヘモフ

ィリアデーにちなんで血友病を知ろう」、東京、2019 年 4 月 17 日  

 

西田恭治：保因者提唱から 5 年経過して。Web 公開セミナー2019 クイズお母さん

100 人に聞きました－全国のお母さんと確認したい血友病治療－、東京、2019 年

4 月 17 日  

 

白阪琢磨：概論。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、大阪、2019

年 4 月 18 日  

 

白阪琢磨、東  政美：HIV/AIDS の基礎知識。泉大津 HIV 感染症研修、泉大津、2019
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年 4 月 23 日  

 

白阪琢磨：Perspecitve of HIV-1 infection and AIDS in Japan。The Tokyo HIV Clinical 

Forum、東京、2019 年 5 月 7 日  

 

上平朝子：~あの日を忘れるな！~MBL アウトブレイクから 5 年  今こそ標準予防

策を。2019 年度第 1 回院内定期講演会（感染管理）、大阪、2019 年 5 月 10 日  

 
白阪琢磨：最新の HIV 感染症治療と最近の課題。平成 31 年度中核拠点病院看護

管理者会議、東京、2019 年 5 月 17 日  
 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識～医療と最新の治療について。大阪府平成 31 年

度 HIV/AIDS 基礎研修、大阪、2019 年 5 月 24 日  

 

西田恭治：血友病治療の過去から未来へ－世界的視野から－。サノフィ「血友病」

メディアラウンドテーブル、東京、2019 年 5 月 29 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実

習、大阪、2019 年 6 月 6 日  

 

西田恭治：血友病と薬害エイズ。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

上平朝子：HIV 針刺し暴露後予防。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 18 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 6 月 21 日  

 

上平朝子：HIV 感染症。関西医科大学感染症コース講義、大阪、2019 年 6 月 25 日  

 

西田恭治：血友病医療の進歩と、保因者ケアの停滞。第 2 回ヘモフィリアミニカ

ンファレンス in 佐久・軽井沢、長野、2019 年 6 月 27 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。
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Hemophilia Meet the Expert in OKINAWA～最近の血友病治療を考える～、沖縄、

2019 年 6 月 28 日  

 

上平朝子：CRE アウトブレイクを経験して～対策は 1 例から～。藤田医科大学病

院 2019 年度第 1 回感染対策研修会、愛知、2019 年 7 月 5 日  

 

白阪琢磨：日本の HIV/エイズの感染動向と HIV 医療体制。エイズ予防財団令和

元年度 HIV/エイズ基礎研修会、大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

西田恭治：血友病のトータルケアと薬剤師のかかわり。西日本ヘモフィリア多職

種連携懇話会、福岡、2019 年 7 月 13 日  

 

西田恭治：海外の血友病治療の取り組み。第 19 回 Haemostasis 研究会、大阪、2019

年 7 月 20 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

岐阜血友病・輸血懇話会。岐阜、2019 年 7 月 24 日  

 

渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨、北山翔子、岩室紳也：話してリアルになったこと  HIV/AIDS だけでは

なく、いろんなことについて～〈話す〉の意味は～～〈リアル〉とは～。第 26 回

AIDS 文化フォーラム in YOKOHAMA、横浜、2019 年 8 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の人権課題～HIV、AIDS 等の現状と課題～。大阪府人権総

合講座  人材養成コース（前期）、大阪、2019 年 8 月 7 日  

  

西田恭治：臨床からみた凝固因子補充療法への期待。ACTIV symposium 2019、北

海道、2019 年 8 月 17 日  

 

白阪琢磨、岡本  学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 21 日  
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白阪琢磨：HIV 感染症の基礎知識と患者のケアの実際。医療法人協和会協立病院

HIV/AIDS 研修、川西、2019 年 8 月 26 日  

 

西田恭治：長期療養時代の HIV 感染血友病医療 -新たな治療戦略 -。第 3 回

HIV+HEMOPHILIA MEET THE EXPERT in sapporo、北海道、2019 年 8 月 31 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景  薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看護

師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

西田恭治：血友病の疾患と治療。これで解決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、

2019 年 9 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識－歴史、現状、今後の対策（検査、予防も含む）。

大阪市阿倍野区薬剤師会  保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

上平朝子：カルバペネム耐性腸内細菌について。三菱京都病院職員説明会、京都、

2019 年 9 月 13 日  

 

上地隆史：結核の診断・治療・感染対策。院内感染制御部・ ICT 主催研修会、大

阪、2019 年 9 月 20 日  

 

西田恭治：レクチャー「保因者ケア」。THE NEXT 2019 Advanced、大阪、2019 年

9 月 21 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識と施設での受け入れについて。高齢者等介護施

設のための HIV/エイズ研修会～知ることからはじめよう～、大阪、2019 年 9 月

27 日  

 

白阪琢磨：疫学と抗 HIV 治療ガイドライン。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  
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渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 9 月

30 日  

 

渡邊  大、矢倉裕輝：初回抗 HIV 療法の実際。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

西田恭治：血友病診療・凝固因子製剤の使い方。令和元年度 HIV 感染症研修会、

大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

上地隆史：日和見感染症（1）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

廣田和之：日和見感染症（2）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

上地隆史、廣田和之：症例検討（医師・薬剤師向け）。令和元年度 HIV 感染症研

修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

上平朝子：針刺し暴露後対策。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

渡邊  大：HIV 急性感染。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 19 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上平朝子：免疫再構築症候群（ IRIS）。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1

ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  

 

白阪琢磨、岩室紳也、白井千香：自分のこととして考えよう -性感染症・HIV-。第
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9 回 AIDS 文化フォーラム in 京都、京都、2019 年 10 月 5 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  

 

上平朝子：HIV 感染症の基礎知識。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 8 日  

 

上平朝子：入院症例の紹介。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 8 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大

阪、2019 年 10 月 9 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の疫学。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 9 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大阪、2019

年 10 月 9 日  

 

上地隆史：PCP、カポジ肉腫など。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策

医学実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

渡邊  大：新規抗 HIV 薬。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の受け入れに向けて・高齢者結核の問題と集団感染対策。

大阪市老人福祉施設連盟研修会、大阪、2019 年 10 月 11 日  
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上平朝子：院内感染対策について。名古屋大学医学部附属病院院内講演会、名古

屋市、2019 年 10 月 15 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診療。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会

（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 15 日  

 

桝田智仁：HIV と生活習慣病。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

廣田和之：インフルエンザの診断・治療・感染対策。2019 年度第 2 回院内定期講

演会（感染管理）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

渡邊  大：HIV 感染者の未解決の病態と抗 HIV 薬療法の未来。第 2 回大阪薬科大

学学術交流シンポジウム、高槻、2019 年 10 月 19 日  

 

上地隆史：日和見感染症診療（HIV 脳症、PML、クリプトコッカス症）。令和元年

度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 23 日  

 

廣田和之：血友病・HIV/AIDS の基礎知識。2019 年度近畿ブロック HIV/AIDS ソ

ーシャルワーカー研修、大阪、2019 年 10 月 26 日  

 

西田恭治：いまさら？軽・中等症血友病の止血管理。第 12 回東京血友病看護ネッ

トワーク、東京、2019 年 11 月 2 日  

 

西田恭治：血友病保因者の現状と課題 -医療者は気付きを、保因者は自覚を -。第

17 回静岡県血友病治療ネットワーク、静岡、2019 年 11 月 9 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略と将来展望。EMPOWER2019、東京、2019 年

11 月 10 日  

 

大平勝美、岡  慎一、高久陽介、白阪琢磨：10 年で変わったこと･変わらないこと、

そして 2030 年を見据えて。ViiV10 周年記念シンポジウム、東京、2019 年 11 月 11

日  
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渡邊  大：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。2019

年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景：薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看

護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

岡  慎一、白阪琢磨、松下修三： the path forward and the potenetial role of FTC in 

Japan。厚生労働行政推進調査事業「2020 年五輪大会に向けた東京都内の HIV･性

感染症対策に関する研究」班 The path to ending AIDS: Mobilizing the city for Tokyo 

2020、東京、2019 年 12 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状と支援。大阪府立大学公衆衛生看護学講義、大阪、

2019 年 12 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV について。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月 6

日  

 

廣田和之、東 政美：セクシャルマイノリティとエイズ「HIV 診療の最前線」。

MASH 大阪研修会、大阪、2019 年 12 月 14 日  

 

上平朝子、坪倉美由紀：多剤耐性アシネトバクター（MDRA）の感染対策。院内

感染対策研修会、大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

上地隆史：日和見疾患の病態と治療：ニューモシスチス肺炎・HIV 脳症・サイト

メガロウイルス網膜炎。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020

年 1 月 27 日  

 

廣田和之：性感染症の基礎知識。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大

阪、2020 年 1 月 27 日  

 

渡邊  大：HIV 陽性妊婦の治療と支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コー

ス、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

白阪琢磨：医療と幸福感－生まれて来て、死ぬまで－医師がともに歩み思うこと。

平成 31 年度大阪府立豊中高等学校ワールドラーニング事業、豊中、2020 年 1 月
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30 日  

 

渡邊  大：薬剤耐性について。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マネジメント

セミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

廣田和之：血友病の新規治療について。ネットワーク医療と人権  2019 年度相談

事業  相談員全体研修、大阪、2020 年 2 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症で期待される病診連携と新たな課題。令和元年度 HIV 地域

医療連携研修会、大阪、2020 年 2 月 6 日  

 

渡邊  大：内服フリー 注射剤 今後の展開。関西 HIV 臨床カンファレンス第 57

回カンファレンス～NGO･NPO 交流会～、大阪、2020 年 2 月 11 日  

 

廣田和之：血液培養について。2019 年度  第 16 回研修医レクチャー、大阪 . 2020

年 2 月 12 日  

 

B-9 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-①。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-②。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-③。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 18 日  

 

白阪琢磨：「ええなぁカラダ相談室」HIV について。MBS ラジオ「上泉雄一のえ

えなぁ」、大阪、2019 年 8 月 7 日、14 日、21 日放送  

 

白阪琢磨：エイズという病気とは？。2020 年度より使用教科書「小学校  新しい

保健」教師用指導書付属 DVD-ROM、大阪、2019 年 11 月 15 日  

 

白阪琢磨：エイズを取り巻く状況について。ABC ラジオ「道上洋三の健康道場」、
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大阪、2019 年 12 月 7 日、14 日放送  
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A．研究目的 

エイズ診療の近畿ブロックは、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の4つの府県で

構成されている。 その中で、大阪府はHIV感染者

とエイズ患者の報告件数が全国で2番目に多い。一

方、残りの5府県は大阪府ほどの報告件数はない。

しかし、患者数にかかわらずHIV診療には多くの課

題が残されている。現時点では、長期療養を必要と

するHIV感染者を安心して治療できる診療システム

と、救済医療を実施するためのシステムを構築する

ことが求められている。近畿ブロックの診療レベル

の向上に加え、歯科および精神、救急、透析、長期

療養などの課題や救済医療の実施にあたる諸問題が

あげられている。HIV診療の課題を解決するため

に、資材の開発や研修の実施が必要であり、それら

に対しての評価と改善策の検討が必要である。 

研修の方法の1つとしてコミュニケーション研修

があげられる。これまで大阪医療センターが開催し

てきたHIV感染症におけるコミュニケーション研修

会（以下：コミュニケーション研修会）のニーズを

明らかにし、今後の研修会の質の向上に資すること

を目的として、アンケート調査を行なった（HIV感

染症医療におけるコミュニケーションに関する研修

会ニーズ検討のための研究）。 

B．研究方法 

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。 
   ● あなたに知ってほしいこと 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatani_shitte　

hoshii_v14.pdf） 

本研究の目的は、長期療養を必要とするHIV感染者を安心して治療できる診療システ

ムと、救済医療を実施するためのシステムを構築することである。そのためには、近

畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析

医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資することにある。また、研修

会の方法に関するニーズについてはアンケート調査を実施した。方法は主に、研修会

の企画および実施、近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議の開催および

アンケート調査であった。12件の研修会に加え、大阪医療センターの地域医療支援室

により15回の関連研修が行われた。近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議でHIV診療の課題について検討が行われ、社会福祉施設の受け入れの問題が最も多

くの施設（7施設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問題（5施設）があげ

られた。コミュニケーションに関する研修会ニーズ検討のためのアンケート調査では、

臨床場面においてコミュニケーションに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いことが明らかとなった。ブロック全体

で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。

歯科診療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整備も重要な課題で

ある。拠点病院間や行政との連携の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

   ● HIV/AIDSの正しい知識～知ることから始めよう～ 

（https://www.haart-support.jp/pdf/h31_knowledge_ 

hiv_aids.pdf） 
   ● 抗 HIV 治療ガイドライン（https://www.haart-sup　

port.jp/pdf/guideline2019r2.pdf） 
   ● Healthy&Sexy 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/healthy-sexy20 

14.pdf） 
   ● あなたとあなたのイイ人へ 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatato2014.pdf） 

上記のうち、「あなたに知ってほしいこと」と

「あなたとあなたのイイ人へ」、「Healthy&Sexy」

の3点については大阪医療センターホームページか

らダウンロード可能である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究に関しては、以

下のように実施した。近畿ブロックにおけるエイズ

治療拠点病院にてHIV診療に従事する医師、看護

師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）又

は精神保健福祉士（PSW）、カウンセラー、各職種

1名を対象とした。対象者に対し、対象者の基本属

性、コミュニケーション研修会への参加経験の有

無、臨床場面のコミュニケーション上の困難の有無

と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

表1　実施実績

表2　研修・教育に用いた資材
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A．研究目的 

エイズ診療の近畿ブロックは、滋賀県・京都府・

大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の4つの府県で

構成されている。 その中で、大阪府はHIV感染者

とエイズ患者の報告件数が全国で2番目に多い。一

方、残りの5府県は大阪府ほどの報告件数はない。

しかし、患者数にかかわらずHIV診療には多くの課

題が残されている。現時点では、長期療養を必要と

するHIV感染者を安心して治療できる診療システム

と、救済医療を実施するためのシステムを構築する

ことが求められている。近畿ブロックの診療レベル

の向上に加え、歯科および精神、救急、透析、長期

療養などの課題や救済医療の実施にあたる諸問題が

あげられている。HIV診療の課題を解決するため

に、資材の開発や研修の実施が必要であり、それら

に対しての評価と改善策の検討が必要である。 

研修の方法の1つとしてコミュニケーション研修

があげられる。これまで大阪医療センターが開催し

てきたHIV感染症におけるコミュニケーション研修

会（以下：コミュニケーション研修会）のニーズを

明らかにし、今後の研修会の質の向上に資すること

を目的として、アンケート調査を行なった（HIV感

染症医療におけるコミュニケーションに関する研修

会ニーズ検討のための研究）。 

B．研究方法 

研修・教育に用いた資材は添付の通りであった。 
   ● あなたに知ってほしいこと 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatani_shitte　

hoshii_v14.pdf） 

本研究の目的は、長期療養を必要とするHIV感染者を安心して治療できる診療システ

ムと、救済医療を実施するためのシステムを構築することである。そのためには、近

畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾患、救急医療、透析

医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資することにある。また、研修

会の方法に関するニーズについてはアンケート調査を実施した。方法は主に、研修会

の企画および実施、近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会議の開催および

アンケート調査であった。12件の研修会に加え、大阪医療センターの地域医療支援室

により15回の関連研修が行われた。近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議でHIV診療の課題について検討が行われ、社会福祉施設の受け入れの問題が最も多

くの施設（7施設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問題（5施設）があげ

られた。コミュニケーションに関する研修会ニーズ検討のためのアンケート調査では、

臨床場面においてコミュニケーションに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いことが明らかとなった。ブロック全体

で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、病院間連携の強化が必要と考えた。

歯科診療、精神科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整備も重要な課題で

ある。拠点病院間や行政との連携の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

   ● HIV/AIDSの正しい知識～知ることから始めよう～ 

（https://www.haart-support.jp/pdf/h31_knowledge_ 

hiv_aids.pdf） 
   ● 抗 HIV 治療ガイドライン（https://www.haart-sup　

port.jp/pdf/guideline2019r2.pdf） 
   ● Healthy&Sexy 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/healthy-sexy20 

14.pdf） 
   ● あなたとあなたのイイ人へ 

（https://osaka.hosp.go.jp/khac/data/anatato2014.pdf） 

上記のうち、「あなたに知ってほしいこと」と

「あなたとあなたのイイ人へ」、「Healthy&Sexy」

の3点については大阪医療センターホームページか

らダウンロード可能である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究に関しては、以

下のように実施した。近畿ブロックにおけるエイズ

治療拠点病院にてHIV診療に従事する医師、看護

師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー（MSW）又

は精神保健福祉士（PSW）、カウンセラー、各職種

1名を対象とした。対象者に対し、対象者の基本属

性、コミュニケーション研修会への参加経験の有

無、臨床場面のコミュニケーション上の困難の有無

と内容、希望する研修内容について無記名自記式の

アンケートを実施した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療におけ

るコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討の

ための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得た。 

C．研究結果 

2019 年度の研修会実施実績は表 1のように 12 件

であった（開催予定を 4件含む）。中核拠点病院およ

び各自治体でも研修会が企画され、主催された。講

義形式のものが 8件、ロールプレイも含まれるもの

が 3件、臨床現場（診察等）も含まれるものが 1件

であり、講義形式のものが最も多かった。対象とな

った職種は医師（1件）・看護師（3件）・カウンセラ

ー（1件）・MSW（1件）・歯科医師/歯科衛生士（3

件）・多職種（1件）・その他（2件）であり、多くの

職種が対象となっていた。多職種を対象とした研修

会の 1つでは、2018 年からコミュニケーションスキ

ルに関する研修をプログラムから削除していた。 

資材（表2）に関しては、「あなたに知ってほし

いこと」の改訂を2年続けて実施した。昨年度は5

年ぶりの改定であったため、改定箇所が多かった。

今年度の改定は、「令和」に変更したことと新薬に

対応したことであった。2018年に作成した第13版

では1日1回1錠の薬剤（STR）はゲンボイヤ®・ト

リーメク®・コムプレラ®の3剤のみ記載していた。

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

表1　実施実績

表2　研修・教育に用いた資材
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち
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の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広
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HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療
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えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 

 2．学会発表 

海外 
1)   Bessho H, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, 
Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E. Immune 
reconstitution inflammatory syndrome as a predic-
tive factor for HBsAg seroclearance in HBV/HIV 
coinfected patients treated with antiretroviral thera-
py. European Association for the Study of Liver, 
The International Liver Congress 2019. April 11, 
2019. Vienna, Austria. 

2)   Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, 
Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida Y, Miyabe 
Y, Sako R, Yamauchi K, Yamazaki K, Uehira T, 
Takuma Shirasaka. Discontinuation of long-term 
dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 
gene polymorphisms. 10th IAS Conference on HIV 

Science (IAS 2019). July 21, 2019. Mexico City, 
Mexico. 

3)   Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, 
Murai T. Differences of cognition and brain white 
matter between cART-treated HIV-infected patients 
with low and high CD4 nadir. NEUROSCIENCE 
2019, Oct 23, 2019, Chicago, IL. 

国内 
1)   渡邊 大：HIV感染者の未解決の病態と抗HIV療
法の未来。第2回大阪薬科大学学術交流シンポ
ジウム、大阪、2019年10月19日 

2)   渡邊 大：HIV 感染症の課題と期待される病診
連携。令和元年度 HIV 医療講習会、大阪、2019
年10月31日 

3)   渡邊 大：今後の HIV 診療の期待と課題～ 2 剤
併用療法の新しい知見 ～。ViiV HIV 
Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019年11月2
日 

4)   渡邊 大：HIV感染症の予後と死因Update。シン
ポジウム「治療の手引き」。第33回日本エイズ
学会学術集会・総会、熊本、2019年11月29日 

5)   渡邊 大：主要中核拠点病院での抗レトロウイ
ルス治療の実際。シンポジウム「治療の手引
き」。第33回日本エイズ学会学術集会・総
会、熊本、2019年11月29日 

6)   渡邊 大：HIV診療の長期的戦略を考える～ビ
クタルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

7)   渡邊 大、川畑拓也、森 治代、小島洋子、駒野　
淳、塩田達雄、中山英美、村上 努、桝田智
仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝
子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
ーニング法に関する検討。第33回近畿エイズ
研究会学術集会、2019年6月8日、大阪 

8)   廣田和之、渡邊 大、小泉祐介、坂梨大輔、上
地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

9)   矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏幸、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、山内
一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者にお
ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 
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600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、
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2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 
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いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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10) 高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館 
哲郎、木谷知樹、金村米博、中島 伸、桝田智
仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊 
大、西田恭治、上平朝子、藤中俊之。HIV陽性
患者の中枢神経病変－脳生検術の必要性－。日
本脳神経外科学会第78回学術集会、2019年10
月9日、大阪 

11) 蜂谷敦子、佐々木 悟、伊藤俊広、潟永博之、
岡 慎一、渡邊 大、白阪琢磨、南 留美、山本政
弘、松田昌和、重見 麗、岡﨑玲子、岩谷靖
雅、横幕能行、杉浦 亙、吉村和久、菊地 正、
薬剤耐性HIV調査ネットワーク。国内新規
HIV/AIDS診断症例における薬剤耐性HIV-1の
動向。第73回国立病院総合医学会、2019年11
月8日、名古屋 

12) 今橋真弓、岡 慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡
邊 大、宇佐美雄司、池田和子、本田美和子、
吉野宗弘、横幕能行。エイズ診療で国立病院機
構が地域で果たすべき役割。第73回国立病院
総合医学会、2019年11月8日、名古屋 

13) 矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊 大、中内崇夫、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、白阪
琢磨、山内一恭。ラルテグラビル1日1回1200mg
投与における血漿中トラフ濃度に関する検討。
第73回国立病院総合医学会、2019年11月8
日、名古屋 

14) 中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。当院におけるリルピビリン/
エムトリシタビン/テノホビルアラフェナミド
フマル酸塩配合錠の使用状況について。第33
回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019
年11月27日 

15) 櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。ラルテグラビルカリウムの投
与法間におけるトラフ血漿中濃度の比較検討。
第33回日本エイズ学会学術集会・総会、熊
本、2019年11月29日 

16) 矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣
田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平
朝子、白阪琢磨。テノホビルアラフェナミド投
与時のテノホビル血漿トラフ濃度に関する検
討。第33回日本エイズ学会学術集会・総会、
熊本、2019年11月29日 

17) 蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、
林田庸総、岡 慎一、潟永博之、古賀道子、長
島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、
須藤弘二、加藤真吾、谷口俊文、猪狩英俊、寒
川 整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌英、太田
康男、茂呂 寛、渡邉珠代、松田昌和、重見 
麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊 

大、小島洋子、森 治代、藤井輝久、高田清
式、中村麻子、南 留美、山本政弘、松下修
三、健山正男、藤田次郎、杉浦 亙、吉村和
久、菊地 正。国内新規HIV/AIDS診断症例にお
ける薬剤耐性HIV-1の動向。第33回日本エイズ
学会学術集会・総会、熊本、2019年11月28日 

18) 川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎
原永辰、仲宗根正、仁平 稔、久高 潤、渡邊　
大、大森亮介、駒野 淳、阪野文哉、小島洋
子、森 治代、本村和嗣。健診機会を利用した
HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第33回日本
エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019年11
月27日 

19) 渡邊 大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯　
正之、砂川富正、白阪琢磨。当院の新規診断
HIV感染者における診断時CD4陽性Tリンパ球
数と血中HIV-RNA量の年次推移に関する検
討。第33回日本エイズ学会学術集会・総会、
熊本、2019年11月28日 

H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.　特許取得 

なし 

2．実用新案登録 

なし 

3．その他 

なし

ケーション研修会の参加経験がないと回答した医療

者が多い一方で、臨床場面においてコミュニケーシ

ョンに困難があること、コミュニケーションに関す

る研修機会の必要性を感じている医療者が多いこと

が明らかとなった。希望する研修内容については、

職種別での研修よりも多職種合同での事例検討やロ

ールプレイが挙げられており、多職種との連携に関

しての課題や必要性を感じていることが推察され

た。そのため、今後の研修内容については職種を交

えた研修内容を提供する必要性が示唆されたととも

に、ニーズに沿った研修会を開催することによって

HIV医療体制の整備を図り、HIV陽性者を支援する

機能を充実強化することが期待される。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 

F．健康危険情報 

なし 

G．研究発表 

 1．論文発表 

なし 

 2．学会発表 

海外 
1)   Bessho H, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, 
Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E. Immune 
reconstitution inflammatory syndrome as a predic-
tive factor for HBsAg seroclearance in HBV/HIV 
coinfected patients treated with antiretroviral thera-
py. European Association for the Study of Liver, 
The International Liver Congress 2019. April 11, 
2019. Vienna, Austria. 

2)   Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, 
Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida Y, Miyabe 
Y, Sako R, Yamauchi K, Yamazaki K, Uehira T, 
Takuma Shirasaka. Discontinuation of long-term 
dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 
gene polymorphisms. 10th IAS Conference on HIV 

Science (IAS 2019). July 21, 2019. Mexico City, 
Mexico. 

3)   Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, 
Murai T. Differences of cognition and brain white 
matter between cART-treated HIV-infected patients 
with low and high CD4 nadir. NEUROSCIENCE 
2019, Oct 23, 2019, Chicago, IL. 

国内 
1)   渡邊 大：HIV感染者の未解決の病態と抗HIV療
法の未来。第2回大阪薬科大学学術交流シンポ
ジウム、大阪、2019年10月19日 

2)   渡邊 大：HIV 感染症の課題と期待される病診
連携。令和元年度 HIV 医療講習会、大阪、2019
年10月31日 

3)   渡邊 大：今後の HIV 診療の期待と課題～ 2 剤
併用療法の新しい知見 ～。ViiV HIV 
Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019年11月2
日 

4)   渡邊 大：HIV感染症の予後と死因Update。シン
ポジウム「治療の手引き」。第33回日本エイズ
学会学術集会・総会、熊本、2019年11月29日 

5)   渡邊 大：主要中核拠点病院での抗レトロウイ
ルス治療の実際。シンポジウム「治療の手引
き」。第33回日本エイズ学会学術集会・総
会、熊本、2019年11月29日 

6)   渡邊 大：HIV診療の長期的戦略を考える～ビ
クタルビ配合錠の臨床的特徴～。第4回 Gilead 
Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年
12月23日 

7)   渡邊 大、川畑拓也、森 治代、小島洋子、駒野　
淳、塩田達雄、中山英美、村上 努、桝田智
仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝
子、白阪琢磨。プロテアーゼ領域と逆転写酵素
領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリ
ーニング法に関する検討。第33回近畿エイズ
研究会学術集会、2019年6月8日、大阪 

8)   廣田和之、渡邊 大、小泉祐介、坂梨大輔、上
地隆史、西田恭治、竹田真未、田栗貴博、小澤
健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院
のHIV感染者の皮膚軟部組織感染症における市
中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に
関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 

9)   矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏幸、西
田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平朝子、山内
一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者にお
ける投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度
高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の
長期投与時の腎機能関連有害事象による投与中
止の関連。第33回 近畿エイズ研究会学術集
会、2019年6月8日、大阪 
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STR以外の配合剤もしくは単剤は8つの薬剤（エプ

ジコム®・ツルバダ®・デシコビ® HT・デシコビ® 

LT ・プレジコビックス ®・アイセントレス ® 

600mg・アイセントレス® 400mg・テビケイ®）を

記載していた。2019年度に作成した第14版では、

STRは5剤（ゲンボイヤ®・トリーメク®・ビクタル

ビ®・オデフシィ®・シムツーザ®）に増やし、STR

以外の配合剤と単剤は4つ（デシコビ® HT・アイセ

ントレス® 600mg・アイセントレス® 400mg・テビ

ケイ®）に減らし、実際の服薬指導にあわせた形式

に改定した。 

2018年に地域医療支援室が設置され、外部の施設

へ研修の講師に赴くことが容易になった。2019年は

12月までに15回の関連研修を行った。医療施設に

加え、社会福祉施設の職員や訪問看護師・介護士・

ケアマネージャーなども対象となった。 

近畿ブロック都道府県・エイズ拠点病院等連絡会

議を2019年12月12日に実施した。各中核拠点病院

におけるHIV診療の課題において、行政の担当者と

ともに共通認識を持つ場とした。ブロック拠点・中

核拠点病院からのHIV診療の課題としては、社会福

祉施設の受け入れの問題が最も多くの施設（7施

設）であげられ、次いでスタッフの不足や育成の問

題（5施設）があげられた。これは昨年度も同じ傾

向であった。行政からは新規報告件数やエイズ患者

の占める割合について報告がなされた。滋賀県では

エイズ患者の占める割合が高く、カウンセラー等に

よる聞き取り調査の有効性について検討がなされ

た。 

カウンセラー連絡会議を2020年2月1日に実施し

た。ブロック拠点病院ではHIV陽性者に対する様々

な支援を検討し、実施する機会を有しているが、そ

の他の医療機関では、マンパワーの不足や面接室の

確保、他職種や院内心理士との連携の困難さが問題

として挙げられた。また、自治体においては、雇用

形態の変更に伴い、今後の業務に支障がでるかもし

れないという懸念が挙げられ、安定して業務を遂行

することが難しい可能性が示唆された。薬害HIV患

者においては必要時には対応が可能であるという回

答がほとんどであったが、経験の乏しさによる対応

への不安が挙げられた。 

HIV 感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究の結果は以下の

通りである。回収率は 13%であり、送付数 220 に対

し、返答があったのは無効を除く 28 名であった。

「職種」は医師の 12 名（43%）が最も多く、次いで

看護師が 7 名（25%）、MSW 又は PSW が 4 名

（14%）、薬剤師が 3名（11%）、心理士が 2名（7%）

であった。「職種における経験年数」では 20 年以上

が 13 名（46%）であり、0～9年は 8名（28%）であ

った。「HIV における経験年数」は、0～9年が 18 名

（65%）であり、「症例件数」は 0～19 件が 18 名（64%）

であった。「コミュニケーション研修会の参加経験」

については、「なし」が 22 名（79%）、「コミュニケ

ーションに関する研修会の必要性」については「必

要」だと回答したのは 24 名（86%）であった。「臨

床場面でのコミュニケーションの困難の有無」につ

いては、22 名（79%）が「困難あり」と回答し、「困

難に感じる場面」（複数回答あり）において最も多か

ったのは、「セルフケア（定期服薬や定期受診）が困

難な患者への対応」で 13 件であった。次いで「性的

な事柄についての聞きづらさや会話のしづらさ」、

「メンタルヘルスが悪化したHIV 陽性者への対応」

がともに 11 件であった。「希望する研修内容」（複数

回答あり）では、「事例検討」が 25 件で最も多く、そ

のうちの 16 件が多職種合同の事例検討を希望して

いた。次いでロールプレイが 15 件であり、そのうち

7件が多職種合同を希望していた。 

D．考察 

今年度は12件の研修を行った。当院の地域医療支

援室を通じて、15回の関連研修を行った。いままで

の研修の多くは、ブロックまたは中核拠点病院で実

施されたものであり、一つの施設からの多数の参加

者は望めない状況であった。地域医療支援室が行う

出前研修は、職務の調整をしていただければ、研修

先の複数の職員に対して研修が可能であり、近畿ブ

ロック内にHIV感染者を引き受けてもらう施設を広

げる上で重要な手段のひとつになる可能性があると

考えられた。近畿ブロックではこれらの研修会以外

にも、多くの研修会を実施している。本研究班主催

では薬剤師を主な対象とした研修会を行っていない

が、それらの研修会は関西臨床カンファレンス

（https://www.kansai-hiv.com/index.html）が主催で行

っている。さらに、関西臨床カンファレンスでは薬

剤師向けに加え、若手医師向け研修会（スキルアッ

プセミナー等）・NGOやNPO交流会、カウンセリン

グ部会なども行われている。研修後のアンケートで

は概ね良好な評価を得ているが、研修・教育効果の

評価方法については、引き続き検討が必要である。 

HIV感染症医療におけるコミュニケーションに関

する研修会ニーズ検討のための研究から、コミュニ
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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A．研究目的 

近畿ブロックにおけるHIV診療の課題を明らかに

し、HIV診療の向上を目的とする。また、拠点病院

の再構築を含めた診療体制について検討する。 

B．研究方法 

中核拠点病院打ち合わせ会議、近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議、研修会の企画と

実施（出前研修会含む）、資材の作製、ホームペー

ジによる情報発信、拠点病院へのHIV診療に関する

アンケート調査を行った。研修の方法は、クリッカ

ーを用いた研修とコミュニケーション研修について

のアンケート調査（HIV感染症医療におけるコミュ

ニケーションに関する研修会ニーズ検討のための研

究）を行なった。HIV感染者に対する精密検査入院

を実施し、2020年からは救済医療としてあらたな精

密検査入院を開始した。 

（倫理面への配慮） 

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特

定されない等の配慮を行った。HIV感染症医療にお

けるコミュニケーションに関する研修会ニーズ検討

のための研究は当院で倫理審査を受け、承認を得

た。 

C．研究結果 

中核拠点病院打ち合わせ会議・近畿ブロック都道

府県・エイズ拠点病院等連絡会議を開催することに

より、行政・拠点病院間で連携をとり近畿ブロック

の診療レベルの向上に加え、歯科および精神、救

急、透析、長期療養などの課題や救済医療の実施に

あたる諸問題について議論した。2018年度に設立さ

れた地域医療支援室により社会福祉施設や保健所な

どに赴き、2018年度は18回、2019年度は12月まで

に12回の出前研修を行った。新規HIV薬の登場に

伴い、『あなたに知ってほしいこと』のアップデー

トを 2 回行った。ホームページを HTML/CSS/ 

Javascript 対応とし、院外PEPの情報を追加した。3

年間で111件の精密検査入院を行った。2020年から

GIF/CF/DEXA/胸腹部CT/腹部エコー/認知機能検査/

リハビリ/PET-CTなどを組み合わせた新たな精密検

査入院が開始された。 

D．考察 

HIV診療を地域に拡大させるためには、さまざま

な課題があり、行政とともに取り組む必要があると

考えられた。当院の地域医療支援室と連携して、拠

点病院への聞き取り調査など、新たな取り組みが期

待される。 

本研究の目的は、近畿ブロックのHIV診療レベルの向上と連携強化、歯科や精神科疾

患、救急医療、透析医療、長期療養の診療体制の整備などの課題の解決に資すること

にある。方法は主に、研修会の企画および実施と近畿ブロックにおける中核拠点病院

打ち合わせ会議の開催である。各府県では中核拠点病院が中核となり診療が円滑に行

われるようになってきている。その一方で、HIV感染症患者の一般医療への需要があ

り、拠点病院に加えて、一般の医療施設の参加が必要な状況であることが明らかにな

った。今後は、長期療養が必要なHIV感染症患者が、安心して療養できるような診療

体制の整備が必要と考える。 

研究要旨

近畿ブロックのHIV医療体制整備 

研究分担者     渡邊　大 
(独) 国立病院機構大阪医療センター臨床研究センター 
エイズ先端医療研究部 HIV感染制御研究室長 

最後に、拠点病院の再構築を含めた診療体制につ

いて検討する。近畿ブロックは大阪・兵庫・京都・

滋賀・奈良・和歌山の2府4県からなるが、大阪以

外は大学の付属病院が中核拠点病院となっており、

通院患者数もそれほど多くはない。2018年の中核拠

点病院の定期受診患者数を多い順にあげると、兵庫

313例、奈良157例、京都129例、滋賀97例、和歌

山78例である。HIV診療を担当している医師が一人

の場合、その医師の異動や退職を機に拠点病院を取

り下げる可能性はあるが、大学付属病院の場合は人

材も豊富であり、その危険性は少ないと考えられ

る。都道府県全体をみても、兵庫764例、奈良164

例、京都377例、滋賀130例、和歌山91例であり、

昨年と比較して定期通院患者数が最も増えたのは兵

庫であるが、それでも36例である。また、HIV診療

の諸問題があったとしても、エピデミックのひとつ

のモデルとして考えられる大阪府が近隣に位置して

おり、その解決策を共有することができる。一方、

大阪の患者数増加と特定の医療機関への集中は止ま

らない。2018年の大阪府の定期通院患者数は3514

例であり、2017年と比較して141例増加している。

ブロック拠点病院である大阪医療センターに2515

例（72%）、中核拠点病院の1つである医療機関に

718例（20%）が集中しており、両者で大阪府の

92%を占めている。また、この2つの医療機関は大

阪の中央に位置し、大阪府の面積が小さいこととあ

いまって、近隣の府県からも通院が可能である。 

このように、ブロック拠点病院への患者集中にも

大きな問題が残されている。外来通院患者が多くな

っている。3ヶ月先までに何例の患者の予約が入っ

ているかをみると、3年以上在籍している医師全員

（6名）が300例以上の予約がはいっており、医師3

名については少なくとも500例前後の予約がはいっ

ている。若年者以外の患者の多くは、HIV診療に加

え、一般内科の診療も希望しており、外来の負担は

決して少なくはない。 

ブロック拠点病院の機能を考えるとERや入院治

療はブロック拠点病院で引き受けるべきである。し

たがって、地域の急性期病院に外来診療のみを依頼

することは正当とは限らない。抗HIV療法について

も、指定自立支援医療機関の申請や治療失敗に伴う

薬剤耐性株の流行の懸念を考慮すると、地域の病院

や診療所にまかせるのは簡単なことではない。 

大阪医療センターでは精神科医師数の減少によ

り、精神科受診が必要な症例はまず近隣の診療所に

診察する流れになった。抗HIV療法でウイルス学的

抑制になっている症例の精神科救急も、精神科単科

病院でみていただけるようになった。歯科について

も、大阪HIV感染者等歯科診療連携体制が構築さ

れ、大阪府内の173の協力歯科医院（2018年9月時

点）と連携がとれるようになった。維持透析も全例

サテライトで透析を実施している。これらの成功

は、他の診療科でも成功する可能性を意味してい

る。 

このような背景から考える拠点病院の構想の1つ

の私案を述べる。ブロック拠点病院・中核拠点病院

は、抗HIV療法や難治例・入院例の診療を中心に行

うが、自立困難患者などではプライマリケアも引き

続き行う。かぜ症候群、胃腸障害、ワクチン接種な

どは近隣の診療所で診療を行い、地域全体での診療

を推進させる。拠点病院はその地域において診療可

能なことを明確にし、ウイルス学的抑制された症例

を中心にブロック拠点病院や中核拠点病院に診療所

との中間的な役割を担う。以上を、行政を含めてシ

ステマチックに構築する。 

E．結論 

近畿ブロックでは、中核拠点病院が各府県のHIV

診療の中核を担うようになった。今後もブロック全

体で質の高い診療を続けるためには、人材の育成、

病院間連携の強化が必要と考えた。歯科診療、精神

科疾患、長期療養、透析、救急医療の診療体制の整

備も重要な課題である。拠点病院間や行政との連携

の強化のみならず、地域全体との密な連携を伴った

HIV診療体制の構築が必要である。 
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精神科 

田宮裕子 

 

当科は、精神科身体合併症病棟入院中の方への対応、コンサルテーション・リ

エゾン、専門外来などを中心に診療を行っている。精神科身体合併症病棟に入院

となる場合は、当院総合救命救急センターを経由しての入院となるため、重篤な

身体合併症のある症例がほとんどである。近年では自殺企図による多発外傷後当

科に転科になる症例も多く、自殺企図後の精神状態を適切に評価し再度危険な行

為を行わないように援助することは精神科医の重要な役目となっている。日々多

くの自殺企図患者に対応しており、自殺企図に至る要因を分析し再企図予防に有

効な因子などについて調査研究を行い、積極的に学会で発表し論文化していきた

いと考えている。  

一般診療科入院患者の不眠、気持ちの落ち込み、せん妄などの精神症状に対応

するコンサルテーション・リエゾンも総合病院で働く精神科医にとっては重要な

業務である。高齢化に伴い、入院後せん妄を呈する患者は増えている。せん妄を

発症することで合併症のリスクも高まり、臥床期間も長期化するため、認知機能

や下肢の筋肉も衰え ADL の低下を招くこととなる。特に高齢者では手術中の麻

酔による睡眠覚醒リズムの障害が術後せん妄を惹起しやすいと考えられており、

術後せん妄の予防となるような方策を他科と協働で検証していきたい。  

今年度より摂食障害の専門外来を開設している。摂食障害は精神疾患の中でも

特に死亡率が高く、身体合併症や他の精神疾患との高い併存率を持つ重篤な疾患

であり、治療終了 5 年後の予後調査では約 49％のみが良好な経過をたどると報告

されている。治療が奏功しない場合は慢性の経過をたどり身体機能や社会機能に

おいても影響を与える。また高い治療中断率も回復の妨げとなっている。摂食障

害の発症や慢性化の要因として認知機能障害の関与が示唆されている。特に認知

機能障害が重篤であるほど従来の治療に反応しにくく社会機能も低いと報告され

ている。近年摂食障害の神経基盤に基づいた新たな治療法として認知リハビリテ

ーションとニューロモジュレーション治療の研究が進んでいる。現在研究段階に

あるこれらの治療が、認知機能の改善だけではなく体重の増加も望める、より効

果的な治療になり得るかを検証し、今後の新たな治療開発に向けて貢献したいと

考えている。  
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野圭一郎、石田健一郎、曽我部  拓、島原由美子、岩佐信孝、上尾光弘、大西光雄、

田宮裕子：大阪医療センター精神科身体合併症病棟における自殺企図症例の検討。

第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月  

 

B-6 

田宮裕子：総合病院における精神科医療。第 47 回法円坂地域医療フォーラム、大

阪、209 年 6 月 29 日  
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消化器内科 

石田 永 

 

消化器内科・肝臓内科は、①肝炎・肝癌診療、②内視鏡治療、③消化器癌に対

する化学療法を診療の 3 つの柱にしています。論文発表や学会発表も、この 3 つ

の柱を中心に活動しています。  

 C 型肝炎および B 型肝炎に対する抗ウイルス療法ですが、その診療患者数が日

本でも常にトップクラスにランクされ、国内のみならず海外の学会・学術誌に情

報発信しています。C 型肝炎治療はインターフェロンフリーの時代に入り、100%

に近いウイルス排除率が得られています。患者さんの併存疾患に応じた適切な治

療を選択するなど、よりよい治療を追求するよう心がけています。当科の B 型肝

炎に対する抗ウイルス剤（特に核酸アナログ）治療も国内で高い評価を受けてい

る領域です。核酸アナログの治療成績は、国立病院機構ネットワーク共同研究の

主任研究者としてとりまとめています。肝癌においては治療困難なラジオ波焼灼

術症例にも対応し、また若手医師の技術指導にも熱心に取り組んでいます。  

 内視鏡治療では、早期胃癌に対する粘膜下層剥離術（ESD）に力を入れ、診療

レベルの向上をはかってきました。適応拡大病変の検討や安全性の評価、技術的

改良に関する検討を発表しています。特に抗凝固剤、抗血小板薬が投与されてい

る症例の検討を国内外に発信しています。  

 消化器癌に対する化学療法は今や最も活発に論文発表や学会発表を行っている

領域です。特に胆道系悪性腫瘍、膵臓癌は増加傾向にあり、今後も先進医療を行

っていきます。また、新規薬剤の開発に伴い胃癌・大腸癌の化学療法も日々進歩

しており、遺伝子解析の技術を積極的に活用し、エビデンスに基づいた診療を行

うとともに、その成績の検討に取り組んでいます。  

 上記の他にも、臨床的にまれな症例や貴重な経験症例の報告をしています。特

に症例報告は専修医 /専攻医・研修医の初めての学会発表の場として、消化器内科

をあげて指導に力を入れています。今後も、診療・教育とともに臨床研究の成果

を国内外に発信してきたいと思います。  
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与による麻酔法の有効性と安全性。第 55 回日本肝癌研究会、東京、2019 年 7 月
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一、石田  永、三田英治：Optimal salvege line tretment of metastatic colorectal 

cancer．第 17 日本臨床腫瘍学会、神戸 2019 年 7 月 18-20 日  
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原祐子、中水流正一、石田  永、三田英治：Potassium-competitive acid blocker 投与
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藤井祥史、赤坂智史：P-CAB 投与後に発症した胃カンジダ症の一例。第 463 回

大阪胃研究会、大阪、2019 年 5 月 15 日  

 

B-8 

榊原祐子：当院における上部消化管出血の現状。第 5 回法円坂消化器疾患医療フ

ォーラム、大阪、2019、8 月 3 日  

 

榊原祐子：UC 治療における 5-ASA 製剤を用いた治療戦略を考える。大阪炎症性

腸疾患セミナー、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

榊原祐子：炎症性腸疾患フォーラム in Osaka、大阪、2019 年 9 月 13 日  

 

榊原祐子：IBD 治療におけるベドリズマブの位置づけ。大腸疾患フォーラム in 呉

フォーラム、呉、2019 年 11 月 12 日  

 

榊原祐子：潰瘍性大腸炎に対する治療戦略。法円坂消化器フォーラム、大阪、2020

年 2 月 15 日  
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榊原祐子：炎症性腸疾患の診療と治療について。東成区薬剤師会研究会、大阪、

2020 年 2 月 15 日  

 

石田  永：最終局面を迎えつつある C 型肝炎治療。法円坂地域医療フォーラム、

大阪、2019 年 7 月 20 日  
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循環器内科 

 上田恭敬 

 

 エビデンスに基づいて治療方針が決まる現在において、よりよい治療方針を考えるために

は臨床研究が非常に重要である。まずは後ろ向き研究によって日々の臨床経験の中から仮説

を導きだし、前向き試験によって検証することになる。後ろ向き研究をおこなうためには、

日常診療において研究標的とする疾患を多く治療して、解析に耐えるデータベースをもつこ

とが不可欠である。まずは、急性心不全、急性冠症候群、院外心停止、心房細動についての良

質なデータベースを作ることを目標としている。そのためには一貫した治療方針に従って

日々の診療をおこない、十分な検査結果や診察結果、問診結果などをカルテに残すことが重

要である。その一環として、心臓カテーテル検査においては、各種血管内画像診断（IVUS, OCT, 

血管内視鏡, spectroscopy など）による病変評価を積極的におこない、新しく登場する診断技

術は積極的に取り入れている。さらに、従来から存在する心エコーや冠動脈 CT も積極的に

活用することで、現時点で可能な最先端の診断・治療の実践を目指している。日々のカンフ

ァレンスにおける徹底的な病態・治療方針の検討、データベースとして利用可能なカルテの

改良などに取り組んでいる。 

 現在、急性心不全および急性冠症候群について、病態解明、発症機序解明と新しい診断法・

治療法・予防法の開発を第一の目標としている。急性心不全については心エコーを中心とし

た研究を、急性冠症候群については血管内視鏡および T-TAS による血液血栓形成能を中心と

した研究を進めている。また、大動脈における動脈硬化が大動脈疾患や脳梗塞のみならず、

腎障害や ASO さらには認知症の原因となる可能性が示唆されており、大動脈内視鏡を用いた

研究も始めている。 

 さらに、より大きな臨床試験によるエビデンスの確立や、発見した内容の臨床応用を目指

して、大阪大学循環器内科関連病院を中心とした共同研究や、日本循環器学会を中心とした

活動への展開も進めている。具体的には、大阪大学循環器内科関連病院による HFpEF の共同

研究や、日本循環器学会による STOP MI キャンペーンを進めている。 

 

 

【2019 年度 研究業績発表】 

A-0 

Shinouchi K, Ueda Y, Kato T, Nishida H, Ozaki T, Kosugi S, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T , Nakamura 

M, Fukushima T, Horiuchi K, Mishima T, Abe H, Awata M, Date M, Uematsu M , Koretsune Y: Relation 

of Chronic Total Occlusion to In-Hospital Mortality in the Patients With Sudden Cardiac Arrest Due to 

Acute Coronary Syndrome.「The American Journal of Cardiology」123(12):1915-1920、2019 年 6 月
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15 日 

 

Ueda Y: New Strategy to Prevent Acute Myocardial Infarction by Public Education. 「Asian Hospital 

and Healthcare Management 」 . https://www.asianhhm.com/articles/new-strategy-to-prevent-acute-

myocardial-infarction-by-public-education、2019 年 6 月 18 日 

 

Sotomi Y, Suzuki S, Kobayashi T, Hamanaka Y, Nakatani S, Hirata A, Takeda Y, Ueda Y, Sakata Y, 

Higuchi Y: Impact of the one-year angioscopic findings on long-term clinical events in 504 patients 

treated with first-generation or second-generation drug-eluting stents: the DESNOTE-X study. 

「EuroIntervention」 15(7):631-639、 2019 年 9 月 20 日 

 

Nakamura M, Kosugi S, Awata M, Shinouchi K, Abe H, Mishima T, Date M, Uematsu M, Kkoretsune 

Y, Ueda Y. Possible Very Early-Phase Neaoatherosclerosis After the Implantation of Drug-Eluting Stent. 

「Angioscopy」、2019 年 10 月 31 日 

 

Okada M, Hirata A, Kashiwase K, Nakanishi H, Amiya R, Ueda Y, Higuchi Y, Sakata Y: Impact of 

Preprocedural Serum Eicosapentaenoic Acid to Arachidonic Acid Ratio on Post-Ablation Recurrence of 

Atrial Fibrillation「International Heart Journal」 60(6):1334-1343、2019 年 11 月 15 日  

 

Kosugi S, Awata M, Ueda Y, Abe H, Mishima T, Shinouchi K, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, 

Toriyama C, Nakamura M, Ueda Y, Sasaki S, Matsumura M, Iehara T, Date M, Uematsu M, Koretsune 

Y: Serial Angioscopic Evaluation of Arterial Repair After the Implantation of Drug-Coated Stent at the 

Culprit of Acute Coronary Syndrome. 「Journal of Coronary Artery Disease」 2019 年 12 月 20 日 

 

Seo M, Yamada T, Tamaki S, Hikoso S, Yasumura Y, Higuchi Y, Nakagawa Y, Uematsu M, Abe H, Fuji 

H, Mano T, Nakatani D, Fukunami M, Sakata U: Prognostic Significance of Serum Cholinesterase Level 

in Patients With Acute Decompensated Heart Failure With Preserved Ejection Fraction: Insights From 

the PURSUIT-HFpEF Registry. 「J Am Heart Assoc」 2020;9:e014100、 2020 年 1 月 7 日 

 

Hoshida S, Watanabe T, Shinoda Y, Minamisaka T, Fukuoka H, Inui H, Ueno K, Yamada T, Uematsu M, 

Yasumura Y, Nakatani D, Suna S, Hikoso S, Higuchi Y, Sakata Y and Osaka CardioVascular Conference 

I. Considerable scatter in the relationship between left atrial volume and pressure in heart failure with 

preserved left ventricular ejection fraction. Sci Rep. ;10(1):90、2020 年 1 月 
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Okura H, Saito Y, Soeda T, Nakao K, Ozaki Y, Kimura K, Ako J, Noguchi T, Yasuda S, Suwa S, Fujimoto 

K, Nakama Y, Morita T, Shimizu W, Hirohata A, Morita Y, Inoue T, Okamura A, Uematsu M, Hirata K, 

Tanabe K, Shibata Y, Owa M, Tsujita K, Nishimura K, Miyamoto Y, Ishihara M and investigators JM. 

Frequency and prognostic impact of intravascular imaging-guided urgent percutaneous coronary 

intervention in patients with acute myocardial infarction: results from J-MINUET. Heart Vessels. 

34(4):564-571、2019 年４月 

 

Saito S, Toelg R, Witzenbichler B, Haude M, Masotti M, Salmeron R, Witkowski A, Uematsu M, 

Takahashi A, Waksman R and Slagboom T. BIOFLOW-IV, a randomised, intercontinental, multicentre 

study to assess the safety and effectiveness of the Orsiro sirolimus-eluting stent in the treatment of 

subjects with de novo coronary artery lesions: primary outcome target vessel failure at 12 months. 

EuroIntervention. 15(11):e1006-e1013、2019 年１０月 

 

Seo M, Yamada T, Tamaki S, Hikoso S, Yasumura Y, Higuchi Y, Nakagawa Y, Uematsu M, Abe H, Fuji 

H, Mano T, Nakatani D, Fukunami M and Sakata Y. Prognostic Significance of Serum Cholinesterase 

Level in Patients With Acute Decompensated Heart Failure With Preserved Ejection Fraction: Insights 

From the PURSUIT-HFpEF Registry. J Am Heart Assoc. 9（1）:e014100、2020 年 1 月 

 

Tsukiyama Y, Shinke T, Ishihara T, Otake H, Terashita D, Kozuki A, Fukunaga M, Zen K, Horimatsu T, 

Fujii K, Shite J, Uematsu M, Takahara M, Iida O, Nanto S and Hirata KI. Vascular response to paclitaxel-

eluting nitinol self-expanding stent in superficial femoral artery lesions: post-implantation angioscopic 

findings from the SHIMEJI trial (Suppression of vascular wall Healing after IMplantation of drug 

Eluting peripheral stent in Japanese patients with the Infra inguinal lesion: serial angioscopic 

observation). Int J Cardiovasc Imaging. 35（10）:1777-1784、2019 年１０月 

 

A-2  

安部晴彦、是恒之宏：XX 心不全の合併症-病態・治療-１、不整脈(1)心房細動 3)抗凝固療法 

「日本臨牀第 77 巻増刊号２ 心不全（第２版）下-最新の基礎・臨床研究の進歩-」、2019:103-

111、日本臨牀社、2019 年 5 月 31 日 

 

安部晴彦、是恒之宏：21 循環器疾患における抗血小板・抗凝固療法 「改訂第 9 版 内科学書 

vol. 3 循環器疾患 腎・尿路疾患」、2019:368-372、中山書店、2019 年 8 月 30 日 

 

上田恭敬; 2.評価法 XI.血管内視鏡 「改訂第２版これから始める心臓カテーテル検査」、2019: 



─ 93 ─

371-375、メディカルレビュー社 、2019 年 9 月 20 日 

 

安部晴彦、是恒之宏：第 14 章薬剤開発の最新情報 2.抗凝固薬「先端医療シリーズ 50 循環

器疾患の最新治療」、p235-239、先端医療技術研究所 永井良三、澤芳樹、小川久雄編集主幹、

2019 年 9 月 28 日 

 

安部晴彦、是恒之宏：6 循環器疾患 同種薬の特徴と使い分け-抗血栓薬（経口抗凝固薬、抗

血小板薬） 「今日の治療指針 2020 年版」、p344-345、医学書院 福井次矢、高木誠、小室一

成総編集、2020 年 1 月 1 日 

 

安部晴彦、上松正朗：第Ⅳ章 E 心不全合併陳旧性心筋梗塞患者、F 心筋バイアビリティの評

価 「実践に活きる臨床心エコー図法」、p287-294、南江堂 伊藤浩、渡辺弘之編集、 2020 年

3 月 25 日 

 

A-4  

上田恭敬：Supraflex 対 Xience の比較試験「Clear! ジャーナル四天王」、1052、 CareNet.com、

2019 年 5 月 23 日 

 

上田恭敬：安定狭心症の結構再建適応評価は MRI と FFR のいずれかで行うべきか？「Clear! 

ジャーナル四天王」、1076、CareNet.com、2019 年 7 月 12 日 

 

上田恭敬：1ヵ月のDAPTとその後の P2Y12阻害薬による SAPTが標準治療となるか？「Clear! 

ジャーナル四天王」、1122、CareNet.com、2019 年 10 月 23 日 

 

上田恭敬：STEMI 症例では Xience より Orsiro が優れている？「Clear! ジャーナル四天王」、

1143、CareNet.com、2019 年 11 月 27 日 

 

上田恭敬：左冠動脈主幹部病変は PCI と CABG のいずれで治療しても予後は同じ 「Clear! ジ

ャーナル四天王」、1145、CareNet.com、2019 年 11 月 29 日 

 

上田恭敬：EBM とガイドライン、Osaka Heart Club 、43(8): 3-4、2020 年 1 月 20 日 

 

飯田吉則、安部晴彦、相木佐代、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大

橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上
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田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 緩和ケアの進め方に苦慮した心不全の一例、Osaka Heart Club、 

43(9): 6-11、2020 年 2 月 14 日 

 

B-1 

Ueda Y: Endoscopy can predict future event. APSC2020、Kyoto、2020 年 3 月 13 日. 

 

B-2 

Kosugi S, Ueda Y, Abe H, Mishima T, Shinouchi K, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, Toriyama 

C, Nakamura M, Date M, Uematsu M, Koretsune Y: Serial Angioscopic Evaluation of Arterial Repair 

After the Implantation of Drug-Coated Stent at the Culprit of Acute Coronary Syndrome. TCT2019、

San Francisco、2019 年 9 月 27 日 

 

Toriyama C, Abe H ,Nishida H, Nakamura M, Ohashi T, Iida Y, Kosugi S, Ozaki T, Shinouchi K, 

Mishima T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: A novel method of correcting the left ventricular 

stroke volume by Doppler echocardiography: comparison with multidetector computed tomography. 

ESC Asia、シンガポール、2019 年 11 月 9 日 

 

Kosugi S, Shinouchi K, Abe H, Mishima T, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, Toriyama C, 

Nakamura M, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Clinical and Angiographic Features of Out-

of-hospital Cardiac Arrest in Patients With Acute Myocardial Infarction. AHA2019 、Philadelphia、

2019 年 11 月 17 日 

 

Abe H, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima T, Date M, Ueda Y, Korestune Y:  Prognostic Impact of 

Echocardiographically Evaluated Congestion in Patients With Heart Failure With Preserved Ejection 

Fraction. AHA2019、Philadelphia、2019 年 11 月 17 日 

 

Iida Y, Abe H, Nakamura M, Ohashi T, Toriyama C, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, 

Mishima T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Prognostic impact of fractional excretion of urea 

and urine osmolality in patients with acute decompensated heart failure. ACC2020、Chicago、2020 年

3 月 29 日 

 

Nakamura M, Abe H, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, 

Mishima T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Tricuspid Annular Plane Systolic Excursion 

Cannot Predict the Outcome of Heart Failure with Preserved Ejection Fraction and Sinus Rhythm. 
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ACC2020、Chicago、2020 年 3 月 30 日 

 

B-3  

上田恭敬：冠動脈疾患と抗血小板療法についての最近の話題。第 13 回 Trans Catheter Imaging 

Forum 2019, 大阪市, 2019 年 4 月 26 日 

 

小杉隼平：脳、心臓の動脈硬化性疾患を持つ患者の大動脈内視鏡所見。TCIF2019、大阪市、

2019 年 4 月 26 日 

 

上田恭敬：重症心筋梗塞の治療よりも重症心筋梗塞を発症させないための戦略が重要。第 67

回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019 年 9 月 15 日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、三

嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞による心停止患者の治療。

第 67 回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019 年 9 月 15 日 

 

小杉隼平、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木 駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、

大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、篠内和也、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、

上松正朗、是恒之宏：Drug-coated stent 留置後血管修復反応についての血管内視鏡による経時

的検討。第 33 回日本心臓血管内視鏡学会、大阪市、2019 年 10 月 5 日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、

小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏：CTO を含む 3 枝病変の重症

AS 患者に PCI＋TAVI を施行した一例。第 33 回日本冠疾患学会学術集会、岡山市、2019 年 12

月 14 日 

上田恭敬： Apparently “stable” CAD patients are not always stable!!。第 84 回日本循環器学会学

術集会、京都、2020 年 3 月 14 日. 

 

上田恭敬： Overview of STOP MI Project。第 84 回日本循環器学会学術集会、京都、2020 年 3

月 14 日. 

 

B-4 

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、福島貴嗣、堀内恒平、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正
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朗、是恒之宏:：臥位エルゴ負荷により三尖弁逆流が軽度から重度へ増悪した心不全合併不整

脈原性右室心筋症の一例。第 30 回日本心エコー図学会学術集会、松本市、2019 年 5 月 11 日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、福島貴嗣、堀内恒平、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、尾﨑立尚、小

杉隼平、西田博毅、加藤大志、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：安定した血行動態の急性心筋梗塞における心エコー検査で診断した心室中隔

穿孔の一例。第 30 回日本心エコー図学会学術集会、松本市、2019 年 5 月 11 日 

 

飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：心房性機能性僧帽弁閉鎖不全症が形成されていく過程を年単位で追跡し

えた 1 例。第 92 回日本超音波医学会学術集会、東京、2019 年 5 月 25 日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、飯田吉則、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：パルスドプラ法による左室流出路時間速度積分は 1 回心拍出量を正確に

反映するか？。第 92 回日本超音波医学会学術集会、東京、2019 年 5 月 25 日 

 

中村雅之、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：収縮の保たれた心不全患者における左室と右室の長軸方向収縮能が予後

に与える影響。第 92 回日本超音波医学会学術集会、東京、2019 年 5 月 26 日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上松正朗、是

恒之宏、上田恭敬：急性心筋梗塞患者と安定狭心症患者における血栓形成態の比較。第 39 回

心筋梗塞研究会、東京、2019 年 7 月 6 日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大

橋拓也、鳥山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞による心停止患者に見られる慢性完全閉塞病変の意義。第

39 回心筋梗塞研究会、東京、2019 年 7 月 6 日 

 

加藤大志、安部晴彦、飯田吉則、堀内恒平、福島貴嗣、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：心血管疾患患者において心肺運動負荷中の呼気終末二酸化炭素濃度の変遷に

影響を与える因子の検討。第 25 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会、大阪市、2019
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年 7 月 13 日 

 

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、西

田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：高強度

インターバルトレーニングが運動耐容能の改善に有用であった心臓外科術後の 1 症例。第 25

回日本心臓リハビリテーション学会、大阪市、2019 年 7 月 14 日 

 

Ohashi T：A Case of Pacing Failure Due to Sudden Increase of Pacing Threshold after Implantation of 

Right Ventricular Septal Lead Using Delivery Catheter.。第 66 回日本不整脈心電学会学術大会、横

浜市、2019 年 7 月 25 日 

 

中村雅之、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、大橋拓也、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三

嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：右心カテーテル検査時の輸血負荷により

肺高血圧症を診断し得た一例。 第 67 回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019 年 9 月 14

日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞患者と安定狭

心症患者における血栓形成能の比較検討。日本心血管インターベンション治療学会 CVIT2019、

名古屋市、2019 年 9 月 21 日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、

小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏：石灰化結節によるステント

内再狭窄を OFDI と血管内視鏡で観察した一例。第 33 回日本心臓血管内視鏡学会、大阪市、

2019 年 10 月 5 日 

 

小杉隼平、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大

橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、篠内和也、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏：虚血性脳血管障害の既往のある冠動脈疾患患者の大動脈内視鏡所見。第

33 回日本心臓血管内視鏡学会、大阪市、2019 年 10 月 5 日 

 

小杉隼平、篠内和也、安部晴彦、三嶋 剛、尾崎立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：院外心停止を来した急性心

筋梗塞患者の臨床的特徴と血管造影所見。第 33 回日本冠疾患学会学術集会、岡山市、2019 年
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12 月 14 日 

 

江左佳樹、山本司郎、池上剛史、安藤大祐、河野智之、永野恵子、山上宏、三嶋 剛、大西俊

成、田中宣暁、井上耕一：経皮的左心耳閉鎖術後に重篤な出血を来し死亡した一例。第 7 回

日本心血管脳卒中学会学術集会、横浜市、2020 年 3 月 8 日 

 

B-5 

三嶋 剛：基礎編・軸、脚ブロック、心房負荷等。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪

市、2019 年 11 月 30 日 

 

B-6 

飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、篠内和也、三嶋 剛、上田恭敬、上松正朗、是恒

之宏：心不全増悪を繰り返す慢性腎臓病と機能性僧帽弁逆流を合併した虚血性心筋症の 1 例。

第 2 回中之島循環器カンファレンス、大阪市、2019 年 4 月 19 日 

 

篠内和也：骨動脈アプローチのＰＣＩで腕頭動脈の蛇行を避ける方法。第 9 回豊橋ライブデ

モンストレーションコース、豊橋市、2019 年 6 月 21 日 

 

小杉隼平：Orsiro SES 留置 1 か月後に血管内視鏡で観察し得た 1 例。第 9 回豊橋ライブデモ

ンストレーションコース、豊橋市、2019 年 6 月 21 日 

 

髙安幸太郎：運動負荷心電図検査は陰性であったが、直後に急性冠症候群を発症した一例。

第 9 回豊橋ライブデモンストレーションコース、豊橋市、2019 年 6 月 22 日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、三島 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：硝酸薬が効かずカルペリチドが奏功した急性心不全・腎不全の 1 例。第

225 回日本内科学会近畿地方会、大阪市、2019 年 9 月 21 日 

 

上田泰大：HIV 感染症患者の冠動脈および大動脈に Lipid rich plaque を認めた一例。第 12 回

近畿血管内視鏡研究会。大阪市、2019 年 10 月 19 日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、小杉隼平、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：透析により速やかに改善した重度機能性僧帽弁逆流の 1 例。日本超音波

医学会第 46 回関西地方会、大阪市、2019 年 10 月 26 日 
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髙安幸太郎：労作性狭心症を契機に、大動脈の動脈硬化性変化を伴う下肢閉塞性動脈硬化症

を認めた一例。第 44 回近畿心血管イメージング研究会、大阪市、2019 年 11 月 9 日 

 

松村未紀子、安部晴彦、小杉隼平、尾﨑立尚、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：偏位性僧帽弁逆流性 MR と病歴から感染性心内膜炎を疑い確定診断し得

た症例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

尾﨑立尚、三嶋 剛、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木 駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、小杉隼平、篠内和也、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：意識障害にて搬送され右室・肺動脈等に多発静脈内ガス像を認めた一例。

第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

中村雅之、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木 駿、大橋拓也、鳥山智恵子、

飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：血栓性血小板減少性紫斑病に合併した深部静脈血栓症にリバーロキサバ

ン強化療法が著効した一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30

日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大

橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏：虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対して回旋枝の PCI が有効であった一例。第

128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

佐々木 駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、

小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：心室細動からの

蘇生に難渋した Fontan 術後・右胸心成人患者の一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、

大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：心房細動アブレーション治療後に心機能が改善した心不全の 1 例。第 128

回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 
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小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾崎立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木 駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上田恭敬、

上松正朗、是恒之宏：薬剤コーテッドステントと第 2 世代薬剤溶出性ステント留置 1 年後の

血管内視鏡所見の比較。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

上田泰大、篠内和也、小杉隼平、家原卓史、松村未紀子、佐々木 駿、中村雅之、大橋拓也、

鳥山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、

上田恭敬、是恒之宏：HIV 感染症患者の冠動脈および大動脈に Lipid rich plaque を認めた一

例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木 駿、中村雅之、大橋拓也、

鳥山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、

上松正朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁に離開が生じ三尖弁逆流が増悪した心不

全合併不整脈原性右室心筋症の一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年

11 月 30 日 

  

國分祐樹、佐々木 駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、

尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 高血

圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。

第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日 

 

髙安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木 駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾﨑立尚、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深大腿動脈瘻に対して超音波ガイド下トロ

ンビン注入が有効であった一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月

30 日 

 

大橋拓也、三嶋 剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小杉隼平、尾﨑

立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木 駿、松村未紀子、上田泰大、

家原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心房粗動に対してアブレーションを行い、機

能性三尖弁逆流の減少が得られた一症例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019

年 11 月 30 日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大
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橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏： DK crush 法に用いて回錠枝に PCI 施行し、虚血性僧帽弁逆流が劇的に改

善した一例。第 33 回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会、大阪市、2020 年 1

月 11 日 

 

髙安幸太郎：労作性狭心症を契機に、大動脈の動脈硬化性変化を伴う下肢閉塞性動脈硬化症

を認めた一例。第 13 回近畿血管内視鏡研究会、大阪市、2020 年 2 月 8 日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木 駿、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是

恒之宏：Rotablator による合併症からの考察、冠解離と冠穿孔を来たした 2 症例。第 34 回日

本心血管インターベンション治療学会近畿地方会、大阪市、2020 年 2 月 15 日 

 

松村未紀子、小杉隼平、家原卓史、上田泰大、佐々木 駿, 中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、

鳥山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、篠内和也、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、

上松正朗、是恒之宏：高度蛇行を呈する右冠動脈へのステント留置後に遠位側へ血種が進展

し bailout に難渋した 1 例。第 34 回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会、大

阪市、2020 年 2 月 15 日 

 

松村未紀子、小杉隼平、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、鳥

山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、篠内和也、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：胸骨圧迫による肝損傷を合併した急性心筋梗塞に対し、動脈塞栓術と二

期的血行再建で治療し得た一例。第 34 回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方

会、大阪市、2020 年 2 月 15 日 

 

上田泰大、篠内和也、家原卓史、佐々木 駿、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、

尾崎立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是

恒之宏：Amplatz 型ガイディングカテーテルにより右冠動脈入口部のステントを損傷した一

例。第 34 回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会、大阪市、2020 年 2 月 15 日 

 

B-8 

上田恭敬：心血管イベントを予防する脂質低下療法の重要性。第 11 回熊本 PCI 研究会、熊本

市、2019 年 5 月 15 日 
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鳥山智恵子：右冠動脈起始異常により運動時に致死性不整脈を発症した 2 症例。第 38 回国立

大阪医療センター循環器病談話会、大阪市、2019 年 6 月 8 日 

 

篠内和也：腎機能低下症例に対する虚血評価、PCI 治療戦略。第 38 回国立大阪医療センター

循環器病談話会、大阪市、2019 年 6 月 8 日 

 

小杉隼平：脳、心臓の動脈硬化性疾患を持つ患者の大動脈内視鏡所見。第 38 回国立大阪医療

センター循環器病談話会、大阪市、2019 年 6 月 8 日 

 

伊達基郎：末梢動脈疾患 PAD の治療戦略。第 38 回国立大阪医療センター循環器病談話会、

大阪市、2019 年 6 月 8 日 

 

上田恭敬：血管内視鏡からみた冠動脈イベントと発症機序と積極的脂質低下療法の重要性。

横浜北部脂質異常症セミナー、横浜市、2019 年 6 月 10 日 

 

飯田吉則：症例提示：緩和ケアへの移行のタイミング決定に苦慮した心不全の 1 例。緩和ケ

アを取り入れた心不全治療を考える会、大阪市、2019 年 6 月 14 日 

 

上田恭敬：虚血性心疾患診療における EPA 製剤の役割。KANSAI EPA FORUM、大阪市、2019

年 6 月 22 日 

 

上田恭敬：血管内視鏡からみた心筋梗塞の発症機序と積極的脂質低下療法の意義。CV Premium 

Conference、大阪市、2019 年 7 月 4 日 

 

佐々木 駿：心房頻拍合併急性心不全における warm up 戦略の検討～非代償期の頻拍はタマ

ゴ？ニワトリ？～。循環器 若手集談会、大阪市、2019 年 7 月 19 日 

 

小杉隼平：発症機序解明を目指した急性心筋梗塞症例における血液血栓形成能の検討。2019

年度大阪循環器部会プロジェクト検討会、大阪市、2019 年 8 月 30 日 

 

安部晴彦：循環器領域における血流観察-心エコーを中心に-。OMMC 循環器臨床懇話会 2019、

大阪市、2019 年 9 月 7 日 

 

三嶋 剛：脳卒中予防を念頭に置いた心房細胞マネジメント。脳卒中診療の為の地域連携セミ
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ナー、大阪市、2019 年 9 月 12 日 

 

上田恭敬：心筋梗塞の発症メカニズムと積極的脂質低下療法の重要性。虚血性心疾患トータ

ルケアセミナー、福岡市、2019 年 10 月 28 日 

 

篠内和也：内科外来で出会う急性心筋梗塞の心電図。第 4 回法円坂循環器フォーラム、大阪

市、2019 年 11 月 7 日 

 

三嶋 剛：心不全・脳梗塞治療の観点からみる不整脈診療。第 39 回国立大阪医療センター循

環器病談話会、大阪市、2020 年 1 月 18 日 

 

尾﨑立尚：不整脈に対する新しいデバイス（皮下 ICD・リードレスペースメーカー）の特徴

と使用例。第 39 回国立大阪医療センター循環器病談話会、大阪市、2020 年 1 月 18 日 

 

大橋拓也：徐脈に対してペースメーカー適応に悩んだときの考え方。第 39 回国立大阪医療セ

ンター循環器病談話会、大阪市、2020 年 1 月 18 日 

 

尾﨑立尚：心移植を拒否された場合若年末期心不全患者への対応を考える。緩和ケアを取り

入れた循環器疾患治療を考える会、大阪市、2020 年 1 月 22 日 

 

上田恭敬：医者にかかり始めるタイミング。第 21 回 TCIF 市民公開健康講座、大阪市、2020

年 1 月 25 日 
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小児科 

 寺田志津子 

 

小児科では、以下の疾患に重点的に取り組んでいる。  

新生児医療：合併症をもつ母親から出生した新生児、健康新生児ならびに病的新生

児、後期早産児、HIV 母子感染予防。  

高度小児専門医療：骨系統疾患、発育・発達障害、内分泌、アレルギー、神経、発

達障害、児童虐待、感染症（HIV 感染症を含む）。  

臨床研究として、日本小児白血病リンパ腫研究グループ（JPLSG）の参加施設と

して白血病・悪性リンパ腫の、主に長期フォローアップの研究に参加している。ま

た、HIV 感染妊婦の全国疫学調査研究事業に参加している。  

 

 

【2019 年度研究発表業績】  

B-6 

寺田志津子：HIV 母子感染予防の現状。第 328 回 NMCS 例会、大阪、2019 年 6 月

21 日  

 

【班研究の報告書】  

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業  

「HIV 感染者の妊娠・出産・予後に関する疫学的・コホート的調査研究と情報の普

及啓発法の開発ならびに診療体制の整備と均てん化に関する研究」班 
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令和元年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

「HIV 感染者の妊娠・出産・予後に関する疫学的・コホート的調査研究と情報の普及啓発法の開発 

ならびに診療体制の整備と均てん化に関する研究」班 

分担研究報告書 

 
研究分担課題名： HIV 感染女性と出生児の臨床情報の集積と解析およびウェブ登録によるコホートシ

ステムの全国展開 
 

研究分担者：田中瑞恵 国立国際医療研究センター 小児科 医師 

研究協力者：外川正生 大阪市立総合医療センター小児医療センター 

小児総合診療科・小児救急科部長 

      兼重昌夫 国立国際医療研究センター 小児科 医師 

細川真一 愛育病院 新生児科 医師 

   前田尚子 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 小児科 医長 

      寺田志津子  国立病院機構 大阪医療センター 小児科 科長 

 

要旨： 

全国病院小児科に対して通算 21 年目となる HIV 感染妊婦から出生した児（子ども）の診療実態を調査

した。1 次調査による 2018 年 9 月 1 日から 2019 年 8 月 31 日までの子ども症例数は、全国でのべ 26 例、

2018 年 9 月以前の調査に未報告であった子どもはのべ 8 例であったが、その後 2018 年以前に生まれた

8 例のうち 3 例が既報、1 例が誤報と判明したため計 30 例（19 施設）に対して 2 次調査を行った。子ど

もを診療した 19 施設に対して 2 次調査を行い、94.7％の施設から 27 例の回答を得た。2 次調査の結果、

1 例が既報例であった為、新規症例 26 例となり（うち平成 28 年 9 月以前の症例 1 例：以下同）これら

26 例について検討した。感染例は 1 例だった。地域別出生数は関東甲信越が最多で、北海道からの報告

はなかった。母親の国籍は日本 17 例であった。妊婦への ART はなし 2 例であり、1 例は感染例で初期

スクリーニング陰性だった。他 1 例は妊娠後期に判明した例だった。分娩前のウイルス量（コピー/ml）

は 1.0×104以上が 2 例あり、いずれも出産までに HIV は判明していたが ART が施行されていない例だっ

た。このハイリスク例のうち 1 例では経腟分娩が行われていた。ハイリスク例はいずれも非感染であっ

た。感染児以外では、貧血が高頻度で認められたが、ほとんど経過観察のみで軽快している。感染児は、

児の AIDS 発症から感染が判明した例であった、初期スクリーニングは陰性で、母乳感染が疑われてい

る。今回の調査結果、累計報告数は 606 例であった。感染／非感染／未確定の内訳は感染 55 例、非感

染 393 例（本年度調査追加 12 例、昨年未確定から本年度追跡で非感染確定例 7 例）、未確定 157 例（本

年度調査追加 12 例、昨年度未確定から非感染確定になり 7 例減）となった。   

フォローアップシステムの構築では、NCGM でのパイロット調査の継続および、全国展開に向け、研究

計画書を立案した。パイロット調査では、NCGM の倫理委員会で平成 29 年 8 月 2 日付で承認を得た(研

究名：ヒト免疫不全ウイルス陽性女性と出生した児の長期予後に関するコホート研究 The Japan Woman 

and Child HIV Cohort Study(JWCICS)、承認番号：NCGM-G-002104-01)。倫理委員会の承認後、平成 29

年 8 月 23 日から症例の登録を開始し、2020 年 2 月 23 日現在、計 28 例が登録された(本年度は 1 例)。

今年度は、研究計画の立案を行い、本年度中に承認の予定である。 

 

A.研究目的 

１）小児科二次調査 

①可能な限り、子どもの数、子どもの家族情報、
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周産期情報、薬剤情報、罹病と生育の正確な状況

を把握し、母子感染率を検討する。 

②本邦の国情に合った子どもの健康管理および

発達支援に必要なデータベースを構築・更新する。 

２）コホートシステムの開発 

①従来の小児科二次調査では、長期予後について

の調査は困難であり、コホートシステムの開発に

より、HIV 陽性女性から出生した児の長期予後を

調査することを目的とする。この 3 年間で、現在

単施設である研究施設を、4 施設程度に拡大する

ことを目的とする。  

②症例の集積を図り、妊娠した女性および出生児

の長期予後についてデータを集積する。  

③また、システムを通じた患者支援ツールについ

て検討する。 

 

B.研究方法 

１）小児科二次調査 

全国の小児科を標榜する病院にアンケート調査

（吉野班による小児科一次調査）を行い、子ども

の診療経験について匿名連結不能型で発生動向

を把握した。全国の小児科を標榜する病院 2,395
施設に対し一次調査用紙を送付し、返信はがきに

より回答を得た。質問は以下に該当する症例数を

問うものであった。 
 質問１．2018 年 9 月 1 日～2019 年 8 月 31 日ま

でに出生した症例（新規症例） 
 質問２．2018 年 8 月 31 日以前に出生した症例

で、過去の調査に報告していない症例（未報告症

例） 
 上記質問に対しての有効回答の解析を行った。 
 この一次調査で把握された症例について、将来

の追跡調査を目的とした匿名連結不可能型の詳

細な二次調査を行った。 
尚、一部症例登録用紙の改訂を行った。それに伴

い、国立国際医療研究センター倫理委員会で審査

し、平成 28 年 8 月 8 日付で承認された。(研究名：

HIV 感染妊婦から出生した児の実態調査、承認番

号：NCGM-G-001874-01) 
 

２）コホートシステムの開発 

 H27～29 年に開始した、NCGM でのパイロット

研究を踏まえ、HIV 陽性女性および出生児のコホ

ート調査を全国展開する。研究は、web 登録で行

い、医師(医療者)および、対象に対して健康調査

を行う。 

 わが国における、HIV 陽性女性から出生児の長

期予後、罹病、成長・発達についてコホート研究

を行うための、システム立案を行う。前年度まで

施行していた、小児長期予後についての研究結果

や、各国のコホートシステムを参考に、わが国で

実行可能なシステムを検討する。登録症例につい

て、半年（もしくは 1 年）に一度、現況、罹病、

成長・発達（児のみ）について、対象による現況

入力および、主治医による web 登録し、データセ

ンターでデータ管理する。女性のフォロー中に、

妊娠があれば、その時点で、妊娠・出産の状況も

登録し、児も登録する。集計されたデータをもと

に、1 年に一度解析を行い、報告する。 

 全国展開に向けては、昨年度パイロット調査を

継続する中で明らかとなった問題点、患者の移動

(転院)についても配慮されたシステムの在り方に

ついて検討し、その内容を反映した研究計画を立

案する。 

（倫理面への配慮） 

本調査は「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」及びヘルシンキ宣言を遵守して実施す

る。当調査の扱う課題は HIV 感染を中心に、その

周産期・小児医療、社会医学との関わりであり、

基本的に「倫理面への配慮」は欠くべからざるも

のであり、細心の注意をもって対処する。 

C.研究結果 

１）令和元年（2019）年度小児科二次調査結果 

 診療経験あり 19 施設に対して当分担研究班が

詳細な二次調査を行った。その結果、2020 年 1 月

20 日現在、回答無しは 1 施設（一次調査回答は計

3 例）だった。以上から二次調査に対する施設回

答率は、18/19 施設(94.7%)だった。この 18 施設か

ら 28 例の報告を得た。うち 2 症例は既報例だっ

た。よって、新規報告は 26 例だった。また、既

報例のうち 1 症例は 2018 年度の感染例の続報で

あり、感染児の検討では合わせて考察することと
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する。診療経験あり施設ごとの症例数は 1〜4 例

であった。最終的に新規症例として 17 施設から

26 例の報告について詳細に検討した。26 例のう

ち、2018 年 8 月 31 日以前に出生したのは 1 例で

感染例のみだった。25 例の内訳は非感染 12 例、

未確定 13 例であり、感染例は 1 例であった。 

 この 26 例について以下の解析を行った。 

①年次別出生数と感染状況 

 今年度 25 例の他に昨年度までに出生した 1 例

が含まれ、感染例だった。 

②地域別出生数 

 関東甲信越 15 例と最多であり、北海道からの

報告はなかったが、ほぼ全国からの報告があった。

その他、東北 2 例、中部 2 例、近畿 2 例、中国・

四国 3 例、九州・沖縄 2 例 

③母親の国籍 

 母親の国籍は日本 17 例、外国 9 例であった。 

④父親の国籍と父親の感染状況 

 日本 16 例、外国 5 例、不明 5 例でうち 1 例は

精子提供による妊娠だったた。 

 父親の感染状況は、陰性 9 例、陽性 1 例、不明

16 例で不明のうち 1 例は精子提供だった。 

⑤同胞について 

 15 例において同胞が 1〜2 人あり、3 症例で同

胞の感染例があったが、この内の 2 症例は双児の

症例の為、同胞は同一児であり、計 2 人の感染例

同胞の報告があった。 

⑥妊婦の感染判明時期と抗ウイルス薬投与状況 

 妊婦の感染判明時期は妊娠中が 3 例で 13 週 1

例、31 週 1 例、出産直前 1 例だった。 

 妊婦への ART 開始時期は、妊娠前から服用が

20 例、妊娠中開始が 3 例、分娩時 1 例、なし 2 例

であった。妊婦への投与なし 2 例のうち 1 例は感

染例だった。他方は妊娠後期に感染は判明してい

たが分娩時の AZT のみ投与していた。 

 薬剤投与なしの 2 例と、分娩時から薬剤投与し

た 1 例を除く 23 例についてキードラッグの詳細

は RAL：14 例（内 1 例は DRV+TVD と併用）、

DTG：2 例、ATV+RTV：1 例、DRV+RTV：3 例、

PCX：1 例、GEN：1 例（妊娠 12 週から RAL+TVD

に変更）であり、RAL が 14 例と最も多かった。

バックボーンでは、DVY：8 例、EZC：7 例、TVD：

6例であったが、DVY使用の 4例は 5~12週でTVD

に変更しており、逆に TVD 使用の 1 例は 9 週で

DVY に変更になっている。以上より経過中に最も

多く使用されていたのは TVD だった。 

⑦分娩前妊婦の免疫学的・ウイルス学的指標 

 妊婦のウイルス量（コピー/ml）は 1.0×106以上

は 0 例、1.0×104 台 1 例、1.0×103 台が 1 例、200

コピー未満 23 例でうち 14 例は測定感度以下であ

った。 

⑨新生児への対応 

 感染例を除く 25 例全例で母乳は禁止されてい

た。 

 新生児への抗ウイルス薬は、感染例 1 例を除く

25 例で投与ありだった。投与のあった 25 例で 23

例が AZT 単剤であった。2 例は母子感染リスクが

高いため、1 例 NVP3 日間投与、1 例は NVP28 日

間、3TC28 日間を併用していた。 

AZT の投与回数は、近年出生例ではほぼ 2 回/

日であったが、今年度の調査では全例で 2 回/日で

あった。 

投与期間は 1 例を除く 24 例で回答があり、2 週

間未満（13 日）が 1 例、2 週間 2 例、4 週～6 週

間が 7 例、6 週間以上が 14 例（うち 10 例は 6 週

間）だった。2 週間投与 2 例は双胎で、経過良好

のため、主治医の判断で 2 週間で終了している（最

新の英国のガイドラインに従った？）。 

⑩新生児における問題 

 出生した児の性別は、男：15 例（1 例）、女：

11 例、在胎週数は、37 週以上 16 例だった。早産

は 10 例(34 週～36 週)だった。経腟分娩での出生

例が 2 例（1 例）あり、うち 1 例は妊娠初期スク

リーニングでは陰性であり、母乳感染が疑われる

感染例だった。その他 1 例は分娩直前に母体感染

が判明したが、母が帝王切開拒否したために経腟

分娩で出生した。 

 新生児期合併症は新生児一過性多呼吸が 7 例だ

った。奇形は認めなかった。 

 貧血は 21 例において指摘された。20 例で AZT
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単剤、1 例で多剤の予防内服がされていた。最低

Hb 値は、9g/dL 未満は 7 例だった。 

⑫感染例について 

 今年度の調査で新たに感染 1 例が報告された。

また、さらに 1 例で既報例の続報が報告された。

続報例は、感染は家族の AIDS 発症から家族内ス

クリーニング施行し判明したが、児も診断前から

血小板減少症があり、慢性 ITP として治療、経過

みられていた例だった。妊娠初期スクリーニング

は陰性で、母乳投与も明らかでなかったことから、

妊娠後期での感染を疑われている。診断後、転院

しており、今回の報告では、児に対しても ART

が開始されており、現在は症状なし、ウイルス量

の感度以下でコントロール良好である。 

 新規の報告例は、妊娠中のスクリーニングは陰

性、経腟分娩で出生、母乳の投与があった。児の

AIDS 発症から、母体の感染も判明している。経

過から、母乳感染が疑われている。発症時、精神

運動発達遅滞、HIV 脳症、脳動脈壁不整（VZV 血

管炎の疑い）、播種性 MAC、CMV 感染などがあ

り重篤な状況であった。報告現在、ART が開始さ

れているが、依然として状態は安定していないと

の報告だった。 

2）小児科二次調査・追跡調査 

 昨年度調査時に 1歳半に達しておらずHIV感染

の有無が「未確定」だった 7 例（4 施設）につい

て追跡調査を行った。返送率は 100％であった。

うち、全ての症例において非感染が確定していた。

また、非感染が確定した後に診察を自己中断した

例と転院した例がそれぞれ 1 例ずつあった。また、

追跡調査を行った 7 例全てにおいて、その後の発

達障害や成長障害等は見られなかった。 

3）小児科二次調査 19 年間のまとめ（表 1） 

 今回の調査結果、累計報告数は 607 例であった。

感染／非感染／未確定の内訳は感染 55 例、非感

染 394 例（本年度調査追加 12 例、昨年「未確定」

から本年度追跡で「非感染」確定例 7 例）、未確

定 157 例（本年度調査追加 12 例、昨年度「未確

定」から「非感染」確定になった為 7 例減）とな

った。また、「非感染」には、過去に報告を受け

たが詳細な情報が得られなかった 1 例も含まれて

いる。 

4)フォローアップシステムの構築 

 今年度は、NCGM のパイロット調査の継続と、

全国展開に向け研究計画を立案した。 

①パイロット調査の現況 

 2017 年 8 月 23 日より、症例登録を開始した。

2020 年 2 月 14 日現在、28 例の登録を得た。本年

度の登録は 1 例だった。 

a.同意取得状況（図 1） 

 同意については以下の 4 項目について取得した。 

ⅰ.医療者が、あなたの過去の診療状況および現在

の状態の調査に回答すること 

ⅱ.医療者が、あなたのお子さんの過去の診療 

 状況および現在の状態の調査に回答するこ 

 と 

ⅲ.あなたが、あなたの現在の状態の調査に回答 

すること 

ⅳ.あなたが、あなたのお子さんの状態の調査に 

回答すること 

それぞれ 1～4 の同意取得数（％）は、28  

（100%）、26 (92.9%)、25(89.3 %)、19(85.7％)だっ

た。 

b.妊娠転帰(図 2) 

 2020 年 2 月 14 日までに妊娠転帰が明らかとな

ったのは、のべ 44 例だった。転帰の内訳は、選

択的帝王切開 21 例、緊急帝王切開 5 例、経腟分

娩 5 例、自然流産 2 例、人工中絶 11 例だった。

転帰年毎にみると、2007 年以降に選択帝王切開の

例が全例含まれていた。また、感染判明後に経腟

分娩した例はなかった。 

Ⅴ.女性の現況(図 3) 

 登録例は、全例生存中であった。2019 年 4 月 1

日現在の年齢分布(カッコ内は出産歴あり)は、26

～30 歳が 3 例（2 例）、31 歳～35 歳が 4 例(2 例)、

36～40歳が 12例(10例)、41～45歳が 4例 （3例）、

46~50 歳が 4 例（3 例）、50 歳以上が 1 例（1 例）

だった。出生児の数は一女性あたり、1～3 例だっ

た。 

Ⅵ.出生児の現況(図 4) 
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 登録例は、24 例で全例生存中であった。感染児

は 1 例、非感染児は 21 例、データなしが 2 例だ

った。出生児の年齢分（2019 年 4 月 1 日現在）は、

0 歳が 4 例、1～3 歳未満が 6 例、3～6 歳未満が 7

例、6 歳以上が 7 例だった。 

②システム開発 

 JCRAC データセンターと協働してシステム開

発を行った。データベースツールとして、REDCap 

(Research Electronic Data Capture)を採用した。

REDCap は米国 Vanderbilt 大学が開発したデータ

集積管理システム（EDC）である。アカデミック

医学研究では世界標準になりつつある支援ツー

ルで、REDCap Consortium Partner になれば、米国

Vanderbilt 大学から無償でライセンスを受けられ

る。（アカデミアの場合）また、特徴として、収

集データに対し、自身でサーベイやデータベース

が自由にカスタマイズ可能、モバイル App や活動

量計などの連携が可能などである。今回、EDC と

して REDCap を採用した理由として、１．データ

マネージメント業務を標準化、２．EDC 構築・運

用コストの抑制、３．研究者主導臨床研究では、

プロトコル、CRF の変更が多いので迅速に eCRF

の変更を行えるという点である。その中で、アカ

デミアで利用実績があり、導入・運用コストの低

い EDC として REDCap 導入した。日本でも多く

のアカデミアで導入が進んでおり、平成 26 年 2

月に Japan REDCap Consortium が大阪大学に設立

されている。REDCap の作動環境は、１．アプリ  

REDCap ver6.10.32．OS CentOS 7、３．Web 

Apache 2.2.15、４．DB MariaDB ver5.5、５．言

語 PHP ver5.3.3、６．メール  SMTP Email 2.6.6

である。JCRAC データセンターでは、サーバは

JCRAC データセンター内に設置し、運用管理を実

施している。 

③多施設でのコホート研究（JWCICSⅡ）の立案 

現在、倫理審査委員会に申請中であり、本年度内

の承認を予定している。 

本研究では、以下のことについて配慮し研究計画

を立案した。 

a．新たな女性のリクルートは分娩歴のある女性

のみとする。 パイロット調査の対象女性は再同

意が得られれば、規定の期間までは継続とする。

施設は 4 施設限定で開始する。 

施設は、 

国立国際医療研究センター 

大阪市立総合医療センター小児医療センター 

国立病院機構名古屋医療センター  

大阪医療センター  

から開始し、徐々に拡大する。 

b．対象女性から出生した児のうち感染児は別個

にコホートし、非感染児と観察項目を分け、デー

タ入力をしやすくする。 

c.感染児については、二次調査から症例のリクル

ートを行い、施設を限定せず全国から症例をリク

ルートする。 

d．二次調査とコホートで得たデータを統合して

利用できるように配慮する。 

e.女性のデータは、パイロット調査からの移行対

象以外は、内科医師からのデータは取得せず、対

象本人から情報を取得する。妊娠データについて

は引き続き、イベント発生毎に取得する。 

f.CRF は出来るだけ、個別にメールで URL 連携に

し、入力時期を逸脱しないように配慮する。 

g.二次調査と重複登録はしない。 

これらに伴い、パイロット調査で使用している

RedCap は引き続き EDC として使用するが、仕様

は変更する方針であり、現在調整中である。 

④産科・小児科二次調査との連携 

 コホート研究と、二次調査のデータを重複なく

統合して使用するため、二次調査も RedCap を使

用する方向で、検討している。いままで個別に作

成していた観察項目についても、文言の統一を図

り、コホート調査と産科・小児科二次調査が連携

をとれるように調整を図った。さらに、産科、小

児科二次調査で調査期間が異なっていたこと、転

帰を配慮できない状況での調査が含まれていた

ことから、転帰があった症例のみを集積するなど

の調査手法についても統一を図った。 

 

D.考察 
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１)小児科二次調査 

本年度は、施設回答率は 94.7%と高水準であっ

た。今年度の報告は昨年度と報告数は横ばいであ

った。今年度は過去に報告のなかった 1 施設から

新たに報告を受けた。徐々に、診療施設の増加を

認める。本年度は既報例が感染児以外なく、前年

までの報告で HIV 感染予防策を施行され出生し

た未報告例の拾い上げがなされたと考える。継続

的に全国に調査していることで調査自体が全国

に認知されている可能性があり、今までと同様な

網羅的な調査が全数把握には有効であると考え

る。また、感染児が新たに 1 例報告され、近年は

毎年報告されている状況である。今年報告例は、

児の発症から判明しており、児は AIDS を発症し

ており、経過からは精神発達遅滞など治療後も後

遺症として残る可能性がある。しかし、初期スク

リーニングは陰性で、母乳感染が疑われているこ

とから、やはり母子感染予防策では予防できない

例であった。小児 HIV 感染症は希少疾患であるた

め、日常診療で遭遇することは稀である。そのた

め疾患名は知っていても鑑別診断に挙げづらい

状況にある。希少ではあるものの、例年報告例が

あること、そのほぼ全例で妊娠初期スクリーニン

グは陰性で様々な状況で診断されていることな

どをより広く社会に情報拡散することで、日常診

療での HIV 感染症の鑑別が迅速に行われるよう

になる可能性がある。一方非感染例のほとんどは

母体ウイルスコントロール良好例であり、母体コ

ントロールが良好で、予防法が確実に行われれば、

感染予防は可能である。その一方でハイリスク症

例の報告も 2 例ありそれらに対する対応は一定で

なく、現場での混乱、難しさが伺えた。 

児の AZT の副作用として貧血は報告例では高

頻度（84%）であり、今後も注意が必要であるが

輸血などの対処がされる例はなくほぼ経過観察

で軽快している。児における AZT 投与方法はこ

こ数年で改定されており、本年度の調査では全例

で 2 回/日の AZT 投与がなされていた。AZT の投

与期間はまだ一定ではないが、母体のウイルスコ

ントロールが良好である場合は、昨年は 4 週間に

短縮される例が増加してきており、2 週間に短縮

する例も認めた。妊婦の分娩時のウイルス量検出

感度未満、検出感度以上 200 コピー未満（図 5）

で児に対する AZT 投与期間について我が国のガ

イドライン刊行前（2016 年 8 月～2018 年 3 月）

と刊行後（2018 年 4 月～2019 年 8 月）で比較し

てみたところ、ウイルス量検出感度未満で、28 日

以下の投与が前 23.8％、後 31.3％、ウイルス量検

出感度以上 200 コピー未満で前 11.8％、後 27.3％

だった。いずれでもガイドライン刊行後に AZT

の短縮（4 週間）が多い結果であり、その傾向は

分娩時のウイルス量検出感度以上 200 コピー未満

においてより顕著だった。以上から、我が班で刊

行したガイドラインが適切な AZT 投与に寄与し

ている可能性がある。また、最新の英国のガイド

ラインでは母体のリスク分類を細分化し、場合に

よっては児に対する AZT 投与は 2 週間に短縮す

ることを推奨している。本年度の報告でも 2 例、

2 週間投与を採用している例があり、今後我が国

のガイドラインをどのように改定していくか検

討すべきである。 

今年度は新規 1 例の感染例が報告されたが、母

子感染予防策が遂行されていない症例であり、完

全に遂行された例では、感染例はないことから現

行の予防策は有効であり、如何に早期に母体の

HIV 感染症を把握するかが重要である。先に述べ

たように、如何に母体の HIV 感染を早期に把握す

るかが重要であり、HIV 感染のみならず他の母子

感染症の予防のために、妊婦検診の重要性と、検

診を補助する仕組みづくりが重要である。吉野班

の報告より、全国の妊娠初期 HIV スクリーニング

の施行率はほぼ 100％に近くを維持しているにも

関わらず感染児の報告が増加していること、近年

の小児 HIV 感染例の報告の多くが、出生後数年た

ってから感染が明らかとなった例で、現在の母子

感染予防策は妊娠初期の HIV スクリーニングを

起点とした予防策であることから、現行の母子感

染予防策の限界が明らかで、こういった例につい

てどのような対策が有効か引き続き検討が必要

である。また、小児 HIV 感染症の症例は稀である
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が、2015 年以降ほぼ毎年報告を認めるようになり、

増加傾向にある。今後の発生動向に注意が必要な

状況である。さらに、多くの小児科医は診療の経

験がなく、経験を積むことも我が国の現状では困

難な状況にあり、診療体制が整っていない。一度

感染すると長期の通院が必要であることから、病

院の集約には限界があり、相談システムを確立す

ることで、スムーズな診療が行えるようにするこ

とも今後の課題である。 

２）フォローアップシステム構築 

①パイロットコホート調査 

 今年度は、より確実なリクルートや煩雑さを解

消する目的で、出産予定のある女性を中心にリク

ルートを行ったことから、1 例と少数の新規登録

に留まった。来年度は、既に出産は終わっている

が、児を持つ女性もより多くリクルートする方針

とする予定である。現在、少数ではあるが蓄積さ

れた症例は全例で生存が確認されており、数年の

経過では予後良好だった。また、メールの回答率

は 75％程度あることがわかっており、医療者から

の情報収集よりも対象者からの情報収集の方が

効率的であった。このことより、多施設コホート

では、対象者への質問項目を困難でない範囲で増

やすことでより質の高い調査が可能になると考

えられた。 

②多施設コホートの展開 

 コホート研究を昨年度から開始したが、開始後

も検討すべき点が多々あり、今後の多施設展開を

見据え修正点を検討した。 

 パイロット調査で最も問題であった情報入力

の促進と、複数部署の連携については、多施設研

究では医療者からの内科情報の取得を取りやめ、

関連部署をスマートにする。また、各 CRF を個別

のメールで関連付け、入力依頼、催促を行うこと

で、入力者の混乱を軽減する。NCGM ではカルテ

と連動し、自動で情報が収集できるなどのシステ

ムが有効な可能性があり、試行する。情報管理に

ついては、対象者のメールアドレスを対象者の目

前で入力、確認、対象者に登録確認メールが到着

することまでを確認することで、安全に管理され

ている。医療者から収集する情報についても、ア

カウント登録した者のみの限定となっており、パ

スワード複数回間違いによるロックなど行われ

ており、安全に設定されている。多施設に広がる

ことから、情報の安全面についてはより一層強化

する予定である。 

③産科・小児科二次調査との連携 

 産科・小児科二次調査およびコホート調査のデ

ータを全体として、データベース化すること、質

の高いデータの蓄積を行うため、コホート調査の

研究計画から端を発し研究班の横断的研究も見

直しを図る機会となった。我が国の HIV 陽性女性

および出生児に関するデータは本調査が唯一で

あり、貴重であることから、今後も丁寧なデータ

の蓄積とデータ管理が必要とされ、コホートの開

始や二次調査の見直しは有用であると考える。 

 

E.結論 

 いずれの研究についても概ね良好に遂行でき

たが、コホート調査については遂行をより促進す

る必要がある。 

 

G.業績 

原著論文による発表 
１）田中瑞恵，後天性免疫不全症.小児科診療ガイ

ドライン第 4 版（五十嵐隆編）.総合医学社,2019 

2）田中瑞恵，小児の HIV 感染症.今日の小児治療

指針第 17 版（水口雅編），医学書院, 2019 

3）田中瑞恵（2019 年）HIV 母体児への対応とフ

ォローアップ.小児内科,52 巻 1 号,101-104,東京医

学社,2020 

4）外川正生, 小児、青少年期における抗 HIV 療

法．（鯉渕智彦、白阪琢磨編）抗 HIV 治療ガイド

ライン（2019 年 3 月発行 7 月 27 日改訂），H30

年度厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ

対策政策研究事業 抗 HIV治療ガイドライン HIV

感染症及びその合併症の課題を克服する研究班，

128-,2019 

学会発表・講演・教育 
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国内 

１）田中瑞恵．HIV 母子感染の現状と今後の課題.

国際母子カンファレンス,2019,東京 

2）兼重昌夫．HIV 感染妊婦から出生した児の管

理,ACC 研修 周産期・小児医療コース， 2019,東

京 

 

H.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

該当なし 
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年 出生数 感染 非感染 未確定・不明 

1984 1 1 0 0 

1987 3 1 2 0 

1988 1 0 1 0 

1989 4 0 3 1 

1990 1 0 1 0 

1991 5 4 0 1 

1992 6 3 2 1 

1993 13 6 6 1 

1994 13 3 10 0 

1995 20 8 11 1 

1996 15 3 11 1 

1997 19 5 13 1 

1998 24 3 17 4 

1999 23 1 21 1 

2000 24 4 15 5 

2001 26 0 25 1 

2002 28 1 20 7 

2003 20 0 15 5 

2004 22 0 13 9 

2005 20 1 14 5 

2006 25 1 18 6 

2007 18 0 12 6 

2008 20 0 9 11 

2009 12 1 4 7 

2010 17 2 14 1 

2011 19 0 12 7 

2012 22 0 18 4 

2013 21 0 11 10 

2014 11 0 6 5 

2015 39 2 21 16 

2016 26 0 9 16 

2017 37 3 23 11 

2018 25 1 17 7 

2019 26 1 12 13 

2019 追跡   7 -7 

不明 1 0 1 0 
 607 55 394 157 

表１：年次別出生数と児の感染状況 
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図 1：同意取得状況 

図 2：妊娠転帰 
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図 3：女性の年齢分布 
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図 4：出生児の年齢分布 
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図 5：AZT 投与期間の比較（ガイドライン刊行前後） 
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外科 

（肝胆膵外科・上部消化管外科・下部消化管外科・呼吸器外科・乳腺外科） 

平尾素宏 

 

外科は、外科治療およびがん治療における標準治療の確立と先進医療の開発をめ

ざして、以下の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。  

 

1) 専門性および先進性の高い医療  

2) 医療の質の向上とチーム医療の推進  

3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進  

4) 各種がんに対する集学的治療の推進  

5) 外科手術の改善と向上  

6) 周術期管理の改善と向上  

 

毎年、多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行っています。若手医師も

積極的に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれ

たスタッフ各位の努力のおかげです。今後もより一層皆で精進していこうと思い

ます。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  
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Terashima M, Iwasaki Y, Mizusawa J, Katayama H, Nakamura K, Katai H, Yoshikawa 

T, Ito Y, Kaji M, Kimura Y, Hirao M, Yamada M, Kurita A, Takagi M, Boku N, Sano 

T, Sasako M : Randomized phase III trial of gastrectomy with or without neoadjuvant 

S-1 plus cisplatin for type 4 or large type 3 gastric cancer, the short-term safety and 

surgical results: Japan Clinical Oncology Group Study (JCOG0501). 「  Gastric 

Cancer 」22 ( 5 ) : P 1044 - 1052、2019 年  9 月  

 

Mitani S, Kadowaki S, Hasegawa H, Wakatsuki T, Hara H, Tajika M, Nishikawa K, 

Hirao M, Takahari D, Chin K, Muro K : Systemic chemotherapy for gastric cancer with 

early recurrence after adjuvant S-1 monotherapy: a multicenter retrospective study . 

「  Int J Clin Oncol 」24 ( 10 ) : P 1197 - 1203、2019 年 10 月  
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Ishikawa H, Yokoyama A, Muto M : Association between macrocytosis and 
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2019 年 7 月 8 日  

 

Bessho H, Tanaka S, Ishihara A, Kato S, Toshiyama R, Hama N, Mori K, Mano M, 

Miyamoto A, Ishida H, Hirao M, Mita E : Hepatocellular carcinoma in an adult patient 
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Yokoyama A, Katada C, Yokoyama T, Takizawa K, Yano T, Oda I, Shimizu 

Y,Nakanishi H, Koike T,Hirao M, Okada H, Yoshii T, Katagiri A, Yamanouchi T, 

Matsuo Y,Kakubo H, Kobayashi N, Ishikawa H, Muto H, : The Alcohol Use Disorders 

Identification Test and the risk of metachronous cancer after endoscopic resection of 

esophageal cancer . 「  Carcinogenesis 」、2020 年 3 月 11 日  

 

Tanioka H, Honda M, Tanaka C, Morita Y, Ishibashi K, Kato T, Matsuda C, Kataoka 

M, Satake H, Munemoto Y, Kobayashi K, Takahashi M, Nakata K, Sakamoto J, Oba K, 

Mishima H : Biweekly S-1 plus oxaliplatin (SOX) reintroduction in previously treated 

metastatic colorectal cancer patients (ORION 2 study): a phase II study to evaluate the 

efficacy and safety .「  Int J Clin Oncol. 」24 ( 7 ) : P 836 - 841、2019 年 7 月  

 

Bando H, Kagawa Y, Kato T, Akagi K, Denta T, Nishina T, Komatsu Y, Oki E, Kudo 

T, Kumamoto H, Yamanaka T, Yoshino T : A multicentre, prospective study of plasma 

circulating tumour DNA test for detecting RAS mutation in patients with metastatic 

colorectal cancer . 「  Br J Cancer. 」120 ( 10 ) : P 982 - 986、2019 年 5 月  

 

Terazawa T, Kato T, Goto M, Sakai D, Kurokawa Y, Shimokawa T, Matsubara Y, Sato 

H T : First-line single-agent panitumumab in frail elderly patients with wild-type RAS 

unresectable colorectal cancer: a phase II study protocol OGSG 1602 . 「  BMC 

Cancer 」19 ( 1 ) : P 623、2019 年 6 月 25 日  
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Mizushima T, Ikeda M, Kato T, Ikeda A, Nishimura J, Hata T, Matsuda C, Sato H T, 

Mori M, Doki Y : Postoperative XELOX therapy for patients with curatively resected 

high-risk stage II and stage III rectal cancer without preoperative chemoradiation: a 

prospective, multicenter, open-label, single-arm phase II study.「  BMC Cancer 」19 

( 1 ) : P 929 、2019 年 9 月 18 日  

 

Terazawa T, Matsuyama J, Goto M, Kawabata R, Endo S, Imano M, Fujita S, Akamaru 

Y, Taniguchi H, Tatsumi M, Sang-Woong Lee, Kurisu Y, Kawakami H, Kurokawa Y, 

Shimokawa T, Sakai D, Kato T, Fujitani K, Sato H T : A Phase II Study of 

Perioperative Capecitabine Plus OxaliplatinTherapy for Clinical SS/SE N1-3 M0 

Gastric Cancer (OGSG 1601) .「  The Oncologist 」、2019 年 9 月 30 日  

 

Munemoto Y, Nakamura M, Takahashi M, Kotaka M, Kuroda H, Kato T, Minagawa N, 

Noura S, Fukunaga M, Kuramochi H, Touyama T, Takahashi T, Miwa K, Satake H, 

Kurosawa S, Miura T, Mishima H, Sakamoto J, Oba k., Nagata N : SAPPHIRE: a 

randomised phase II study of planneddiscontinuation or continuous treatment of 

oxaliplatinafter six cycles of modified FOLFOX6 plus panitumumabin patients with 

colorectal cancer .「  European Journal of Cancer 」119 : P 158 - 167、2019 年 7 月  

 

Im SA, Mukai H, Park IH, Masuda N, Shimizu C, Kim SB, Im YH, Ohtani S, Huang 

Bartlett C, Lu DR, Iyer S, Mori Y, Mori A, Gauthier E, Finn RS, Toi M：Palbociclib plus 

letrozole as first-Line therapy in postmenopausal asian womenwith metastatic breast 

cancer: Results from the phase III, randomized PALOMA-2study. 「 J Glob Oncol」5：

P1-19、2019 年 5 月  

 

Iwata H, Masuda N, Kim SB, Inoue K, Rai Y, Fujita T, Chiu J, Ohtani S,Takahashi M, 

Miyaki T, Lu YS, Xu B, Yap YS, Bustam A, Yao B, Zhang B, Bryce R,Chan A： Neratinib 
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positive breast cancer. 「Future Oncol」15(21)：P2489-2501、2019 年 7 月  

 

Shimomura A, Yonemori K, Yoshida M, Yoshida T, Yasojima H, Masuda N, Aogi K, 
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Negative Breast Cancer Patients in a Phase I/II Study of Eribulin and Olaparib 
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月  

 

Iwamoto T, Niikura N, Ogiya R, Yasojima H, Watanabe KI, Kanbayashi C, Tsuneizumi 

M, Matsui A, Fujisawa T, Iwasa T, Shien T, Saji S, Masuda N, Iwata H：Distinct gene 

expression profiles between primary breast cancers and brain metastases from pair-

matched samples. 「Sci Rep」9(1)：P13343、2019 年 9 月  
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P81-83、2019 年 11 月 2 日    

 

平尾素宏：食道・胃  「消化器外科  主要疾患の手術と術後ケア」、2019 年 10

月 24 日  

 

A-3 

三宅正和、植村  守、加藤健志、浜川卓也、前田  栄、濱直樹、西川和宏、宮本敦

史、宮崎道彦、平尾素宏、石川  剛、山田  滋、関本貢嗣：S 状結腸癌術後多発リ

ンパ節転移に対し重粒子線治療を含む集学的治療を施行した 1 例「  癌と化学療

法  」46 ( 13）：P. 1978 - 1980、癌と化学療法社、2019 年 12 月  

 

植村  守、関本貢嗣、三宅正和、加藤健志、池田正孝、宮崎道彦：痔瘻癌  「  臨

床外科  」74 ( 6）：P. 718 - 723、医学書院、2019 年 6 月 20 日  

 

長田陽子、森  清、大谷陽子、萩  美里、八十島宏行、眞能正幸、増田慎三：診断

に苦慮した乳腺原発性血管肉腫の 1 例「乳癌の臨床」34(6)：P.547-554、2019 年  

 

浜川卓也、西川和宏、田中英一、長江  歩、俊山礼志、三代雅明、藤原綾子、三

宅正和、濱  直樹、宮本敦史、加藤健志、高見康二、平尾素宏：胃癌術後再発に

対して緩和的放射線療法+逐次的ニボルマブ療法が奏功した 1 例「  癌と化学療
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総会、東京、2019 年 7 月 12 日  

 

内藤陽一、吉野孝之、増田慎三、山下年成、岩田広治：乳がんにおける SCRUM-

Japan の新展開。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 12 日  

 

増田慎三：臨床的 Cure を目指した進行再発乳癌に対する集学的治療の展望  

と課題。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 13 日  
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増田慎三、米盛  勧、髙橋俊二、古川孝広、中山貴寛、山本  豊、髙橋將人、遠山

竜也、佐伯俊昭、岩田広治：HER3 陽性の手術不能又は再発乳癌に対する U3-1402

の安全性および有効性の検討。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7

月 11 日  

 

岩瀬まどか、安藤正志、青儀健二郎、有賀智之、井上賢一、下村昭彦、徳永えり

子、増田慎三、山内英子、山下年成、岩田広治：Carboplatin 併用術前化学療法の

長期予後の検討。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 13 日  

 

山本豊、三階貴史、増田慎三、柏葉匡寛、森本卓、阿南敬生、川添輝、奥村恭博、

光山昌珠、田村和夫：Luminal B-like または Triple-negative 乳癌に対する術前 nab-

paclitaxel ーFEC の第 II 相試験（KBC-SG1402）。第 27 回日本乳癌学会学術総会、

東京、2019 年 7 月 13 日  

 

増田慎三、大谷彰一郎、藤澤知巳、柏葉匡寛、遠山竜也、山本豊、平  成人、山口

拓洋、笹野公伸、岩田広治：閉経後乳癌における術前内分泌療法の意義～  NEOS

試験から得たエビデンス。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 13

日  

 

高橋將人、増田慎三、西村令喜、井上賢一、大野真司、岩田広治、橋垣学、村松

泰明、梅山佳子、戸井雅和：ER+ 閉経後進行乳癌患者における palbociclib の国内

第 2 相試験 : 最新の有効性・安全性成績。第 57 回日本癌治療学会学術集会、福

岡、2019 年 10 月 24 日  

 

増田慎三、向井博文、井上賢一、雷  哲明、大野真司、大谷彰一郎、清水千佳子、

橋垣学、村松泰明、梅山佳子、岩田広治、戸井雅和：ホルモン陽性進行再発乳癌

日本人患者における palbociclib 後の後治療解析（PALOMA-2/-3）。第 57 回日本癌

治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月 24 日  

 

中山貴寛、増田慎三、吉留克英、金  昇晋、高島  勉、岩本充彦、三好康雄：臨床

研究法施行後、臨床研究グループ (KBCSG-TR) の取り組み。第 57 回日本癌治療学

会学術集会、福岡、2019 年 10 月 25 日  
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西川和宏：胃癌薬物療法における Nivolumab の位置づけ～Attraction22 年データ

から～。第 119 回日本外科学会定期学術集会ランチョンセミナー、大阪、2019

年 4 月 19 日  

 

西川和宏：  進行再発胃癌二次化学療法治療戦略。第 74 回日本消化器外科学会総

会ランチョンセミナー31、東京、2019 年 7 月 19 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法の新展開～更なる生存期間延長を目指して～。第 57 回

日本癌治療学会学術集会学術セミナー23、福岡、2019 年 10 月 25 日  

 

西川和宏、円谷  彰、吉川貴己、高橋正純、田邊和照、山口研成、吉野茂文、並

川  努、青山  徹、利野  靖、川田純司、宮下由美、森田智視、阪本純一：S-1 補

助療法後早期再発胃癌に対する capecitabine＋cisplatin(XP)療法の第 2 相試験。第

57 回日本癌治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月 25 日  

 

西川和宏：外科臨床経験を踏まえた免疫チェックポイント阻害剤の治療戦略。第

30 回日本消化器癌発生学会総会ランチョンセミナー、横浜、2019 年 11 月 8 日  

 

西川和宏、円谷彰、吉川貴己：進行再発胃癌に対する capecitabine＋cisplatin(XP)

療法と S-1＋cisplatin(SP)療法のランダム化比較試験：XParTS-Ⅱ。 JDDW2019 

KOBE、神戸、  2019 年 11 月 21 日  

 

西川和宏：新時代の胃癌化学療法治療戦略。第 32 回日本内視鏡外科学会  

Educational lecture5、横浜、2019 年 12 月 5 日  

 

三宅正和、三代雅明、高橋佑典、宮崎道彦、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、宮

本敦史、加藤健志、平尾素宏：当院における下部直腸癌側方リンパ節郭清。第

32 回近畿内視鏡外科研究会、大阪、2019 年 9 月 21 日  

 

Uemura M, Miyake M, Kato T, Ikeda M, Miyamoto A, Hirao M, Yamamoto H, 

Mizushima T, Doki Y：Lap surgery for locally advanced and recurrent rectal cancer ̃ 

TPE and concomitant sacrectomy ̃。第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019

年 7 月 19 日  
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Ikeda M, Kimura K, Uemura M, Miyake M, Beppu N, Yamano T, Uchino M, Ikeuchi H, 

Sekimoto M, Tomita N：Laparoscopic beyond TPE based on pelvic anatomy for 

advanced and locally recurrent rectal cancer 。第 74 回日本消化器外科学会総会、

東京、2019 年 7 月  19 日    

 

B-4 

高見康二、佐藤広陸、藤原綾子、平尾素宏：保存的治療で治癒した肺癌術後気管

支断端瘻の 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、  2019 年 11 月 15 日  

 

高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村  剛、宮本  智、小河原光正、廣田和之、上

地隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 感染者に発症

した原発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討。第 60 回日本肺癌学会学術

集会、大阪、  2019 年 12 月 7 日  

 

平尾素宏、西川和宏、浜川卓也、永妻佑季子、谷川清、西薗博章、加藤健志、宮

本敦史、高見康二、増田慎三、関本貢嗣：他職種介入による臨床研究：「上部消

化管悪性疾患患者にたいする術前栄養・運動療法導入が周術期アウトカムに及ぼ

す効果の調査研究  。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 18

日  

 

川端良平、黒川幸典、平尾素宏、今村博司、藤田淳也竹野淳、山崎誠、森正樹、

土岐祐一郎：高齢者胃癌に対する治療戦略ー他施設データベースより生存期間や

栄養状態に影響を与える因子を考えるー。第 119 回日本外科学会定期学術集会、

大阪、2019 年  4 月 18 日  

 

矢野雅彦、瀧口修司、山本和義、平尾素宏、今村博司、田中晃司、大森健、黒川

幸典、山崎  誠、森  正樹、土岐祐一郎：幽門側胃切除術後の B-I 再建と R-Y 再

建の術後 QQL と機能障害に与える影響の検討～多施設共同 RCT～。第 119 回日

本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 18 日  

 

平尾素宏、高見康二、浜川卓也、西川和宏、藤原綾子、加藤健志、宮本敦史、関

本貢嗣：食道癌根治切除後の肺転移にたいする切除の検討。第 74 回日本消化器

外科学会総会、東京、2019 年 7 月 19 日  
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賀川義規、西村潤一、加藤健志、長谷川順一、吉岡慎一、能浦真吾、安井昌義、

池永雅一、村田幸平、植村守、松田宙、水島恒和、山本浩文、森正樹、土岐祐一

郎：局所進行直腸癌に対する周術期 CAPOX 療法の有効性－多施設前向き phase 

II 試験－。第 57 回日本癌治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月 24 日  

 

賀川義規、沖英次、三島沙織、池田正孝、上野秀樹、加藤健志、楠本哲也、舛石

俊樹、山口研成、金澤旭宣、仁科智裕、大田貢由、佐藤武郎、山中竹春、吉野孝

之：結腸癌に対する補助化学療法の推奨に再発スコアが与える影響（SUNRISE-

DI 試験）。  第 57 回日本癌治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月 24 日  

 

太田博文、池田正孝、加藤健志、池田敦世、長谷川順一、真貝竜史、安井昌義、

藤井仁、三宅泰裕、植村守、松田宙、佐藤太郎、水島恒和、森正樹、土岐祐一

郎：直腸癌術後補助化学療法としての XELOX 療法の有効性に関する多施設共

同研究。第 57 回日本癌治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月 24 日  

 

宮崎道彦、山田真美、田中玲子、加藤健志、三宅正和、植村守、中森正二、関本

貢嗣：術後肛門狭窄の検討。第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会、東京、2019

年 10 月  11 日  

 

田中玲子、宮崎道彦、山田真美、三代雅明、三宅正和、加藤健志：当院受診後に

IBD の診断がついた痔瘻症例の検討  。  第 16 回日本消化管学会総会学術集会  、  

姫路  、  2020 年  2 月  7 日  

 

宮本敦史、濱直樹、前田  栄、浜川卓也、植村  守、三宅正和、西川和宏、宮崎道

彦、加藤健志、平尾素宏、関本貢嗣、中森正二：膵癌切除例の術後補助化学療法

に対する体組成の影響に関する検討。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大

阪、2019 年 4 月  19 日  

 

宮本敦史、濱直樹、前田  栄、植村  守、三宅正和、西川和宏、加藤健志、平尾素

宏、関本貢嗣、中森正二：膵管癌根治切除後の再発に対する再発巣切除の効果と

課題。第 44 回日本外科系連合学会学術集会、金沢、2019 年 6 月 21 日  

 

本田弥生、青儀健二郎、渡邊健一、北田正博、三階貴史、大谷彰一郎、有賀智之、

森田智視、増田慎三、戸井雅和、大野真司：HER2 陰性再発乳癌患者の 1 次もし
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くは 2 次化学療法としてのエリブリンの臨床的有用性に関する検討。第 27 回日

本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 13 日  

 

西川和宏、室谷健太、藤谷和正、稲垣  均、赤丸祐介、徳永伸也、高木正和、田

村茂行、杉本直俊、重松  忠、吉川貴己、石畝  亨、中村将人、森田智視、円谷

彰、阪本純一、辻仲利政：胃癌術後 S-1 単剤補助療法早期再発例に対する CPT-

11+CDDP 併用療法と CPT-11 単独療法の比較ーTRICS 試験探索検討ー。第 119

回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

西川和宏、浜川卓也、平尾素宏、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直樹、宮本

敦史、加藤健志、関本貢嗣：チーム医療として行った食道癌術前呼吸訓練の効

果。第 73 回日本食道学会学術集会、福岡、2019 年 6 月 7 日  

 

西川和宏、円谷  彰、吉川貴己、高橋正純、田辺和照、吉野茂文、並川  努、利野

靖、川田純司、坂本純一：S-1 補助療法後早期再発胃癌を対象としたカペシタビ

ン+ シスプラチン (XP) 療法の第 2 相試験 :XParTS-I 試験。第 74 回日本消化器外

科学会総会、東京、2019 年 7 月 18 日  

 

三宅正和、植村  守、池田正孝、加藤健志、宮崎道彦、前田  栄、浜川卓也、濱  

直樹、西川和宏、宮本敦史、平尾素宏、関本貢嗣：当院における局所進行下部直

腸癌に対する術前治療+側方リンパ節郭清の治療成績。第 119 回日本外科学会定

期学術集会、大阪、  2019 年 4 月 18 日  

 

三宅正和、植村  守、加藤健志、浜川卓也、前田  栄、濱直樹、西川和宏、宮本敦

史、平尾素宏、宮崎道彦、石川  剛、山田  滋、関本貢嗣：S 状結腸癌術後多発リ

ンパ節転移に対し重粒子線治療を含む集学的治療を施行した 1 例。第 41 回日本

癌局所療法研究会、  岡山、2019 年 6 月 21 日  

 

三宅正和、植村  守、加藤健志、宮崎道彦、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、平尾

素宏、宮本敦史、関本貢嗣：当院において憩室炎にて手術となった症例の検討。

第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 19 日  
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三宅正和、植村  守、宮崎道彦、加藤健志、関本貢嗣：当院における切除可能進

行下部直腸癌に対する集学的治療。第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会、東

京、2019 年 10 月 11 日  

 

三宅正和、三代雅明、植村  守、加藤健志、俊山礼志、浜川卓也、濱  直樹、西川

和宏、宮本敦史、平尾素宏：当院における再発直腸癌手術に対する TaTME の応

用。第 32 回日本内視鏡外科学会総会、横浜、2019 年 12 月 6 日  

 

植村  守、朴  正勝、藤野志季、荻野崇之、三吉範克、高橋秀和、松田  宙、三宅

正和、三代雅明、加藤健志、池田正孝、水島恒和、森  正樹、関本貢嗣、土岐祐

一郎：結腸癌に対する補助化学療法の推奨に再発スコアが与える影響

（SUNRISE-DI 試験）。第 57 回日本癌治療学会学術集会、福岡、2019 年 10 月

24 日  

 

水谷麻紀子、増田慎三、八十島宏行、大谷陽子、萩  美里、長田陽子：palbociclib

の real world ～  1 年の使用経験から～。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、

2019 年 7 月 11 日  

 

岩本高行、新倉直樹、扇谷りん、八十島宏行、渡邊健一、神林智寿子、常泉道子、

松井  哲、藤澤知巳、岩朝  勤、枝園忠彦、佐治重衡、増田慎三、岩田広治：乳が

ん原発・脳転移巣の遺伝子発現から探る脳転移機序の検討。第 27 回日本乳癌学会

学術総会、東京、2019 年 7 月 11 日  

 

八十島宏行、萩  美里、長田陽子、大谷陽子、水谷麻紀子、井上敦夫、森  清、眞

能正幸、増田慎三：原 ER（ -）HER2（+） ,ER（ -）HER2（ -）cN0 乳癌での術前薬  

物療法施行例におけるセンチネルリンパ節生検省略の検討。第 27 回日本乳癌学

会学術総会、東京、2019 年 7 月 11 日  

 

長田陽子、大谷陽子、萩  美里、水谷麻紀子、八十島宏行、森  清、眞能正幸、久

田原郁夫、松本久宣、増田慎三：A Young Case of Neoadjuvant Taxane Monother-apy 

for Breast Cancer toward pCR-Quadruple Neoplasms, Pairing Uterine Sarcoma。第 17

回日本臨床腫瘍学会、京都、2019 年 7 月 20 日  

 

長田陽子、森  清、大谷陽子、萩美里、八十島宏行、水谷麻紀子、眞能正幸、増田
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慎三：診断に苦慮した原発性乳腺血管肉腫の 1 例。第 27 回日本乳癌学会学術総

会、東京、2019 年 7 月 11 日  

 

浜川卓也、平尾素宏、西川和宏、藤原綾子、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  

直樹、宮本敦史、加藤健志、高見康二、関本貢嗣：食道癌患者に対する術前呼吸

機能訓練による呼吸機能改善効果の検討。第 119 回日本外科学会定期学術集会、

大阪、2019 年 4 月  18 日  

 

浜川卓也、平尾素宏、西川和宏、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直樹、宮本

敦史、加藤健志、関本貢嗣：当院における腹臥位胸腔鏡下食道切除術の安全な導

入と短期成績。第 73 回日本食道学会学術集会、福岡、2019 年 6 月 7 日  

 

浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、山口  歩、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直

樹、宮本敦史、加藤健志、関本貢嗣：胃癌術後再発に対して緩和的放射線療法+

逐次的ニボルマブ療法が奏功した 1 例。第 41 回日本癌局所療法研究会、岡山、

2019 年 6 月 21 日  

 

浜川卓也、西川和宏、楠  誓子、俊山礼志、三代雅明、藤原綾子、三宅正和、濱

直樹、宮本敦史、加藤健志、高見康二、平尾素宏：胃消化管間質腫瘍に対する腹

腔鏡+単孔式胃内手術の併用による安全で確実な胃局所切除術。第 32 回日本小

切開・鏡視外科学会、大阪、2019 年 6 月 28 日  

 

浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直樹、宮本

敦史、加藤健志、関本貢嗣：消化器外科手術における先端吸引鉗子の使用経験。

第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 18 日  

 

浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直樹、宮本

敦史、加藤健志、関本貢嗣：術前補助化学療法後に切除を行った No.16 リンパ節

転移を有する胃癌の治療成績。 JDDW2019 KOBE、神戸、2019 年 11 月 22 日  

 

浜川卓也、西川和宏、俊山礼志、三代雅明、三宅正和、濱  直樹、宮本敦史、加

藤健志、平尾素宏：内視鏡外科手術における先端吸引鉗子の使用経験。第 32 回

日本内視鏡外科学会総会、横浜、2019 年 12 月 7 日  

 



─ 143 ─

藤原綾子、高見康二、木村  剛、安藤性實、宮本  智、小河原光正、森  清、眞能

正幸、井上敦夫、栗山啓子：術後早期に右外耳道を含めた多臓器転移を来たした

肺癌肉腫の 1 例。第 60 回日本肺癌学会学術集会、大阪、2019 年 12 月 6 日  

 

高橋佑典、牛込  創、西村潤一、安井昌義、山本和義、和田浩志、高橋秀典、大

森  健、宮田博志、大植雅之：化学放射療法後の直腸癌手術会陰創に対する陰圧

閉鎖療法の有用性。第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 19 日  

 

高橋佑典、牛込  創、西村潤一、安井正義、大植雅之：化学放射線療法後の直腸

切断術会陰創に対する陰圧閉鎖療法の有用性。第 74 回日本大腸肛門病学会学術

集会、東京、  2019 年 10 月 11 日  

 

高橋佑典、牛込  創、西村潤一、安井正義、大植雅之：一時的人工肛門造設時の

スプレー式癒着防止剤の有用性。第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、2019 年

11 月 15 日  

 

高橋佑典、谷田  司、能浦真吾、牛込  創、西村潤一、安井正義、大植正幸：

Persistent descending mesocolon に対する腹腔鏡下左側結腸切除時の外側アプロー

チ先行の有用性。第 32 回日本内視鏡外科学会総会、横浜、2019 年 12 月 6 日  

 

大谷陽子、八十島宏行、水谷麻紀子、萩  美里、増田慎三：乳癌脳・髄膜転移に対

する全脳照射症例の治療成績。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7

月 11 日  

 

三代雅明、日向  聖、中川  朋、道浦俊哉、林  伸泰、山邉和生：当科における

Complicated appendicitis に対する待機的腹腔鏡下手術について。第 119 回日本外

科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 18 日  

 

三代雅明、占部翔一朗、日向  聖、中川  朋、道浦俊哉、林  伸泰、山邉和生：当

科における Complicated appendicitis に対する待機的内視鏡手術について。第 74

回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 17 日  
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三代雅明、占部翔一朗、日向  聖、中川  朋、道浦俊哉、林  伸泰、山邉和生：穿

孔・膿瘍形成を伴う虫垂炎に対する待機的単孔式腹腔鏡下虫垂切除術。第 74 回

日本大腸肛門病学会学術集会、東京、2019 年 10 月 12 日  

 

三代雅明、三宅正和、加藤健志、俊山礼志、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、宮

本敦史、平尾素宏：当科における T4b 結腸癌の治療成績。第 32 回日本内視鏡外

科学会総会、横浜、2019 年 12 月 5 日  

 

俊山礼志、今野雅充、野田剛広、浅井  歩、小関  準、川本弘一、江口英利、土岐

祐一郎、森  正樹、石井秀始：アミノペプチダーゼ N を介した改良型ウベニメク

スによる新規治療戦略。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4

月 20 日  

 

俊山礼志、星野宏光、木村聡宏、村上雅一、狛雄一朗、渡邊  信：胃に発生した

脱分化型脂肪肉腫に対して腹腔鏡下胃局所切除を施行した 1 例。第 41 回日本癌

局所療法研究会、岡山、2019 年 6 月 21 日  

 

俊山礼志、今野雅允、野田剛広、浅井  歩、小関  準、江口英利、佐藤太郎、土岐

祐一郎、森  正樹、石井秀始：改良型ウベニメクスを用いた肝細胞癌の新規治療

戦略。第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 19 日  

 

俊山礼志、星野宏光、木村聡宏、村上雅一、谷川隆彦：閉鎖孔ヘルニア陥頓に対

して腹腔鏡下に水圧法にて整復を行った 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、

高知、  2019 年 11 月 14 日  

 

俊山礼志、星野宏光、村上雅一：閉鎖孔ヘルニア陥頓に対して腹腔鏡下に整復

し、 ICG 蛍光ナビゲーションによる腸管血流評価を行った 1 例。第 32 回日本内

視鏡外科学会総会、横浜、2019 年 12 月 6 日  

 

長江  歩、浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、植村  守、三宅正和、濱  直樹、宮本

敦史、加藤健志、関本貢嗣：食道癌肉腫術後リンパ節再発に対する化学療法中に

出現した前頚部皮下転移の 1 切除例。第 73 回日本食道学会学術集会、福岡、

2019 年 6 月 7 日  
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山口歩、植村  守、三宅正和、加藤健志、浜川卓也、前田  栄、濱  直樹、西川和

宏、宮本敦史、平尾素宏、関本貢嗣：当院での直腸癌局所再発の陰圧閉鎖療法に

ついて。第 41 回日本癌局所療法研究会、岡山、2019 年 6 月 21 日  

 

山口  歩、植村  守、三宅正和、加藤健志、宮崎道彦、浜川卓也、前田  栄、濱  直

樹、西川和宏、宮本敦史、平尾素宏、関本貢嗣：当院における直腸癌局所再発の

NPWT の使用経験。第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 18 日  

 

加藤伸弥、植村  守、三宅正和、浜川卓也、加藤健志、藤原綾子、前田  栄、濱  

直樹、西川和宏、宮本敦史、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、関本貢嗣：左側結

腸癌・直腸癌における腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清の当院における現状。第

119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

Kato S, Hama N, Maeda S, Miyamoto A：A Case of Giant Hepatocellular Carcinoma 

with Congenital Absense of the Portal Vein。第 31 回日本肝胆膵外科学会学術集

会、高松、  2019 年 6 月 13 日  

 

加藤伸弥、三宅正和、加藤健志、植村  守、佐藤広陸、楠  誓子、下山  遼、山口

歩、藤原綾子、前田  栄、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、宮崎道彦、宮本敦史、

平尾素宏、高見康二、関本貢嗣：横行結腸癌の術後腹膜播種再々発に対して根治

切除が可能であった 1 手術例。第 41 回日本癌局所療法研究会、岡山、2019 年 6

月 21 日  

 

加藤伸弥、植村  守、三宅正和、加藤健志、池田正孝、西川和宏、宮本敦史、宮

崎道彦、平尾素宏、関本貢嗣：直腸癌術後局所再発手術症例 (仙骨合併切除例 ) 

における静脈血栓塞栓症に関する検討。第 74 回日本消化器外科学会総会、東

京、2019 年 7 月 19 日  

 

加藤伸弥、浜川卓也、西川和宏、俊山礼志、三代雅明、三宅正和、濱  直樹、宮

本敦史、加藤健志、平尾素宏：出血を伴う十二指腸巨大 Brunnner 腺過形成に対

して腹腔鏡内視鏡合同手術にて切除し得た 1 例。第 32 回日本内視鏡外科学会総

会、横浜、2019 年 12 月 6 日  

 

萩  美里、大谷陽子、森  清、長田陽子、水谷麻紀子、八十島宏行、井上敦夫、平
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尾素宏、関本貢嗣、眞能正幸、増田慎三：浸潤性微小乳頭癌の特徴とその治療効

果に関する検討。第 27 回日本乳癌学会学術総会、東京、2019 年 7 月 12 日  

 

萩  美里、八十島宏行、森  清、水谷麻紀子、大谷陽子、平尾素宏、眞能正幸、増

田慎三：乳癌化学療法中にイレウス発症し、非閉塞性腸管虚血と肺血栓塞栓症に

て急速に全身状態悪化した 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、兵庫、2019 年

11 月 15 日  

 

楠  誓子、浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、前田  栄、植村  守、三宅正和、濱  直

樹、宮本敦史、加藤健志、関本貢嗣：臍転移、幽門狭窄、腹膜播種を伴う進行胃

癌に対し化学療法後に姑息切除を施行した一例。第 41 回日本癌局所療法研究

会、岡山、2019 年 6 月 21 日  

 

楠  誓子、西川和宏、平尾素宏：経動脈的塞栓術にて救命しえた胃切除後残胃出

血の 1 例。第 74 回日本消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 17 日  

 

楠  誓子、植村  守、坪山尚寛、三宅正和、加藤健志、宮崎道彦、浜川卓也、前田

栄、濱  直樹、西川和宏、宮本敦史、平尾素宏、関本貢嗣：腹腔鏡下左半結腸切

除術後の後出血の診断に 3D-CT 血管構築が有用であった一例。第 74 回日本大腸

肛門病学会学術集会、東京、2019 年 10 月 11 日  

 

楠  誓子、浜川卓也、西川和宏、佐藤広陸、加藤伸弥、俊山礼志、三代雅明、三

宅正和、濱  直樹、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏：LECS 困難な胃上部後壁病

変 GIST に対し腹腔鏡手術、単孔式胃内手術を併用した２例。第 32 回日本内視

鏡外科学会総会、  横浜、2019 年 12 月 5 日  

 

佐藤広陸、平尾素宏、浜川卓也、西川和宏、眞能正幸、関本貢嗣：腹部食道扁平

上皮癌に対する治療戦略ー術前化学療法の縮小率からの検討。第 73 回日本食道

学会学術集会、福岡、2019 年 6 月 6 日  

 

佐藤広陸、三宅正和、関本貢嗣：憩室炎による S 状結腸膀胱瘻に対し腹腔鏡下

S 状結腸部分切除術後，病理組織検査で瘻孔癌と診断された一例。第 74 回日本

消化器外科学会総会、東京、2019 年 7 月 7 日  
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佐藤広陸、藤原綾子、植村  守、三宅正和、三代雅明、俊山礼志、浜川卓也、濱

直樹、西川和宏、宮本敦史、宮崎道彦、加藤健志、平尾素宏、高見康二：成人

Bochdalek 孔ヘルニア根治術後に腸回転異常症による腸閉塞を発症した一例。  

第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、2019 年 11 月 14 日  

 

佐藤広陸、三宅正和、三代雅明、俊山礼志、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、宮

本敦史、加藤健志、平尾素宏：大腸手術における蛍光カテーテル (IRIS)の適応 -デ

バイスの有用性と問題点  。第 32 回日本内視鏡外科学会総会、横浜、2019 年 12

月 5 日  

 

瀬戸寛人、藤江裕二郎、安達  彗、野中亮児、文  正浩、橋本和彦、藤田正一郎、

大西  直：当院における 90 歳以上の超高齢者に対する腹腔鏡下大腸癌切除術の検

討。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

瀬戸寛人、大西  直、安達  慧、野中亮児、文  正浩、藤江裕次郎、橋本和彦：S

状結腸癌切除後 6 年目以降に 3 度の異時性再発を認め切除した 1 例。第 41 回日

本癌局所療法研究会、岡山、2019 年 6 月 21 日  

 

瀬戸寛人、三宅正和、三代雅明、俊山礼志、浜川卓也、濱  直樹、西川和宏、宮

本敦史、宮崎道彦、加藤健志、平尾素宏：当院において術前に大腸ステント留置

をおこなった閉塞性大腸癌 56 例の検討。第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、

2019 年 11 月  16 日  

 

宮原  智、藤原綾子、俊山礼志、三代雅明、浜川卓也、三宅正和、濱  直樹、西川

和宏、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏、栗山啓子、森  清、眞能正幸、高見康

二：後縦隔に発生したミュラー管嚢胞の 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、

高知、2019 年 11 月  16 日  

 

吉田英人、藤原綾子、浜川卓也、西川和宏、平尾素宏、高見康二、関本貢嗣、井

上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：自然気胸の家族歴を有し、Birt-Hogg-

Dube 症候群が疑われる一例。第 62 回関西胸部外科学会学術集会、徳島、2019

年 6 月 14 日  
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高木知子、平尾素宏、加藤健志、宮本敦史、高見康二：診療看護師が行う陰圧閉

鎖療法－3 症例からの検討ー。第 5 回日本 NP 学会学術集会、東京、2019 年 11

月 16 日  

 

B-5 

加藤健志：ガイドラインを踏まえた切除不能進行・再発大腸癌に対する化学療

法。奈良消化器癌フォーラム、橿原、2019 年 4 月 9 日  

 

加藤健志：新ガイドラインを踏まえた進行・再発大腸癌化学療法。飛騨高山大腸

癌講演会、高山、2019 年 4 月 26 日  

 

加藤健志：Meet the Expert,Porf.Thierry Andre in Osaka、大阪、2019 年 5 月 13 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。第 10 回城北大腸癌治療セミナー、東京、2019 年 6 月 12 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。  Colorectal Cancer Small meeting in 八戸、八戸、2019 年 6 月 19 日  

 

加藤健志：大腸癌診療ガイドライン 2019。第 44 回日本外科系連合学会学術集会

ランチョンセミナー、金沢、2019 年 6 月 20 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。大腸がん Expert Meeting in Okinawa、那覇、2019 年 6 月 29 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。  Chugai Colorectal Cancer Seminar in 阪神、尼崎、2019 年 7 月 24 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。第 6 回平成大腸癌カンファレンス、神戸、2019 年 7 月 29 日  

 

加藤健志：大腸癌治療ガイドライン 2019 年版を考慮した進行再発大腸癌に対す

る治療戦略。第 3 回北海道外科関連学会機構合同学術集会共催セミナー、札幌、

2019 年 9 月  21 日  
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加藤健志：大腸がんゲノム療法とガイドライン作成委員が考える 2019 年大腸癌

治療ガイドラインの使い方。第 5 回 KANSAI GI MEETING、大阪、2019 年 10 月

26 日  

 

加藤健志：直腸癌に対する集学的治療。大腸癌最新情報セミナー、北九州、2019

年 11 月 1 日  

 

加藤健志：大腸癌治療ガイドライン 2019 年版を考慮した進行再発大腸癌に対す

る治療戦略。千駄木大腸癌研究会、東京、2019 年 11 月 25 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した大腸癌治療最前線。第 41 回北海道消化器癌

化学療法研究会学術講演会、札幌、2019 年 11 月 29 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した切除不能進行・再発大腸癌化学療法の最前

線。第 10 回宝塚大腸癌 Meet The Expert、宝塚、2020 年 1 月 30 日  

 

加藤健志：ガイドラインを考慮した大腸癌に対する治療戦略。第 6 回大阪スペシ

ャルミックス外科講演会、大阪、2020 年 2 月 14 日  

 

増田慎三：ＨＲ陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代～CDK4/6i 登場から

1 年を経て～。第 119 回日本外科学会定期学術集会  ランチョンセミナー15、大

阪、2019 年 4 月 19 日  

 

増田慎三：HER2 陰性進行・再発乳がんの治療  UP TO DATE 2019。第 119 回日本

外科学会定期学術集会 ランチョンセミナー34、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行・再発乳癌の治療  UP TO DATE。South Osaka 

Breast Cancer Symposium、大阪、2019 年 5 月 9 日  

 

増田慎三：未来を拓く ”mBC Vision 2025”。Pfizer Oncology Symposium BREAST 

CANCER JOIN2019、東京、2019 年 6 月 8 日  

 

増田慎三：HER2 陽性乳癌周術期治療のベストストラテジーを考える～パージェ

タの適応拡大によりどう変わるか～。Early Breast Cancer Meeting、石川、2019 年
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6 月 15 日  

 

増田慎三：遺伝性乳癌の BRCA 検査タイミングと治療戦略について。The 8th Breast 

Cancer Rising Star Meeting、大阪、2019 年 6 月 22 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳癌の最適な治療ストラテジーを考える。

Breast Cancer Meet the Expert in 愛媛、愛媛、2019 年 6 月 29 日  

 

増田慎三：閉経前乳癌における内分泌療法。第 27 回日本乳癌学会学術総会イブニ

ングセミナー、東京、2019 年 7 月 12 日  

 

増田慎三：進行・再発 HER2 陽性乳がん治療の最新動向。北多摩 Breast Cancer 

Seminar、東京、2019 年 7 月 17 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代。静岡  Breast Cancer 

Meeting、静岡、2019 年 7 月 26 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がんの最適治療ストラテジーを考える

～CDK4/6 阻害剤を中心に～。第 34 回日本臨床腫瘍学会  教育セミナー、横浜、

2019 年 8 月 3 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性  進行再発乳癌の最適治療ストラテジーを考える～

CDK4/6 阻害剤を中心に～。奈良県乳癌講演会、大阪、2019 年 8 月 30 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性  進行再発乳癌の最適治療ストラテジーを考える～

CDK4/6 阻害剤を中心に～。Breast Cancer Seminar in Yonago、鳥取、2019 年 9 月 3

日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代。ファイザーインタ

ーネットシンポジウム JOIN 2019、名古屋、2019 年 9 月 5 日  

 

増田慎三：ER+HER2-ABC の治療成績向上を目指して。Breast Cancer Symposium、

東京、2019 年 9 月 21 日  
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増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代。福 Pfizer Breast Cancer 

Symposium in Fukuoka 2019、福岡、2019 年 10 月 4 日  

 

増田慎三：ER 陽性乳がん治療をめぐる最新の話題。川越乳癌カンファランス、埼

玉、2019 年 10 月 5 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん薬物療法の最新情報～ベージニオ

の最新知見を踏まえて～。Lilly Breast Cancer Web Conference、大阪、2019 年 10 月

16 日  

 

増田慎三：トリプルネガティブ乳がんの最新治療。Triple Negative Breast Cancer 

Conferene in NAGASAKI、長崎、2019 年 10 月 31 日  

 

増 田 慎 三 ： BRCAK 検 査 の 更 な る 普 及 の た め に 。 Astrazeneca Breast Cancer 

Symposium 2019、東京、2019 年 11 月 2 日  

 

増田慎三：乳癌臨床研究の責任医師を務めてきて。第 2 回  乳癌 Educational 

Seminar、大阪、2019 年 11 月 3 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性  進行再発乳がん薬物療法の最新情報～ベージニオ

の最新知見を踏まえて～。Lilly Breast Cancer Seminar in Osaka、大阪、2019 年 11

月 6 日  

 

増田慎三：BRCA 陽性乳癌の治療。Breast Cancer Seminar in Gihu、岐阜、2019 年

11 月 7 日  

 

増田慎三：HER2 陰性進行・再発乳がんに対する治療戦略。南東京  Breast Cancer 

Symposium、東京、2019 年 11 月 8 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。第 29 回  日本乳癌検診学会学術総会、福井、2019

年 11 月 9 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク
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の適応によりどう変わるか～。Chugai Breaast Cancer Symposium in 中越、新潟、

2019 年 11 月 20 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。Breast Cancer Forum in NARA、奈良、2019 年 11 月

23 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。第 23 回文京乳腺研究会、東京、2019 年 11 月 28

日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳癌薬物療法の最新情報～ベージニオの

最新知見から～。宮崎乳癌講演会、宮崎、2019 年 12 月 2 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。Breast Cancer Seminar in Akita、秋田、2019 年 12 月

3 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。Breast Cancer Consensus Meeting、福岡、2019 年 12

月 4 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。紀の川リバーサイド乳腺カンファレンス、和歌山、

2019 年 12 月 21 日  

 

増田慎三：HER2 陰性 MBC におけるベストストラテジーを考える～テセントリク

の適応によりどう変わるか～。Breast Cancer Symposium in Kamogawa、千葉、2019

年 12 月 26 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代。Breast Cancer Expert 

Meeting、大阪、2020 年 1 月 29 日  

 

増田慎三：専門医に聞く～ CDK4/6 阻害剤の上手な使い方～。 Pfizer Internet 



─ 153 ─

Symposium JOIN、東京、2020 年 1 月 30 日  

 

増田慎三：専門医に聞く～ CDK4/6 阻害剤の上手な使い方～。 Pfizer Internet 

Symposium JOIN 2020、東京、2020 年 1 月 31 日  

 

増田慎三：イブランスの上手な使い方の適正使用について。郡山乳癌治療学術講

演会～イブランス発売 2 周年講演会～、福島、2020 年 2 月 1 日  

 

増田慎三： Impassion130 試験：日本人解析集団。Chugai Breast Cancer Symposium 

2020～Cancer immunotherapy in TNBC～、東京、2020 年 2 月 8 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がん治療の新時代～CDK4/6 阻害剤をど

う使うか～。北名古屋  ABC Seminar、名古屋、2020 年 2 月 14 日  

 

増田慎三：HR 陽性 HER2 陰性進行再発乳がんの治療最適化をめざして～CDK4/6

阻害剤の役割～。第 26 回日本乳腺疾患研究会、福岡、2020 年 2 月 22 日  

 

西川和宏：胃癌薬物療法における Nivolumab の位置づけ～Attraction22 年データ

から～。第 119 回日本外科学会定期学術集会ランチョンセミナー、大阪、2019

年 4 月 19 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法について。日本臨床外科学会第 6 回福島県支部学術集会

教育講演、福島、2019 年 4 月 27 日  

 

西川和宏：進行再発胃癌における二次化学療法の治療戦略を考える。Shizuoka 

Gastric Cancer Forum、静岡、2019 年 5 月 17 日  

 

西川和宏：  進行再発胃癌二次化学療法治療戦略。第 74 回日本消化器外科学会総

会ランチョンセミナー31、東京、2019 年 7 月 19 日  

 

西川和宏：胃癌の周術期治療について。姫路消化器癌セミナー、姫路、2019 年

10 月  8 日  
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西川和宏：胃癌化学療法について。Gastric Cancer Forum in 香川、高松、2019 年

10 月  18 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法の新展開～更なる生存期間延長を目指して～。第 57 回

日本癌治療学会学術集会学術セミナー23、福岡、2019 年 10 月 25 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法の治療戦略。Gastric Cancer Forum in Kurashiki 倉敷、

2019 年  11 月 1 日  

 

西川和宏：外科臨床経験を踏まえた免疫チェックポイント阻害剤の治療戦略。第

30 回日本消化器癌発生学会総会ランチョンセミナー、横浜、2019 年 11 月 8 日  

 

西川和宏：進行胃癌に対するロンサーフのエビデンス -TAGS 試験を中心に -。

Gastric Cancer Forum in Osaka-ロンサーフ効能・効果追加記念ー、大阪、2019

年 11 月 8 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法の最前線。第 471 回八戸外科集談会、八戸、2019 年 11

月 12 日  

 

西川和宏：胃癌治療における新たな治療戦略。Gastric Cancer Forum in 

Hiroshima、広島、2019 年 11 月 18 日  

 

西川和宏：治癒切除不能な進行・再発の胃癌に対する抗悪性腫瘍剤の適正使用を

目指して～三次療法以降の新たな選択肢：ロンサーフへの期待、大阪、2019 年

11 月 19 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法について。Gastric Cancer Conference in IWATE、盛岡、

2019 年 11 月 22 日  

 

西川和宏：胃癌の最新治療戦略とロンサーフの役割。第４回川内地区がん化学療

法セミナー、鹿児島、2019 年 11 月 26 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法の最前線。筑後地区消化器癌研究会、久留米、2019 年

11 月  28 日  
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西川和宏：胃癌の後方ライン治療。第 3 回山陰消化器癌セミナー、米子、2019

年 11 月 29 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法 Up to date。Fukuoka Gastric  Cancer Meeting、福岡、

2019 年 12 月 3 日  

 

西川和宏：胃癌化学療法 Up to date。第 8 回岡山大学消化器外科フォーラム、岡

山、  2020 年 1 月 19 日  

 

水谷麻紀子：HER2 Negative 乳癌に対する治療選択。HER2 Negative Breast Cancer 

Treatment Forum、大阪、2019 年 11 月 19 日  

 

八十島宏行：第一部  乳腺手術ビデオセッション「腋窩郭清を伴う乳腺手術。第

3 回乳腺手術手技セミナー、東京、2019 年 9 月 21 日  

 

八十島宏行、萩  美里、長田陽子、大谷陽子、水谷麻紀子、井上敦夫、森  清、眞

能正幸、増田慎三：HER2 陽性、Triple Negative 乳癌の術前化学療法施行例におけ

るセンチネルリンパ節生検省略の可能性についての検討。第 21 回 SNNS 研究会

学術集会、宮城、2019 年 10 月 19 日  

 

八十島宏行、水谷麻紀子、大谷陽子、萩  美里、長田陽子、眞能正幸、森  清、井

上敦夫、増田慎三：乳癌術後肝転移肺転移に対する palbociclib 治療後に abemaciclib

と既治療の fulvestrant の併用により奏効した 1 例。第 17 回日本乳癌学会近畿地

方会、兵庫、2019 年 12 月 7 日  

 

大谷陽子、水谷麻紀子、八十島宏行、萩  美里、森  清、増田慎三：ペムブロリズ

マブが奏効したアテゾリズマブ既治療の転移性乳癌：症例報告。第 17 回日本乳癌

学会近畿地方会、兵庫、2019 年 12 月 7 日  

 

萩  美里： クリニカ ルクエス チョン抽 出に対す る事前課 題の発表 ① 。 乳 癌  

Educational Seminar in OSAKA、大阪、2019 年 4 月 14 日  

 

萩  美里：BRCA 検査の現状とリムパーザ使用経験。第 142 回  阪神乳腺疾患談話

会、大阪、2019 年 9 月 6 日  
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萩  美里、大谷陽子、長田陽子、八十島宏行、水谷麻紀子、平尾素宏、森  清、眞

能正幸、増田慎三：BRCA 検査の現状とオラパリブ使用経験。第 17 回日本乳癌学

会近畿地方会、兵庫、2019 年 12 月 7 日  

 

B-6 

加藤健志：最近よく聞くがんゲノム医療とは。大腸がんシンポジウム、大阪、

2019 年  5 月 18 日  

 

宮崎道彦、山田真美、田中玲子、加藤健志、三宅正和、高橋佑典、三代雅明：深

部痔瘻（隅越分類Ⅲ、Ⅳ型）に対する治療。第 115 回近畿肛門疾患懇談会、大

阪、2019 年  6 月 15 日  

 

宮崎道彦：ガイドラインに基づいた慢性便秘症の分類、診断、治療。グーフィス

発売 1 周年記念講演会、和歌山、2019 年 11 月 1 日  

 

宮崎道彦：慢性便秘症（便排出障害）について -2017 診療ガイドラインに則っ

て。南大阪慢性便秘治療講演会、大阪、2019 年 11 月 9 日  

 

山田真美、宮崎道彦、田中玲子、加藤健志、三宅正和、高橋佑典、三代雅明：

ALTA 治療後再発例の検討。第 116 回近畿肛門疾患懇談会、大阪、2019 年 11 月

17 日  

 

三宅正和：大腸がん手術の最前線。大腸がんシンポジウム、大阪、2019 年 5 月

18 日  

 

浜川卓也：最近の上部消化器癌治療の進歩～あきらめない集学的治療と低侵襲内

視鏡手術～。城東区医師会法円坂フォーラム、大阪、2019 年 9 月 28 日  

 

楠  誓子、西川和宏、浜川卓也、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、三宅正和、濱

直樹、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏：経動脈的塞栓術にて救命しえた胃切除後

残胃出血の 1 例。第 631 回大阪外科集談会、大阪、2019 年 9 月 14 日  

 

B-7 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。Breast Cancer Advisory Board Meeting_RWE、
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大阪、2020 年 6 月 3 日  

 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。Advisory Borad on Breast Cancer in Chicago、

Chicago、USA、2020 年 6 月 3 日  

 

増田慎三：乳癌領域アドバイザリー会議。乳癌領域アドバイザリー会議、東京、

2019 年 6 月 14 日  

 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。Eribulin Advisory Board Meeting、東京、2019

年 7 月 27 日  

 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。HER2 Breast Cancer Advisory Board Mtg、2019

年 8 月 17 日  

 

増田慎三：ベージニオ マーケティング戦略。第 1 回  Marketing Advisory Board、

2019 年 10 月 6 日  

 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。イブランスアドバイザリーボードミーティ

ング、2019 年 11 月 7 日  

 

増田慎三：アドバイザリー会議参加。HER2 陽性乳癌  治療戦略に関するアドバ

イザリーボード、2020 年 3 月 13 日  

 

B-8 

平尾素宏：食道・胃。消化器外科 主要疾患の手術と術後ケア、東京、2019 年

11 月  2 日  

 

平尾素宏：食道・胃。消化器外科 主要疾患の手術と術後ケア、大阪、2020 年 2

月 1 日  

 

西川和宏：TMN 分類、癌取扱い規約。第 12 回日本癌治学会データマネージャー

教育集会、東京、2019 年 8 月 18 日  
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西川和宏：胃癌化学療法の最前線。  TAIHO Web Lecture on Gastric Cancer、大

阪、  2019 年 9 月 21 日  

 

西川和宏：ニボルマブの最適な治療戦略～殺細胞性薬剤のドラッグホリデー～。

オプジーボワンポイント WEB レクチャー、大阪、2020 年 3 月 16 日  

 

西川和宏：ニボルマブの最適な治療戦略～殺細胞性薬剤のドラッグホリデー～。

オプジーボワンポイント WEB レクチャー、大阪、2020 年 3 月 27 日  

 

B-9 

増田慎三：乳癌診療に関するリーフレット 出演。2019 年 5 月 23 日  

 

増田慎三：フルベストラント  動画コンテンツ作成  撮影  2019 年 7 月 25 日  

 

増田慎三：ええなぁカラダ相談室。MBS ラジオ「上泉雄一のええなぁ」ラジオ出

演、2019 年 9 月 4 日  
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形成外科 

吉龍澄子 

 

1999 年 7 月に大阪医療センター皮膚科内に形成外科の常勤医 1 名が赴任してス

タートし、2000 年 4 月 1 日より診療科として形成外科を標榜しました。 2007 年

4 月より外科の中で診療を行ってきましたが、2009 年 7 月より形成外科は外科か

ら独立した診療科となりました。  

当院は形成外科学会の教育認定施設に認定され、形成外科専門医取得のための

卒後教育にも当っています。  

当科は、自科で行う診療および複数の科とのチーム医療における再建外科を 2 本

の柱として行ってきました。院内での腫瘍外科手術の増加に伴い、チーム医療に

おける再建外科としての比率がやや高くなっています。  

 自科としての診療では、主に顔面、頭頚部の皮膚悪性腫瘍、眼瞼形成術、皮膚

腫瘍、ケロイド、瘢痕拘縮などの皮膚外科手術を扱っています。  

顔面の皮膚癌について、当科ではできるだけ整容的にそして侵襲を少なく治療す

るために、植皮方法や皮弁の切開線の工夫を行ってきました。顔面の腫瘍の中で

も特に眼瞼の腫瘍は、腫瘍の治療という点からだけでなく、眼瞼の機能、および

整容的にも満足のいく治療を行うのが重要と考えて治療方針を決め、術式も工夫

を行っています。また眼球近くの癌でも、できるだけぎりぎりまで眼球温存する

よう努めています。腫瘍以外では、眼瞼下垂や睫毛内反症、眼瞼外反などの眼瞼

の手術を、ほぼ毎週数例以上行っています。特に眼瞼下垂の手術では整容面にも

配慮し、眼窩脂肪の固定術の追加などいくつか工夫を行い、できるだけ左右差の

ない整容的な結果を心がけています。  

 その他、治療困難な真性のケロイドに対して、切除後の放射線照射療法を含む

治療に取り組んでいます。当科は、全国で唯一ケロイドに対して組織内照射を行

っていますので、症例や部位に応じて、切除後放射線外照射（電子線照射）ある

いは組織内照射を使い分けて治療しています。ケロイドの他にも術後の創部の瘢

痕拘縮の修正術も行っています。  

 もう 1 つの診療の柱として当科では、院内の外科系各科の癌の切除後の再建に

取りくんできました。頭頚部再建、乳癌再建が主なものですが、その他、四肢、

体幹の再建も増加しています。頭頚部再建症例は形成外科開設以来 300 例を超え、

大部分がマイクロサージェリーによる遊離皮弁の症例です。外科、耳鼻科、口腔

外科、形成外科、放射線科、脳外科などによるチーム医療体制が良好なため、安

定した再建成績を維持できており、そのため現在まで再建皮弁の血管吻合部血栓
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によるトラブルなどの合併症は起こっていません。特に下顎再建では、顔面神経

下顎縁枝麻痺による術後の口唇の変形予防のための手術（筋膜移植）も行ってい

ます。  

 乳房再建は、主に自家組織の皮弁による再建を行ってきました。2013 年 4 月よ

りシリコンインプラントによる乳房再建も保険適応が一部の形で認められたため、

人工乳房による再建をスタートしましたが、2019 年 7 月よりシリコンインプラン

トによる乳房再建術の保険適応が中止になりましたので、当院では現在行ってお

りません。現在は自家組織の皮弁による乳房再建を行っています。今後も悪性腫

瘍、顔面の形成、再建外科、眼瞼形成外科、皮膚外科を中心に診療する方針です。  
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整形外科 

     上田孝文 

 

 整形外科は運動器疾患全般を扱う診療科であり、頚部・体幹・骨盤から四肢・

手足に至るまでその守備範囲は広い。さらに人口の高齢化に伴い、運動器疾患を

有する患者数の増加とともに、骨粗鬆症など QOL に重大な影響を及ぼす疾患を

扱う機会も多い。これら広範囲に亘る運動器疾患のうち、当科では、１）関節外

科（主として股関節・膝関節）、２）脊椎外科、３）骨・軟部腫瘍、４）小児整形・

足の外科の４つの領域を中心に、高度専門診療を担っているが、骨折など一般運

動器外傷についても、院内および近隣の整形外科病院・診療所と連携しながら可

能な範囲で診療体制を整えている。  

専門領域のうち、骨・軟部悪性腫瘍（肉腫）に対しては大阪大学整形外科腫瘍

グループの基幹施設として、専門病理医との密接な連携による正確な病理組織診

断を行いながら、術前・術後化学療法、放射線療法、腫瘍広範切除術および各種

患肢再建術を組合せた集学的治療体系を駆使することにより、生命予後の改善を

図ると共に良好な術後患肢機能の再建に取組んでいる。さらには、“希少がん”と

しての“肉腫”に対する新規治療薬開発のための臨床試験（治験）を全国レベルの

多施設共同体制で行っている。小児整形・足の外科の分野では、骨形成不全症、

先天性股関節脱臼や先天性内反足、ペルテス病、大腿骨頭すべり症、先天性二分

脊椎に伴う足部変形など幅広い小児運動器疾患に対し高度の専門的治療を提供す

るとともに、成人の様々な足部変形（ポリオ後遺症や骨折後変形治癒など）に対

しても、創外固定法を駆使した外科的変形矯正術を行っている。また我が国の急

速な人口高齢化に伴い、患者数が増加している関節外科の分野においては、術前

CT 画像データに基づく術中ナビゲーションを用いたより高精度の人工股関節全

置換術を導入・推進するとともに、術後の早期社会復帰を目指した最小侵襲手技

（MIS）による全人工膝関節置換術やより低侵襲の片側型人工膝関節置換術も積

極的に行っている。さらに脊椎外科分野においても、種々の脊椎変性疾患のみな

らず化膿性脊椎炎、転移性脊椎腫瘍などに対しても、前方・後方からの脊髄・神

経根除圧に加え、各種脊椎インストルメンテーションによる固定手術も積極的に

併用し、早期離床・スムーズな社会復帰を図っている。  

 これら高度な運動器専門診療レベルを維持し、今後さらに発展させるべく、治

療成績を解析し学会発表や論文報告を積極的に行うとともに、整形外科専門医を

目指す若手スタッフ・レジデントの一般整形外科診療を含む教育や手術トレーニ

ング、医学部学生に対するクリニカルクラークシップなども重視していくことに



─ 163 ─

より、臨床診療・研究・教育においてバランスの取れた高レベルの運動器疾患専

門診療の充実を心掛けている。  
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術総会、横浜、2019 年 5 月 10 日  

 

北野元裕、松岡由希子、上田孝文：骨形成不全症の成人患者における整形外科的

問題点と治療。第 92 回日本整形外科学会学術総会、横浜、2019 年 5 月 10 日  

 

宮本隆司：両十字靱帯温存型 TKA の適応と短期成績。第 92 回日本整形外科学会

学術総会、横浜、2019 年 5 月 11 日  
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上田孝文：骨・軟部肉腫に対する集学的アプローチのさらなる発展。第 52 回日整

会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11 日  

 

角永茂樹、王谷英達、伊村慶紀、田宮大也、田中太晶、竹中聡、濱田健一郎、中  

紀文、久田原郁夫、上田孝文、吉川秀樹：大腿骨遠位骨腫瘍に対して KMLS 新フ

ィンセメントレスステムを使用後早期に緩みを生じた 6 例について。第 52 回日

本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11 日  

 

久田原郁夫：軟部腫瘍の診断と治療。第 52 回日整会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、

2019 年 7 月 12 日  

 

上田孝文：希少がんにおける医療連携とトータルケア：肉腫（ sarcoma）における

集学的診療アプローチの推進。第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会、京都、2019 年

7 月 20 日  

 

B-4 

濱田健一郎、角永茂樹、王谷英達、竹中  聡、上田孝文、吉川秀樹：10 歳以下に生

じた四肢原発骨肉腫症例の治療成績。第 132 回中部日本整形外科災害外科学会学

術集会、津、2019 年 4 月 5 日  

 

石黒博之、海渡貴司、橋本国彦、岡田倫太郎、串岡純一、小玉  城、牧野孝洋、武

中章太、吉川秀樹：アストロサイト活性化阻害薬 (ONO-2506)は脊髄損傷後の神経

障害性疼痛を抑制する。第 48 回日本脊椎脊髄病学会、横浜、2019 年 4 月 18 日  

 

王谷英達、竹中  聡、濱田健一郎、名井  陽、角永茂樹、上田孝文、中  紀文、荒木

信人、吉川秀樹：軟骨芽細胞腫の治療成績。第 92 回日本整形外科学会学術総会、

横浜、2019 年 5 月 12 日  

 

名倉温雄、和田晃房、武田真幸、窪田秀明 : 麻痺性重度下肢拘縮症例に対する股・

膝関節広範囲拘縮解離術による積極的手術治療。第 56 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会、神戸、2019 年 6 月 15 日  

 

岩本圭史、宮本隆司、峠  憲太郎、上田孝文：人工膝関節周囲大腿骨遠位部骨折の

治療成績 . 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（ JOSKAS）、札幌、2019 年 6
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月 15 日  

 

峠  憲太郎、岩本圭史、宮本隆司：先取り鎮痛による人工膝関節全置換術後疼痛へ

の効果 . 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（ JOSKAS）、札幌、2019 年 6 月

15 日  

 

久田原郁夫、相木沙代、青野奈々、井出恭子、仲野宏紀、明石直子：緩和ケアチ

ームにおける整形外科医の役割。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会、川越、2019 年 7 月 11 日  

 

王谷英達、竹中  聡、濱田健一郎、若松  透、伊村慶紀、田中太晶、田宮大也、中  

紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井  陽、吉川秀樹：骨盤・

仙骨原発骨巨細胞腫に対する集学的治療。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍

学術集会、川越、2019 年 7 月 11 日  

 

王谷英達、竹中  聡、濱田健一郎、若松  透、伊村慶紀、田中太晶、田宮大也、中  

紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井  陽、吉川秀樹：人工骨

を使用し加療した軟骨芽細胞腫の治療成績。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫

瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11 日  

 

小林  寛、岡  敬之、岩田慎太郎、若松  透、早川景子、和佐潤志、角永茂樹、箱崎

道之、柳川天志、筑紫  聡、米本  司、田中  栄、上田孝文：日本人における軟部肉

腫に  研究－。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7

月 11 日  

 

角永茂樹、王谷英達、伊村慶紀、田宮大也、田中太晶、竹中  聡、濱田健一郎、中  

紀文、久田原郁夫、上田孝文、吉川秀樹：大腿骨遠位骨腫瘍に対し KMLS 新フィ

ンセメントレスステムを使用後早期に緩みを生じた 6 例について。第 52 回日本

整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 12 日  

 

北野元裕、松岡由希子、上田孝文：二分脊椎症患者の成人後に生じる整形外科的

諸問題。第 36 回日本二分脊椎研究会、仙台、2019 年 7 月 13 日  

 

長田陽子、大谷陽子、萩  美里、水谷麻紀子、八十嶋宏行、森  清、真能正幸、久
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田原郁夫、松本久宣、増田慎三：A young case of neoadjuvant Taxane monotherapy 

for Breast Cancer towards pCR-Quadruple neoplasms,pairing Uterine Sarcoma。第 17

回日本臨床腫瘍学会学術集会、京都、2019 年 7 月 19 日  

 

北野元裕、名倉温雄、松岡由希子、上田孝文：足部の動静脈奇形を伴う血管腫の

切除後に高度踵凹足変形を生じた１例。第 25 回日本運動器再建・イリザロフ法研

究会、金沢、2019 年 9 月 7 日  

 

名倉温雄、和田晃房：腓骨列欠損に対する複数回の  創外固定器治療により生じて

いた  膝前方亜脱臼とそれによる膝可動域制限に対して  Ring 型創外固定器によ

る緩徐授動術を行った 1 例。第 25 回日本運動器再建・イリザロフ法研究会、金

沢、2019 年 9 月 7 日  

 

北野元裕、松岡由希子：頻回のステロイド注入後に後脛骨筋腱断裂を生じた成人

扁平足の１例。第 44 回日本足の外科学会学術集会、札幌、2019 年 9 月 26 日  

 

中原一郎、黒田泰生、三木秀宣：カップ側・ステム側ともナビゲーションを使用

した THA 症例の成績調査。第 46 回日本股関節学会学術集会、宮崎、2019 年 10

月 25 日  

 

髙嶋和磨、中原一郎、濱田英敏、安藤  渉、高尾正樹、菅野伸彦：炭素繊維強化 PEEK

樹脂複合材を用いた大腿骨近位部固定ネイルの開発－臨床試験結果－。第 46 回

日本股関節学会学術集会、宮崎、2019 年 10 月 25 日  

 

黒田泰生、中原一郎、三木秀宣：Tapered Wedge 型ステムを使用したステム前捻調

整。  第 46 回日本股関節学会学術集会、宮崎、2019 年 10 月 26 日  

 

石黒博之、山下智也、青野博之：PLIF におけるケージのチタンコートの有無によ

る骨癒合の比較。第 54 回日本脊髄障害医学会学術集会、秋田、2019 年 10 月 31

日  

 

山下智也、石黒博之、青野博之：術後合併症を繰り返した不安定性骨盤骨折の 1

例。第 54 回日本脊髄障害医学会学術集会、秋田、2019 年 11 月 1 日  
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名倉温雄、和田晃房、武田真幸、松尾  篤、窪田秀明：Salter 骨盤骨切り変法の当

科での治療成績。第 30 回日本小児整形外科学会学術集会、大阪、2019 年 11 月 22

日  

 

宮本隆司、峠憲太郎、岩本圭史、上田孝文：Cementless Oxford UKA の短期成績。

第 50 回日本人工関節学会、福岡、2020 年 2 月 21 日  

 

宮本隆司、峠憲太郎、岩本圭史、上田孝文：両十字靱帯温存型 TKA の短期成績。

第 50 回日本人工関節学会、福岡、2020 年 2 月 21 日  

 

中原一郎、黒田泰生、三木秀宣：ナビゲーション使用 THA の精度評価と臨床成績

調査。  第 50 回日本人工関節学会学術集会、福岡、2020 年 2 月 21 日  

 

岩本圭史、宮本隆司、峠  憲太郎、上田孝文：高度外反膝に対する人工膝関節置換

術。第 50 回日本人工関節学会学術集会、福岡、2020 年 2 月 21 日  

 

髙嶋和磨、中原一郎、三木秀宣：臥位 FPP 基準に対する CT-based navigation 使用

人工股関節全置換術後 10 年における骨盤傾斜変化。第 50 回日本人工関節学会学

術集会、福岡、2020 年 2 月 21 日  

 

峠憲太郎、岩本圭、宮本隆司、上田孝文：人工膝関節全置換術における術中軟部

組織バランスと術後可動域の検討。第 50 回日本人工関節学会、福岡、2020 年 2

月 21 日  

 

小林  寛、岩田慎太郎、若松  透、早川景子、米本  司、和佐潤志、岡  敬之、上田

孝文、田中  栄：日本人における軟部肉腫に対するトラベクテジンの有効性と安全

性 ‐骨軟部肉腫治療研究会（ JMOG）多施設共同研究。第 3 回日本サルコーマ治療

研究学会（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年 2 月 21 日  

 

須佐美知郎、堀内圭輔、中山ロバート、浅野尚文、小林英介、川井  章、末原義之、

川島寛之、米本  司、中  紀文、保坂正美、森岡秀夫、角永茂樹、千葉一裕、上田

孝文：本邦における骨巨細胞腫に対するデノスマブの治療効果 ‐骨軟部肉腫治療研

究会（ JMOG）共同研究 -。第 3 回日本サルコーマ治療研究学会（ JSTAR）学術集

会、大阪、2020 年 2 月 21 日  
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武内章彦、山本憲男、Xiaohui Niu、Wei-Ming Chen、中村知樹、Saminathan-Suresh 

Nathan、上田孝文、岩田慎太郎、川井  章、Yong-Koo Kang, Apichat Asavamongkolkul、

土屋弘行：びまん型腱滑膜巨細胞腫の再発と患肢機能に関する解析：東アジア骨

軟部腫瘍研究グループ多施設共同研究。第 3 回日本サルコーマ治療研究学会

（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年 2 月 21 日  

 

永野昭仁、上田孝文、次田雅典、西本  裕、秋山治彦、川井  章：JMOG044：中高

齢者原発性高悪性度悪性骨腫瘍の治療成績に対する研究 ‐中間報告。第 3 回日本サ

ルコーマ治療研究学会（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年 2 月 21 日  

 

永野昭仁、上田孝文、次田雅典、西本  裕、秋山治彦、川井  章：JMOG044：中高

齢者原発性悪性骨腫瘍に対する化学療法の dose intensity が予後に与える影響。第

3 回日本サルコーマ治療研究学会（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年 2 月 21 日  

 

森井健司、森岡秀夫、中山ロバート、穴澤卯圭、宇高  徹、王谷英達、河本旭哉、

小林  寛、鬼頭宗久、永野昭仁、末原義之、佐々恵太、上田孝文、市村正一：四

肢脱分化脂肪肉腫 MR 像における脱分化部面積の臨床的意義 ‐骨軟部肉腫治療研

究会（ JMOG）多施設共同研究 ‐。第 3 回日本サルコーマ治療研究学会（ JSTAR）

学術集会、大阪、2020 年 2 月 21 日  

 

角永茂樹、上田孝文、小西英一：腫瘍随伴症候群を伴う大腿悪性軟部腫瘍。第 3

回日本サルコーマ治療研究学会（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年 2 月 22 日  

 

角永茂樹、上田孝文：骨肉腫に対する投与前輸液なしでの超大量メソトレキセー

ト療法、第 3 回日本サルコーマ治療研究学会（ JSTAR）学術集会、大阪、2020 年

2 月 22 日  

 

B-5 

石黒博之：ラット髄核摘出モデルを用いた脂肪由来間葉系幹細胞由来の三次元人

工組織による椎間板再生。第 21 回なにわ整形外科基礎研究会、大阪、2019 年 8

月 31 日  

 

B-6 
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河野壮太郎、中村正人、石田和大、阪田晃佑、松岡峰造、岩田浩和、十河英司、

南野勝彦、中村茂子、黒田早苗、林  潤三、中井  毅：脛骨骨幹部骨折を合併した

遠位骨端線損傷の治療経験。 第 132 回中部日本整形外科災害外科学会、津、2019

年 4 月 5 日  

 

高見晴、芝野康司、後藤  晃、信貴経夫、李  勝博：上腕骨外科頚骨折に烏口突起

骨折を合併した一例。第 132 回中部日本整形外科災害外科学会、津、2019 年 4 月

5 日  

 

黒田泰生、中原一郎、三木秀宣：大腿骨ステム周囲粉砕骨折に対してステム再置

換を行った 1 例。第 47 回関西股関節研究会、大阪、2019 年 4 月 13 日  

 

久田原郁夫：下腿石灰化軟部腫瘍。第 95 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 6 月

13 日  

 

名倉温雄、和田晃房、武田真幸、窪田秀明：低酸素性虚血性脳症による重度の右

股関節開排拘縮・左股関節脱臼・両膝伸展拘縮に対して広範囲観血的拘縮解離術

を行い車椅子坐位が可能となった 1 例。第 64 回近畿小児整形外科懇話会、奈良、

2019 年 7 月 20 日  

 

久田原郁夫：腓骨骨頭病変の 1 例。第 96 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 9 月

12 日  

 

高見晴奈、角永茂樹、久田原郁夫、上田孝文：大腿骨腫瘍の１例。第 153 回関西

骨軟部腫瘍研究会、大阪、2019 年 4 月 5 日  

 

B-8 

宮本隆司：JOURNEY Ⅱ BCS TKA のデザインコンセプト。JOURNEY Ⅱ BCS Master 

Class 2019、東京、2019 年 4 月 27 日  

 

名倉温雄： Beckwith Wiedemann 症候群  脚長差のケア。 Beckwith Wiedemann 

Syndrome 勉強会、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

中原一郎：整形外科医師が考える医療機器に求めるもの。第 3 回医療機器ビジネ
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ス参入のための人材育成プログラム、大阪、2019 年 7 月 26 日  

 

宮本隆司：Indications - Antero-medial Osteoarthritis。Oxford Partial Knee Instructional 

Course、東京、2019 年 9 月 21 日  

 

宮本隆司：Surgical Demonstration。Oxford Partial Knee Instructional Course、東京、

2019 年 9 月 21 日  

 

宮本隆司：Cementless Oxford (Short Term Clinical Result) 。Oxford Partial Knee 

Master Course、東京、2019 年 9 月 22 日  

 

宮本隆司：両十字靱帯温存型 TKA の適応と短期成績  。Advanced TKA Seminar in 

Hokkaido 2019、札幌、2019 年 10 月 5 日  

 

宮本隆司：Severe Varus Primary TKA - Soft-tissue Management and Implant Selection 

-。   Zimmer Biomet Knee Symposium 2019、東京、2019 年 11 月 3 日  

 

三木秀宣：ロコモと股関節症。第 23 回よみうり市民講座、大阪、2019 年 11 月 9

日  

 

④【班研究・研究助成実績の報告書】  

 

助成制度名  氏名（班長・班

員・班友の別） 

研究課題名  研究代表者  助成金額（研究

全体でなく、

個別に受け取

った額）  
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AMED 臨 床

研究・治験推

進研究事業  
（米盛班）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AMED 革 新

的がん医療実

用化研究事業  
（影山班）  
 
 

 

上田  孝文  

（研究開発分

担者）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田  孝文  

（研究開発分

担者）  

 

が ん 領 域

Clinical 

Innovation 

Network 事 業

による超希少

がんの臨床開

発と基盤整備

を行う総合研

究「切除不能

の明細胞肉腫

または胞巣状

軟部肉腫に対

するニボルマ

ブの医師主導

治験（通称：

OSCAR 試

験）」  

 

難治性肉腫に

対するワクチ

ン併用 TCR 遺

伝子改変 T 細

胞輸注療法の

多施設共同医

師主導治験  

（ 通 称 ：

TriCombo 試

験）  

 

米盛  勧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影山  愼一  

 

100 万円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

149 万 9,999 円  

＊いずれも医師主導治験として進行中のため、報告書なし  
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脳神経外科 

藤中俊之 

 

脳神経外科では主に脳血管障害、脳腫瘍、頭部外傷などを対象疾患としています。脳血管

障害に対しては、脳卒中内科と協力して脳卒中センターとして24時間体制で対応しています。

急性期脳卒中患者に対しては、病態に応じて、開頭手術や脳血管内治療などの適切な治療を

速やかに行い、発症からできるだけ早期にリハビリテーションを開始するとともに、地域連

携パスを利用して後方病院でのスムーズな治療の継続を図っています。また、未破裂脳動脈

瘤や慢性期脳血管障害に対しても十分な検討とインフォームドコンセントを行ったうえで 

積極的に治療を行っています。脳血管内治療に関しては、日本脳神経血管内治療学会専門医・

指導医が在籍しており、高度な治療、最新のデバイスを用いた治療が可能となっています。

実施医や実施施設が限定されている脳動脈瘤に対するフローダイバーターステントや脳動静

脈奇形、硬膜動静脈瘻に対する液体塞栓物質（Onyx）を用いた治療も数多く行っています。

他施設での技術指導や全国からの見学者の受け入れも数多く行っており、脳血管内治療分野

での指導的施設となっています。新規血管内治療機器の治験や市販後調査、多施設共同研究

にも積極的に参加しています。 
脳腫瘍については、術前に詳細な画像評価を行い、術中はナビゲーションシステムや脳波・

筋電図等によるモニタリングを駆使し安全・確実な手術を行っています。なかでも、中枢神

経原発腫瘍の代表である神経膠腫に対しては、術中ナビゲーションやモニタリングに加え、

5-アミノレブリン酸による蛍光反応ガイド下に手術を行うことで、機能温存を図りながら    

最大限の摘出を行うように努めています。特に機能的に重要な部位に発生した腫瘍において

は、言語や高次機能を損なうことなく安全に手術を行うため麻酔科、リハビリテーション科

の協力のもと覚醒下手術も行っています。また、化学療法、分子標的薬、放射線治療の進歩

により癌種ごとの治療方針が必要となっている転移性脳腫瘍や、希少がんである神経膠種や

悪性リンパ腫などに対して、疾患ごとに遺伝子診断など先進的な手法も用いて最適な治療    

方法を検討し集学的な治療を行っています。頭部外傷については救命救急センターと連携し

重症頭部外傷にも対応しています。個々の外傷患者の背景や病態は様々ですが、それぞれに

最善と考えられる治療方針をとるように検討を行っています。 
研修医、レジデント教育にも力を入れています。毎週の症例検討会のほかに脳卒中内科、

救急医との合同症例検討会、抄読会などを行っています。また、顕微鏡手術については手術

室外でもトレーニングが行えるよう、実体顕微鏡を購入しシリコンモデルや鶏肉を用いた卓

上での組織剥離・血管吻合の練習を奨励しています。当科は日本脳神経外科学会、日本脳神

経血管内治療学会の研修施設に認定されており日本脳神経外科学会専門医、日本脳神経血管

内治療学会専門医の育成にも注力しています。学会発表についても活発に行っており、順次、

論文化して国内外の医学雑誌に発表しています。 
 
 

【2019年度  研究業績発表】 
A-0 

Sasaki A, Hirato J, Hirose T, Fukuoka K, Kanemura Y, Hashimoto N, Kodama Y, Ichimura K, Sakamoto 
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H, Nishikawa R: Review of ependymomas: assessment of consensus in pathological diagnosis and 

correlations with genetic profiles and outcome. 「Brain Tumor Pathol」36(2):92-101、2019年 4月 

 

Kato K, Miya F, Hamada N, Negishi Y, Narumi-Kishimoto Y, Ozawa H, Ito H, Hori I, Hattori A, Okamoto 

N, Kato M, Tsunoda T, Kanemura Y, Kosaki K, Takahashi Y, Nagata KI, Saitoh S: MYCN de novo gain-

of-function mutation in a patient with a novel megalencephaly syndrome. 「J Med Genet」56(6):388-395、

2019年 6月 

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, Mano M, Kagawa 

N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, Fukai J, Fujita K, Sakamoto D, Mori 

K, Kishima H, Kanemura Y: Distribution differences in prognostic copy number alteration profiles in IDH-

wild-type glioblastoma cause survival discrepancies across cohorts. 「Acta Neuropathol Commun」7(1):99、

2019年 6月 

 

Kimura Y, Shofuda T, Higuchi Y, Nagamori I, Oda M, Nakamori M, Onodera M, Kanematsu D, Yamamoto 

A, Katsuma A, Suemizu H, Nakano T, Kanemura Y, Mochizuki H: Human Genomic Safe Harbors and the 

Suicide Gene-Based Safeguard System for iPSC-Based Cell Therapy. 「Stem Cells Transl Med」8(7):627-

638、2019年 7月 

 

Kofuji S, Hirayama A, Eberhardt AO, Kawaguchi R, Sugiura Y, Sampetrean O, Ikeda Y, Warren M, 

Sakamoto N, Kitahara S, Yoshino H, Yamashita D, Sumita K, Wolfe K, Lange L, Ikeda S, Shimada H, 

Minami N, Malhotra A, Morioka S, Ban Y, Asano M, Flanary VL, Ramkissoon A, Chow LML, Kiyokawa 

J, Mashimo T, Lucey G, Mareninov S, Ozawa T, Onishi N, Okumura K, Terakawa J, Daikoku T, Wise-

Draper T, Majd N, Kofuji K, Sasaki M, Mori M, Kanemura Y, Smith EP, Anastasiou D, Wakimoto H, 

Holland EC, Yong WH, Horbinski C, Nakano I, DeBerardinis RJ, Bachoo RM, Mischel PS, Yasui W, 

Suematsu M, Saya H, Soga T, Grummt I, Bierhoff H, Sasaki AT: IMP dehydrogenase-2 drives aberrant 

nucleolar activity and promotes tumorigenesis in glioblastoma. 「Nat Cell Biol」21(8):1003-1014、2019

年 8月 

 

Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T, Kanemura Y: Evaluation of the susceptibility of neurons and neural 

stem/progenitor cells derived from human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs. 「J Pharmacol 

Sci」140(4):331-336、2019年 8月 

 

Hirata T, Kinoshita M, Tamari K, Seo Y, Suzuki O, Wakai N, Achiha T, Umehara T, Arita H, Kagawa N, 
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Kanemura Y, Shimosegawa E, Hashimoto N, Hatazawa J, Kishima H, Teshima T, Ogawa K: 11C-

methionine-18F-FDG dual-PET-tracer-based target delineation of malignant glioma: evaluation of its 

geometrical and clinical features for planning radiation therapy. 「J Neurosurg」131(3):676-686、2019年

9月 

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Uda T, 

Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida N, Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, 

Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura Y: Radiomics and MGMT promoter methylation for 

prognostication of newly diagnosed glioblastoma. 「Sci Rep」9(1):14435、2019年 10月 

 

Ozaki T, Kinoshita M, Arita H, Kagawa N, Fujimoto Y, Kanemura Y, Sakai M, Watanabe Y, Nakanishi K, 

Shimosegawa E, Hatazawa J, Kishima H: Validation of magnetic resonance imaging-based automatic high-

grade glioma segmentation accuracy via (11)C-methionine positron emission tomography. 「Oncol Lett」

18(4):4074-4081、2019年 10月 

 

Takami H, Fukuoka K, Fukushima S, Nakamura T, Mukasa A, Saito N, Yanagisawa T, Nakamura H, 

Sugiyama K, Kanamori M, Tominaga T, Maehara T, Nakada M, Kanemura Y, Asai A, Takeshima H, Hirose 

Y, Iuchi T, Nagane M, Yoshimoto K, Matsumura A, Kurozumi K, Nakase H, Sakai K, Tokuyama T, Shibui 

S, Nakazato Y, Narita Y, Nishikawa R, Matsutani M, Ichimura K: Integrated clinical, histopathological, and 

molecular data analysis of 190 central nervous system germ cell tumors from the iGCT Consortium. 

「Neuro Oncol」21(12):1565-1577、2019年 12月 

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, Takahashi M, Narita Y, 

Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Takagaki M, Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, 

Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, Kanematsu D, Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura 

K, Kanemura Y, Kishima H: Prediction of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma from 

magnetic resonance images using a convolutional neural network. 「Sci Rep」9(1):20311、2019年 12月 

 

Yotsumoto Y, Harada A, Tsugawa J, Ikura Y, Utsunomiya H, Miyatake S, Matsumoto N, Kanemura Y, 

Hashimoto-Tamaoki T: Infantile macrocephaly and multiple subcutaneous lipomas diagnosed with PTEN 

hamartoma tumor syndrome. 「Mol Clin Oncol」12:329-335、2020年 1月 

 

Yamaki T, Shibahra I, Matsuda KI, Kanemura Y, Konta T, Kanamori M, Yamakawa M, Tominaga T, 

Sonoda Y. Relationships between recurrence patterns and subventricular zone involvement or CD133 
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expression in glioblastoma. 「J Neurooncol」146(3):489-499、2020年 2月 

 

Aoki T, Kishimoto H, Hirato J, Kanemura Y, Mori M, Arakawa Y, Kurihara J, Oguma E, Koh K: A 21-

Month-Old Boy with One-Month History of Vomiting. 「Brain Pathol」 

30(2):425-426、2020年 3月 

 

A-2 

藤中俊之：総論：疫学、危険因子、病態：ガイドラインはどうなっているのか？「脳血管内治

療の進歩－ブラッシュアップセミナー2018」坂井信幸、江面正幸、松丸祐司、宮地 茂、吉村

紳一 編集、P.78-83、診断と治療社、東京、2019年 7月 20日 

 

A-3 

金村米博：先天性奇形の遺伝子診断の意義．「脳神経外科 周術期管理のすべて 第 5版」松

谷雅生、田村 晃、藤巻高光、森田明夫 編集、P. 517-536、株式会社メジカルビュー社、2019年

5月 30日 

 

A-4 

木下 学、金村米博、成田善孝：神経膠腫の radiomics－これまでの進歩とこれからの課題－．

「臨床画像」35(6):718-722、2019年 6月 

 

A-6  

中島 伸：止める・固める・溶かす レジデントノート 21 (1): 155-157, 2019 

 

中島 伸：なぜ日本人は英語が下手なのか（前編） レジデントノート 21 (3): 577-579, 2019 

 

中島 伸：なぜ日本人は英語が下手なのか（後編） レジデントノート 21 (4): 739-741, 2019 

 

中島 伸：吻合修行を楽しむ レジデントノート 21 (6): 1167-1169, 2019 

 

中島 伸：死亡診断書のあれこれ レジデントノート 21 (7): 1311-1313, 2019 

 

中島 伸：結論先を心掛けよう レジデントノート 21 (9): 1687-1689, 2019 

 

中島 伸：脳神経外科医が総合診療をやってみた レジデントノート 21 (10): 1847-1849, 2019 
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中島 伸：後付け勉強法 レジデントノート 21 (12): 2193-2195, 2019 

 

中島 伸：ヤンキー漫画に学ぶ レジデントノート 21 (13): 2345-2347, 2019 

 

中島 伸：手術記録あれこれ レジデントノート 21 (15): 2745-2757, 2019 

 

中島 伸：病状説明の工夫 レジデントノート 21 (16): 2903-2905, 2019 

 

中島 伸：これが青春だ！ レジデントノート 21 (18): 3331-3333, 2019 

 
B-1 

Fujinaka T: Learnings from 9 years’ experience of Enterprise in Japan. International Symposium on 

Cutting-Edge Interventional Radiology, Taipei, ROC, 2019 年 7月 6日 

 

B-2 
Tanaka K, Nakajima K, Yoshioka D, Masuda S, Aramaki E, Jyo A, Nakajima S: Capturing of continuous 
verbal interactions in the surgical team performance. The 8th Resilient Health Care Network Meeting, 
Awaji, 2019年 8月 26日 
 
Nakamura K, Nakajima K, Nakajima S, Abe T: A negotiation strategy to encourage multi-professionals to 
cross their boundaries for collaborative work. The 8th Resilient Health Care Network Meeting, Awaji, 
2019年 8月 27日 
 

Kanemura Y, Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T: Evaluation of the susceptibility of neurons derived from 

human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs for CNS tumors. 2019 SNO Annual Meeting, 

Phoenix, Arizona, US, 2019年 11月 22日 

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kinoshita M, Kodama Y, Kagawa N, Okita Y, Nonaka M, 

Uda T, Fukai J, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: A combination of MGMT methylation and 

NFKBIA copy number alteration refines prognostication of IDH-wt glioblastomas. 2019 SNO Annual 

Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019年 11月 22日 

 

Kinoshita M, Uchikoshi M, Tateishi S, Miyazaki S, Sakai M, Ozaki T, Asai K, Fujita Y, Matsuhashi T, 

Kanemura Y, Shimosegawa E, Hatazawa J, Nakatsuka S, Kishima H, Nakanishi K: T1- and T2-relaxometry 

for tissue cell density quantification in glioma imaging: exploratory study via 11C-methionine PET and 

validation via stereotactic tissue sampling. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019年 11

月 23日 
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Arita H, Matsushita Y, Ohno M, Miyake Y, Saito K, Tanaka S, Nakamura T, Tamura K, Higuchi F, Sandika 

E, Sabit H, Hattori Y, Yamaguchi S, Okita Y, Sakamoto D, Fukai J, Uda T, Hata N, Shofuda T, Sasayama 

T, Mori K, Kurozumi K, Kanamori M, Sasaki H, Kishima H, Kanemura Y, Nakada M, Sonoda Y, Nagane 

M, Ueki K, Nishikawa R, Narita Y, Ichimura K: Prognostic role of TERT promoter mutations improves the 

stratification of IDH-mutated lower grade glioma. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019

年 11月 23日 

  

Mori K, Kumagai T, Kobayashi M, Iwata T, Nakagawa K, Kudo A, Toyota S, Kanemura Y, Taki T: 

Treatments for recurrent malignant gliomas and their prognosis. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, 

Arizona, US, 2019年 11月 23日 

 

Kijima N, Kanematsu D, Shofuda T, Nonaka M, Iwata R, Fukai J, Inoue A, Sasayama T, Tsuyuguchi N, 

Kawashima T, Higuchi Y, Suemizu H, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: Characterization of patient-

derived primary cell lines and xenografts for glioblastoma. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, 

US, 2019年 11月 23日 

 

B-3 

金村米博：臨床医にとっての WHO2016分子病理診断アップデート－小児脳腫瘍。第 39回日

本脳神経外科コングレス総会、横浜市、2019年 5月 18日 

 

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、隅田美穂、吉岡絵麻、山本篤世、半田有佳子、勝

間亜沙子、高田 愛、中村雅也、岡野栄之：神経再生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞

の製造・品質管理法。日本組織培養学会第 92回大会、東京都千代田区、2019年 7月 6日 

 

金村米博：髄芽腫の分子診断体制の構築：国内症例の特徴と今後の方向性。第 39回日本小児

病理研究会学術集会、東京都世田谷区、2019年 9月 7日 

 

藤中俊之：脳血管内治療のトラブルシューティング。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78

回学術総会、大阪市、2019年 10月 9日 

 

藤中俊之：大型・巨大脳動脈瘤へのアプローチの変遷と今後の展望－血管内治療―。一般社

団法人日本脳神経外科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 10日 

 

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、山本篤世、勝間亜沙子、隅田美穂、山口 亮、峯 



─ 183 ─

裕、中村雅也、岡野栄之：中枢神経領域での再生医療【総合討論あり】。一般社団法人日本脳

神経外科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 10日 

 

藤中俊之、高野浩司、木谷知樹、館 哲郎、村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、金村米博、中島 

伸：大型脳動脈瘤に対する Flow diverterを用いた血管内治療成績。一般社団法人日本脳神経外

科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 10日 

 

木下 学、尾崎友彦、有田英之、香川尚己、金村米博、藤本康倫、酒井美緒、渡邉嘉之、中西

克之、下瀬川恵久、畑澤 順、貴島晴彦：メチオニン PETから見た MRIでの悪性神経膠腫の病

変自動抽出技術の検証。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年 12月 2日 

 

有田英之、大野 誠、中村大志、三宅勇平、斉藤邦昭、田村 郁、田中將太、沖田典子、深井順

也、宇田武弘、阪本大輔、秦 暢宏、黒住和彦、山口 秀、金森政之、篠山隆司、佐々木光、井

内俊彦、金村米博、園田順彦、中田光俊、植木敬介、口羽 文、成田善孝、市村幸一：IDH変

異型腫瘍における TERT変異の分子マーカーとしての意義の検討。第 37回日本脳腫瘍学会学

術集会、石川県七尾市、2019年 12月 3日 

 

佐々木惇、平戸純子、井上 健、金村米博、児玉良典、市村幸一、坂本博昭、西川 亮：髄芽腫

の病理学的再検討：JPMNG の病理中央診断に基づいて。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、

石川県七尾市、2019年 12月 3日 

 

B-4 

館 哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島 

伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Deviceの治療成績。一般社団法人日本脳

神経外科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 9日 

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館 哲郎、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：外傷に対する減圧開頭術後に水頭症を発症した症例の検討。一般社団法人日本脳神経外

科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 10日 

 

木下 学、打越将人、立石宗一郎、宮崎将平、酒井美緒、尾崎友彦、浅井克則、藤田祐也、松

橋崇寛、金村米博、下瀬川恵久、畑澤 順、中塚伸一、中西克之、貴島晴彦：定量的 MRIによ

る神経膠腫非造影病変の可視化技術の開発～メチオニン PET による探索と定位的組織採取に

よる検証～。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 
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高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館 哲郎、木谷知樹、金村米博、中島 伸、桝田智

仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平朝子、藤中俊之：HIV陽性患

者の中枢神経病変-脳生検術の必要性-。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、

大阪市、2019年 10月 11日 

 

梅原 徹、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、木下 学、児玉良典、香川尚己、沖田典子、埜中正

博、宇田武弘、深井順也、藤田浩二、阪本大輔、森 鑑二、貴島晴彦、金村米博：初発 IDH野

生型膠芽腫における NFKBIA 欠失の臨床的意義の検討。一般社団法人日本脳神経外科学会第

78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 

 

深井順也、有田英之、梅原 徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下 学、沖田典子、埜中正

博、宇田武弘、阪本大輔、上松右二、中尾直之、森 艦二、金村米博：高齢者膠芽腫の分子病

理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。一般社団法人日本脳神経外科学会

第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 

 

森 鑑二、熊谷哲也、小林真紀、岩田貴光、中河寛治、工藤 輝、豊田真吾、金村米博、瀧 琢有：

悪性神経膠腫再発時における治療と予後。一般社団法人日本脳神経外科学会第78回学術総会、

大阪市、2019年 10月 11日 

 

木谷知樹、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館 哲郎、高野浩司、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：脳膿瘍の手術治療戦略と再発および予後に関する検討。一般社団法人日本脳神経外科学

会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 

 

石橋謙一、下本地航、井上 健、山崎夏維、原 純一、金村米博、山中一浩、岩井謙育：ヒスト

ン H3 K27M・G34R 変異を有する神経膠腫に対する集学的治療。一般社団法人日本脳神経外

科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、篠山隆司、露口

尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森 鑑二、貴島晴彦、金村米博：グリオブラストー

マ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived xenograftバンク確立の試み。一般社団法人日

本脳神経外科学会第 78回学術総会、大阪市、2019年 10月 11日 

 

西川真弘、井上明宏、尾崎沙耶、松本 調、末廣 諭、矢野 元、金村米博、田中潤也、大西丘倫、

國枝武治: 膠芽腫再発に関わる腫瘍幹細胞の浸潤能と増殖能-低酸素環境下でのオステオポン
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チンの発現と機能から-。 一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10月 11日 

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細胞の抗がん剤感受

性評価。第 2回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会、大阪市、2019年 11月 2日 

 

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博：ヒト iPS細胞由来神経前駆

細胞の長期分化誘導法の検討。第 2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会、大

阪市、2019年 11月 2日 

 

金村米博、正札智子、吉岡絵麻、兼松大介、勝間亜沙子、高田 愛、 眞能正幸、児玉良典、森 

鑑二：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークにおけるグリオーマ中央遺伝子診断体制構築

の試み。日本人類遺伝学会第 64回大会、長崎市、2019年 11月 7日 

 

兼松大介、正札智子、吉岡絵麻、 隅田美穂、勝間亜沙子、山本篤世、半田有佳子、福角勇人、

中村雅也、 岡野栄之、金村米博：ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞の増殖過程で発生する染色

体核型異常の特徴。日本人類遺伝学会第 64回大会、長崎市、2019年 11月 7日 

 

宮 冬樹、加藤光広、齋藤伸治、岡本伸彦、金村米博、鎌谷高志、小崎健次郎、角田達彦：遺

伝性疾患のエクソーム・全ゲノムシーケンスデータを対象とした AIによるトランスクリプト

ーム異常の予測解析。日本人類遺伝学会第 64回大会、長崎市、2019年 11月 7日 

 

山口壽美枝、森 寛泰、竹本雪子、福田貴史、尾嶋美里、中島 伸：NPの Platypnea-orthodeoxia

症候群の診断プロセスについての一考察。第５回日本 NP学会学術集会、東京、2019年 11月

16日 

 
森 寛泰、山口壽美枝、竹本雪子、福田貴史、尾嶋美里、松本謙太郎、河野啓子、陳 若富、和

田 晃、中島 伸：二次救急診療における NPと初期研修医師との比較検討。第 5回日本 NP学

会学術集会、東京、2019年 11月 16日 
 
福田貴史、山口壽美枝、森寛泰、竹本雪子、尾嶋美里、中島 伸：Nurse Practitioner導入が診

療生産性に与えた影響についての考察。第 5回日本 NP学会学術集会、東京、2019年 11月 16
日 
 
尾嶋美里、山口壽美枝、森 寛泰、福田貴史、竹本雪子、和田 晃、陳 若富、河野啓子、石

田健一郎、中島 伸：Nurse Practitionerが介入した 2次救急搬送患者の診療の質についての検

討～帰宅後 24 時間以内の再診から～。第 5 回日本 NP 学会学術集会、東京、2019 年 11 月 16
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日 
 

館 哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、髙野浩司、金村米博、中島 

伸：硬膜内大型脳動脈瘤に対する Flow diverterを用いた血管内治療成績。第 35回 NPO法人日

本脳神経血管内治療学会学術総会、福岡市、2019年 11月 23日 

 

森 鑑二、正札智子、眞能正幸、児玉良典、木下 学、有田英之、森内秀祐、宇田武弘、瀧 琢有、

深井順也、埜中正博、石橋謙一、阪本大輔、泉本修一、西田南海子、沖田典子、中島義和、高

野浩司、橋本直哉、露口尚弘、奥田武司、阿知波孝宗、林 宣秀、出原 誠、金村米博：テモゾ

ロミドと放射線併用治療後に再発した膠芽腫に対する治療と予後。第 37回日本脳腫瘍学会学

術集会、石川県七尾市、2019年 12月 1日 

 

沖田典子、正札智子、兼松大介、吉岡絵麻、児玉良典、眞能正幸、木下 学、埜中正博、藤中

俊之、金村米博：Grade2、3 神経膠腫における MET-PET での IDH 変異と MGMT プロモータ

ーメチル化率の予測。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年 12月 1日 

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原 徹、小林啓一、田村 郁、田中將

太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下 学、金村米博、武笠晃丈、永根基雄、植木敬介、

西川 亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT promoter mutationは IDH wildtype LGGにおい

て最も重要な予後予測因子である。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年

12月 1日 

 

梅原 徹、木下 学、佐々木貴浩、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、平山龍一、木嶋教行、香川

尚己、沖田典子、宇田武弘、深井順也、森 鑑二、貴島晴彦、金村米博：機械学習による画像

テクスチャ解析を用いた初発膠芽腫の予後推定。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七

尾市、2019年 12月 2日 

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、篠山隆司、露口

尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森 鑑二、貴島晴彦、金村米博：関西中枢神経腫瘍

分子診断ネットワークでの Patient derived xenograft バンクの現状。第 37 回日本脳腫瘍学会学

術集会、石川県七尾市、2019年 12月 2日 

 

西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本 調、末廣 諭、矢野 元、金村米博、田中潤也、

大西丘倫、國枝武治：CD44高発現腫瘍幹細胞における Osteopontinの発現と機能：膠芽腫発現

の鍵となる低酸素。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年 12月 2日 
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牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内 豪、丹治正大、峰晴陽平、宮本 亨、金村米

博：グリオーマの RAS変異解析と臨床的特徴の検討。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川

県七尾市、2019年 12月 2日 

 

川内 豪、正札智子、吉岡絵麻、牧野恭秀、丹治正大、峰晴陽平、金村米博：京都大学におけ

る小児・AYA世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七

尾市、2019年 12月 2日 

 

深井順也、有田英之、梅原 徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下 学、沖田典子、埜中正

博、宇田武弘、阪本大輔、森 艦二、金村米博：高齢者膠芽腫の分子病理と生命予後：関西ネ

ットワークと TCGAのデータ解析。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年

12月 2日 

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原 徹、小林啓一、田村 郁、田中將

太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下 学、金村米博、武笠晃丈、永根基雄、植木敬介、

西川 亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT promoter mutationは IDH wildtype LGGにおい

て最も重要な予後予測因子である。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019年

12月 2日 

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館 哲郎、木谷知樹、金村米博、中島 伸、桝田智

仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平朝子、藤中俊之：HIV陽性患

者における中枢神経原発悪性リンパ腫の診断と治療。第 37回日本脳腫瘍学会学術集会、石川

県七尾市、2019年 12月 2日 

 

B-6 

館 哲郎、木嶋教行、村上皓紀、中川僚太、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：未破裂動脈瘤患者における多発性のう胞腎スクリーニングの有用性。Neurosurgery Kinki 

2019 Spring Meeting、第 77回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会 第 79回近畿脊髄外科研

究会 合同開催、豊中市、2019年 4月 6日 

村上皓紀、館 哲郎、中川僚太、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島 伸、藤中俊之：血管型

エーラース・ダンロス症候群に合併した内頸動脈海綿静脈洞（CCF）の 1例。Neurosurgery Kinki 

2019 Spring Meeting、第 77回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会 第 79回近畿脊髄外科研

究会 合同開催、豊中市、2019年 4月 6日 
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山崎弘輝、木谷知樹、西本渓佑、村上皓紀、館 哲郎、高野浩司、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：浅側頭動脈-中大脳動脈吻合部動脈瘤に対してステント併用コイル塞栓術を施行した一例。

第 78回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019年 9月 7日 

 

館 哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島 

伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Deviceの治療成績。第 78回日本脳神経外

科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019年 9月 7日 

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館 哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を行った 2例。第 78回日本脳神経

外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019年 9月 7日 

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館 哲郎、高野浩司、金村米博、中島 伸、藤中俊

之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討。第 78回日本脳神経外科学会近畿

支部学術集会、豊中市、2019年 9月 7日 

 

B-8 
中島 伸：紛争対応、事故予防、そして我々の未来。第 36回日本呼吸器外科学術集会医療安

全講習会、大阪、2019年 5月 15日 
 
中島 伸：医療安全の基本知識。令和元年度医療安全管理研修プログラム、大阪、2019年 6月
3日 
 

藤中俊之：脳動脈瘤に対する血管内治療の進歩。大阪の脳卒中医療を変える～いのち輝く未

来社会に向けて～、大阪市、2019年 6月 8日 

 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断。小児神経外科教育セミナー2019、新潟

市、2019年 6月 13日 

 

藤中俊之：脳血管内治療の合併症とその対策。第 7 回青葉脳神経血管内手術法ワークショッ

プ、横浜市、2019年 6月 15日 

 

藤中俊之：外傷性頭頚部血管損傷の診断と治療－CTA によるスクリーニングと血管内治療に

ついて－。第 3回岡山脳血管内治療研究会、岡山市、2019年 8月 29日 

 

藤中俊之：脳血管内治療トラブルシューティング。大阪脳神経外科関連疾患勉強会、大阪市、
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2019年 9月 27日 

 

藤中俊之：脳動脈瘤に対する血管内治療の進歩。第 37回島根脳血管障害研究会、出雲市、2019

年 9月 28日 

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経再生治療に用

いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法。令和元年度滋賀医科大学再生医療等提

供に係る教育・研修会、大津市、2019年 10月 21日 

 
中島 伸：大阪医療センター総合診療科の紹介 ～JNP（診療看護師）の活躍～。第 48回法円坂

地域医療フォーラム、大阪、2019年 11月 16日 
 
中島 伸：ポリファーマシーの予防と解決 。第 48回法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019
年 11月 16日 
 
中島 伸：誰でもできる診察の工夫 ～高額医療機器なしでもできること～。第 48 回法円坂地

域医療フォーラム、大阪、2019年 11月 16日 
 
中島 伸：実践！ 医事紛争対応。第 48回法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019年 11月 16日 
 
中島 伸：ポリファーマシー 。令和元年度「医療安全推進指導者講習会」、大阪、2019年 12
月 7日 
 

藤中俊之：脳動脈瘤治療～高難度症例を治療する準備と技術～。第 21回茨城脳神経血管内治

療カンファレンス、つくば市、2019年 12月 13日 

 
中島 伸：医事紛争あれこれ。愛仁会高槻病院第 2回医療安全管理研修会、高槻、2019年 12
月 20日 
 

藤中俊之：脳動脈瘤に対する血管内治療の進歩。第 6 回関西 Stroke セミナー、大阪市、2020

年 2月 1日 

 

藤中俊之：脳動脈瘤に対する血管内治療の進歩。第 49回岳南脳疾患研究会特別講演会、富士

市、2020年 2月 5日 

 

藤中俊之：脳動脈瘤に対する血管内治療の進歩。大阪市中央区東医師会学術講演会、大阪市、

2020年 2月 26日 
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心臓血管外科 

吉龍正雄 

 

当院では  “低侵襲化と生活の質（QOL）向上を目指した心臓血管外科治療”
を診療基本方針とし、エビデンスに基づきながら個々の症例の病態や背景に則

した最善の治療を目指してきました。また、循環器内科や救命救急センターと

の緊密な連携下での緊急手術や迅速かつ開かれた病診連携、病々連携により、

地域の循環器診療に貢献しています。以下に当科で施行している主な手術の特

色を提示します。  
冠動脈バイパス手術：低侵襲心拍動下冠動脈バイパス術（±人工心肺）を第

一選択とし適宜 non touch technique を用いて愛護的に採取した大伏在静脈を

使用しています。また、循環器内科と相談しカテーテル治療と組み合わせた

hybrid 手術も行っています。更に小切開手術である MIDCAB も行っていま

す。  
弁膜症手術：僧帽弁閉鎖不全症では弁形成術を積極的に行うことにより、術

後の抗凝固療法の回避および心機能の回復を目指した QOL を考慮した術式

選択をしています。また、当院の特徴として再弁手術症例が多く、臨床研究

にて再手術術式の妥当性および安全性を確認しています。  
大動脈瘤手術：胸部大動脈瘤および腹部大動脈瘤では積極的にステントグラ

フト治療を適応することにより、高齢者、脳梗塞、腎不全、慢性閉塞性肺疾

患等のハイリスク症例や破裂等の緊急症例に対しても飛躍的な低侵襲化が得

られています。腹部大動脈瘤に対するステントグラフト治療は早期から導入

されており、国立病院機構のネットワーク研究に参加することにより長期成

績を検討しています。また、急性大動脈解離では、エントリーが弓部に存在

する場合には部分弓部置換術を行い必要に応じて 2 期的ステントグラフト治

療を行っています。  
近年高齢化による心臓血管外科手術術後の ADL 低下が危惧されていることよ

り、上記の如く低侵襲手術を積極的に取り入れるとともに、呼吸器合併症予防

（ASB、CPAP）の工夫や心臓リハビリプログラムによる早期離床を目指して

います。また、新しく心臓血管外科に診療看護師（ JNP）が配属されたことに

より、患者さんに寄り添った治療が可能となっています。  
 
 
【2019 年度  研究業績発表】  
A-0 

Sakaki M, Handa N, Onohara T, Okamoto M, Yamamoto T, Shimoe Y, Kasashima F, 

Kawasaki M, Une D, Imai K, Mukaihara K, and Ishiguro S： Influence of Type 2 

Endoleaks on Long-Term Outcomes after Endovascular Repair for Abdominal Aortic 



─ 191 ─

Aneurysms: A National Hospital Organization Network Study for Abdominal Aortic 

Aneurysms in Japan．「Annals of Vascular Surgery」64：P116-123, 2020 年 4 月  

 
B-4  

齊藤哲也、村上貴志、榊  雅之：当院における僧帽弁人工弁置換術後の再僧帽

弁手術の治療成績。第 72 回日本胸部外科学会学術集会、京都、2019 年 11 月 2
日  
 
齊藤哲也、戸田宏一、宮川  繁、吉川泰司、秦  広樹、吉岡大輔、甲斐沼尚、  
澤  芳樹：軸流植込み型左室補助人工心臓装着後の新規大動脈弁逆流の術前リ

スク因子に関する検討。第 57 回日本人工臓器学会学術集会、大阪、2019 年 11
月 15 日  
 

B-6 
村上貴志、齊藤哲也、榊  雅之：誤飲義歯により発症したと考えられる感染性

胸腹部大動脈瘤の一例。第 62 回関西胸部外科学会、徳島、2019 年 6 月 13 日  
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皮膚科 

 小澤健太郎 

 

当科では、国立病院機構が担うべき医療のなかでも皮膚がんを含めた皮膚腫瘍に重点を置い

ており、その他にも下肢静脈瘤や炎症性皮膚疾患など幅広い領域の皮膚疾患の診断と治療に

取り組んでいます。 

皮膚腫瘍に関しては良性、悪性を問わずに診療しています。当院は皮膚がんに対する手術療

法ならびに化学療法、放射線療法などの集学的な治療を行うことが可能な施設であり、複数

の日本皮膚科学会認定皮膚科専門医をはじめ優れたスタッフと恵まれた医療設備のもと、正

確な診断と十分な説明、事実に裏付けられた治療を実践し、皮膚がん患者の社会的な生活の

質を第一とした診療を行っています。皮膚腫瘍の診断は容易ではないものも多いため、ダー

モスコピーによる非侵襲的検査や皮膚生検を積極的に行い、臨床検査科病理部門との合同カ

ンファレンスを行うことで診断精度を高めています。 

また、金属アレルギーや接触皮膚炎、薬疹などのアレルギー性疾患、皮膚潰瘍、自己免疫性水

疱症など専門性の高い診療にも対応し、難治性皮膚疾患に関しても、地域の医療施設や近隣

の総合病院から患者を積極的に受け入れています。 

下肢表在静脈の弁不全によって発生する下肢静脈瘤に対する専門外来を開設し、非侵襲的な

超音波ドップラー検査を用いた診療を行うとともに、保存的治療に加えて、短期入院による

血管内レーザー治療を含めた外科的手術を数多く経験し、良好な治療成績を残しています。 

臨床研究としては悪性黒色腫に対する免疫療法の有効性評価、皮膚付属器悪性腫瘍、メルケ

ル細胞癌の疫学調査についての多施設共同研究に参加しています。 

教育面では当院は大学病院以外では数少ない日本皮膚科学会認定専門医主研修施設で、新専

門医制度においても研修基幹施設に認定されており、多様な皮膚疾患の診療を経験できる体

制を整えて、皮膚科専門医育成のための医師教育にも取り組んでいます。 

 

 

【2019 年度 研究業績発表】 
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Yokota K, Uchi H, Uhara H, Yoshikawa S, Takenouchi T, Inozume T, Ozawa K, Ihn H, Fujisawa Y, 
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Qureshi A, de Pril V, Otsuka Y, Weber J, Yamazaki N：Adjuvant therapy with nivolumab versus 

ipilimumab after complete resection of stage III/IV melanoma: Japanese subgroup analysis from the 

phase 3 CheckMate 238 study「Journal of Dermatology」46(12)：P1197-1201、 2019 年 12 月 

 

Togo S, Ozawa K, Fujii A, Tanii T, Tsuruta D, Ishii N, Hashimoto T, Tadokoro T, Isei T.：Neutrophil-

rich Variant of Persistent Bullous Grover's Disease. 「Acta Dermato-Venereologica」99(13)：P1282-

1283、 2019 年 12 月 

 

A-3 

吉田裕梨、土居知江、岡村理沙、横見明典：経過中に胃腸炎を発症した IgA 血管炎の 2 例「皮

膚の科学」 18(2)P85-93、 2019 年 4 月 

 

藤森なぎさ、小林佑佳、東郷さやか、加賀野井朱里、小澤健太郎、爲政大幾：免疫チェックポ

イント阻害薬による治療中に薬疹を 2 度生じた悪性黒色腫の 1 例「Skin Cancer」 34(2)：P198-

202、2019 年 10 月 

 

B-4 

吉田裕梨、加賀野井朱里、藤森なぎさ、小林佑佳、小澤健太郎：脂腺母斑から発生したアポク

リン腺癌の 1 例。第 35 回日本皮膚悪性腫瘍学会、神戸、2019 年 5 月 25 日 

 

原田潤、益田知可子、吉田裕梨、藤森なぎさ、小澤健太郎：準緊急的大動脈狭窄症手術前に天

疱瘡再燃に対して IVIG を施行した 1 例。第 118 回日本皮膚科学会総会、名古屋、2019 年 6 月

6 日 

 

藤森なぎさ、加賀野井朱里、小林佑佳、小澤健太郎、康村綾子：右側背に生じた Cutaneous 

epithelioid angiomatous nodule の 1 例。第 118 回日本皮膚科学会総会、名古屋、2019 年 6 月 6

日 

 

B-6 

磯ノ上正明、原田 潤、小澤健太郎：カルシウム拮抗剤による薬剤性浮腫と関連皮膚病変の成

因について。第 112 回近畿皮膚科集談会、大阪、2019 年 7 月 14 日 

 

小林佑佳、益田知可子、吉田裕梨、原田 潤、小澤健太郎：ミノサイクリンが著効したサルコ

イドーシスの１例。第 112 回近畿皮膚科集談会、大阪、2019 年 7 月 14 日 
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益田知可子、吉田裕梨、池田彩、原田 潤、小澤健太郎：肛囲に生じた顆粒細胞腫の１例。第

70 回日本皮膚科学会中部支部学術大会、金沢、2019 年 10 月 6 日 

 

益田知可子、小林佑佳、吉田裕梨、池田 彩、原田 潤、小澤健太郎：プレガバリンが有効であ

った皮膚紅痛症の 1 例。第 476 回日本皮膚科学会大阪地方会、大阪、2019 年 12 月 7 日 

 

小林佑佳、益田知可子、吉田裕梨、池田 彩、原田 潤、小澤健太郎：術後 21 年目に in-transit

転移をきたした有棘細胞癌晩期再発の 1 例。第 477 回日本皮膚科学会大阪地方会、大阪、2020

年 2 月 1 日 

 

B-8 

原田 潤：ご紹介患者さんの経過報告。大阪中央皮膚疾患フォーラム、大阪、2019 年 4 月 18

日 

 

益田知可子：最近当科で経験した症例。大阪中央皮膚疾患フォーラム、大阪、2019 年 4 月 18

日 

 

池田 彩：ご紹介患者さんの経過報告。大阪中央皮膚 Joint Meeting 2019、大阪、2019 年 11 月

7 日 
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泌尿器科 

 

西村健作 

 

泌尿器科では悪性腫瘍・尿路結石症に対する診療が２つの大きな柱になっています。前

立腺癌診断ではmultiparametric MRIでのPI-RADSを用いたスコア化により前立腺生検術の

適応を決定しています。画像診断に基づいた系統的経直腸・経会陰16ヵ所生検による病

理組織診断により治療方針を決定しています。内視鏡手術を積極的に行っており、副腎

腫瘍・腎癌・腎盂尿管癌・膀胱癌・前立腺癌などおいて3Dモニターを用いた腹腔鏡手術

を標準化しています。尿路結石症ではレーザーを用いた経尿道的腎尿管砕石術（f-

TUL）や経皮的腎砕石術を併用したTAPを積極的に行っています。密接に地域連携を行

いながら、正確な診断と高い水準の治療を提供できることを基本方針としています。こ

れらの診療内容や治療成績を学会や地域連携フォーラムなどで発表を行い、臨床研究や

治験などは悪性腫瘍を中心に積極的に取り組んでいます。 

 

 

【2019 年度 研究業績発表】 
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Hayashi Y, Fujita K, Matsuzaki K, Matsushita M, Koh Y, Nakano K, Wang C, Ishizuya Y, Yamamoto Y, 
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free DNA in upper tract urothelial carcinoma. Cancer Sci、 110(5): 1771-1779、2019 年 5 月 
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大島純平、井上 均、福田聡子、西村健作、原 恒男：精巣鞘膜由来悪性中皮腫の１例、「泌尿

器科紀要」65(6): 215-218、2019 年 6 月 

 

B-4 

片山欽三、山本哲也、松崎恭介、鄭 則秀、西村健作：尿路変向術後の腎尿管結石症に対する

ECIRS の経験。第 33 回日本泌尿器内視鏡学会、京都、2019 年 11 月 22 日 

 

B-4 

山本哲也、片山欽三、松崎恭介、鄭 則秀、西村健作：腎盂粘膜への陥入により抜去困難とな

った全長型金属尿管ステントの治療経験。第 33 回日本泌尿器内視鏡学会、京都、2019 年 11
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月 23 日 

 

B-6 

山本哲也、松崎恭介、片山欽三、鄭 則秀、西村健作：膀胱癌術後多発肺転移と鑑別が困難で

あった肺クリプトコッカス症の 1 例。第 242 回日本泌尿器科学会関西地方会.、大阪、2019 年

10 月 19 日 

 

B-8 

松崎恭介：前立腺癌のドセタキセル治療と当院における使用経験。CRPC 化学療法講演会、大

阪、2019 年 8 月 2 日 

 

片山欽三：Nivolumab 単剤治療における経験の共有。腎癌免疫治療実践セミナー、 大阪、2019

年 9 月 25 日 

 

山本哲也：若年発症の副腎皮質癌。第 32 回大阪泌尿器腫瘍フォーラム、大阪、2019 年 12 月

11 日 
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産科・婦人科 

                          巽 啓司 

 

産科は、大阪府の産婦人科診療相互援助システム（OGCS）加盟施設として、産科救急受け入

れ施設となっている。NICU の併設がなく早産や胎児疾患には対応できないが、母体疾患を中心

に積極的に受け入れている。近年、出生率の低下や出産年齢の高齢化等により、ハイリスク妊娠

の割合は増加の一途をたどっている。当院でもこの傾向は顕著であるが、産科合併症は経過が急

で、母体・胎児に重篤な異常をきたすことも多いため、胎児心拍モニタリング、超音波断層法、

パルスドップラー法等により、子宮内の胎児の状態を厳重に把握し、必要な場合には遅滞なく介

入を行っている。一方、異常なく経過している場合はもちろん、合併症をもった場合でも、院内

各診療科と緊密に連携して管理することで、できるだけ自然な分娩を経験してもらえるよう努力

している。このように、新しい知識や技術を駆使して、一人一人の妊婦に応じた個別で適切なリ

スク管理を行うことが当科の基本目標である。また当科の特徴としては、AIDS 診療拠点病院と

して HIV/AIDS 合併妊娠を受け入れ、その管理にも積極的に取り組んでいる。   

 婦人科診療の中心はがん治療であり、入院患者の多くは悪性腫瘍患者である。また大阪におけ

る子宮がん治療の草分けとして出発・発展し、全国でも屈指の婦人科がん治療施設である。また

日本産科婦人科学会婦人科腫瘍登録を通じて、わが国における婦人科腫瘍診療の発展に貢献して

いる。さらに、「がん患者の妊孕能や日常生活機能の温存」、「進行がん患者に対する化学療法

を含めた集学的治療の効果」などを課題として、手術術式の改良、手術適応の見直し、最適な補

助療法の組み合わせの検討等を進めており、各種学会での演題発表や論文作成を通じて、その成

果を順次公表している。一方、子宮筋腫や卵巣嚢腫等の良性疾患も多数取り扱っている。近年は

腹腔鏡下手術の症例数が増加しており、良性腫瘍だけでなく、子宮頸がんや子宮体がんに対する

腹腔鏡下悪性腫瘍手術も実施している。また子宮鏡下手術も積極的に取り入れ、術後後遺症の最

少化、必要な機能の温存を考慮しながら、年齢や生活環境なども含めた個々の症例に応じた適切

な治療法を提案し実施している。また OGCS の受け入れ施設として可能な限り婦人科救急にも対

応している。 

 当科は新専門医制度において、京都大学、近畿大学と連携した産婦人科専門医指導施設であり、

日本婦人科腫瘍学会、日本周産期新生児医学会、日本女性医学会等、サブスペシャリティの専門

医研修施設として、若手医師の指導・育成を行っており、全国の医療施設で中心となって活躍し

ている多数の専門医を輩出してきた。また各種臨床試験にも積極的に参加し、新たな治療法の創

出に貢献している。 
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【2019 年度 研究業績発表】  

A-3 
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P.149-154、近畿産科婦人科学会、2019 年 5 月 1 日 

 

B-3 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること。第 13 回 IT ヘルスケア学

会シンポジウム 5、大阪、2019 年 7 月 21 日 
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日本産科婦人科学会学術講演会、名古屋、2019 年 4 月 13 日 

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測。日本医療情報学会春季

学術大会、熊本、2019 年 6 月 7 日 

 

伴建二、越田裕一郎、藤上友輔、小椋恵利、寺田亜希子、赤木佳奈、松本久宣、飛梅孝子、岡垣

篤彦、森 清、巽 啓司：子宮頸がん検診を契機に診断された若年子宮頸部腺様嚢胞癌の１例。第

61 回日本婦人科主要学会学術講演会、新潟、2019 年 7 月 4 日 

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の避難および移送。

第 21 回日本災害情報学会大会、高松、2019 年 10 月 20 日 

 

岡垣篤彦：病院情報システムの更新における重症病棟システムの問題点 公募ワークショップ 

令和時代のシステムリプレース-診療現場からのレポート-。第 39 回医療情報連合大会、神戸、

2019 年 11 月 24 日 

 

上尾光弘、岡垣篤彦：災害時標準診療録を位置情報を含んだ電子記録とすることにより災害医療

の全体像をビッグデータとともにリアルタイムに把握するシステムの開発。第 25 回日本災害医

学会、神戸、2020 年 2 月 21 日 
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B-6 

越田裕一郎、寺田亜希子、伴 建二、藤上友輔、小椋恵利、赤木佳奈、松本久宣、飛梅孝子、岡垣

篤彦、巽 啓司：当院で経験した血友病 A 保因者の妊娠、分娩管理。第 140 回近畿産科婦人科学

会総会、大阪、2019 年 6 月 15 日 
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眼科 

大鳥安正 

 

大阪の中心に位置していることからも、近畿圏における主要な基幹病院として

病診連携・病病連携の重要性を認識し、紹介元と緊密に連絡を取るようにしてお

り、特に緑内障・網膜硝子体疾患においては多くの難治性疾患を受け入れ、最終

病院として機能しています。各医員は白内障以外に専門分野を標榜しており、情

報収集も怠らず、最新で質の高い医療を提供することを心がけています。また、

厚生労働省の政策医療感覚器ネットワーク機関としても全国の多施設共同研究に

参加しています。  

2019 年 1 月から 12 月の眼科における総手術件数は総計 2,396 件でした。  

白内障：白内障手術件数は最も多く、2019 年の白内障単独手術件数は 1,590 件

（そのうち一泊入院 258 件）でした。入院は両眼 4 泊 5 日、片眼 3 泊 4 日、片眼

1 泊 2 日から選択可能です。白内障手術の待ち期間は平均 1 か月程度です。緑内

障：原発開放隅角緑内障は薬物療法が第一選択ですが、薬物療法で眼圧下降が十

分でない場合には外科的治療（2019 年の緑内障手術件数は 439 件）を行ってい

ます。低侵襲緑内障手術 (Minimally Invasive Glaucoma Surgery, MIGS)も採用して

おります。また、複数回の緑内障手術でも眼圧下降が得られないような難治な緑

内障に対してはチューブシャント手術を行っています。網膜・硝子体手術：増殖

糖尿病網膜症、増殖硝子体網膜症、網膜剥離、黄斑部手術などを中心に積極的に

行っています。2019 年には硝子体手術 326 件が行われ、網膜剥離症例では症例

に応じて初診当日入院・当日手術も行っています。硝子体手術は 25 ゲージシス

テムによる低侵襲硝子体手術を実施し良好な成績を得ています。手術加療だけで

なく、加齢黄斑変性、網膜静脈分枝閉塞症や糖尿病黄斑浮腫などに対する抗

Vascular Endothelial Growth Factor（VEGF）抗体の硝子体内注射も積極的に行っ

ています。その他（眼形成・翼状片など）：翼状片手術、眼瞼内反症手術など 34

件の手術が行われました。眼部悪性腫瘍は当院の形成外科と連携しております。

当院は HIV/AIDS 先端医療開発センターであるため、免疫・感染症内科との連携

によりサイトメガロウイルス網膜炎などの HIV 眼合併症の治療も多数行ってい

ます。  
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【2019 年度  研究業績発表】  

A-2 

中村詠士：遠視の眼鏡「眼科ケア」Vol 21：p804-809、メディカル葵出版、2019

年 7 月 24 日  

 

中村詠士：乱視の眼鏡「眼科ケア」Vol 21：p810-815、メディカル葵出版、2019

年 7 月 24 日  

 

横山洵子、大鳥安正：中途失明の可能性のある疾患とその検査 /治療  Ｅ緑内障  

1．緑内障の視野はどのように判断したらよいのでしょうか「あたらしい眼科」

Vol.36：p178－183、臨時増刊号『中途失明の可能性のある疾患』編集：山本哲

也、飯田知弘、外園千恵、メディカル葵出版、2019 年 11 月 30 日  

 

B-4 

辻野知栄子、松岡孝典、雲井美帆、橘  依里、横山洵子、内堀裕昭、松田  理、數

尾久美子、大鳥安正：Suture trabeculotomy 眼内法術後 1 年成績。第 123 回日本

眼科学会総会、東京、2019 年 4 月 19 日  

 

松岡孝典、松田  理、雲井美帆、橘  依里、横山洵子、内堀裕昭、辻野知栄子、數

尾久美子、大鳥安正：頭蓋内動脈瘤に対するステント治療後に硝子体出血と網膜

出血を来した一例。第 36 回日本眼循環学会、札幌、2019 年 7 月 18 日  

 

松岡孝典、雲井美帆、橘  依里、横山洵子、内堀裕昭、辻野知栄子、松田  理、數

尾久美子、大鳥安正：線維柱帯切除術における輪部縫合比較。第 30 回日本緑内障

学会、熊本、2019 年 9 月 6 日  

 

横山洵子、松岡孝典、雲井美帆、橘  依里、辻野知栄子、松田  理、數尾久美子、

大鳥安正：Late needling の成績。第 30 回日本緑内障学会、熊本、2019 年 9 月 7 日  

 

辻野知栄子、松岡孝典、雲井美帆、橘  依里、横山洵子、内堀裕昭、松田  理、數

尾久美子、大鳥安正：ピロカルピン点眼で緑内障発作を誘発した球状水晶体の 1

例。第 30 回日本緑内障学会、熊本、2019 年 9 月 8 日  

 

大鳥安正：人生がときめく勤務医の働き方。第 73 回日本臨床眼科学会イブニン
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グセミナー、京都、2019 年 10 月 25 日  

 

雲井美帆、松岡孝典、橘  依里、横山洵子、辻野知栄子、松田  理、數尾久美子、

大鳥安正：濾過手術眼に対する硝子体手術後の眼圧変化。第 73 回臨床眼科学会、

京都、2019 年 10 月 26 日  

 

大鳥安正：隅角をみよう！～隅角鏡検査から MIGS まで～。第 73 回日本臨床眼

科学会インストラクションコース 44、京都、2019 年 10 月 26 日  

 

大鳥安正：関西・中四国緑内障道場：この症例、手術適応ありますか？。第 43

回日本眼科手術学会インストラクションコース、東京、2020 年 1 月 24 日  

 

B-5 

大鳥安正：隅角鏡検査の重要性と MIGS。堺緑内障フォーラム、大阪、2019 年 6

月 13 日  

 

大鳥安正：症例から学ぶ緑内障手術の適応～実践編（隅角）～。第 19 回近畿眼科

オープンフォーラム、大阪、2019 年 8 月 31 日  

 

大鳥安正：隅角鏡検査の重要性と MIGS。第 9 回おおしま眼科勉強会、大阪、

2020 年 2 月 8 日  

 

B-6 

松岡孝典：硝子体手術が先か？濾過手術が先か？。第 56 回 PACGs、大阪、2019

年 11 月 12 日  

 

B-8 

大鳥安正：緑内障。富山大学医学部 3 回生学生講義、富山、2019 年 6 月 27 日  

 

大鳥安正：緑内障の病態と治療法。視能訓練士協会基礎教育プログラム�、大

阪、2019 年 9 月 15 日  
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耳鼻咽喉科 

西村 洋 

 
2015 年 4 月 1 日より、前任科長の堀井の新潟大学教授就任に伴い、交代で私

（西村）が大阪府立母子保健総合医療センターより着任しました。北村が大阪府

立急性期・総合医療センターへ異動になり、森鼻が大阪大学より李医師が堺市立

病院より着任しました。専修医の 2 名（山村・秋田）は留任しました。一昨年は

科長が西村洋（平成 5 年大阪大学卒）、森鼻哲生（平成 11 年大阪大学卒業）、李

杏菜（平成 22 年川崎医科大学卒）、山村裕眞（平成 24 年大阪大学卒）、秋田佳名

子（平成 25 年近畿大学卒）です。一昨年度の 4 名より 1 名増えて 5 人体制とな

りました。 2017 年 4 月より山村が大学に戻り当院の研修医であった福田雅俊

（平成 27 年阪大卒）が新たに耳鼻咽喉科の専修医となりました。2017 年 1 2 月

に秋田が退職となりました。2018 年 3 月末で森鼻と李が退職となり、代わりに

2018 年 4 月より花田、秋田、中（藤原）が採用になりました。2018 年 4 月末で

秋田が退職になり、2018 年 5 月より笹井が採用になりました。2019 年 3 月末で
笹井が退職となり、4 月より大西恵子医師が採用となりました。20 19 年 6 月に大
西医師が退職し、7 月より武田和也医師が着任しました。2019 年度末の時点で
西村、武田、花田、藤原、和田となっています。  

私の専門分野は中内耳手術や難聴などの耳科学で、博士課程（大阪大学大学院

耳鼻咽喉科）での研究内容は人工内耳装用者の聴覚の中枢機構を脳血流 PET を

用いて解明することでした。この研究の内容は英文科学雑誌  Na t u re  に発表させ

ていただきました。  
今年度より当医療センターで診療をし、またその臨床内容に則した形で、患者

さんの治療に繋がる研究をやっていけたらと考えています。  
 
 

【2019 年度  研究業績発表】  
B -3  
西村  洋、森鼻哲生：当院の中耳真珠腫進展度と聴力の検討。第 29 回 日本耳科

学会 総会・学術講演会、山形、2019 年 10 月 10 日  
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放射線診断科・放射線治療科 

栗山啓子 田中英一 

 

放射線診断科は画像診断と IVR(Interventional Radiology)を実施し、64 列マルチスライス CT2

台、1.5T および 3T の MRI 装置 2 台、アンギオ CT を用いた臨床研究をおこなっている。2019

年度は、常勤医師 5 名、非常勤医師 3 名、および診療放射線技師で研究をおこなった。 

画像診断では全身の CT と MRI の研究を各分野のエキスパートが学会報告や論文発表をおこ

なっている。 

胸部病変の高分解能 CT は肺の画像診断に有用であり，肺癌の臨床症例を中心に講演と教育

的論文を執筆した。 
MRI は上位機種の 3T-MRI を用いて，日常の診療に役立つ骨盤領域の検査技術の創意工夫を

診療放射線技師と協力し，発表した。 
循環器領域は国立循環器病研究センターと共同研究を行い，成果を上げている． 

 

放射線治療科では外部放射線治療装置（リニアック）を 1 台、高線量率小線源治療装置

（remote after loading system : RALS）を１台保有しており、これらを用いた臨床研究をおこな

っている。 

特に、小線源治療の研究に関しては、国内のみならず世界をリードできるよう積極的に学

会報告や論文発表をおこなっている。近年、特に画像誘導小線源治療（ image-based 

brachytherapy）の前立腺癌､婦人科腫瘍等への臨床応用拡大の研究をすすめている。2019 年度

は、常勤医師 2 名、非常勤医師 2 名、研究医員 1 名で研究をおこなった。小線源治療の対象

疾患としては、再発婦人科腫瘍、新鮮子宮頸癌、前立腺癌、舌癌などの頭頚部癌、再発直腸癌

などである。 

平成 29 年度から、日本学術振興会科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研

究（C）（研究責任者：大阪医科大学・吉田謙、研究分担者：田中英一、古妻理之、辻本豊ら）

による「正確な小線源治療を担保するリアルタイム In vivo dosimetry の開発」の研究、日

本学術振興会科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（C）（研究責任者：

京都府立医科大学・山崎秀哉、研究分担者：古妻理之、吉田謙ら）による「子宮頸部癌画像誘

導小線源治療における最適な組織内照射併用方法の開発」の研究をおこなっており、今年度

も継続した。 

また、「乳癌における乳房温存術後の組織内照射の治療成績の遡及的研究」、「局所限局

口唇癌に対する３次元画像誘導高線量率組織内照射単独療法の治療成績および線量一体積評

価」、「局所限局可動部舌癌に対する高線量率組織内照射単独療法（54Gy/9 回，1 日 2 回照

射）の妥当性に関する急性期粘膜反応の観点からの研究」、「子宮頸部癌新鮮例における画
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像誘導を用いた小線源治療の最適化」、「前立腺癌に対する放射線治療の予後調査」の研究

をおこなった。 

 外部照射は IMRT などの高精度放射線治療の適応拡大に関する研究をすすめており、前立

腺癌根治照射以外に、肺癌術後再発や脳転移、脊椎転移、頭頸部癌術後照射、婦人科腫瘍など

の臨床例に順次適応拡大をおこなっている。 

 

 

【2019 年度 研究業績発表】 

A-0 
Higashi M, Yamada N, Imakita S, Yutani C, Ishibashi-Ueda H, Iihara K, Naito H. 

CT-pathologic correlation of non-calcified atherosclerotic arterial plaques: a study using carotid 

endarterectomy specimens. 

Br J Radiol. 2020 Feb 7:20190901. doi: 10.1259/bjr.20190901. 

Hirano KI, Higashi M, Miyauchi H, Takagi A, Ikeda Y, Nakano Y, Amano T. Increased Washout of 
123I-BMIPP in Triglyceride Deposit Cardiomyovasculopathy (TGCV) with Severe Coronary Stenosis: 

A Pitfall of Diagnosis for TGCV. Ann Nucl Cardiol 2019; 5 (1)：47‒49. 

 

Li M, Hirano KI, Ikeda Y, Higashi M, Hashimoto C, Zhang B, Kozawa J, Sugimura K, Miyauchi H, 

Suzuki A, Hara Y, Takagi A, Ikeda Y, Kobayashi K, Futsukaichi Y, Zaima N, Yamaguchi S, Shrestha 

R, Nakamura H, Kawaguchi K, Sai E, Hui SP, Nakano Y, Sawamura A, Inaba T, Sakata Y, Yasui Y, 

Nagasawa Y, Kinugawa S, Shimada K, Yamada S, Hao H, Nakatani D, Ide T, Amano T, Naito H, 

Nagasaka H, Kobayashi K; Japan TGCV study group. Triglyceride deposit cardiomyovasculopathy: a 

rare cardiovascular disorder. Orphanet Journal of Rare Diseases (2019) 14：134 

Kozawa J, Higashi M, Shimomura I, Hirano KI. Intractable Coronary Artery Disease in a Patient with 

Type 2 Diabetes Presenting with Triglyceride Deposit Cardiomyovasculopathy. Diabetes Care 

2019;42：1–4 

 

Nakatani S, Ohara T, Ashihara K, Izumi C, Iwanaga S, Eishi K, Okita Y, Daimon M, Kimura T, 

Toyoda K, Nakase H, Nakano K, Higashi M, Mitsutake K, Murakami T, Yasukochi S, Okazaki S, 

Sakamoto H, Tanaka H, Nakagawa I, Nomura R, Fujiu K, Miura T, Morizane T; Japanese Circulation 

Society Joint Working Group. 
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JCS 2017 Guideline on Prevention and Treatment of Infective Endocarditis. Circ J. 2019 Jul 

25;83(8)：1767-1809.  

 

Yamazaki, H., Masui, K., Suzuk, G., Nakamur, S., Yoshida, K., Kotsuma, T., Tanaka, E., Otani, K., 

Yoshioka, Y. and Ogawa, K. Influence of transitioning of planning techniques in high-dose-rate 

brachytherapy monotherapy for clinically localized prostate cancer from two- to three-dimensional 

planning、Brachytherapy、18（5）589-597、2019 年 9 月 

 

Yoshida, K., Kotsuma, T., Akiyama, H., Yamazaki, H., Takenaka, T., Masui, K., Tsujimoto, Y., 

Murakami, N., Uesugi, Y., Shimbo, T., Yoshikawa, N., Yoshioka, H., Nakata, M., Arika, T., Takaoka, Y., 

Tanaka, E. and Tselis, N. A new implant device to prevent edema-associated underdosage in high-dose-

rate interstitial brachytherapy of mobile tongue cancer、Journal of Contemporary Brachytherapy 、11

（6）573-578、2019 年 11 月 

 

Tsuboyama, T., Jost, G., Pietsch, H. and Tomiyama, N. Effect of Gadoxetic Acid Injection Duration on 

Tumor Enhancement in Arterial Phase Liver MRI. Academic radiology、2019 年 11 月、 pii: S1076-

6332(19)30532-X.  

 

Tsuboyama, T., Takei, O., Okada, A., Honda, T. and Kuriyama, K. Comparison of HASTE with 

multiple signal averaging versus conventional turbo spin echo sequence: a new option for T2-weighted 

MRI of the female pelvis. European Radiology 、2020 年 2 月 16 日 

 

A-2 

坪山尚寛：知っておきたい泌尿器の CT・MRI、山下康行 編著、学研メディカル秀潤社、東京 

2019 年 4 月 

 

坪山尚寛：症例から学ぶ泌尿器疾患の画像診断、鳴海善文 編著、メディカルサイエンスイン

ターナショナル、東京 2019 年 4 月 

 

坪山尚寛：【産科領域の CT,MRI update】妊娠中の CT,MRI の安全性と産科救急「画像診断」、

39（7）：675-684、文光堂、東京 2019 年 5 月 

 

A-4 



─ 207 ─

栗山 啓子：構造破壊肺にみられる肺癌非典型例、THE LUNG-perspectives、27(2): P.120-

123、メディカルビュー社、2019 年 05 月 

 

東 将浩：下肢閉塞性動脈硬化症-最新の診断と治療を知る- CT/MRI 検査、Current Theraphy 

2020、38 (1)p25-30、2020 年１月 1 日 

 

坪山尚寛：妊娠中 CT、MRI の安全性と産科救急 画像診断 39(7):675-684. 2019 年 5 月 

 

坪山尚寛：骨盤内充実性腫瘤の由来臓器に関する画像診断、 産婦人科の実際 臨時増増刊

号 68(7):802-809. 2019 年 6 月 

 

坪山尚寛、森 清：画像診断症例クイズ、JCR ニュース、230:18-19、2019 年 11 月  

 

坪山尚寛：ここが知りたい 画像診断、 39(13):1456-1457. 2019 年 12 月 

 

坪山尚寛、森 清：画像診断症例クイズ、JCR ニュース、232:37-39、2020 年 2 月   

 
B-4   

Tsuboyama T, Takei O, Okada A, Wada K, Kuriyama K. Prediction of nondiagnostic image quality of 

3D T2-weighted MRI of the uterus with a short-time prescan: a pilot study. 第78回日本医学放射線

学会総会 横浜 2019年4月14日  

 

坪山尚寛、森 清、赤木佳奈、巽 啓司、三宅正和、栗山啓子：虫垂杯細胞型カルチノイド及び

低異型度虫垂粘液性腫瘍の卵巣転移の画像所見。第 33 回日本腹部放射線学会、下関、2019 年

6 月 28 日 

 

坪山尚寛、竹位応輝、岡田敦彦、栗山啓子：婦人科骨盤 MRI における T2 強調像の新たなオ

プション：multi-NEX HASTE 法の初期経験。第 20 回 JSAWI、兵庫、2019 年 9 月７日  

 

坪山尚寛、竹位応輝、岡田敦彦、和田恵子、栗山啓子：子宮３D-T2 強調 MRI の画質不良のリ

スク因子：プレスキャンにより画質不良は予測可能か？。第 47 回日本磁気共鳴医学会大会、

熊本、2019 年 9 月 21 日  

 

坪山尚寬、Gregor Jost、巽光朗、Hubertus Pietch、富山憲幸：Gd-EOB-DTPA 造影ダイナミック
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MRI におけるアーチファクトに関する動物実験：呼吸パターン及び造影効果の影響。第 47 回

日本磁気共鳴医学会大会、熊本、2019 年 9 月 22 日  

 

Honda T, Kuriyama K, Kiso K, Kishimoto K, Tsuboyama T, Inoue A, Higashi M: The rate of severe 

adverse drug reactions to nonionic contrast media. 第 78 回日本医学放射線学会総会、横浜、2019

年 4 月 11 日 

 

藤原綾子、高見康二、木村 剛、安藤性實、宮本 智、小河原光正、森 清、眞能正幸、井上

敦夫、栗山啓子：術後早期に右外耳道を含めた多臓器転移を来たした肺癌肉腫の 1 例。第６

０回日本肺癌学会学術集会、大阪市、2019 年 12 月 6 日 

 

高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村 剛、宮本 智、小河原光正、廣田和之、上地隆史、上

平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森 清、眞能正幸：HIV 感染者に発症した原発性肺癌に対す

る手術の妥当性に関する検討。第６０回日本肺癌学会学術集会、大阪市、 2019 年 12 月 6

日 

 

中原一樹、梅村敦史、中野淳史、松本光代：T1 value measurement and visualization of neuromelanin 

in the substantia nigra and locus ceruleus。第 47 回日本磁気共鳴医学会大会、熊本、2019 年 9 月

21 日 

 

佐藤一哉、市岡 利治、藤﨑 宏、中尾 弘：様々な体厚の患者に対応可能となる胸部病室撮

影条件の検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日 

 

吉田武尊、千本 潤、市岡利治、高柳秀彦、北川智彦、藤崎 宏、中尾 弘：一般撮影にお

ける X 線撮影装置の撮影線量管理に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、

2019 年 11 月 8 日 

 

佐藤一哉：当院における UKA(Unicompartmental Knee Arthroplasty)撮影の基準と撮影法の検

討。第 3 回 DR 連合フォーラム、東京、2019 年 11 月 23 日 

 

B-5   

栗山啓子：肺癌の臨床病期分類。第 45 回肺癌診断会、和歌山、2019 年 7 月 11 日 
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坪山尚寛：子宮 MRI の基本。第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、新潟、2019 年 7 月 5

日 

 

坪山尚寛：令和時代のがん医療 NEXT～前立腺がん～放射線診断。JCR ミッドサマーセミナ

ー2019、兵庫、2019 年 7 月 20 日  

 

坪山尚寛：婦人科 MRI。第 23 回 MRI 実践講座、京都、2019 年 12 月 15 日  

 

北川智彦：関西の研究会集合-研究会の成り立ちから今後の展望-。日本放射線技術学会近畿支

部第 63 回学術大会、神戸、2019 年 12 月 7 日 

 

細川 徹：急性腹症で知っておきたい画像所見について。近畿救急撮影セミナー、大阪、2019

年 8 月 31 日 

 

山田賢磨：当直帯に使える腹部 CT レポートテンプレート作成の取り組み。第 19 回近畿救急

撮影セミナー、大阪、2019 年 8 月 31 日 

 

狭間 竜：DR measure を使用した DR システムの画像評価（MTF）について。第 109 回関西画

像研究会、大阪、2019 年 12 月 14 日 

 

細川 徹：腹部虫垂炎を細かく知ろう〜解剖・実際の所見〜。SOMATOM 研究会、大阪、2019

年 11 月 23 日 

 

B-6 

千本 潤、吉田武尊、市岡利治、高柳秀彦、北川 彦、藤崎 宏、中尾 弘：一般撮影における X

線撮影装置の撮影線量管理に関する検討。第 27 回国立病院近畿放射線技師会学術大会、大阪、

2019 年 10 月 5 日 

 

B-8   

中原一樹：MR に必要な性能評価 均一性試験・MR に必要な性能評価 T1 値・T2 値測定。

国立病院近畿放射線技師会第 4 回 MR 講習会、大阪、2019 年 5 月 25 日 

 

中原一樹：MRI 検査 専門技師からのアドバイス。令和元年度近畿グループ中堅診療放射線

技師研修、大阪、2019 年 9 月 6 日 
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細川 徹：感染管理。令和元年度近畿グループ新人研修、大阪、2019 年 4 月 17 日 

 

細川 徹：希望のある技師会を目指して。国立病院近畿診療放射線技師長協議会、大阪、2019

年 6 月１日 

 

細川 徹：頭部 CT 画像読影〜所見を見落とさない〜。国立病院近畿放射線技師会頭部読影講

習会、大阪、2019 年 7 月 6 日 

 

細川 徹：腹部 CT 画像読影〜所見を見落とさない〜。国立病院近畿放射線技師会頭部読影講

習会、大阪、2019 年 8 月 17 日 

 

細川 徹：記録と情報通信。近畿グループ災害支援活動、大阪、2019 年 12 月 15 日 

 

細川 徹：災害現場での情報通信。大阪 DMAT 隊員養成研修、大阪、2020 年 2 月 1 日 

 

岡田敦彦：MR に必要な性能評価。国立病院近畿放射線技師会第 4 回 MR 講習会、大阪、2019

年 5 月 25 日 

 

岡田敦彦：MR 検査を安全におこなうために。国立病院近畿放射線技師会第 5 回 MR 講習会、

大阪、2019 年 10 月 26 日 

 

山田賢磨：頭部 CT 読影入門見逃してはいけない画像所見。国立病院機構近畿放射線技師会

フレッシャーズセミナー、大阪、2019 年 5 月 11 日 

 

山田賢磨：基本として知っておくべきこと 泌尿器・婦人科領域。国立病院近畿放射線技師

会第 6 回知っとこ会、大阪、2020 年 1 月 25 日 

 

山田賢磨：症例検討「急性腹症 泌尿器・婦人科領域」。国立病院近畿放射線技師会第 6 回知

っとこ会、大阪、2020 年 1 月 25 日 

 

細川 徹、山田賢磨：実習 3「腹部 CT 画像読影～所見を見落とさない～。国立病院近畿放射

線技師会第４回読影講習会、大阪、2019 年 8 月 17 日 

（プログラムにはありませんが、一部講演依頼がありました。） 
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北川智彦：災害医療をダイジェストで～災害訓練に向けて、これまでのおさらい。 

大阪南医療センター防災対策委員会防災勉強会、大阪南医療センター、2020 年 1 月 19 日 

 

水野雄貴：アタッチメント式低反発クッションの開発。次世代医療システム産業化フォーラ

ム第 7 回医工連携マッチング例会、大阪医療センター、2020 年 1 月 13 日 

 

西牧晃二：次世代型病院アプリケーションの開発。次世代医療システム産業化フォーラム第

7 回医工連携マッチング例会、大阪医療センター、2020 年 1 月 13 日 
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④【班研究・研究助成実績の報告書】 

東 将浩：AMED 分担研究者 

女性の冠動脈疾患診断およびリスク層別化における、冠動脈 CT の多面的解剖学的指標およ

び新規機能的指標の意義と費用効果分析 

（研究代表者）国立循環器病研究センター予防医学・疫学情報部 中尾 葉子 

 

冠動脈狭窄の有無や、冠動脈の動脈硬化を見るために、冠動脈 CT は非常に有用な検査で

ある。64 列のマルチスライス CT の登場以降、我が国でも検査数が増え続け、2017 年度に

は年間 46 万件以上の検査が行われている。 

冠動脈 CT の有用性に性差があるかどうかの検討は、過去の報告では不十分であった。冠

動脈の石灰化スコアは、冠動脈疾患の独立したリスク因子として報告され、患者の層別化に

役立つとされている。我々の研究では、来の冠動脈リスクに石灰化スコアを加味した場合、

男性では従層別化に寄与するが、女性では層別化に役立たず、冠動脈 CT の石灰化スコアの

意義に男女差があることを示した。 
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口腔外科 

有家 巧 

 

当科では口腔、顎、顔面領域に生じる疾患を治療対象としています。すなわち  

1) 歯および歯周組織疾患 2) 口腔粘膜疾患  3) 顎骨疾患  4) 唾液腺疾患  5) 顎関

節疾患  6) 神経疾患  7) 血液疾患（診断と口腔粘膜出血の処置）8) リンパ系疾患

などの口腔外科疾患を扱っています。特に悪性腫瘍の治療においては頭頸部カン

ファランスと病理カンファランスを行い、関連科の協力を得て集学的な治療を積

極的に行っています。一方総合病院の口腔外科として、一般開業歯科医院では治

療困難な全身管理（全身麻酔および周術期管理を含む）を要する患者さんの歯科

治療や、入院患者さんの口腔管理も行っています。なかでも口腔ケアは、放射線

治療、化学療法、骨髄移植、全身麻酔の術前（上部消化管疾患、肺がん等）、人工

呼吸器装着および各種感染症などの患者における治療の遂行および入院期間に影

響を与える大きな要因として認識され、十分な対応が求められています。  

教育面では当科は歯学部学生の早期臨床体験を受け入れ、歯科医師卒後研修の

研修指定病院としてマッチングに参加し、1 名の歯科医師臨床研修医を教育して

います。また日本口腔外科学会および日本顎関節学会の研修指定機関に指定され、

専門医取得のための卒後教育も積極的に行っています。  

臨床研究としては口腔顎顔面悪性腫瘍術後における顎骨再建と口腔機能再建、

非関節性開口障害の診断と治療をそのテーマとしています。  

 

 

【2019 年度 研究業績発表】  

B-4 

金山宏幸、鹿野  学、白尾浩太郎、齊藤佑太、藤原彩也香、烏山貴利、有家  巧：

Ｎumbchin Syndrome を初発症状とした肺原発ＬＣNEC の１例。第 64 回日本口腔

外科学会総会・学術大会、札幌、2019 年 10 月 25 日  

 

有家  巧、鹿野  学、烏山貴利、藤原彩也香、齋藤佑太、金山宏幸、白尾浩太郎：

下顎骨の薬剤関連顎骨壊死に合併した悪性リンパ腫の 1 例。 第 73 回国立病院

総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 9 日  

 

金山宏幸、鹿野  学、白尾浩太郎、齊藤佑太、藤原彩也香、烏山貴利、有家  巧：

超高齢者の口腔癌に対する手術適応についての検討。第 38 回日本口腔腫瘍学会
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総会・学術大会、東京、2020 年 1 月 24 日  

 

白尾浩太郎、鹿野  学、金山宏幸、齊藤佑太、藤原彩也香、烏山貴利、有家  巧：

舌癌に対する治療で有症候性甲状腺微小乳頭癌の頸部リンパ節転移が判明した１

例。第 38 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会、東京、2020 年 1 月 24 日  

 

B-5 

藤原彩也香、鹿野  学、烏山貴利、斉藤佑太、金山宏幸、白尾浩太郎、有家  巧：

口蓋に生じた孤立性線維腫瘍 1 例。第 50 回日本口腔外科学会近畿支部学術集会、

大阪、 2019 年 7 月 6 日  

 

B-8 

有家  巧：HIV 感染者の歯科治療について。和歌山県歯科医師会 HIV 医療講習

会、和歌山、2019 年 11 月 10 日  
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救命救急センター 

大西光雄 

 

救命救急センター・救急科   

１．診療スタッフ  

大西 光雄  部長、センター長 （日本救急医学会専門医・指導医）  

上尾 光弘   医 長  （日本救急医学会専門医・指導医 日本熱傷学会専門医）  

岩佐 信孝 医 長  （日本救急医学会専門医、日本外科学会専門医）  

若井 聡智 医 長  （日本救急医学会専門医）  

松田 宏樹 医 長  （日本救急医学会専門医）  

島原由美子 医 長  （日本麻酔科学会専門医、日本救急医学会専門医、日本

集中治療医学会専門医）  

曽我部 拓 医 師  （日本麻酔科学会専門医・指導医、麻酔科標榜医、日本

救急医学会専門医、日本集中治療医学会専門医）  

石田 健一郎 医 師 （日本救急医学会専門医、日本集中治療医学会専門医）  

下野 圭一郎 医 師  （日本救急医学会専門医）  

小島 将裕  医 師 （日本救急医学会専門医、日本外科学会専門医）  

田中 太助  医 師 （日本救急医学会専門医）  

中倉 晴香  医 師 （日本救急医学会専門医・日本外科学会専門医）  

閔 俊泓  医師（救急科専攻医）  

國井 繭子 医師（救急科専攻医）  

 

２．診療方針と特色  

 1）三次救急に対応する救命救急センターで主として外傷、急性中毒、熱傷、心

肺機能停止、ショック、臓器不全など重症救急患者の診療を行う。また、政

策医療のひとつである災害医療では局地および広域災害に対応する。  

   二次救急への応援も積極的に行い、患者数確保に取り組んでいる。  

 2）院内の危機管理の一貫として、突然の心停止など予期せず生命の危機的状態

に陥った入院患者の治療支援として Blue Call システムを担う。  

 3）救急救命士や救急隊員の医療行為の質を担保するメディカルコントロール

（MC）を担う。これはオンライン MC とオフライン MC に大別される。オン

ラインでは 365 日 24 時間対応で救急隊からの搬送依頼の応需や救急救命士

への特定行為（器具を用いた気道確保や静脈路確保、薬剤投与など）の指示

を行う。オフラインでは、病院実習や救急症例検討会、プレホスピタル研究
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会などを通じた教育と救急搬送事例の事後の活動検証を行う。救急科スタッ

フ 11 名は大阪市の救急救命士活動の評価を行う検証会議の構成員となって

いる。  

4）災害医療については、院内のフルスケールの災害訓練をはじめとして、大阪府

下や全国の広域災害訓練へ参加してきた。平成 25 年 10 月 1 日には厚生労働省医

政局医療対策室 DMAT 事務局が本院に開設され、全国の基幹的役割を担うことに

なった。年間 10 回の日本 DMAT 技能維持研修を担うとともに、内閣府広域災害

訓練や近畿など地域ブロック災害訓練等に積極的に係わっている。また、局地災

害を主な任務とする大阪 DMAT 活動にも関与している。院内では、院内 DMAT 研

修等の日常的な活動を企画し、災害に対応できる人材を養成している。被ばく医

療では、これまで大阪府の二次被ばく医療施設として、放射線災害への対応をし

てきた。平成 30 年 3 月 25 日に原子力災害拠点病院に指定された。放射線災害に

貢献できる体制を更に充実させ、訓練・教育にも取り組んでいく予定である。  

 2016 年 4 月 14 に起こった熊本地震では DMAT や初動医療班、医療救護班を

派遣した。2018 年 7 月の集中豪雨災害では岡山県、広島県に災害担当者を派

遣し、大阪北部地震や台風 21 号においても、現地災害対策本部において支援

活動をおこなった。  

5）日本救急医学会指導医指定施設、専門医指定施設であり、三次救急を担う救

命救急センターで救急医療に従事する人材の養成は重要な役割の一つである。 

6)日本集中治療医学会専門医研修認定施設、日本熱傷学会専門医研修認定施設、

日本外傷学会専門医研修施設として、集中治療専門医、熱傷専門医、外傷専

門医の育成施設となっている。  

３．診療実績  

令和元年度は当院に受け入れした救急車 4056 件のうち救命救急センター入

院救急患者は 1265 名となった。CPA や外傷等の外因が主な傷病であった。重

複要請など収容依頼に対しての不応需はできるだけ減少させたい。  

４．臨床研究のテーマ  

  国立病院機構の組織的災害対応、放射線災害に対する診療支援体制の確立、

災害時の遠隔医療支援システムの確立は災害医療に関する継続的な研究テーマ

である。  

臨床研究としては、院外心停止に蘇生後脳症に関する研究、重症頭部外傷の

低体温療法の効果と合併症の研究を進めている。災害カルテの標準化に関する

研究は、全国で災害時に用いる標準診療記録票として完成した。その他にも国

立病院機構の多施設共同研究や国際治験に参加している。  
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５．教育方針  

初期臨床研修では、三次救急患者の診療を基本に据えて、救急患者の初期診

断および治療法、トリアージ、心肺停止患者に対する蘇生法、重症患者の呼吸・

循環、代謝・栄養管理法、基本的な外科手技などを経験することで救急患者の

見方と Critical Care の基本が習得できることを目指す。救急科専攻医は大阪大

学付属病院救急科専攻医プログラムに属し、3 年間の研修による救急科専門医

の資格取得の一部を担っている。今後は専門医をめざす若手医師の発掘も重要

な課題である。  

救急隊との症例検討会や研究会も積極的に関与し、地域における救急活動と

の連携のさらなる向上に取り組んでいる。  

６．令和元年度目標および長期展望  

 患者収容を律速する課題のひとつは、救命救急センター専従医師数である。専

修医およびスタッフ医師の確保は継続的な努力目標である。複数の傷病者を同時

に受け入れる体制作りはさらに重要な今後の課題である。二次救急との連携を深

め、様々な相談に応じ重症度に応じて三次対応を行なっている。特にオーバード

ーズなど中毒を疑う二次救急応需のバックアップを積極的に行い、精神科と連携

しながら診療を行うことに取り組んだ。  

 長期的には、二次医療圏を超えた広域の地域  

からの依頼にも対応できる体制が目標であり、  

災害拠点病院として中心的役割を担うための人材確保は大きな目標である。  
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製造会社の現状把握と、グルコン酸カルシウムゼリーを外来で調製する際の問題

点。第 41 回日本中毒学会総会・学術集会、埼玉、2019 年 7 月 20 日  

 

竹川良介、塩崎忠彦、大西光雄、舘野丈太郎、酒井智彦、室谷  卓、早川航一、嶋

津岳士：脳内酸素飽和度測定による心拍再開の予測 TripleCPR 16 study。第 47 回

日本救急医学会総会・学術集会、東京、2019 年 10 月 2 日  

 

酒井智彦、塩崎忠彦、大西光雄、竹川良介、舘野丈太郎、嶋津岳士：プレホスピ

タルケアの充実に向けた救急現場における新しいモニタリング機器「脳酸素飽和

度測定器」導入の提案。 第 47 回日本救急医学会総会・学術集会、東京、2019 年

10 月 2 日  

 

松浦裕司、大西光雄、吉岡芳親、細見早苗、清水健太郎、小倉裕司、嶋津岳士：

頭部外傷の亜急性期以降の炎症性変化に関する研究 衝撃波頭部外傷モデルから

わかったこと。第 47 回日本救急医学会総会・学術集会、東京、2019 年 10 月 4 日  

村津有紗、竹川良介、大西光雄、嶋津岳士：CT 読影レポートにおける異常所見の

見落とし防止システムの構築 キーワード学習方式を用いて。第 47 回日本救急

医学会総会・学術集会、東京、2019 年 10 月４日  

 

山路國弘、疇地道代、 廣常秀人、水田直樹、中倉晴香、田中太助、小島将裕、下

野圭一郎、石田健一郎、曽我部  拓、島原由美子、岩佐信孝、上尾光弘、大西光雄、

田宮裕子：大阪医療センター精神科身体合併症病棟における自殺企図症例の検討。

第 73 回国立病院機構総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 9 日  

 

B-5 

大西光雄、松浦裕司：大阪大学救急医学教室における爆傷研究。爆傷フォーラム

2019、東京、2019 年 11 月 19 日  

 

大西光雄：VX 「先生！事件です！！」（化学テロ対策講習会）。第 40 回日本中毒

学会西日本地方会、神戸、2020 年 2 月 22 日  

 

B-6  

國井繭子、石田健一郎、下野圭一郎、上尾光弘、大西光雄：定型的縊首後に両側
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声帯麻痺を来した一例。第 120 回近畿救急医学研究会 大阪 2019 年 7 月 20 日  

 

B-8 

上尾光弘：Advanced Burn Life Support コース講師 日本熱傷学会 大分 2019 年

5 月 25 日  

 

上尾光弘：大阪トライアスロン大会医療班 大阪 2019 年 9 月 22 日  

 

上尾光弘：大阪医療センター ICLS コース講師（院内）2019 年 9 月 29 日  

 

上尾光弘：大阪府医師会災害・外傷初期診療研修会講師（大阪府医師会館、大阪）

2019 年 11 月 23 日  

 

上尾光弘：大阪医療センター ICLS コース講師（院内）2019 年 12 月 1 日  

 

上尾光弘：大阪医療センター ICLS 指導者講習会講師（院内）2020 年 2 月 8 日  

 

上尾光弘：大阪医療センター ICLS コース講師（院内）2020 年 2 月 9 日  

 

大西光雄：災害医療と BCP。 令和元年度全国国立病院院長協議会中国四国支部

勉強会（第２回）、岡山、2020 年 2 月 7 日  

 

大西光雄、竹川良介、広瀬智也、服部雄司：中毒セミナー、茨木消防症例検討会、

大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

大西光雄：2019 年度第１回 AMAT 隊員要請研修講師、名古屋、2019 年 9 月 27 日

〜28 日  

 

大西光雄：大阪府原子力災害医療研修会講師、大阪、2019 年 12 月 19 日  

 

大西光雄：2019 年度第 2 回 AMAT 隊員要請研修講師 全日本病院協会、東京、

2020 年 2 月 9 日  
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麻酔科 

 渋谷博美 

 

麻酔科は、多くの診療科の多岐にわたる手術に対応し、新生児を除く幅広い年

齢層の手術麻酔を年間およそ 3500 症例施行しています。社会の高齢化に伴い、

年々合併症を伴う手術も増加しています。そのため、麻酔科術前外来にて、リス

クを評価し、合併症に対して他科へのコンサルトや担当診療科と合同カンファレ

ンスを行うことで、良質な麻酔が施行できるように努めています。このように麻

酔科は、各診療科とコミュニケーションをとり、情報共有することで、より一層

安全な麻酔が施行できるようにしています。また、麻酔方法も、吸入麻酔や静脈

麻酔による全身麻酔に加え、硬膜外麻酔や経静脈的な鎮痛薬投与、抹消神経ブロ

ックによる鎮痛などを併用し、PatientControlledAnalgesia（自己調節鎮痛法）によ

る痛みのない術後を心がけています。  

教育面では、医学部の学生のクリニカルクラークシップを受け入れ、実践現場

での知識を得てもらい、初期研修医には、手技だけでなく術前評価や麻酔法の選

択、合併症に対する対策のほか、手術中の循環管理、術後鎮痛などの周術期管理

の研修も行なっています。専攻医に対しては、日本麻酔科学会の認定施設として、

また、大阪大学、大阪市立大学、奈良県立医科大学、および関西医科大学の専門

研修プログラムの専門医研修連携施設（A）として、専門医になるための深い知識

と技術を取得できるように教育しています。  

研究面では、周術期管理に難渋した希少な症例の報告や、臨床研究も行ってい

ます。麻酔法や輸液の種類や量、周術期の病態変化や術後鎮痛についてなど、

retrospective に検証し、質の高い医療ができるように研究を行っているほか、より

安全で快適な麻酔にするための麻酔法についての研究も行い、現場につなげてい

ます。また、麻酔科の関連学会にも積極的に参加し、研究発表だけでなく、多く

の新しい情報の取得と現在の知識の再確認を行っています。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Takeyama E, Ito C, Amano E, Shibuya H：Increase in Intraoperative Urine Output During 

Tympanoplasty:A retrospective Cohort Study. 「 Asian Journal of Anesthesiology 」

58(1):P1-10、2020 年 3 月  
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Takeyama E, Nishimura N, Amano E, Shibuya H： Intractable hyperkalemia caused by 

hepatic infarction developed during laparoscopic gastrectomy in a patient with end-stage 

renal failure:case report.「 JA Clinical  Reports」5(1):P60-63、2019 年 12 月 1 日  

 

B-4 

氏本大介、石井裕子、天野栄三、渋谷博美：腹腔鏡下胃切除中、肝梗塞とそれに

よる高カリウム血症を生じた透析患者の一例。第 38 回日本臨床麻酔学会、小倉、

2019 年 11 月 2 日  

 

B-6 

谷口美奈、中西裕貴子、鞠子千安紀、天野栄三、渋谷博美：術前スクリーニング

呼吸機能検査における一秒量（FEV1.0）低値と周術期呼吸器合併症との関連に関

する検討。日本麻酔科学会  第 65 回関西支部学術集会、大阪、2019 年 9 月 14 日  

 

氏本大介、西村暢征、藤井裕美、天野栄三、渋谷博美：開胸手術時に胸腔鏡観察

下にて傍脊椎神経ブロックを施行した一例。日本麻酔科学会  第 65 回関西支部学

術集会、大阪、2019 年 9 月 14 日  

 

山中百優、上田祥弘、天野栄三、渋谷博美：高度肥満（body mass index 50.0kg/m2）

患者に対する腹腔鏡下至急全摘除術の麻酔経験。日本麻酔科学会  第 65 回関西支

部学術集会、大阪、2019 年 9 月 14 日  
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臨床検査科  

眞能正幸 

 

１ .概況  

臨床検査部門は病院基本方針の１つである「質の高

い医療の継続」の一旦を担うため『精度保証されたデ

ータを迅速に提供すること』を使命としている。一昨

年より精度管理項目を強化した医療法が施行され、臨

床検査の精度担保が必須事項となったことから、益々

精度保証に対する関心が高まっている中、当科はいち早く臨床検査室の国際規

格である ISO15189 認定を平成 26 年 11 月 13 日  国内第 86 番目の施設として取

得した。今年度 2 月には生理検査部門を含む第 3 回のサーベイランスを受審し

た。  

また、二交替勤務，輸血管理当直を早期より導入し休日・夜間を含む 24 時間

体制で緊急検査、輸血管理・検査に対応している。スタッフは医師 3 名と臨床

検査技師 41 名、検査助手 3 名で運営している。  

・各部門について  

外来検査部門：7 個のブース中に車椅子用ブース 2 つを設け、また安静後採血

のためのベッドを 2 台配置し外来患者の採血を実施している。今年度 10 月より

患者待ち時間短縮と外来結果報告を早く行うために採血開始時間を 15 分早め、

待ち時間短縮等効果を得ている。採血は検査業務の入口であり、その 9 割以上

を臨床検査技師が実施している。また、入院患者の翌日採血予定分の採血管を

前日に準備し、各病棟へ搬送している。併設の一般検査室では検尿、便潜血、

穿刺液（髄液、胸腹水等）の検査、原虫や虫卵検出等を中心に検査している。  

総合検査部門：血液中心とした体液中の成分を様々な分析機で検査している。

緊急検査は 30 分以内、至急検査や診察前検査は約 60 分以内を目途に診療科に

報告している。更に多くの治験にも協力しており、検体の処理や保管を実施し

ている。この他、輸血血液製剤の一元化管理を行い、安全かつ効率的な血液製

剤の利用に努めている。  

微生物検査部門：質量分析装置を保有しており、臨床検体からの細菌分離、

同定検査、薬剤感受性検査の他にインフルエンザウイルスなどの迅速抗原検査、

結核菌、HCV、HBV および HIV のリアルタイム PCR 法による高感度測定や、

HIV 薬剤耐性遺伝子解析や MRSA の遺伝子型（POT 法）の検出も行っている。

これらの情報は耐性菌週報として院内に発信するとともに、 ICT 会議や ICT ラ
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ウンド資料、院内抗菌薬適正使用（AST）として院内感染管理に貢献している。  

病理検査部門：術中の迅速病理診断や迅速細胞診、100 種以上の抗体を備えた

免疫染色により症例に応じた治療法の選択に貢献している。高度な専門的病理

診断に対応するため 4 大学より病理専門医を招聘している。  

生理検査部門：心電図、脳波、呼吸機能、超音波など実際の患者を対象とし

た部門である。循環器系、呼吸器系、消化器系、神経系や聴覚系等の分野の検

査を実施し、特に超音波検査についてはエコーセンターとして、各診療科の超

音波検査の受付を一括して行っている。  

 

2.活動報告  

各種の外部精度管理調査（日本医師会、日本臨床衛生検査技師会、大阪府臨

床衛生検査技師会）に参加している。一例として日本医師会主催の臨床検査精

度管理調査の成績（過去 6 年間）を示す。  

 

 H26 年度  H27 年度  H28 年度  H29 年度  H30 年度  R1 年度  

総合評価

点  

98.8 98.1 98.3 98.3 98.8 98.0 
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臨床検査科として、ISO15189 認定（RML00860）の他、日本臨床細胞学会（No.466）、

日本病理学会研修認定施設  (No.5011)などの施設認定を取得している。また、細

胞検査士（5 名）、超音波検査士（5 名）、認定輸血検査技師（2 名）、糖尿病療養

指導士（2 名）の認定技師が在籍している。  

 

3.今後の課題と目標  

当科でも世代交代の波は急激に押し寄せている。特に当院は近畿グループの中

においても人材育成を担う中心的な施設の 1 つであり、臨床検査技師の人材育成

に力を入れている。特に入職後 3 年目までの技師を対象に複数部門 (総合検査は必

須 )を積極的に経験させてジェネラリストとしての基礎を育てると共に、自身の適

性や今後の方向性を自覚することにより将来認定資格取得を含めた専門性を高め

る起点となるよう努めている。  

チーム医療の推進にも積極的に関わり、糖尿病教室、NST（栄養サポートチー

ム）、肝臓病教室、 ICT（感染対策チーム）での患者指導・情報提供・ラウンド等

に参加、さらに ISO15189 認定施設としてスタッフへの教育を行ない、診療機能

や治験業務の質向上に貢献していく。  

現在実施している各種臨床病理カンファレンス（乳腺腫瘍、呼吸器腫瘍、皮膚

科疾患、肝生検、肝胆膵腫瘍、骨軟部腫瘍等）を継続し、病理診断や臨床診断・

治療の質の向上に今後も努めていく。また、職員研修部との共催で月１回の CPC

を充実させ、若手臨床医の教育にも貢献していく。  

（文責 末武 貢・眞能 正幸）  
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【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Kato S, Akasaka T, Kawamoto Y, Mori K, Ishida H. Gastric candidiasis developing after 

administration of potassium-competitive acid blocker. 「Gastrointestinal endoscopy」

90(5)：P847-848、doi: 10.1016/j.gie.2019.06.010、2019 年 6 月 17 日  

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, 

Mano M, Kagawa N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, 

Fukai J, Fujita K, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y：Distribution 

differences in prognostic copy number alteration profiles in IDH-wild-type 

glioblastoma cause survival discrepancies across cohorts.「Acta Neuropathologica 

Communications」7(1):99. doi: 10.1186/s40478-019-0749-8、2019 年 6 月 18 日  

 

Hasegawa H, Nagata Y, Sakakibara Y, Miyake M, Mori K, Masuda N, Mano M, 

Nakazuru S, Ishida H, Mita E：Breast metastasis from rectal cancer with BRAF V600E 

mutation: a case report with a review of the literature.「Clinical Journal 

Gastroenterology」10.1007/s12328-019-01035-0. [Epub ahead of print]、2019 年 9 月 3

日  

 

Matusi A, Murata Y, Masuda N, Mori K, Takahashi M, Yamashiro K, Aogi K, Maeda S, 

Itou M, Osaki S, Kuraoka K, Satou Y, Ichihara S, Tokunaga E, Taguchi K, Watanabe T, 

Suzuki H, Nagayama A, Nishimura R. Clinical significance of evaluating hormone 

receptor and HER2 protein using cell block against metastatic breast cancer: a 

multi-institutional study. 「Oncotarget」  10(55)：P5658-5689, 2019 年 10 月 1 日  

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, 

Moriuchi S, Uda T, Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida N, 

Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura Y：

Radiomics and MGMT promoter methylation for prognostication of newly diagnosed 

glioblastoma.「Scientific Report」9(1):14435. doi: 10.1038/s41598-019-50849-y、2019

年 10 月 8 日  

 

Ban K, Tsunoda H, Watanabe T, Kaoku S, Yamaguchi T, Ueno E, Hirokaga K, Tanaka K: 

Characteristics of ultrasonographic images of ductal carcinoma in situ with 

abnormalities of the ducts. Journal of Medical Ultrasonics (2020) 47, p107–115、2019

年 10 月 26 日  
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Munakata K, Koi M, Kitajima T, Tseng-Rogenski S, Uemura M, Matsuno H, Kawai K, 

Sekido Y, Mizushima T, Toiyama Y, Yamada T, Mano M, Mita E, Kusunoki M, Mori M, 

Carethers JM： Inflammation-Associated Microsatellite Alterations Caused by MSH3 

Dysfunction Are Prevalent in Ulcerative Colitis and Increase With Neoplastic 

Advancement.「Clincal Translationl Gastroenterology」10(12):e00105. doi: 

10.14309/ctg.0000000000000105、2019 年 12 月  

 

Tanaka H, Chiu S, Watanabe T, Kaoku S, Yamaguchi T: Computer-aided diagnosis 

system for breast ultrasound images using deep learning. Physics in Medicine & 

Biology, 64 (23)：  2019 年 12 月 5 日  

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, Takahashi 

M, Narita Y, Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Takagaki M, 

Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, Kanematsu D, 

Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura K, Kanemura Y, Kishima H: 

Prediction of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma from magnetic 

resonance images using a convolutional neural network.「Scientific Report」9(1): 20311. 

doi: 10.1038/s41598-019-56767-3、2019 年 12 月 30 日  

 

Hiroshima K, Yoshizawa A, Takenaka A, Haba R, Kawahara K, Minami Y, Kakinuma H, 

Shibuki Y, Miyake S, Kajio K, Miyamoto K, Nagatomo M, Nishimura S, Mano M, 

Matsubayashi J, Motoi N, Nagao T, Nakatsuka SI, Yoshida T, Satoh Y: Cytology 

Reporting System for Lung Cancer from the Japan Lung Cancer Society and Japanese 

Society of Clinical Cytology: An Interobserver Reproducibility Study and Risk of 

Malignancy Evaluation on Cytology Specimens.「Acta Cytologica」doi: 

10.1159/000506431. [Epub ahead of print]、2020 年 3 月 27 日  

 

B-3 

眞能正幸：2019 年度教育セミナー 病理のトリセツ。第 73 回日本食道学会学術

集会、福岡、2019 年 6 月 5 日  

 

平尾素宏、永妻佑季子、浜川卓也、西川和宏、西薗博章、谷川  清、眞能正幸、 関

本  貢嗣：術前食道癌患者に関する多職種介入による臨床研究の取り組み。第 73

回日本食道学会学術集会、福岡、2019 年 6 月 6 日  

 

廣島健三、佐藤之俊、吉田  功、柿沼廣邦、長尾俊孝、松林  純、三宅真司、中塚

伸一、眞能正幸、竹中明美、元井紀子、澁木康雄、南  優子、吉澤明彦、羽場礼次、
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河原邦光：肺癌細胞診の判定基準 :新たな肺癌診療の時代に向けて JSCC-JLCS に

よる新たな判定基準の提案。第 60 回日本臨床細胞学会総会春期大会、東京、2019

年 6 月 9 日  

 

加奥節子、渡辺隆紀、山口  倫、柏倉由実、梅本  剛、沢田  晃：教育委員会企画 超

音波画像と病理組織像の関係を極める①  ―様々な halo と病理像― BC-04 収集

画像における halo の検討。第 43 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会、福島、

2019 年 10 月 5 日  

 

廣島健三、佐藤之俊、吉田  功、柿沼廣邦、長尾俊孝、松林  純、三宅真司、中塚

伸一、眞能正幸、竹中明美、元井紀子、澁木康雄、南  優子、吉澤明彦、羽場礼次、

河原  邦光：光新たな肺癌細胞診判定区分の提案。第 60 回日本肺癌学会学術集会、

大阪、2019 年 12 月 6 日  

 

高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村  剛、宮本  智、小河原光正、廣田和之、上

地隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 感染者に発症し

た原発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討。第 60 回日本肺癌学会学術集会、

大阪、2019 年 12 月 7 日  

 

B-4  

檜作彰良、中山良平、児玉良典、眞能正幸、吉岡絵麻、兼松大介、正札智子、 金

村米博：One Class Support Vector Machine(OC-SVM)を用いたグリオーマ病理組織

像からの非破壊的遺伝子異常評価法。第 108 回日本病理学会総会、東京、2019 年

5 月 10 日  

 

明里知美、眞能正幸、竹田  雅司：腺癌の扁平上皮化生による発生を思わせる胃腺

扁平上皮癌の一例。第 108 回日本病理学会総会、東京、2019 年 5 月 11 日  

 

佐藤広陸、平尾素宏、浜川卓也、西川和宏、眞能正幸、関本貢嗣：腹部食道扁平

上皮癌に対する治療戦略 術前化学療法の縮小率からの検討。第 73 回日本食道学

会学術集会、福岡、2019 年 6 月 6 日  

 

山本佳宣、西川倫子、櫛田早絵子、三村卓也、津田政広、眞能正幸、沖本智昭、

西崎  朗：ESD を施行し、長期経過を追うことができた食道平滑筋肉腫の 1 例。
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第 73 回日本食道学会学術集会、福岡、2019 年 6 月 6 日  

 

森  清、眞能正幸：乳房に発生した原発性血管肉腫の一例 . 第 35 回大阪病理研究

会、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

萩  美里、大谷陽子、森  清、長田陽子、水谷麻紀子、八十島宏行、井上敦夫、平

尾素宏、関本貢嗣、眞能正幸、増田慎三：浸潤性微小乳頭癌の特徴とその治療効

果に関する検討。第 27 回日本乳癌学会学術集会、東京、2019 年 7 月 11 日  

 

八十島宏行、萩  美里、長田陽子、大谷陽子、水谷麻紀子、井上敦夫、森  清、眞

能正幸、増田慎三：  ER(-)HER2(+)、ER(-)HER2(-)cN0 乳癌での術前薬物療法施行

例におけるセンチネルリンパ節生検省略の検討。第 27 回日本乳癌学会学術集会、

東京、2019 年 7 月 11 日  

 

長田陽子、森  清、大谷陽子、萩  美里、八十島宏行、水谷麻紀子、眞能正幸、増

田慎三：診断に苦慮した原発性乳腺血管肉腫の 1 例。第 27 回日本乳癌学会学術集

会、東京、2019 年 7 月 11 日  

 

萩  美里、八十島宏行、森  清、水谷麻紀子、大谷陽子、平尾素宏、眞能正幸、増

田慎三：乳癌化学療法中にイレウス発症し、非閉塞性腸管虚血と肺血栓塞栓症に

て急速に全身状態悪化した 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、2019 年

11 月 15 日  

 

宮原  智、藤原綾子、俊山礼志、三代雅明、浜川卓也、三宅正和、濱  直樹、西川

和宏、宮本敦史、加藤健志、平尾素宏、栗山啓子、森  清、眞能正幸、高見康二：

後縦隔に発生したミュラー管嚢胞の 1 例。第 81 回日本臨床外科学会総会、高知、

2019 年 11 月 16 日  

 

田口雅子、長友  萌、原田和弥、大西浩代、竹中明美、森  清、眞能正幸：膵臓 EUS-FNA

を契機に診断された肺原発小細胞癌の膵転移の一例。第 58 回日本臨床細胞学会秋

期大会、岡山、2019 年 11 月 17 日  

 

藤原綾子、高見康二、木村  剛、安藤性實、宮本智、小河原光正、森  清、眞能正

幸、井上敦夫、栗山啓子：術後早期に右外耳道を含めた多臓器転移を来たした肺
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癌肉腫の 1 例。  

 

B-5 

加奥節子：セミナー１：乳癌画像基礎講座 非腫瘤性病変の超音波診断「DCIS

の診断に迫る」。第 29 回日本乳癌画像研究会、大阪、2020 年 2 月 1 日  
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④ 【班研究・研究助成実績】  

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基盤研究 C）  

中間群および低悪性度に分類される原発性骨腫瘍の臨床病理学的解析  

研究責任者： 眞能 正幸  

【目的】  

発生頻度の少ない原発性骨腫瘍は、希少癌の一つと認識されることが多い、我

が国独自の臨床病理学的解析データがほとんどない腫瘍である。中でも原発性骨

腫瘍の WHO 分類で intermediate(中間性 )と、malignant(悪性 )の中で低悪性度とさ

れている肉腫について、まとまった症例数による我が国独自の臨床病理学的解析

データはほとんどない。本研究では、それらの日本独自の臨床病理学的な特徴を

明らかにするとともに、特に転移・再発に関与する形態学因子について統計学的

手法を用いた客観的な方法で見出す。これらによって、WHO 分類で現在中間群

と悪性群に属する低悪性度腫瘍に分けられている分類の妥当性を検討するととも

に、我が国の中間群、低悪性度群の治療に新たな指標を提唱することを目的とす

る。  

【方法】  

対象となる過去の骨腫瘍について、発症年齢、性別、発生部位、初発症状、治

療方法、転帰などの臨床的なデータの収集を各施設で行う。その際、その後各施

設の病理部門に保存してあるそれぞれの病理組織標本を持ち寄り、研究代表者と

分担者がともに検鏡し、それぞれの病理診断を行うとともに細胞組織所見を評価

する。病理組織所見については診断基準の標準化を念頭に、所見のスコア化を行

い、客観的なデータ解析を行う。また、同様に各施設で保存してあるそれぞれの

放射線画像についても基本的な画像所見についてスコア化を試みる。画像が保存

されていない場合、カルテ記載から出来る限りの情報を得る。得られた臨床病理

学的所見について、診断治療と関連する有意な因子を検討し、再発・転移との関

連をみる。また、それぞれの再発・転移例の頻度を含め、その臨床病理学的特徴

を抽出し、中間群と低悪性度悪性群の 2 つに分類を分ける是非について検討する。 

【結果】  

平成 31 年度は、原発性骨腫瘍で、中間群に分類されている骨巨細胞腫について、

臨床病理学的データの統計学的検討を解析中である。  

【意義】  

本研究が遂行出来れば、中間群と低悪性度悪性群を分ける是非が明らかになり、

統計学的手法より転移・再発に関するリスク因子が判れば、それぞれの疾患に対

する over or under treatment を防ぎ、治療の個別化（オーダーメイド化）も可能で、
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患者の予後のみならず QOL の向上に大きく寄与するものと考える。また、中間

群、低悪性度群に分ける現 WHO 分類の妥当性についても評価可能となるものと

考える。  

 



─ 238 ─

リハビリテーション科  

上田孝文 

 

 急性期総合病院における当科の役割として急性発症後の早期機能回復、外傷後

または外科術後の早期機能回復を目的に主科の医師、看護師などと連携をとりな

がら理学療法、作業療法、言語聴覚療法の 3 部門が超早期から積極的に介入して

いる。機能回復に経過を要する疾患については最善の状態で後継病院へ引き継げ

るように、また外科術後などでは早期の自宅退院を目指して最大の機能回復を図

っている。  

リハビリテーション科の診療体制は当科の専従医師により障害診断および、そ

れぞれの治療的特性に合わせた理学療法、作業療法、言語聴覚療法の処方が出さ

れ、治療は各専門の療法士が担当している。  

平成 31（令和元年）年度の療法士のスタッフ体制（R2.3.31 現在）は 22 人体制

で、うち理学療法士 14 人、作業療法士 5 人、言語聴覚士 3 人である。  

リハビリテーション科へ依頼される診療科は整形外科、総合内科、脳内科、脳

外科、救命科、外科、循環器内科、消化器科、心臓外科、感染症内科（HIV）等、

多くの診療科に渡っている。  

整形外科関連では人工関節（股・膝関節）や脊椎術後患者においてクリティカ

ルパスに基づいて良質で均質なリハを実施し、在院日数短縮と QOL 向上を両立

している。特に人工膝関節置換術患者は術前から退院後まで筋力、関節可動域、

ADL 等、運動機能を定量的に評価し、術後 3 週間で退院できるように短期集中型

治療を行っている。また脳内科からは脳梗塞、脳外科からは脳内出血、脳腫瘍、

頭部外傷術後などのリハ依頼があり、幅広い脳疾患に対応している。両科とも脳

卒中ケアユニット（SCU）から一般病棟まで関わり、定期的なカンファレンスを

行い患者の早期治療方針決定と最良な状態で後継病院に円滑に連携できるようリ

ハビリテーションを実施している。また、平成 28 年１月から循環器内科では心疾

患の急性期に対する心臓リハを離床から 300ｍ歩行までのプロトコールに従って

理学療法および作業療法が携わるようになり、ここ数年、実績を伸ばした。さら

に平成 28 年 11 月からは心臓外科術後の急性期心臓リハビリテーションもプロト

コールに従って実践している。  

理学療法（PT）は徒手または機械器具で四肢・体幹の運動機能回復を図り、ベ

ッド上の起居動作、移乗動作、歩行から階段昇降動作などの移動動作の獲得を目

的とし実践している。また四肢・体幹の運動障害だけでなく、呼吸、循環障害に

対しても適応がある。これら呼吸・循環障害を有する患者に関して、それぞれ呼
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吸ケアチームに参画、心臓リハに関しても定期的なカンファレンスを開催し、他

職種と共同し最良の治療を目指している。また、平成 30 年 4 月より IUC・SCU さ

らに令和元年 11 月より救命 ICU の早期離床プロジェクトにおいて、超早期から

の ADL アップに向け、カンファレンスを週 1 回定期的に行い、看護部と連携を取

りながらリハビリテーションを実施している。  

作業療法（OT）は作業を治療手段とする特性から上肢の運動機能回復、特に手

指などの細かな運動や持久力の回復を図り、食事、排尿・排便などのトイレ動作、

更衣、整容、入浴などの日常生活活動（ADL）・身のまわり動作（ self care）の獲

得を目的に実践している。これが理学療法との役割分担の違いである。特に急性

期においても食事とトイレ動作の生命維持に関わる ADL の回復が重要となる。

他には ADL に関わる高次脳機能障害に対しても適応がある。  

言語聴覚療法（ST）は主に脳疾患から由来する失語症、構音障害などの言語障

害や摂食嚥下障害の回復に適した技術で、これの障害に対するアプローチのほか

に高次脳機能障害の評価、未破裂動脈瘤、脳腫瘍、水頭症などの術前評価、頭部

外傷後遺症の評価などを行い、必要に応じてこれらに対する治療や援助にも取り

組んでいる。平成 27 年度から耳鼻咽喉科における人工内耳術後のリハビリテー

ションにも ST が取り組んでいる。  

病院全体として在院日数短縮化の方針の中で、現在はリハビリテーション科の

スタッフも充実（平成 31 年度 4 月理学療法士 2 名、作業療法士 1 名増員）してき

ており当院の急性期リハビリテーションのニードに応えられるようになってきて

いる。  

平成 31 年度（令和元年度）２月末時点でリハビリテーション科全体の実施単位

数は 77,371 単位で前年比 9.5％増、診療報酬では 19,835,970 点で前年比 11.5%増

となった。  

今後も心臓リハや廃用症候群など潜在的にリハビリテーションが必要と考えら

れる患者は多く、需要の拡大が見込まれる。  

これからは更にチームアプローチとして各部門が充実したリハビリテーション

医療を行い、早期離床・ADL の獲得、早期退院を確立することが課題である。効

果的で効率のよいリハビリテーション医療を短期間に実施し、成果を上げること

ができるよう努力している。  

文責 西薗博章  
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【2019 年度  研究業績発表】  

B-4 

秋山真美：重度嚥下障害に対し長期間のバルーン拡張法が奏功したパーキンソン

病の一例。第 20 回日本言語聴覚学会、大分、2019 年 6 月 29 日  

 

西薗博章：目指すべき治療法 ～AKA 博田法・ANT を用いて～。日本関節運動学

的アプローチ医学会理学・作業療法士会第 20 回学術集会、大阪、2019 年 7 月 14

日  
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臨床腫瘍科 

久田原郁夫 

 
臨床腫瘍科は、平成 11 年に設立され、腫瘍内科、腫瘍外科、緩和ケア内科の３

科の総合科として始まりましました。昨年度より、組織改変に伴い緩和ケア内科

は、がん以外の疾患も対象とするため独立科となりました。  

腫瘍内科・腫瘍外科に所属する医師は、兼任で各々の専門領域（呼吸器、消化器、

骨軟部）のがん診療をおこなっています。  

毎週開催している臨床腫瘍科カンファレンスでは、新規症例や治療経過中の症例

検討と外来化学療法室で発生したイベントや毒性の分析をおこなっています。ま

た定期的行事として、全職員対象の Cancer Board およびオンコロジーセミナーを

開催しております。これらの行事はがんの診断、治療に関して総合的かつ横断的

に討論し知識を深めるよい機会となっています。  

がんの種類は多彩でその臨床像も個人によって一様ではありません。遺伝子変異

を広く検索し治療候補を探索するゲノム医療がはじまりました。また、新規の抗

がん剤、分子標的薬、免疫チェックポイント阻害剤が続々と発売され国内外で多

くの臨床試験がおこなわれ治療方法の選択肢が広がってきています。当科では２

名のがん薬物療法専門医を中心に様々な症例に対して質の高い薬物療法を提供し

ています。各種の画像診断、病理診断および分子生物学的診断も日々進歩をとげ

ています。このような環境で、診断、治療において主科のみならず個別的でかつ

総合的な判断が求められる機会が増えてきています。またがん治療に特化した看

護師、薬剤師、ソーシャルワーカーが積極的に介入することで患者さんは多くの

恩恵を受けています。このように今や、がん治療はチーム医療が基本となってお

りますが、臨床腫瘍科はその司令塔の役目を担っていきたいと考えています。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Imura Y, Takenaka S, Kakunaga S, Nakai T, Wakamatsu T, Outani H, Tanaka T, Tamiya 

H, Oshima K, Hamada K, Naka N, Araki N, Kudawara I, Ueda T,Yoshikawa H. 

International Orthopaedics 43, 1741-1747, 2019 年 4 月  

 

Wakamatsu T, Kakunaga S, Takenaka S, Outani H, Hamada K, Imura Y,Hori Y, Naka N, 

Kudawara I, Yoshikawa H. Ueda T.Prognostic implication of adjuvant/neoadjuvant 
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chemotherapy consisting of doxorubicin and ifosfamide in patients with extraskeletal 

osteosarcoma.International Journal of Clinical Oncology.24,1311-1319, 2019 年 6 月  

 

Outani H, Kakunaga S, Hamada K, Takenaka S, Imura Y,Nagata S, Tanaka T, Tamiya H, 

Oshima K, Naka N, Kudawara I, Araki N, Ueda T,Yoshikawa H.Favorable outcomes of 

localized synovial sarcoma patients with a high utilization rate of neoadjuvant and/or 

adjuvant chemotherapy. Molecular and Clinical Oncology.11:151-156,2019 年 5 月  

 

Hasegawa H, Nagata Y, Sakakibara Y, Miyake M, Mori K, Masuda N, Mano M, 

Nakazuru S, Ishida H, Mita E.Breast metastasis from rectal cancer with BRAF V600E 

mutation: a case report with a review of the literature.Clin J Gastroenterol. 2019 Sep 3. 

doi: 10.1007/s12328-019-01035-0. [Epub ahead of print]2019 年 9 月  

 

Mitani S, Kadowaki S, Hasegawa H, Wakatsuki T, Hara H, Tajika M, Nishikawa K, 

Hirao M, Takahari D, Chin K, Muro K.. Systemic Chemotherapy for Gastric Cancer 

With Early Recurrence After Adjuvant S-1 Monotherapy: A Multicenter Retrospective 

Study. Int J Clin Oncol. ;24 (10):1197-1203, 2019 年 5 月  

 

A-3 

加藤聖也、榊原祐子、石原朗雄、岩﨑哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、

中水流正一、石田永、三田英治：アダリムマブが奏功した潰瘍性大腸炎術後の難

治性回腸囊炎の 1 例。日本消化器病学会雑誌、116 (9) p732－738、2019 年 9 月  

 

B-2 

Hasegawa H, Taniguchi, H, Kato T, Fujii S, Ebi H, Shiozawa M,Yuki S, Masuishi, K. 

Kato T, Izawa N, Moriwaki T, Kagawa Y, Sakamoto Y, Okamoto W, Nakamura Y, 

Yamazaki K,Yoshino T. Prognostic and Predictive Impact On FMS-like Tyrosine Kinase 

3 (FLT3) Amplification In Patients With Metastatic Colorectal Cancer. European 

Society for Medical Oncology Congress 2019, Barcelona, Spain. 2019 年 10 月 27-11 月

1 日  

 

Ohta K, Kato K, Goto M, Terazawa T, Noura S, Satake H, Kagawa Y, Kawakami H, 

Hasegawa H, Yanagihara K, Shingai T, Nakata K, Kotaka M, Hiraki M, Konishi K, Nakae 

S, Sakai D, Kurokawa Y, Shimokawa T, Satoh T. Phase II study of panitumumab 
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monotherapy in chemotherapy-naïve frail or elderly patients with unresectable, RAS 

wild-type colorectal cancer: OGSG 1602. American society of clinical oncology 

gastrointestinal symposium 2019. San Francisco, U.S.A., 2020 年  1 月 23-25 日 , 

 

B-3 

久田原郁夫：軟部腫瘍の診断と治療。日本整形外科学会  骨・軟部腫瘍特別研修会、  

川越、2019 年 7 月 12 日  

 

B-4 

久田原郁夫、相木佐代、青野奈々、井出恭子、仲野宏紀、明石直子：緩和ケアチ

ームにおける整形外科医の役割。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会、川越、2019 年 7 月 11-12 日  

 

王谷英逹、竹中  聡、濱田健一郎、若松  透、伊村慶紀、田中大晶、田宮大也、中  

紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井  陽、吉川秀樹：骨盤・

仙骨原発骨巨細胞腫に対する集学的治療。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍

学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日   

 

王谷英逹、竹中  聡、濱田健一郎、若松  透、伊村慶紀、田中大晶、田宮大也、中  

紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井  陽、吉川秀樹：人工骨

を使用し加療した軟骨芽細胞腫の治療成績。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫

瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日  

  

角永茂樹、王谷英逹、伊村慶紀、田宮大也、田中大晶、竹中  聡、濱田健一郎、中  

紀文、久田原郁夫、上田孝文、吉川秀樹：大腿骨遠位骨腫瘍に対し KMLS 新フィ

ンセメントレスステムを使用後早期に緩みを生じた 6 例について。第 52 回日本

整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日   

 

長田陽子、大谷陽子、萩  美里、水谷麻紀子、八十嶋宏行、森  清、眞能正幸、久

田原郁夫、松本久宣、増田慎三：診断に苦慮した乳腺原発性血管肉腫の１例。第

17 回日本臨床腫瘍学会学術集会、京都、2019 年 7 月 18 日−20 日  

 

藤原綾子、高見康二、木村  剛、安藤性實、宮本  智、小河原光正、森  清、眞能正

幸、井上敦夫：術後早期に右外耳道を含めた多臓器転移をきたした肺癌肉腫の 1
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例。第 60 回日本肺癌学会学術集会、大阪、2019 年 12 月 6 日  

 

高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村  剛、宮本  智、小河原光正、廣田和之、上

地隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 患者に発症した

原発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討。第 60 回日本肺癌学会学術集会、

大阪、2019 年 12 月 7 日  

 

長谷川裕子、岩﨑哲也、石原朗雄、田中聡司、赤坂智史、榊原祐子、中水流正

一、石田  永、三田英治：Optimal salvege line tretment of metastatic colorectal 

cancer。第 17 日本臨床腫瘍学会、神戸 2019 年 7 月 18-20 日  

 

B-5 

長谷川裕子、加藤健志、石田  永、三田英治：分子生物学的背景を考慮した当院

における切除不能大腸癌の治療戦略  近畿地方会 ワークショップ。第 112 回近

畿地方会 消化器病学会、大阪、2020 年 2 月 28 日  

 

B-6 

久田原郁夫：骨化を伴った大腿骨軟部腫瘍。第 94 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019

年 3 月 14 日  

 

久田原郁夫：下腿石灰化軟部腫瘍。第 95 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 6 月

13 日  

 

久田原郁夫： 腓骨骨頭病変の 1 例。第 96 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 9 月

12 日  

 

大﨑  慧、榊原祐子、石原朗雄、岩﨑哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、

中水流正一、石田  永、三田英治：免疫チェックポイント阻害剤による大腸炎に

対し、 infliximab が有用であった 1 例。第 225 回日本内科学会近畿地方会、大

阪、2019 年 9 月 21 日  

 

名手孝紀、岩﨑哲也、清木祐介、西本奈穂、早田菜保子、宮﨑哲郎、河本泰治、

東  瀬菜、平尾  建、藤井祥史、石原朗雄、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、榊

原祐子、中水流正一、石田  永、三田英治：好酸球性腸炎に併発した急性膵炎の
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一例。第 111 回日本消化器病学会近畿支部例会、大阪、2019 年 10 月 5 日  
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薬剤部 

 山内一恭 

 

大阪医療センターの運営方針に基づき、医薬品の適正使用の推進、医薬品の安

全管理、薬物療法の有効性・安全性の向上に資する業務、薬剤管理指導業務、チ

ーム医療への主体的関与（HIV 感染症患者への服薬支援、緩和ケアチーム、NST、
ICT、AST、外来化学療法室でのがん薬物療法支援等）を実践し、良質かつ適正な

医療の提供に貢献することを薬剤部の基本方針としている。  
 
1.病棟薬剤業務・薬剤管理指導業務  

病棟担当薬剤師を専任化し、薬物療法の質の向上と医療安全の確保を主な目

的として次の業務を行っている。  
1) 無菌調製業務  

注射処方の投与量、投与速度、配合変化等の確認を行い、クリーンベンチ

内で注射薬の無菌調製を行っている（32,526 件 /年）。  
抗がん剤の調製はレジメンと処方内容を確認し、薬剤部無菌室の安全キャ

ビネット内で調製している（16,490 件 /年）。  
2) 入院時の持参薬確認  

薬剤師による持参薬報告、服用状況の確認を行うことにより、医療安全の

向上と持参薬服用の適正化に取り組んでいる。  
3) 処方提案・支援  

主治医に対する主な処方提案・支援として、持参薬の代替薬の提案、処方

設計支援、支持療法薬の提案、薬物血中濃度に基づいた処方設計等を行って

いる。  
4) 医薬品情報の提供・相談応需  

採用医薬品情報の提供や医療スタッフからの照会や相談に対して情報提供

に努めている。また、各診療部門協力のもと 8 領域の院内フォーミュラリを

作成した。  
5) 薬剤管理指導業務  

薬物療法に係る様々な情報を収集・分析し、その内容から効果の評価、副

作用モニタリングを実施し、薬学的アプローチを積極的に実施している。ま

た、高齢者のポリファーマシー対策としてチームでの対応を検討している。

薬剤管理指導算定件数は 21,218 件 /年であった。  
2．外来服薬支援指導  

HIV 感染症専門薬剤師が「お薬の相談室」に常駐し長期的な支援体制を構

築しており、外来における指導件数は 3,675 件 /年であった。また外来化学

療法室では治療計画、副作用等について指導を実施し、がん薬物療法の安全

と質の向上に努めている。薬剤師による外来がん薬物療法患者の指導件数は

360 件 /年であった。  
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3．医薬品情報管理（収集・整理・評価・提供）  
 医薬品情報の適正な管理と供給を行うために専任スタッフを配置し、医療ス

タッフからの相談応需や医薬品情報の発信を行っている。厚生労働省への医薬

品・医療機器副作用報告は 20 件 /年の報告を、また、プレアボイド報告として

は日本病院薬剤師会に 241 件 /年の報告を行っている。  
4．治験薬管理業務  

 治験薬管理者（薬剤部長）の管理責任の下、GCP を遵守した治験薬の適切な

保管、管理、調剤を行い、被験者への治験薬投与が円滑かつ安全に行われるよ

う努めている。  
5．専門薬剤師の育成・研修受入体制の推進  

日本病院薬剤師会 HIV 感染症薬物療法認定薬剤師研修施設・がん薬物療法認

定薬剤師研修施設、日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設・薬物療法専門薬

剤師研修施設、日本薬剤師研修センター小児薬物療法認定薬剤師研修施設等の

認定を受けている。また、薬学部実務実習生は 23 名を受け入れ薬学教育にも寄

与している。  
6．臨床研究業績  

 論文投稿、学会発表等は以下の通りである。  
 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Nakakura I, Iwakawa S, Sakakura K, Imanishi K, Sako R,Yamazaki K： Influence of 

meropenem treatment on hepatic and renal function in Japanese patients with creatinine 

clearance rates of 10 to 50  mL/min: A single-center retrospective study. The Japanese 

Journal of Antibiotics, 72(2): 173-183, 2019 年 6 月 1 日  

 

A-3 

今西嘉生里、中蔵伊知郎、宮部貴識、佐光留美、山崎邦夫：eGFR 60mL/min/1.73m2

以上かつ非高齢者における日常生活自立度とバンコマイシンの初回トラフ値の関

連、医療薬学  45(10): 553-560, 2019 年 10 月 10 日  

 

A-6 

宮部貴識、所昭宏：基本的知識と症例から学ぶ～がん緩和ケアの薬の使い方、せ

ん妄に対応する、p140-157、じほう、東京、2019 年 6 月 24 日  

 

A-6 

矢倉裕輝：Evidence Update 2020 最新の薬物治療のエビデンスを付加的に利用す
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る 抗ウイルス薬「薬局」、71（1）：P.120-123、南山堂、東京、2020 年 1 月 5 日  

 

B-2 

Yagura H、Watanabe D、Nakauchi T、Kushida H、Tomishima, K、 Hirota K、Ueji T、

Nishida Y、Miyabe T、Sako R、Yamazaki K、Uehira T、Shirasaka T：Discontinuation 

of long-term dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms、

10th IAS conference on HIV science, Mexico city, 2019 年 7 月 22 日  

 

B-3 

中内崇夫：生活習慣とポリファーマシー。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総

会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 

今西嘉生里、中蔵伊知郎、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：eGFR60 mL/min/1.73 

m2 以上の患者における日常生活自立度がバンコマイシンの血中濃度に及ぼす影

響。第 67 回日本化学療法学会総会、東京、2019 年 5 月 10 日  

 

宮城和代、宮部貴識、坪山尚寛、石原朗雄、田中聡司、庄野裕志、江原美里、田

中あゆみ、櫛田宏幸、佐光留美、石田  永、三田英治、山崎邦夫：切除不能肝細胞

癌に対するレンバチニブの有効性と安全性の関する検討。第 17 回日本臨床腫瘍

学会学術集会、京都、2019 年 7 月 19 日  

 

宮部貴識、宮城和代、仲野宏紀、清水彩加、明石直子、長谷部茂、佐光留美、井

出恭子、相木佐代、山内一恭：せん妄早期介入に向けた GNRI を用いた栄養状態

との検討。第 32 回日本サイコオンコロジー学会総会、東京、2019 年 10 月 11 日  

 

今西嘉生里、水本知宏、井後星哉、宮部貴識、佐光留美、山内一恭： eGFR60 

mL/min/1.73 m2 以上の高齢者における日常生活自立度とバンコマイシンの初回

トラフ値の関連。第 29 回医療薬学会、福岡、2019 年 11 月 3 日  

 

江原美里、宮城和代、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：当院における C 型肝炎治

療薬グレカプレビル /ピブレンタスビル配合剤の使用経験。第 29 回日本医療薬学

会年会、福岡、2019 年 11 月 3 日  
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足立紗知、明石直子、宮城和代、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：膵がん患者に

おける GEM+nab-PTX 療法に対するグラニセトロンとパロノセトロンの制吐効果

の比較。第 29 回日本医療薬学会年会、福岡、2019 年 11 月 3 日  

 

吉村芙美、井後星哉、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：腎機能中等度

低下症例に対する人工股関節置換術後の静脈血栓塞栓症予防としての抗凝固薬に

関する調査。第 29 回日本医療薬学会年会、福岡、2019 年 11 月 3 日  

 

田中あゆみ、櫛田宏幸、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：エンザルタ

ミド投与による有害事象発現関連因子の探索。第 73 回国立病院総合医学会、名古

屋、2019 年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：錠剤および簡

易懸濁法におけるドルテグラビルの血中濃度比較。第 73 回国立病院総合医学会、

名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

苗村彰浩、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：家族性高コレステロール

血症および高コレステロール血症におけるエボロクマブの当院での使用状況調査。

第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 9 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン /エムトリシタビン /テノホ

ビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況。第 33 回日本エイズ学会学術

集会・総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平

朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間における血中濃度の検討。

第 33 回日本エイズ学術集会・総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  
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矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学術集会・総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

清水彩加、仲野宏紀、明石直子、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：当院における

ヒドロモルフォン塩酸塩の使用実態調査。日本腫瘍薬学会学術大会 2020、福岡、

2020 年 3 月 21 日  

 

萬浪  綾、明石直子、足立紗知、篠原莉奈、大谷陽子、水谷麻紀子、八十島宏行、

宮部貴識、佐光留美、増田慎三、山内一恭：エピルビシンとトラスツズマブの順

次投与による心障害の発生状況調査。日本臨床腫瘍薬学会年会学術大会 2020、福

岡、2020 年 3 月 21 日  

 

仲野宏紀、明石直子、井出恭子、相木佐代、清水彩加、宮城和代、田中美早、宮

部貴識、佐光留美、山内一恭：当院におけるオピオイド誘発性便秘症に対するリ

ナクロチドの使用状況調査。日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2020、福岡、2020 年 3

月 21 日  

 

吉村芙美、宮城和代、明石直子、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：尿路上皮癌に

対しペムブロリズマブ投与後既存乾癬が悪化した 1 症例。日本臨床腫瘍薬学会学

術大会 2020、福岡、2020 年 3 月 21 日  

 

宮部貴識、宮城和代、明石直子、櫛田宏幸、足立紗知、田中美早、長谷部茂、佐

光留美、山内一恭：Geriatric Nutritional Risk Index を用いた TAS102 投与継続期間

と副作用予測因子の検討。日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2020、福岡、2020 年 3 月

22 日  

 

B-5 

宮部貴識：「緩和ケアの specialist と prifssional～どう違うの？何を目指すの？～」。

第 2 回日本緩和医療学会関西支部学術大会シンポジウム２、和歌山、2019 年 10

月 20 日  

 

宮部貴識：最新の緩和医療の話題～薬物の知識からガイドラインの解説まで～「せ
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ん妄についての最新のエビデンス」。第 41 回日本病院薬剤師会近畿学術大会シン

ポジウム 4、神戸、2020 年 2 月 16 日  

 

B-6 

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、山内一恭、白阪琢磨：投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度高値とテ

ノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投与時の腎機能関連有害事象による投

与中止の関連。第 33 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019 年 6 月 8 日  

 

篠原莉奈、明石直子、萬浪綾乃、足立紗知、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：当

院における乳癌患者に対するアベマシクリブ投与症例における安全性の検討。第

41 回日本病院薬剤師会近畿学術大会、神戸、2020 年 2 月 15 日  

 

B-8 

仲野宏紀：医療用麻薬 (モルヒネなど )ってどんなお薬？。第 66 回おおさか健康セ

ミナー、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

小林恭子：倫理審査委員会・治験審査委員会の役割と機能。2019 年度初級者臨床

研究コーディネーター養成研修、東京、2019 年 5 月 28 日  

 

中内崇夫：ポリファーマシーの現状と解消への取り組み。近畿 HIV FRONTIER 研

究会、大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

宮城和代：肝細胞癌におけるレンバチニブの副作用の現状とマネジメント。第 34

回中央区東・南薬剤師会「病薬連携セミナー」、大阪、2019 年 8 月 25 日  

 

櫛田宏幸：薬剤師の役割と服薬指導。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修会、大阪、

2019 年 9 月 2 日  

 

中内崇夫：血友病治療薬を中心とした当院における希少薬の在庫管理。これで解

決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、2019 年 9 月 4 日  

 

矢倉裕輝：頻用されている抗ＨＩＶ薬の特徴と処方箋応需時の留意点。大阪市阿

倍野区薬剤師会 保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  



─ 252 ─

矢倉裕輝：PK ベース治療における医師、薬剤師の役割～当院での連携の実際～。

第 10 回大阪ヘモフィリアフォーラム、大阪、2019 年 10 月 22 日  

 

矢倉裕輝：抗菌薬種類別「抗 HIV 薬」。第 22 回抗菌化学療法認定薬剤師講習会、

福岡、2019 年 11 月 1 日  

 

矢倉裕輝：外来チーム医療における薬剤師による服薬支援。服薬指導ではなく服

薬支援って？ ～HIV 感染症チーム医療から考える。第 29 回日本医療薬学会年

会 メディカルセミナー、福岡、2019 年 11 月 2 日  

 

矢倉裕輝：他領域にも活かせるエイズ診療での経験（薬剤師より）。第 73 回国立

病院総合医学会 ランチョンセミナー、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝： PK 測定の重要性～薬剤師の立場から～。第 12 回  Takeda Mini 

Conference in 神戸、神戸、2019 年 11 月 21 日  

 

櫛田宏幸：服薬支援の実際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修会、大阪、2020 年 1

月 27 日  

 

矢倉裕輝：ART の処方トレンドと留意点。抗 HIV 療法ステップアップセミナー、

福岡、2020 年 2 月 15 日  

 

矢倉裕輝：外来診療における TDM の重要性と薬剤師の役割～当院での連携の実

際～。第 41 回日本病院薬剤師会近畿学術大会ランチョンセミナー、神戸、2020 年

2 月 16 日  

 

小林恭子：認定臨床研究審査委員会の現状。令和元年度臨床研究・治験研修、京

都、2020 年 2 月 22 日  
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看護部                  

                       西本京子 

 

今年度、看護部では「レジリエンスを高めよう !!」をスローガンに、1.良質な看

護の提供 2.看護専門職としての自己啓発と自己研鑽 3.やりがいのある働き方

をめざす の３つの目標を掲げた。  

看護職が行う研究は、臨床現場で対象となる患者や家族の反応から、問題や疑問

を感じることからスタートし、テーマを絞り込む。より多くの看護職が研究に興

味をもち、取り組むことと研究の質を上げるために、今年度は倫理的感受性を高

めるための研修、日々の症例カンファレンスの質向上に取り組んだ。院外に発表

された主な研究テーマは、①退院前後訪問を経験した看護師の意識の変容など、

地域包括ケアを進めるための課題②がん対策基本法に準じた患者の QOL 向上を

目指した実態把握や支援（就労継続や子を持つ患者の苦悩について）③専門性の

高いケアを提供するための提言（感染対策、認知症ケア、術後排尿ケアなど）④

看護師を対象とした働き方や倫理的感受性に着目したものであった。  

次年度は、さらに地域医療構想の中で高度急性期としての当院の役割が発揮で

きるように研究を通して、専門性を追求し知識・技術の創造と開発に努めること。

また、地域包括ケアシステムを意識した生活の質向上、意思決定支援等に取り組

んでいきたい。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-3 

安原加奈：投与管理・暴露予防・副作用対応のヒヤリを防ぐ がん薬物療法の「教

えて、認定さん！クエスチョン 20」YORi-SOU がんナーシング、メディカ出版、

第 9 巻 5 号 P16～P252019 年 9 月  

 

B-3 

岩本奈緒、青木尚子、藤井敏子：院内アウトブレイク経験後の内視鏡室の感染対

策。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

増田雅子：A 病院の消化器外科病棟における退院前・退院後訪問の効果に関する

研究。第 73 回国立病総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  
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今辻  徹、井料知恵美、中村祐子、布施ひとみ、水間かおり：ICU におけるハイフ

ローセラピーの使用の現状と課題。第 17 回国立病院看護研究学会 学術集会、東

京、2019 年 12 月 14 日  

 

森永瑞穂、松田  愛、三ケ森朋子、菱田千珠、池上剛史：当院における脳梗塞院内

発症から発見までにかかる時間とその要因の現状調査。第 16 回日本循環器看護

学会学術集会、東京、2019 年 11 月 3 日  

 

井出恭子：こんな時どうする！？患者が亡くなったら、私も死ぬとおっしゃる家

族。第 32 回日本サイコオンコロジー学会総会、東京、2019 年 10 月 11 日  

 

東  政美：長期治療と生活習慣病。第 33 回日本エイズ学会学術集会、熊本、2019

年 12 月 29 日  

 

B-4 

上田純子、阿島美奈：子をもつ終末期の若年性乳がん患者の支援~社会的苦痛に焦

点を当てて~。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

大北ゆか、天野沙織、稲谷由貴子：当院におけるユマニチュードを取り入れたケ

アメソッドを実践する看護師の意識調査。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、

2019 年 11 月 9 日  

 

齊前裕一郎、斉藤友香、木口裕香子、綾部志津、八田好子、増田雅子：退院支援

に関わる看護師の意識・行動の変容～退院前・退院後訪問の経験を通して～。  

第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 9 日  

 

西山由起、杉本直子、山本幸伸、大東美紀子：直腸癌術後排尿障害の要因につい

ての調査。第 61 回近畿看護学会、大阪、2019 年 9 月 1 日  

 

渡邊由紀、苅山有香：倫理的要素を踏まえた患者カンファレンスによる道徳的感

受性の変化。第 61 回近畿看護学会、大阪、2019 年 9 月 1 日  

 

坂本さつき：内視鏡室を併任する消化器内科病棟に勤務する看護師のストレス要

因の抽出。近畿地区国立病院第 61 回看護学会、大阪、2019 年 9 月 1 日  
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B-8 

水間かおり：多職種チームによる医療安全ラウンドと改善活動～医療安全自己・

相互チェックリストの活用～。令和元年度 医療安全に関するシンポジウム、大

阪、2019 年、11 月 21 日  

 

井出恭子：痛みについて伝えよう・話し合おう。大阪健康セミナー、大阪、2019

年 4 月 20 日  
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栄養管理部 

内藤裕子 

 

 栄養管理室では、栄養士がチーム医療の一員として専門性を発揮すると共に、

各科カンファレンスへの積極的な参加と栄養士の病棟担当制の推進によりメディ

カルスタッフとの連携強化を図り、入院患者の栄養状態維持改善、免疫力低下防

止、治療効果及びＱＯＬ向上に向け継続的に努めている。  

栄養食事指導では、個人指導と各種教室である集団指導を実施し行っているが、

糖尿病や腎臓病、循環器疾患等の慢性疾患や術前術後等についても積極的な取り

組みを行い研究にも繋がっている。  

食事提供では、術前術後の栄養管理、化学療法での食欲低下患者、摂食嚥下障

害患者等への個々に対応した食事の提供を行っているが、昨年同様にアレルギー

対応についても増加傾向にある。  

今年度の、栄養管理室で行った主な取り組みについて下記に示す。  

 

１．栄養サポートチーム  

平成 25 年 6 月より栄養サポートチームを嚥下障害・内科系疾患とがん・外科系

疾患の２チーム体制により専門性に特化した細やかな対応を継続して実施してい

る。栄養士の病棟担当制により、医師、看護師との連携やアセスメントの充実を

はかると共に職員間の栄養管理についての理解も深まりより重点的な活動が行わ

れた。年間依頼件数は 447 件、年間算定件数は 879 件となった。また歯科医師連

携加算は 127 件の算定件数となった。  

 

２．栄養食事指導  

術前術後患者、糖尿病教育入院、循環器疾患、腎臓病、摂食嚥下障害やサル

コペニア等の栄養食事指導を積極的に実施している。平成 29 年 2 月からの栄

養指導室増設と栄養士曜日担当制により充実が図られた。指導病名別では、糖

尿病、循環器疾患、腎臓病、がんが多くを占めている状況に特に大きな変化は

なかった。年間指導件数は、3,908 件であった。  

 

３．１型糖尿病専門外来指導  

１型糖尿病患者を対象に、平成 25 年７月より食事や活動、インスリン量など

についての外来栄養指導を開始、インスリンポンプ導入患者に対するカーボカ

ウント、ポンプ機能等の説明、患者自身による食事に合わせたインスリン調整
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など内容的にも充実したものとなっている。外来患者数の増により平成 29 年 1

月より枠を増やし対応していたが、更なる増加と要望に対応するため令和元年

8 月より更に枠を増やし今年度は 572 件の指導行い増加傾向にある。  

 

４．糖尿病透析予防指導管理料  

  平成 24 年度から新設され、現在糖尿病内科医師、専任看護師、専任管理栄養

士でチームにより月４回実施、令和元年度は年間 46 件であった。  

 

５．Nutrition Week 

栄養管理の最新・高度の知識・技術を修得させ、サービスの質と提供体制の

均質化及び向上を図ることを目的として、ニュートリションウィークを今年度

も開催した。  
日本病態栄養学会「ＮＳＴ実習技能研修」として 6 月 24 日～6 月 28 日に実

施。当院と機構病院、民間病院より 20 名を受け入れた。  
 

６．ＮＳＴセミナー   

チームの活性化と栄養療法の質的向上を目指し、医師、看護師、薬剤師、栄

養士等に  

よる、全職員を対象としたセミナーを年間 7 回開催。参加人数は延べ 163 名。  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

B-8 

篠原明香：当院における腎臓病栄養指導の実際。CKD 病診連携セミナー、大阪、

2019 年 11 月 28 日  
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ケアサポートチーム （緩和ケアチーム） 

 

当院の緩和ケアチームは 2004 年に、院内のがん緩和ケアを目的として多業種

からなる「がんサポートチーム」という名称で発足しました。当初はがん告知の

補助やオピオイドの使用方法などの依頼がありましたが、がん医療従事者の緩和

ケア研修会の受講者の増加や疼痛緩和に対する認識が上昇してくるにつれ、チー

ムが受けるコンサルテーションの内容も多岐で複雑になってきています。チーム

では他業種カンファレンスを毎週行い症例ごとの問題点を取り上げ、回診や診察

を通じて改善策を検討し主治医や病棟看護師へと提案しています。病状の変化や

新たな問題点の出現に対して、前線の実動メンバーは迅速に行動し対応策の構築

に努めています。  

最近の緩和ケアはがんのみならず苦痛を伴う全ての患者を対象にするという趨勢

になってきており、それに伴い当チームはがん以外の疾患も対応するため名称を

「ケアサポートチーム」に改めました。また心不全など循環器疾患に対する緩和

ケアが保険で認められるようになり、実際当院でも循環器疾患のコンサルテーシ

ョンに対して介入を行っています。  

月１回の運営会議では、介入件数や症例インシデントの解析、緩和に関連する学

会、研究会、セミナーの報告や開催計画について討論しています。  

ケアは患者本人、家族に対して総合的になされますが、将来意思決定ができなく

なった場合にどのようなケアを希望して行くのかを家族や医療従事者とともに話

し合い共有するアドバンスケアプランニング (ACP)の整備が求められています。

対象者への ACP 導入時期や方法についてはまだ議論がありますが、ACP は世界

的に健康人に対しても行われており緩和ケアを受ける患者に対しては必須の項目

になっていくと思われます。それらの点を踏まえチームでは ACP の体制整備に対

する取り組みを始めています。  

 

構成メンバー  

医師：  久田原郁夫（室長、臨床腫瘍科、整形外科）  

相木佐代（緩和ケア内科）、田宮裕子（精神科）、青野奈々（緩和ケア内科）  

看護師：櫻井  真知子（外来副看護師長、がん専門看護師）、井出恭子（外来副

看護師長、がん性疼痛認定看護師）、齊藤明音（外来副看護師長、緩和ケア認定

看護師）、四方文子（東 5 副看護師長、乳がん看護認定看護師）  
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薬剤師：仲野宏紀（緩和薬物療法認定薬剤師）、清水彩加（薬剤師）、宮部貴識

（緩和薬物療法認定薬剤師、副薬剤部長）  

MSW: 関根知嘉子、長谷川友美  

栄養士：内川厳志（副栄養管理室長）  

心理士：森田眞子心理士、冨田朋子心理士、  

【実績】  

2019 年 4 月～2020 年 3 月末日まで：新規患者数   341 件  

セミナー開催：  法円坂地域医療フォーラム、法円坂緩和ケアセミナー  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Imura Y, Takenaka S, Kakunaga S, Nakai T, Wakamatsu T, Outani H, Tanaka T, Tamiya 

H, Oshima K, Hamada K, Naka N, Araki N, Kudawara I, Ueda T,Yoshikawa H. 

Survival analysis of elderly patients with osteosarcoma. International Orthopaedics 43, 

1741-1747, 2019 

 

Wakamatsu T, Kakunaga S, Takenaka S, Outani H, Hamada K, Imura Y,Hori Y, Naka N, 

Kudawara I, Yoshikawa H. Ueda T.Prognostic implication of adjuvant/neoadjuvant 

chemotherapy consisting of doxorubicin and ifosfamide in patients with extraskeletal 

osteosarcoma.International Journal of Clinical Oncology.24,1311-1319, 2019 

 

Outani H, Kakunaga S, Hamada K, Takenaka S, Imura Y,Nagata S, Tanaka T, Tamiya H, 

Oshima K, Naka N, Kudawara I, Araki N, Ueda T,Yoshikawa H.Favorable outcomes of 

localized synovial sarcoma patients with a high utilization rate of neoadjuvant and/or 

adjuvant chemotherapy. Molecular and Clinical Oncology.11:151-156,2019 

 

B-3 

久田原郁夫：  軟部腫瘍の診断と治療。  日本整形外科学会  骨・軟部腫瘍

特別研修会、川越、2019 年 7 月 12 日  

 

井出恭子  こんな時どうする！？患者が亡くなったら、私も死ぬとおっしゃる家
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族、第 32 回日本サイコオンコロジー学会総会、東京、2019 年 10 月 11 日  

 

B-4 

王谷英逹、竹中  聡、濱田  健一郎、若松  透、伊村  慶紀、田中 大晶、田宮 

大也、中  紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井 陽、吉川 

秀樹 :骨盤・仙骨原発骨巨細胞腫に対する集学的治療。第 52 回日本整形外科学会

骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日   

 

王谷英逹、竹中  聡、濱田  健一郎、若松  透、伊村  慶紀、田中 大晶、田宮 

大也、中  紀文、角永茂樹、上田孝文、久田原郁夫、荒木信人、名井 陽、吉川 

秀樹 :人工骨を使用し加療した軟骨芽細胞腫の治療成績。第 52 回日本整形外科学

会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日   

 

角永茂樹、王谷英逹、伊村  慶紀、田宮  大也、田中  大晶、竹中 聡、濱田 健

一郎、中  紀文、久田原郁夫、上田孝文、吉川  秀樹 :大腿骨遠位骨腫瘍に対し

KMLS 新フィンセメントレスステムを使用後早期に緩みを生じた 6 例について。

第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会、川越、2019 年 7 月 11-12 日   

 

久田原郁夫、相木佐代、青野奈々、井出恭子、仲野宏紀、明石直子：緩和ケアチ

ームにおける整形外科医の役割。第 52 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会、川越、2019 年 7 月 11-12 日  

 

長田陽子、大谷陽子、萩  美里、水谷  麻紀子、八十嶋 宏行、森 清、真能正

幸、久田原郁夫、松本久宣、増田慎三：診断に苦慮した乳腺原発性血管肉腫の１

例。第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会、京都、2019 年 7 月 18 日−20 日  

 

相木佐代、奥山徹、菅野康二、久保田陽介、今井文信、西岡真広、伊藤嘉規、飯

田真介、小松弘和、明智龍男：高齢血液がん患者の認知機能障害の頻度と関連お

よび予測因子の検討。第 32 回日本サイコオンコロジー学会総会、東京、2019 年

10 月 11 日  

 

B-6 

久田原郁夫：  骨化を伴った大腿骨軟部腫瘍。第 94 回関西 SKR 勉強会、大阪、

2019 年 3 月 14 日  
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久田原郁夫：  下腿石灰化軟部腫瘍。第 95 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 6

月 13 日  

 

久田原郁夫： 腓骨骨頭病変の 1 例。第 96 回関西 SKR 勉強会、大阪、2019 年 9 月

12 日  

 

B-8 

相木佐代：緩和ケアを取り入れるタイミングとポイント。緩和ケアを取り入れた

心不全治療を考える会、大阪、2019 年 6 月 14 日  

 

相木佐代：なぜ、その薬？。医療法人みんと会  定期勉強会、大阪、2019 年 9 月

19 日  

 

相木佐代：なぜ、その薬？。此花区訪問看護ステーション連絡会 定期研修会、

大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

尾崎立尚、安部晴彦、相木佐代：心移植を拒否された場合の若年末期心不全患者

への対応を考える、緩和ケアを取り入れた循環器疾患治療を考える会、大阪、2020

年 1 月 22 日  

 

相木佐代：How To 人生会議  ～エビデンスを実臨床に活かすために～。第 49 回

法円坂地域医療フォーラム、大阪、2020 年 2 月 8 日  

 

仲野宏紀：医療用麻薬 (モルヒネなど )ってどんなお薬？。第 66 回おおさか健康

セミナー、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

仲野宏紀：医療用麻薬 (モルヒネなど )ってどんなお薬？。第 66 回おおさか健康

セミナー、大阪、2019 年 4 月 20 日  

 

井出恭子：大阪健康セミナー、痛みについて伝えよう・話し合おう、大阪医療セ

ンター、2019 年 4 月 20 日  

 

井出恭子：大阪健康セミナー、これからのことを話し合おう、大阪医療センター、

2019 年 4 月 20 日  
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井出恭子：静脈注射プログラム「麻薬の静脈投与管理上の注意点」、大阪医療セン

ター、2020 年 1 月 14 日  

 

井出恭子：ファシリテーション、ACTy ラダー教育研修、ラダーⅢ「人生の最終段

階の看護」、大阪医療センター、2019 年 12 月 23 日  

 

井出恭子：オンコロジーセミナー、がんサポートチームにおけるリスクマネジメ

ント、大阪医療センター、2019 年 5 月 28 日  

 

井出恭子：成人経過別援助論「終末期看護の考え方」、大阪医療センター附属看護

学校、2020 年 1 月 22 日  

 

井出恭子：成人経過別援助論「終末期にある人の特徴と理解」、大阪医療センター

附属看護学校、2020 年 1 月 29 日  

 

中濵智子、中内崇夫、岡本学、冨田朋子  チーム医療の実際～多職種との協働～ 

HIV 感染症研修会  大阪  2019 年 10 月 1 日  

 

冨田朋子  ファシリテーション  R１年度薬害 HIV 遺族交流会  京都  2019 年

11 月 10 日  

 

冨田朋子  心理検査について  西 7 病棟勉強会  大阪医療センター  大阪  2019

年 11 月 25 日  

 

冨田朋子  事例発表  関西ロールシャッハ研究会  大阪 2020 年 1 月 26 日  

 

森田眞子：「職場のメンタルヘルス（ハラスメント防止を含む）」（講義・実習）。

人事院平成 31 年度近畿地区新採用職員研修、大阪、2019 年 4 月 5 日、9 日  

 

森田眞子：「服薬支援～カウンセラーの視点から」、服薬支援ロールプレイ指導。

HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

森田眞子：HIV とカウンセリング。大阪大学医学部公衆衛生学実習、大阪、2019

年 7 月 4 日  
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森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援、HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診

療の実際。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

森田眞子：事例 2-2 指定討論者。第 12 回パリアティブケア研究会合同事例検討

会、長野、2019 年 9 月 28・29 日  

 

森田眞子：HIV 感染症と心理支援。奈良県立医科大学 4 回生実習、大阪、2019 年

10 月 10 日  

 

森田眞子：Living with HIV：自分らしく生きられる社会をめざして～HIV 感染症

を通じて考える〈オトナ Ver.〉～。大阪市立ビジネスフロンティア高校 PTA 人権

研修会、大阪、2019 年 10 月 29 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 11 月 11 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診療の実際。HIV/AIDS 看護師

研修会初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

森田眞子、安尾利彦：グループワークファシリテーション。なのはな主催新入職

者向けセルフケア研修、大阪、2019 年 12 月 9 日  

 

森田眞子：「U=U を生きる～U=U は我々に何をもたらすのかを考える～」司会。

関西 HIV 臨床カンファレンスカウンセリング部会一般公開セミナー、大阪、2019

年 12 月 14 日  

 

B-9 

関根知嘉子  

テレビ出演「つながる、集う、伝える  MBS がん検診啓発キャンペーンがめざ

すもの」2019 年 12 月 1 日  放送  
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臨床心理室 

田宮裕子 

 

 平成 19 年 7 月より臨床心理室は、①病院の理念に基づく事業であること、②

質の高い医療の提供に貢献すること、③疾患と心理状態の関連が研究されている

こと、④医療者 ‐患者関係と保健行動との関連が医療の効果を左右すること、⑤診

療科間のサービスの格差をなくすこと、以上 5 点の目的や理由により、全診療科

の患者やその家族等に対応可能な臨床心理室として再編された。昨年度より常勤

心理療法士 6 名、非常勤心理療法士 1 名、遺族健診・相談担当の心理療法士 1 名

の、合計 8 名体制となった。  

 現在臨床心理室は、臨床心理室運営委員会で審議した活動目標や計画をもとに、

患者や家族等の心理相談、心理検査、各診療科・チームとのリエゾン・コンサル

テーションといった心理臨床活動に加え、臨床心理室内のカンファレンス、臨床

心理学専攻の大学院生の実習受け入れ、近畿グループ管内のメンタルヘルス相談、

心理に関する研修の企画・運営・講義・講演、そして、研修を主に行っている。  

 当臨床心理室では従来日々の臨床に加えて、厚生労働行政推進調査事業費補助

金による HIV 関連の研究班に分担研究者や協力者として参与し、HIV 陽性者の心

理学的問題や、HIV 医療における心理臨床に関する研究を積み重ねている。また、

各種セミナーや研修会において積極的に事例発表を行い、自己研鑽に務めている。

調査研究や事例研究を心理臨床学会や日本エイズ学会などの学会において発表す

ることにより、総合病院における臨床心理室の役割を他施設に伝え、医療の総合

的な充実に資することも、当臨床心理室にとって重要な任務であると認識してい

る。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-4 

大崎晴地、塩飽耕規：世界一柔らかい建築エアートンネル (Air Tunnel)「精神看護」

23(1)：p.54-58、医学書院、2020 年 1 月 15 日  

 
A-5 

安尾利彦、西川歩美、水木薫、森田眞子、冨田朋子、宮本哲雄、富成伸次郎：HIV

陽性者の心理的問題点と対策の検討。厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ

対策政策研究事業「HIV陽性者に対する精神・心理的支援方策および連携体制構
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築に関する研究」令和元年度（分担）研究報告書、P.28-31、2020年3月  

 

A-6 

安尾利彦：なのはな便り「医療現場のメンタルヘルス」講演会 2019 年度全職員

対象研修会レポート。大阪医療センター院内報法円坂だより 161 号、pp.7-8、2019

年 7 月  

 

B-4 

大崎晴地、塩飽耕規、三村尚彦：臨床素材としての建築―精神分析の象徴性と現

象学の身体性の交わるところ―。日本精神分析的心理療法フォーラム第 8 回大会、

大阪、2019 年 7 月 6 日  

 

早坂典生、山田富秋、橋本謙、種田博之、入江恵子、小川良子、宮本哲雄：薬害

被害者の心理的支援方法の検討―被害者で終わらない、前向きな人生の生きなお

しのきっかけ；1970 年代後半生まれ血友病 HIV 感染者における「日常（普通）」

生活の取戻し―。第 33 回日本エイズ学会学術集会、熊本、11 月 28 日  

 

B-5 

安尾利彦：働き続けるための心の健康。第61回近畿地区国立病院看護学会教育セ

ミナー、大阪、2019年9月1日  

 

B-8 

安尾利彦：健康管理・メンタルヘルスについて。大阪医療センター新採用職員研

修、大阪医療センター、大阪、2019 年 4 月 2 日  

 

森田眞子：職場のメンタルヘルス（ハラスメント防止を含む）。人事院平成 31 年

度近畿地区新採用職員研修、大阪、2019 年 4 月 5 日  

 

森田眞子：職場のメンタルヘルス（ハラスメント防止を含む）。人事院平成 31 年

度近畿地区新採用職員研修、大阪、2019 年 4 月 9 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談交流会、静岡、2019 年 6 月

16 日－17 日  
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宮本哲雄：HIV 感染症と物質依存・認知症。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成

研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

森田眞子：服薬支援～カウンセラーの視点から。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師

養成研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

西川歩美：事例発表。関西 HIV 臨床カンファレンスカウンセリング部会 2019 年

度第 1 回定例会（事例検討会）、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

森田眞子：HIV とカウンセリング。大阪大学医学部公衆衛生学実習、大阪、2019

年 7 月 4 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談員研修会、大阪、2019 年 8

月 25 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援、HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診

療の実際。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

森田眞子：事例 2-2 指定討論者。第 12 回パリアティブケア研究会合同事例検討会、

長野、2019 年 9 月 28 日－29 日  

 

安尾利彦：HIV とカウンセリング。HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

中濵智子、中内崇夫、岡本  学、冨田朋子：チーム医療の実際～多職種との協働～。

HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

森田眞子：HIV 感染症と心理支援。奈良県立医科大学 4 回生実習、大阪、2019 年

10 月 10 日  

 

安尾利彦：働く人のメンタルヘルス。京都医療センター令和元年度メンタルヘル

ス講習会、京都、2019 年 10 月 15 日  

 

宮本哲雄：神経心理検査と事例検討。2019 年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ

月コース )、大阪、2019 年 10 月 18 日  
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森田眞子：Living with HIV：自分らしく生きられる社会をめざして～HIV 感染症

を通じて考える〈オトナ Ver.〉～。大阪市立ビジネスフロンティア高校 PTA 人権

研修会、大阪、2019 年 10 月 29 日  

 

西川歩美：事例発表。近畿ブロック HIV 医療におけるカウンセリング研修会、大

阪、2019 年 11 月 1 日。  

 

冨田朋子：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

宮本哲雄：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

水木  薫：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年 11

月 10 日  

 

塩飽耕規：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 11 月 11 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診療の実際。HIV/AIDS 看護

師研修会初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

冨田朋子：心理検査について。大阪医療センター西 7 階病棟勉強会、大阪、2019

年 11 月 25 日  

 

安尾利彦：ストレスとは。大阪医療センターメンタルヘルスサポートチーム「な

のはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、大阪、2019 年 12 月 9

日  

 

安尾利彦：セルフケアとは。大阪医療センターメンタルヘルスサポートチーム「な

のはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、大阪、2019 年 12 月 9
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日  

 

安尾利彦：グループファシリテーション。大阪医療センターメンタルヘルスサポ

ートチーム「なのはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、大阪、

2019 年 12 月 9 日  

 

森田眞子：グループワークファシリテーション。大阪医療センターメンタルヘル

スサポートチーム「なのはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、

大阪、2019 年 12 月 9 日  

 

森田眞子：「U=U を生きる～U=U は我々に何をもたらすのかを考える～」司会。

関西 HIV 臨床カンファレンスカウンセリング部会一般公開セミナー、大阪、2019

年 12 月 14 日  

 

安尾利彦：働く人のメンタルヘルス。姫路医療センター令和元年度メンタルヘル

ス講習会、兵庫、2019 年 12 月 17 日  

 

冨田朋子：事例発表。関西ロールシャッハ研究会、大阪、2020 年 1 月 26 日  

 

安尾利彦：新人看護師としてのストレスとレジリエンスを考える。大阪医療セン

ター付属看護学校特別講義、大阪、2020 年 2 月 27 日  
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研究分担・協力課題名 HIV陽性者の心理的問題点と対策の検討

研究分担者 ： 安尾 利彦（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

研究協力者 ： 西川 歩美（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

水木 薫（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

森田 眞子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

冨田 朋子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

宮本 哲雄（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）

富成 伸次郎（京都大学大学院 社会健康医学系専攻 健康情報学分野）

研究要旨 本研究は HIV 陽性者の行動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中断に関してその発生状況、

受診中断と関連する要因、受診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにすることを目的とする。昨年度、研究

1 としてHIV 陽性者の診療録の後方視的調査を行った結果、30 歳以下であること、抗HIV 薬服用を服用していないこ

と、無断キャンセルの回数が多いことと、受診中断の間に関連が認められた。診療の無断キャンセルが多い場合には受診

中断に繋がりやすい可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、本人の来院時に安定的な受診の障壁となっ

ている点を医療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための介入の重要性が示唆された。2年目である今年度は

研究 2 として、HIV 陽性者および他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を伴う問題や心理的傾向を疾患の

違いによって比較検討し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにすることを目的とする。高血圧、糖尿病、HIV
感染症を対象疾患とし、年齢・性別等の基本属性、受診中断・治療薬の自己中断・就労・外出といった行動、自尊感情尺

度、自意識尺度、対象関係尺度の3つの心理尺度で構成した調査を実施した。分析の結果、自尊感情が低い人ほど治療薬

の自己中断をしていた。高血圧症の人、糖尿病の人、年齢が低い人、自尊感情が高い人ほど就労しており、年齢が低い人

ほど外出をしていた。受診中断については特に共変量との関連は認められなかった。HIV 陽性者に比べて高血圧症の人

や糖尿病の人は対象関係尺度における自己中心的な他者操作と一体性の過剰希求が高かった。治療継続や就労が困難な

慢性疾患患者に対しては、自尊感情の状態に焦点を当てた介入が求められることが示唆された。またHIV陽性者は他の

慢性疾患に比べ、他者に対する健全な共感性や自己と他者の境界感覚を有していると考えられるが、過度にこの傾向が強

い場合には、他者に対して劣等感や心理的な距離感を抱きやすい可能性があると推察され、個々の事例の対象関係につい

てはこれらの点に関するアセスメントの必要性が示唆された。なお、受診中断については今回の調査では関連する要因が

明らかにならなかったため、今後は今回とは異なる視点での研究を行う必要があると考えられる。 

研究目的  
中西ら 1)によると、HIV陽性者は適応障害やうつ病など

を発症することが多く、適応障害の中心は不安あるいは抑

うつ気分であるが、対応が困難となるのは行動面の障害を

伴う場合であり、具体的には外来通院の中断、内服の自己

中断、職場放棄、ひきこもり、大量飲酒、薬物乱用が挙げ

られる。その他の先行研究でも、HIV陽性者はメンタルヘ

ルスに関する問題を抱えていることが多く 2)、メンタルヘ

ルスの低下や心理的な苦痛は、その後の安定した受診や服

薬の障壁になりやすいと言われている 3)4)。また、富成ら 5)

によると、受診中断となる因子は治療歴なし、就労なし、

若年者であり、カウンセリング導入歴があるものは、受診

中断する可能性が低いことが示唆されている。加えて、心

理社会的治療は免疫状態を改善させるだけでなく、情緒的

苦痛の軽減や服薬アドヒアランスの改善、リスク行動の低

減などの利点があると指摘されている 6)。 
これらの先行研究を踏まえ、本研究はHIV陽性者の行

動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受診中

断に関してその発生状況、受診中断と関連する要因、受

診中断に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにす

ることを目的とする。 
そこで我々は研究初年度である昨年度、研究1として大

阪医療センターに通院するHIV 陽性者の診療録の後方視

的調査を行った。その結果、半年以上の受診中断経験を有

する者は 20％であり、30 歳以下であること、抗 HIV 薬

服用を服用していないこと、無断キャンセルの回数が多い

ことと、受診中断の間に関連が認められた。本研究により

先行研究で指摘されている受診中断の要因に加え、診療の

無断キャンセルが多い場合には受診中断に繋がりやすい

可能性が明らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、

本人の来院時に安定的な受診の障壁となっている点を医

療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための

介入の重要性が示唆された。  
2年目である今年度は研究2として、HIV陽性者およ

び他の慢性疾患を対象に、受診中断等の行動面の障害を

伴う問題や心理的傾向を疾患の違いによって比較検討

し、HIV陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにする

ことを目的とする。 
 
研究方法  
高血圧、糖尿病、HIV感染症を対象疾患とする。HIV感

染症の対照群として高血圧と糖尿病を選択した根拠は、3
疾患いずれも慢性疾患ではあるものの、定期的な受診や治

療薬の内服・使用が求められること、治療しなければ重篤

な病状や後遺症、あるいは死亡が生じうる疾患であること

である。 
高血圧と糖尿病に関しては、本調査を委託するリサーチ

企業にモニター登録をしている高血圧と糖尿病の患者か

ら無作為抽出し、ウェブ上で調査への回答を求める。 
HIV 感染症に関しては、我々が2016 年～2017 年度に
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実施した質問紙調査（当院外来通院中の HIV 陽性者 300
名を無作為抽出し無記名自記式質問紙を配布）のデータの

うち、基本属性に関する質問への記載漏れのない回答を今

回の分析に用いる。 
調査項目は1）基本属性、2）保健行動・社会的行動、3）

心理尺度で構成する。 
1）基本属性として、性別、年齢、最終学歴、罹患判明

後の年月を問う。 
2）行動（保健行動・社会的行動）としては下記の項目

を問う。①受診中断：6か月間以上受診しなかった経験の

有無、②治療薬の自己中断：医師の指示でなく自分の判断

で服用・使用をやめた経験の有無、③就労および外出：内

閣府調査 4)の一部を用い、就労状況と外出の頻度。 
3）心理尺度としては以下の尺度を用いる。①自尊感情

尺度：ローゼンバーグによって作成され、山本らが翻訳し

た 10 項目から成る尺度 8)、②自意識尺度：自分自身にど

の程度注意を向けやすいかの個人差を測定するもので、公

的自意識（11項目）と私的自意識（10項目）の2つの下

位尺度（合計21項目）から成る尺度 9)、③対象関係尺度：

対人場面における個人の態度や行動を規定する、精神内界

における自己と対象との関係性の表象である対象関係を

測定するもので、親和不全（6項目）、希薄な対人関係（5
項目）、自己中心的な他者操作（5項目）、一体性の過剰希

求（6項目）、見捨てられ不安（7項目）の5つの下位尺度

（合計29項目）から成る尺度 10)。 
分析については、単純集計に加え、受診中断・治療薬の

自己中断・就労あり・外出ありをアウトカムとし、疾患、

年齢、性別、最終学歴、および、3つの心理尺度（自尊感

情尺度、自意識尺度に含まれる公的自意識・私的自意識の

2つの下位尺度、対象関係尺度に含まれる親和不全・希薄

な対人関係・自己中心的な他者操作・一体性の過剰希求・

見捨てられ不安の5つの下位尺度）を共変量として多変量

ロジスティック回帰分析を行う。また、3つの心理尺度（自

尊感情尺度、自意識尺度に含まれる公的自意識・私的自意

識の2つの下位尺度、対象関係尺度に含まれる親和不全・

希薄な対人関係・自己中心的な他者操作・一体性の過剰希

求・見捨てられ不安の5つの下位尺度）をアウトカムとし、

疾患、性別、年齢、最終学歴を共変量として重回帰分析を

行う。 
（倫理面への配慮） 
当院の倫理委員会に相当する受託研究審査委員会の承

認を得た（整理番号18102）。 
 
研究結果  

3疾患群それぞれの基本属性と受診中断・治療薬自己中

断・就労の有無・外出の有無は以下のとおりである。  
HIV感染症群（n=163） 平均年齢：49.0歳、性別：男

性159名（97.5%）、女性4名（2.5%）、最終学歴：中学6
名（3.7%）、高校46名（28.2%）、専門学校29名（17.8%）、

高等専門学校/短期大学 10 名（6.1%）、4 年生大学 60 名

（36.8%）、大学院 12 名（7.4%）。受診中断：あり 12 名

（7.4%）、なし150名（92.6%）。治療薬自己中断：あり8
名（5.1%）、なし150名（94.9%）。就労：あり130名（79.8%）、

なし 33 名（20.2%）。外出：あり 133 名（84.2%）、なし

25名（15.8%）。 
高血圧症群（n=205） 平均年齢：62.1歳。性別：男性

170名（82.9%）、女性35名（17.1%）。最終学歴：中学5
名（2.4%）、高校60名（29.3%）、専門学校13名（6.3%）、

高等専門学校/短期大学17名（8.3%）、4年生大学105名

（51.2%）、大学院 6 名（2.9%）。受診中断：あり 17 名

（8.3%）、なし188名（91.7%）。治療薬自己中断：あり19
名（9.3%）、なし186名（92.7%）。就労：あり136名（66.3%）、

なし 69 名（33.7%）。外出：あり 151 名（73.7%）、なし

54名（26.3%）。 
糖尿病群（n=210） 平均年齢：62.3歳。性別：男性172

名（81.9%）女性 38 名（18.1%）。最終学歴：中学 9 名

（4.3%）、高校63名（30.0%）、専門学校12名（5.7%）、

高等専門学校/短期大学16名（7.6%）、4年生大学104名

（49.5%）、大学院 6 名（2.9%）。受診中断：あり 20 名

（9.5%）、なし190名（90.5%）。治療薬自己中断：あり14
名（6.7%）、なし196名（93.3%）。就労：あり129名（61.4%）、

なし 81 名（38.6%）。外出：あり 142 名（67.6%）、なし

68名（32.4%）。 
行動については、自尊感情が低い人ほど治療薬の自己中

断をしていた（OR 0.948, 95%Cl 0.900 0.999, p=0.046）。
高血圧症の人（OR 3.750, 95%Cl 1.467-9.585, p=0.006）、
糖尿病の人（OR 3.052, 95%Cl 1.198-7.770, p=0.019）、年

齢が低い人（OR 0.879, 95%Cl 0.854-0.904, p<0.001）、自

尊感情が高い人（OR 1.046, 95%Cl 1.009-1.084, p=0.012）
ほど就労していた。また年齢が低い人（OR 0.954, 95%Cl 
0.931-0.976, p<0.001）ほど外出をしていた。受診中断に

ついては特に共変量との関連は認められなかった。 
心理尺度については、HIV 陽性者に比べて高血圧症の

人（β=8.221, 95%Cl 7.246-9.195, p<0.001）や糖尿病の

人（β=8.431, 95%Cl 7.452-9.409, p<0.001）は対象関係

尺度における自己中心的な他者操作が高く、また同じく

HIV 陽性者に比べて高血圧症の人（β=11.386, 95%Cl 
10.199-12.574, p<0.001）や糖尿病の人（β=11.946, 
95%Cl 10.755-13.139, p<0.001）は対象関係尺度における

一体性の過剰希求が高いという結果であった。 
 
考察  
自尊感情が高いことが治療を継続することや就労する

ことという行動と関連すること、および、HIV陽性者は他

の 2 疾患の患者に比べて就労に困難を有していることが

明らかとなった。治療継続や就労が困難な慢性疾患患者に

対しては、その自尊感情の状態に焦点を当てた介入が求め

られることが示唆された。HIV陽性者については、自尊感

情の低下にその陽性者に固有の心理的体験が影響してい

る可能性はもちろん、この疾患に罹患したことや性的指向

を巡って、間接・直接に体験される差別・攻撃・偏見を自

己に向け換えたり内在化したりした結果である可能性に

ついても、心理療法の中で検討することが必要であろう。 

また、HIV 陽性者は他の 2 疾患と比較し、対象関係尺

度における自己中心的な他者操作と一体性の過剰希求が

低いことが明らかとなった。自己中心的な他者操作とは
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「自分のために他者が動くことを当然と考え、また自分の

欲求を実現するために他者を操作的に利用しようとする

傾向」のことで、「自己優位」性や「健全な共感性が発達

していないことが尺度の根底にある」とされる 10)。また一

体性の過剰希求は「他者との心理的距離が過度に近く、自

分の要求や行動が相手と 100%共有されるはずだと思い、

またそのような相手を求める傾向」を意味し、「他者を独

立した他者と認められない、あるいは常に自分と同じだと

思う傾向を測定している」10)。このことから、HIV陽性者

は他の慢性疾患患者に比べて、他者に対する健全な共感性

や、自己と他者の境界感覚を有していると考えられる。実

際の臨床場面において、このような心理的傾向があると判

断される陽性者にはその点をフィードバックし、陽性者が

自身の心理的な強みを自覚できるように援助することが

重要であると考えられる。 
その一方で、これらの傾向が過度に強い場合は、逆に他

者に対して劣等感や過敏さ、心理的な距離感を抱きやすく、

適度な範囲であっても他者に依存することに困難がある

可能性が推察される。個々の陽性者の事例の対象関係につ

いて、これらの点のアセスメントが必要であることが示唆

された。 
今回の調査の限界として、本調査が質問紙を用いた調査

であるため、研究参加者が意識している自身の心理的傾向

のみを明らかにしており、無意識的な欲求や願望について

は取り上げることはできていない点が考えられる。例えば

上述のようにあるHIV 陽性者が他者と心理的な距離を置

いていたとしても、それは意識的な態度であり、無意識的

には他者との融合を求めながらも、自身のその願望が防衛

されている可能性も考えられる。実際の臨床場面では意識

的な面だけでなく、無意識的な心理力動についても探索す

る必要があろう。 
今回の調査ではHIV陽性者および他の2疾患の患者に

おける受診中断については関連する要因を明らかにする

ことができなかった。今後は今回の調査とは異なる視点で

の検討が必要であることが示唆された。加えて、HIV陽性

者と他の 2 疾患ではデータの収集方法に違いがある点が

結果に影響した可能性があり、この点も本研究の限界であ

ると考える。 
 
結論  

HIV 陽性者を含む慢性疾患患者において、自尊感情の

高さが就労行動と関連することが明らかとなった。また、

HIV 陽性者を他の慢性疾患患者と比較した結果、HIV 陽

性者は自己中心的な他者操作や一体性の過剰な希求の程

度がより低いという心理的特性が明らかとなった。これら

を踏まえた心理的援助が求められる。受診中断については

今回の調査では関連する要因が明らかにならなかったた

め、今後は異なる視点での研究を行う必要性が示唆された。 
 
健康危険情報  
該当なし。 

 
研究発表 
１. 論文発表  
該当なし。 

２．学会発表 
なし。 

 
知的財産権の出願・取得状況 （予定を含む）  
該当なし。 
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研究分担・協力課題名  HIV 陽性者の心理的問題点と対策の検討 
                       
研究分担者：安尾利彦（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室） 
 
研究協力者：西川歩美（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室） 

水木薫（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室）  
森田眞子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室） 
冨田朋子（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室） 
宮本哲雄（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 臨床心理室） 
富成伸次郎（京都大学大学院 社会健康医学系専攻 健康情報学分野） 

 
【問題】本研究は HIV 陽性者の行動面の障害を伴う心理学的問題に関して、中でも受

診中断に関して介入をするために、その発生状況、受診中断と関連する要因、受診中断

に至る心理力動、心理学的介入方法を明らかにする必要がある。昨年度、研究 1 として

HIV 陽性者の診療録の後方視的調査を行った結果、30 歳以下であること、抗 HIV 薬服

用を服用していないこと、無断キャンセルの回数が多いことと、受診中断の間に関連が

認められた。診療の無断キャンセルが多い場合には受診中断に繋がりやすい可能性が明

らかとなり、無断キャンセルが生じた際には、本人の来院時に安定的な受診の障壁とな

っている点を医療スタッフが本人に確認するなど受診中断予防のための介入の重要性

が示唆された。 
【目的】2 年目である今年度は研究 2 として、HIV 陽性者および他の慢性疾患を対象に、

受診中断等の行動面の障害を伴う問題や心理的傾向を疾患の違いによって比較検討し、

HIV 陽性者の行動面や心理面の特性を明らかにすることを目的とする。 
【方法】高血圧、糖尿病、HIV 感染症を対象疾患とし、年齢・性別等の基本属性、受診

中断・治療薬の自己中断・就労・外出といった行動、自尊感情尺度、自意識尺度、対象

関係尺度の 3 つの心理尺度で構成した調査を実施した。 
【結果】自尊感情が低い人ほど治療薬の自己中断をしていた。高血圧症の人、糖尿病の

人、年齢が低い人、自尊感情が高い人ほど就労しており、年齢が低い人ほど外出をして

いた。受診中断については特に共変量との関連は認められなかった。HIV 陽性者に比べ

て高血圧症の人や糖尿病の人は対象関係尺度における自己中心的な他者操作と一体性

の過剰希求が高かった。 
【考察】治療継続や就労が困難な慢性疾患患者に対しては、自尊感情の状態に焦点を当

てた介入が求められることが示唆された。また HIV 陽性者は他の慢性疾患に比べ、他

者に対する健全な共感性や自己と他者の境界感覚を有していると考えられるが、過度に

この傾向が強い場合には、他者に対して劣等感や心理的な距離感を抱きやすい可能性が

あると推察され、個々の事例の対象関係についてはこれらの点に関するアセスメントの

必要性が示唆された。なお、受診中断については今回の調査では関連する要因が明らか

にならなかったため、今後は今回とは異なる視点での研究を行う必要があると考えられ

る。 
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メンタルヘルスサポートチーム「なのはな」 

 

1．構成メンバー  

上松正朗副院長、八軒美幸副看護部長、田宮裕子精神科長、水田直樹精神科医、

小西宏一管理課長、山本紗世職員研修部係長、岡本裕子保健師、安尾利彦心理療

法士  

 

2．概要  

メンタルヘルスサポートチーム「なのはな」は、当院の職員のメンタルヘルス、

中でも主に 1 次予防（メンタルヘルスに関する情報提供・教育研修・環境改善）

と 2 次予防（メンタルヘルス不調の早期把握・早期対策）に関する企画、立案、

評価、対策を行う組織横断的なチームである。  

平成 18 年の厚生労働省からの「労働者の心の健康づくりのための指針」の改定

に基づき、「事業者が自らの事業所におけるメンタルヘルスケアを積極的に推進

すること」との指針に従い、平成 23 年 4 月からの院内での立ち上げの準備期間を

経て、安全衛生員会のもとで平成 24 年 1 月から本格的な活動を開始した。  

チームの愛称である「なのはな」は、菜の花の花言葉「豊かな日々」「快活」に

由来しており、「職員一人ひとりが心豊かに、活き活きと働くための職場づくりを

サポートしたい」という願いが込められている。  

 「なのはな」がこれまでに取り組んできた主な活動は大きく分けて、1）職員か

らの個別相談、2）チームの広報と情報提供、3）教育研修、4）危機介入、5）健

康診断時のセルフチェックの実施、6）各部署訪問による労働環境改善の働きかけ、

以上 6 つである。  

1）  職員からの個別相談：相談窓口を設け、本人およびその上司や同僚からの相

談について、精神科医 1 名と臨床心理士 1 名が対応している（精神科診療や

心理療法の提供はせず、コンサルテーションのみとしている）。  

2）  チームの広報と情報提供：ネームプレートに入れることができる、相談窓口

を記載したカードを作成した。また院内広報誌になのはな便りを掲載した。 

3）  教育研修：新入職者オリエンテーション時の講義に加え、ラインケア研修、

セルフケア研修を企画運営またはその協力をしている。  

4）  危機介入：入院患者の自殺が発生した際、現場に暴露された職員の個別面談、

グループミーティングを行った。また発生部署の職員全員に対して、急性ス

トレス障害に関する情報提供を行った。  

5）  健康診断時のセルフチェックの実施：平成 27 年度より義務化されたストレ
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スチェック制度に先駆けて、問診票とともに仕事の疲労度セルフチェックを

配布し、任意・匿名で回収し、希望者には書面で結果のフィードバックを行

った。義務化によって導入された制度に移行した。  

6）  各部署訪問による労働環境改善の働きかけ：了解が得られた部署に対して、

職業性ストレス簡易調査票によるアンケートを実施し、その結果をもとにそ

の職場の職員が主体的に改善点を検討・実施し、再度同じ調査票を用いて改

善度を評価した。  

 

3．今年度の主な活動状況  

 1）定例連絡会議：計 11 回（令和元年 4 月 22 日、5 月 27 日、6 月 24 日、7 月

22 日、8 月 26 日、9 月 30 日、10 月 28 日、11 月 25 日、12 月 23 日、令和 2

年 1 月 27 日、3 月 2 日）  

 2）研修会（企画運営および協力）：新規採用職員研修（令和元年 4 月 2 日）、新

採用臨床研修医オリエンテーション（4 月 18 日）、安全衛生研修「医療現場

のメンタルヘルス」（演者：ひつじクリニック 田中和秀）」（6 月 7 日）、メ

ンタルヘルスサポートチーム「なのはな」主催事務・コメディカル新入職者

セルフケア研修（12 月 9 日）  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-6 

安尾利彦：なのはな便り「医療現場のメンタルヘルス」講演会 2019 年度全職員

対象研修会レポート。大阪医療センター院内報法円坂だより 161 号、pp.7-8、2019

年 7 月  

 

B-5 

安尾利彦：働き続けるための心の健康。第61回近畿地区国立病院看護学会教育セ

ミナー、大阪、2019年9月1日  

 

B-8 

安尾利彦：健康管理・メンタルヘルスについて。大阪医療センター新採用職員研

修、大阪医療センター、大阪、2019 年 4 月 2 日  

 

疇地道代：医療従事者のメンタルヘルス。令和元年度大阪医療センター新採用臨

床研修医オリエンテーション、大阪、2019 年 4 月 18 日  
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安尾利彦：働く人のメンタルヘルス。京都医療センター令和元年度メンタルヘル

ス講習会、京都、2019 年 10 月 15 日  

 

安尾利彦：ストレスとは。大阪医療センターメンタルヘルスサポートチーム「な

のはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、大阪、2019 年 12 月 9

日  

 

安尾利彦：セルフケアとは。大阪医療センターメンタルヘルスサポートチーム「な

のはな」主催事務・コメディカル新入職者セルフケア研修、大阪、2019 年 12 月 9

日  

 

安尾利彦：働く人のメンタルヘルス。姫路医療センター令和元年度メンタルヘル

ス講習会、兵庫、2019 年 12 月 17 日  

 

水田直樹：ラインケア研修。芦森工業本社・大阪工場、大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

安尾利彦：新人看護師としてのストレスとレジリエンスを考える。大阪医療セン

ター付属看護学校特別講義、大阪、2020 年 2 月 27 日  
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臨床工学室 

上松正朗 

 
1. 臨床工学室スタッフ紹介  

上松正朗  

 （医師、副院長、臨床工学室室長 7 月～3 月）  

榊 雅之  

 （医師、心臓血管外科科長、手術部長、臨床工学室室長 4 月～6 月）  

林輝行（臨床工学技士長）  

・体外循環技術認定士  

・補助人工心臓管理技術認定士（小児用含む）  

・日本体外循環技術医学会 全国代議員・学術委員会  広領域部会  部会長  

宮川幸恵（主任臨床工学技士）  

・体外循環技術認定士  

・透析技術認定士  

・日本体外循環技術医学会 地方代議員・安全委員・情報委員  

・大阪府臨床工学技士会学 理事  

樋口栄二（臨床工学技士）  

・呼吸療法認定士  

・救急救命士  

藤井順也（臨床医工学技士）  

・体外循環技術認定士  

・呼吸療法認定士  

・ ITE（ Intervention Technical Expert）  

・日本 DMAT 隊員  

・大阪 DMAT 隊員  

・臨床検査技師  

中野光樹（臨床工学技士）  

 ・体外循環技術認定士  

町屋敷薫（臨床工学技士）  

・呼吸療法認定士  

黒木亮佑（臨床工学技士）  

 ・呼吸療法認定士  

 ・透析技術認定士  
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・臨床検査技師  

高橋俊平（臨床工学技士）  

丸宮和也（臨床工学技士）  

2．概要  

臨床工学室は、生命維持管理装置の管理・操作を中心に業務を行うとともに、

当直およびオンコール体制にて緊急業務に対しても 365 日 24 時間、柔軟に対

応している。また、生命維持管理装置の動作点検を日々行い医療安全の向上に

貢献している。  

a.手術室部門  

心臓血管外科手術において人工心肺装置ならびに周辺機器の管理・操作業務

を週 3 回の定期手術および緊急手術にて行っている。また循環器内科にて行わ

れる CIEDs 植え込み・交換術におけるプログラマー操作を担い、その他の術中

の医療機器トラブルにも対応している。  

b．循環部門  

心臓カテーテル室におけるカテーテルインターベーションおよび心臓アブ

レーション業務を行っている。CIEDs 領域においては循環器外来での外来患者

CIEDs チェック、MRI や CT 対応を行っている。また、手術室・心臓カテーテ

ル室・初療室・各種集中治療室における経皮的心肺補助装置（PCPS）・大動脈

内バルーンパンピング（ IABP）の管理・操作業務を行っている。  

c．血液浄化部門  

人工腎室に臨床工学技士 2-3 名を常駐させ、入院患者を対象とした各種血液

浄化装置の管理・操作業務を行っている。また、重症患者に対しては集中治療

室にて、持続緩徐式血液透析濾過療法などの各種急性血液浄化療法の管理・操

作を行っている。  

d．ME 機器部門  

中央管理室の医療機器における日常点検と物品管理、病棟での医療機器トラ

ブル対応を行っている。また、一般病棟および集中治療室に貸し出された全て

の人工呼吸器が正常に作動しているかを、毎日施行する巡回にて確認している。

この巡回業務は機械的人工呼吸療法時の事故防止の観点から大きな成果を上

げている。  

e．教育・研修  

生命維持管理装置（人工呼吸器、補助循環、など）の院内向けの勉強会を定

期的に実施している。臨床工学室内の教育体制としては、新人教育プログラム

などを設けるとともに、認定士資格取得に向けたスキルアップ教育も行ってい
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る。  

3．業務実績  

手術室部門  

人工心肺症例数：50 件  

補助循環部門  

PCPS 症例数   ：26 件（延べ 77 日）  

  IABP 症例数   ：30 件（延べ 127 日）  

血液浄化部門  

血液透析（HD or HDF）：1641 件  

持続的血液浄化（CHDF）：526 件（延べ日数）  

単純血漿交換（P E）：14 件  

二重濾過血漿交換療法（DFPP）3 件  

エンドトキシン吸着（ET-A）：8 件  

腹水還元濾過療法（CART）：6 件  

教育・研修  

臨床実習生 6 名受入れ  

院内勉強会の実施  

開催回数：37 回  
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院長室 

是恒之宏 
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エイズ先端医療開発室

HIV感染制御研究室

臨床研究推進室

レギュラトリーサイエンス研究室

がん療法研究開発室

高度医療技術開発室

医療情報研究室

EBM研究開発部

臨床研究センター

先進医療研究開発部

エイズ先端医療研究部

臨床疫学研究室

災害医療研究室

臨床研究推進部

分子医療研究室

再生医療研究室

幹細胞医療研究室

臨床研究センター 

センター長 白阪琢磨 

 

当臨床研究センターの前身の臨床研究部は昭和 54 年 4 月に設置され 40 年が経

過し、現在の臨床研究センターとなって本年度で 12 年目を迎えた。国立病院機構

では平成 17 年度より新たな研究業績評価が開始されたが、当院は常に 1-2 位の座

を獲得している。この業績評価は、治験、臨床研究プロトコール作成、特許の取

得、競争的研究費の獲得、論文著書、国内外の学会発表などの総合力で分析され

る。日常臨床が多忙を極める中で、大阪医療センターの治験を含めた臨床研究へ

の積極的な取り組みが評価されたものと考える。当臨床研究センターは平成 20 年

度臨床研究部から臨床研究センターへランクアップされたのにともない、1 部 5

室体制から 2 部 9 室体制へと改編され、従来病院内の組織であった治験管理部門

を新たに臨床研究も含めた支援室、臨床研究推進室として研究センターの元にお

くこととなった。平成 23 年度からは、新たに高度医療技術開発室、レギュラトリ

ーサイエンス研究室を開設し、3 部 11 室となった。これまでと同様、文部科研に

応募を希望する医師については、併任発令を行い、これに対応した。また、院内

の多くの医師が臨床研究に携わっていること、本部からの研究助成金を研究業績

に応じて一部分配することにより研究推進を図る目的で、平成 18 年度より医長

以上の併任、英文論文筆頭著者併任をおこなうこととした。平成 25 年度 DMAT

西日本拠点に指定されたのに伴い、平成 26 年度から災害医療研究室を加え 4 部

12 室体制となった。令和元年度の構成は以下のとおりである。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先進医療研究開発部  
幹細胞医療研究室  
幹細胞医療研究室では、ヒト iPS 細胞（人工多能性幹細胞）の作製と、iPS 細胞か

ら神経幹細胞（神経系細胞を供給する能力を持つ幹細胞）への分化誘導を行い、

再生医療や、神経毒性評価系の構築に向けた技術開発、及び疾患の発症メカニズ
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ムの研究を行っている。また、当センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同

で、各種脳腫瘍の遺伝子変異解析と、新規腫瘍マーカーの探索を実施している。  

 
再生医療研究室  

再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な

医療として確立させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工

プロセスの開発、治療用ヒト細胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発

などの研究を行なっている。また、ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発

と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実施している。さらに、

悪性脳腫瘍の新規診断・治療法開発を目標に、分子遺伝学的解析を実施している

。  
 
分子医療研究室  

分子医療研究室では各種遺伝子検査を用いた悪性脳腫瘍、難治性脳形成障害症

等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施している。  
 

エイズ先端医療研究部  
エイズ先端医療開発室  
 大阪医療センターでは、HIV 感染症の専門的診療は感染症内科が担い、他の機

能はエイズ先端医療研究部がコーディネートしている。臨床研究の主なテーマと

して HIV 感染症の病態解析や治療に関する研究と患者中心の医療の提供に関す

る研究に取り組んでいる。教育・研修では院外向けと共に、院内での研修につい

ては、看護部、医療相談室、臨床心理室等と共に職員研究部と協働で実施し、多

くの参加者を得ている。  
 
HIV 感染制御研究室  

エイズ先端医療開発室と共同で、HIV 感染症の診療における多くの問題に対し

て研究を行っている。厚生労働省エイズ対策研究事業を中心に、HIV 感染症の病

態における種々の問題点の解明に取り組み、多施設共同臨床調査や臨床的課題に

ついて取り組んでいる。  
 
EBM 研究開発部  
臨床疫学研究室  

臨床疫学研究室は主に消化器疾患の病態を分子疫学面から検証し、最適な治療

方法や安全性を検討している。肝炎に関する種々の研究を積極的に推進している。

さらに HIV 感染が B 型急性肝炎の重症度に与える影響についても検討している。

A 型肝炎についても HAV 株が EuroPride であることを報告した。  
 
がん療法研究開発室  
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本研究室では、最新の基礎研究や臨床研究によって得られた成果を利用した科

学的根拠に基づいた新しい癌治療法の開発を目的として、がん細胞やがん組織を

用いた基礎的研究から科学的根拠を確実にするための全国規模の多施設共同臨床

試験への参加、自主的臨床試験研究の企画を進めている。特に、新たながんの診

断や治療戦略の開発をめざし、外科手術時などに得られたがん組織を利用してが

んにおける分子異常を探り、それに基づいた臨床において利用できる医療技術や

医薬品として確立することを行う目的とした研究（橋渡し研究、トランスレーシ

ョナルリサーチ）を行っている。  
 

高度医療技術開発室  
医用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や

現象の画像化が可能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性があ

る。これらの技術開発には医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構

築が必要であるが、米国における産学連携の仕組みや組織と比較すると本邦では

まだまだ発展の余地が多いと言える。病院における医療現場のニーズを企業が保

有している技術開発力や大学の基礎医学研究能力に結び付けながら、常に新しい

高度医療技術の開発に取り組んでゆくことが、病院に付属する本研究室の最も重

要な役割である。平成 30 年度には CT 画像検査、心エコー検査に関して行った研

究報告（AHA2018）が、心エコー図学会に認められ海外発表優秀論文賞を受賞し

た。  
 

医療情報研究室  
医療情報研究室では、医療への IT 応用に関するソフト、ハードの両側面の研

究を行って     いる。病院において実稼働している病続情報統合システム

を用いた研究、病院情報システム本体の機能拡張に関する独自の研究を実施する

一方、治験・臨床研究や医療安全に関する     システム的検討、シミュレ

ーションや統計などの情報科学の医療応用に関する研究を行っている。また、ネ

ットワーク技術や画像処理技術の応用・改良など、情報処理の基盤技術に        

関連した研究も行っている。早急に実用化することを求められている災害時の国

内標準  電子カルテについて、あるいは SS-MIX、SS-MIX2、MML、openEHR とい

った標準規格を通して異なる電子カルテシステム間のスムーズな連携についても

研究を行なっている。2019 年には「令和時代のシステムリプレース -診療現場か

らのレポートー」というテーマでワークショップを主催した｡国内甚大災害時に

使用出来る電子トリアージ、災害掲示板、電子災害診療録統合システムの開発と

実用化を行い、本システムを利用した机上訓練結果は 2020 年 2 月の災害医学会

で発表した。  
 
災害医療研究室  

主要な研究テーマのひとつは災害時医療情報の応用で、厚生科学研究費補助金

による「災害時効果的初動期医療の確保及び改善に関する研究」では共同研究者
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として災害時の標準的診療記録票を作成した。さらに主任研究者として厚生労働

省指定研究「南海トラフ巨大地震の被害想定に対するDMATによる急性期医療対

応に関する研究」を報告し、厚生労働省の進めている災害急性期医療対応の判断

根拠となるデータを作成した。今年度は医療情報部岡垣が、医療情報の災害活用

に関し複数回の国内学会発表をおこなった。また、国際学会ではファイルメーカ

ーを応用した災害時の医療情報収集と整理、解析の方法を研究発表した。  

 
 
臨床研究推進部  
臨床研究推進室  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネー

ションを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援

している他、受託研究審査委員会（ IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究

と各種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した２つの IRB

（第１委員会・第２委員会）により審議を行っている。この２つの IRBは、厚生労

働省より「質の高い倫理審査が行える委員会（認定倫理審査委員会）」として認定

を受けており、 iPadを導入し、ペーパーレスとしている。  

また、平成３０年３月３１日には臨床研究法上の臨床研究審査委員会として厚

生労働大臣から認定を取得した。国立病院機構では５機関が認定されており、４

月以降は情報共有を行いつつ審査体制の整備に努め、平成３１年１月から審査意

見業務を開始した。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確

実な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究

についても、同様の支援を行っている。  
 

レギュラトリーサイエンス研究室  
レギュラトリーサイエンスの考えに基づき、臨床現場での薬剤・医療機器や技術

等の使用を評価するための手法の構築を目的として平成 23 年 4 月に設立され、9
年が経過した。令和元年度においては、心房細動患者における抗凝固薬治療と満

足度評価、国際共同試験 GARFIELD-AF 試験における NOAC とワルファリンの使

い分けに関する因子分析、同試験における慢性腎臓病のアウトカムに及ぼす影響、

ETNA-AF 国際レジストリーの異議とデザイン、75 歳以上の高齢者心房細動レジ

ストリー（ANAFIE）登録解析、ANAFIE 研究における脳梗塞既往患者解析等を行

い、英文論文化し発表した。  
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【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：

Outbreak of hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men 

in Osaka, Japan, from March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P.705-710、2019 年 6

月、Epub 2019 Mar 1. 

 

Sakakibara Y, Kato S, Kawamato Y, Higashi S, Bessho H, Fujii Y, Shoji A, Iwasaki T, 

Ishihara A, Tanaka S, Hasegawa H, Akasaka T, Nakazuru S, Ishida H, Watanabe D, 

Uehira T, Shirasaka T, Mita E：Helicobacter pylori infection status in human 

immunodeficiency virus-positive patients. 「Gastrointestinal Endoscopy」89(6) Sup, 

P.AB502、2019 年 6 月  

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 

Nakazuru S, Uehira T, Shirasaka T, Mita E： Favorable outcome with direct-acting 

antiviral treatment in hepatitis C patients coinfected with HIV.「Hepatol Res」49(9)：

P.1076-1082、2019 年 9 月、Epub 2019 Jun 17. 

 

A-4 

宮崎哲郎、清木祐介、石原朗雄、田中聡司、上平朝子、白阪琢磨、石田  永、三田

英治：Sofosbuvir 治療時に Atazanavir による高ビリルビン血症を呈した 2 例「日

本病院総合診療医学会雑誌」15(3)：P.326、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

清木祐介、田中聡司、宮崎哲郎、石原朗雄、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、石

田  永、三田英治：2018 年 A 型急性肝炎流行に関する検討「日本病院総合診療医

学会雑誌」15（3）：P.252、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例「膵臓」34(3)：P.A300、日本膵

臓学会、2019 年 6 月  

 

金澤美弥子、新井裕子、遠藤康伸、笠井正志、笠松  悠、鞍谷沙織、小塚雄民、小

森敏明、佐々木富子、白阪琢磨、杉山香代子、張  慶哲、藤田直久、三浦正義、明

神翔太、矢野篤次郎、山之上弘樹、由良温宣、波多江新平：感染予防対策のため
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の基本的知識の理解  病院における隔離予防対策のポイント  隔離を合理的に行う

ために「診療と新薬」56（7）：P.527-541、医事出版社、2019 年 7 月  

 

白阪琢磨：AIDS 治療のこの 35 年を振り返り、次の 10 年、20 年へ「HIV 感染症

と AIDS の治療」10(1)：P.4-18、株式会社メディカルレビュー社、2019 年 9 月  

 

白阪琢磨：ガイドライン改訂の Points DHHS ガイドライン改訂のポイント「HIV

感染症と AIDS の治療」10(1)：P.19-25、株式会社メディカルレビュー社、2019 年

9 月  

 

白阪琢磨：HIV 感染症診断の最前線「Medical Technology」47(9)：P.910-916、2019

年 9 月 15 日発行  

 

白阪琢磨：HIV 診療におけるチーム医療とその意義「呼吸器内科」36(5)：P.500-

505、科学評論社、2019 年 11 月  

 

白阪琢磨：抗 HIV 薬「治療薬ハンドブック 2020」、株式会社じほう、2020 年 1 月  

 

大北全俊、井上洋士、山口正純、白阪琢磨：Undetectable=Untransmittable (U=U)と

は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2

月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進

調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症及びその合併症の課題

を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。

公益財団法人友愛福祉財団委託事業「エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よる HIV 感染者の調査研究」令和元年度報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

A-6 

白阪琢磨：「HIV の新常識」知って。毎日新聞朝刊、2019 年 6 月 17 日  
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白阪琢磨：エイズは治療すれば人にうつらない病気に  新常識で若者啓発。産経新

聞、2019 年 11 月 7 日  

 

（HIV/AIDS 先端医療開発センター）：医の現場「HIV 治療の今」。読売新聞朝刊

（近畿、中四国版）、2020 年 3 月 27 日  

 

B-2 

Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita 

E: Immune reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as 

predictive factors for HBsAg seroclearance in HBV/HIV patients treated with 

antiretroviral therapy. European Association for the Study of Liver, The International 

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  

 

Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida 

Y, Miyabe T, Sako R, Yamazaki K, Uehira T, Shirasaka T: Discontinuation of long-term 

dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms. 10th IAS 

Conference on HIV Science (IAS 2019), Mexico City, 2019 年 7 月 22 日  

 

Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, Murai T: Differences of cognition and 

brain white matter between cART-treated HIV-infected patients with low and high CD4 

nadir. NEUROSCIENCE 2019, Chicago, 2019 年 10 月 23 日  

 

B-3  

白阪琢磨：Scientific Engagement Satellite Symposia「国内のガイドラインについて」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：臨床試験が示す今後の HIV 診療の新たな展開への期待と課題～2 剤併

用療法 (DTG+3TC)を HIV の実臨床でどう活かすべきか～。第 33 回日本エイズ学

会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症：治療の手引き「What’s New」。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 
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河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東  瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原

朗雄、  岩崎哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田  永、三

田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡  慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦  亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断

症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ

ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ

ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋 弘、岡  慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 健

康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年
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11 月 28 日  

 

川戸美由紀、橋本修二、大金美和、岡  慎一、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福武

勝幸、八橋  弘、白阪琢磨：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 2 報 循

環器疾患等の状況。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

佐保美奈子、古山美穂、山田加奈子、高  知恵、二木貞夫、土井章裕、岡本友子、

立花久裕、辻岡舞衣子、北畠朋子、白阪琢磨：臨床看護職による大阪府立 A 高校

におけるクラス単位 HIV 予防教育の実践。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯  正之、砂川富正、白阪琢磨：当院

の新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA

量の年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

B-6 

渡邊  大、川畑拓也、森  治代、小島洋子、駒野  淳、塩田達雄、中山英美、村上  

努、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：プロテア

ーゼ領域と逆転写酵素領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリーニング法

に関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

廣田和之、渡邊  大、小泉祐介、坂梨大輔、上地隆史、西田恭治、竹田真未、田
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栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子：当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する

検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、山内一恭、白阪琢磨：投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度高値とテ

ノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投与時の腎機能関連有害事象による投

与中止の関連。第 33 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019 年 6 月 8 日  

 

岩橋佑樹、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、桝田智仁、西田恭治、上平朝子、白

阪琢磨：HIV感染者において市中感染型MRSAによる皮膚軟部組織感染症と菌血

症を認めた一例。第227回日本内科学会近畿地方会、京都、2020年3月7日  

 

B-7 

白阪琢磨：HIV 感染症  ゼロを目指して、今、できること～長期療養時代のニーズ

とビクタルビ配合錠へ寄せる期待～。Gilead Infectious Disease Symposium in 中国・

四国、岡山、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨：DTG+3TC の 2DR の臨床試験をひもとく～HIV 感染症治療の歴史と

2DR が開く今後の展望。シオノギ Web カンファレンス、大阪、2019 年 10 月 30

日、31 日  

 

B-8 

白阪琢磨：概論。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、大阪、2019

年 4 月 18 日  

 

白阪琢磨、東  政美：HIV/AIDS の基礎知識。泉大津 HIV 感染症研修、泉大津、2019

年 4 月 23 日  

 

白阪琢磨：Perspecitve of HIV-1 infection and AIDS in Japan。The Tokyo HIV Clinical 

Forum、東京、2019 年 5 月 7 日  

 
白阪琢磨：最新の HIV 感染症治療と最近の課題。平成 31 年度中核拠点病院看護

管理者会議、東京、2019 年 5 月 17 日  
 



─ 297 ─

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識～医療と最新の治療について。大阪府平成 31 年

度 HIV/AIDS 基礎研修、大阪、2019 年 5 月 24 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 18 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 6 月 21 日  

 

白阪琢磨：日本の HIV/エイズの感染動向と HIV 医療体制。エイズ予防財団令和

元年度 HIV/エイズ基礎研修会、大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

白阪琢磨、北山翔子、岩室紳也：話してリアルになったこと  HIV/AIDS だけでは

なく、いろんなことについて～〈話す〉の意味は～～〈リアル〉とは～。第 26 回

AIDS 文化フォーラム in YOKOHAMA、横浜、2019 年 8 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の人権課題～HIV、AIDS 等の現状と課題～。大阪府人権総

合講座  人材養成コース（前期）、大阪、2019 年 8 月 7 日  

 

白阪琢磨、岡本 学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 21 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の基礎知識と患者のケアの実際。医療法人協和会協立病院

HIV/AIDS 研修、川西、2019 年 8 月 26 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識－歴史、現状、今後の対策（検査、予防も含む）。

大阪市阿倍野区薬剤師会  保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識と施設での受け入れについて。高齢者等介護施

設のための HIV/エイズ研修会～知ることからはじめよう～、大阪、2019 年 9 月

27 日  

 

白阪琢磨：疫学と抗 HIV 治療ガイドライン。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  
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白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 19 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

白阪琢磨、岩室紳也、白井千香：自分のこととして考えよう -性感染症・HIV-。第

9 回 AIDS 文化フォーラム in 京都、京都、2019 年 10 月 5 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の疫学。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の受け入れに向けて・高齢者結核の問題と集団感染対策。

大阪市老人福祉施設連盟研修会、大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

大平勝美、岡  慎一、高久陽介、白阪琢磨：10 年で変わったこと･変わらないこと、

そして 2030 年を見据えて。ViiV10 周年記念シンポジウム、東京、2019 年 11 月 11

日  

 

岡  慎一、白阪琢磨、松下修三： the path forward and the potenetial role of FTC in 

Japan。厚生労働行政推進調査事業「2020 年五輪大会に向けた東京都内の HIV･性

感染症対策に関する研究」班 The path to ending AIDS: Mobilizing the city for Tokyo 

2020、東京、2019 年 12 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状と支援。大阪府立大学公衆衛生看護学講義、大阪、

2019 年 12 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV について。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月 6

日  

 

白阪琢磨：医療と幸福感－生まれて来て、死ぬまで－医師がともに歩み思うこと。

平成 31 年度大阪府立豊中高等学校ワールドラーニング事業、豊中、2020 年 1 月

30 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症で期待される病診連携と新たな課題。令和元年度 HIV 地域

医療連携研修会、大阪、2020 年 2 月 6 日  
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B-9 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-①。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-②。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-③。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 18 日  

 

白阪琢磨：「ええなぁカラダ相談室」HIV について。MBS ラジオ「上泉雄一のえ

えなぁ」、大阪、2019 年 8 月 7 日、14 日、21 日放送  

 

白阪琢磨：エイズという病気とは？。2020 年度より使用教科書「小学校  新しい

保健」教師用指導書付属 DVD-ROM、大阪、2019 年 11 月 15 日  

 

白阪琢磨：エイズを取り巻く状況について。ABC ラジオ「道上洋三の健康道場」、

大阪、2019 年 12 月 7 日、14 日放送  
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幹細胞医療研究室 

室長 正札智子 

 

【概要】  

幹細胞医療研究室では、ヒト iPS 細胞（人工多能性幹細胞）より、神経幹細胞（神

経系細胞を供給する能力を持つ細胞）への分化誘導技術の開発をメインテーマとし

て研究を行っています。それらの成果は、再生医療応用や、ハイスループットの神

経毒性評価試験、及び神経疾患の発症メカニズムの解明に役立てています。また当

センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同で、脳腫瘍の遺伝子変異解析と、新

規腫瘍マーカーの探索を実施しています。  

 

【研究テーマ】  

１．ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞の作製と培養法の検討  

神経幹細胞は、自己複製能を持ち、神経系細胞に特化した分化能を保持しながら、

長期に維持・培養することができるため、再生医療研究や創薬研究での有用性が高

い細胞です。そこで、再生医療への応用や、神経毒性評価系の構築を目指し、iPS

細胞から、使用目的に応じた神経幹細胞や神経系細胞への分化誘導法の開発と、分

子生物学的な手法を用いた評価を進めています。  

 

２．神経疾患原因遺伝子の変異解析と疾患細胞の特性解析 

難治性脳形成障害症などの神経疾患をお持ちの患者様より、試料をご提供頂き、疾

患を起因する原因遺伝子の変異解析を行っています。また L1CAM 遺伝子という細

胞接着因子に注目し、疾患細胞や遺伝子組換え技術を用いて、遺伝子変異や異常な

発現様式によって惹起される細胞形質を、分子的な解析を進めています。  

 

３．脳腫瘍患者摘出手術検体の遺伝子解析と新規腫瘍マーカーの探索 

大阪医療センター及び近隣施設の神経膠腫患者、また小児に発症例の多い脳腫瘍で

ある髄芽腫と上衣腫患者は全国規模で、摘出腫瘍組織をご提供いただき、発症原因

や予後との関連が示唆されている遺伝子の分子診断を行っています。また腫瘍組織

から樹立し、長期培養に成功した細胞株の生物学的特性解析を行い、医療応用を目

指す iPS 細胞由来神経幹細胞の腫瘍化リスクの指標となるマーカーの探索を実施し

ています。  
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【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, Mano 

M, Kagawa N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, Fukai J, 

Fujita K, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: Distribution differences in 

prognostic copy number alteration profiles in IDH-wild-type glioblastoma cause survival 

discrepancies across cohorts. 「Acta Neuropathol Commun」7(1):99、2019 年 6 月  

 

Kimura Y, Shofuda T, Higuchi Y, Nagamori I, Oda M, Nakamori M, Onodera M, 

Kanematsu D, Yamamoto A, Katsuma A, Suemizu H, Nakano T, Kanemura Y, Mochizuki 

H: Human Genomic Safe Harbors and the Suicide Gene-Based Safeguard System for iPSC-

Based Cell Therapy. 「Stem Cells Transl Med」8(7):627-638、2019 年 7 月 

 

Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T, Kanemura Y: Evaluation of the susceptibility of neurons 

and neural stem/progenitor cells derived from human induced pluripotent stem cells to 

anticancer drugs. 「J Pharmacol Sci」140(4):331-336、2019 年 8 月  

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, 

Moriuchi S, Uda T, Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida N, 

Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura Y: 

Radiomics and MGMT promoter methylation for prognostication of newly diagnosed 

glioblastoma. 「Sci Rep」9(1):14435、2019 年 10 月  

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, Takahashi M, 

Narita Y, Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, Takagaki M, 

Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, Kanematsu D, 

Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura K, Kanemura Y, Kishima H: Prediction 

of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma from magnetic resonance images 

using a convolutional neural network. 「Sci Rep」9(1):20311、2019 年 12 月  

 

B-2 

Kanemura Y, Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T: Evaluation of the susceptibility of neurons 

derived from human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs for CNS tumors. 

2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019 年 11 月 22 日  
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Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kinoshita M, Kodama Y, Kagawa N, Okita Y, 

Nonaka M, Uda T, Fukai J, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: A combination 

of MGMT methylation and NFKBIA copy number alteration refines prognostication of 

IDH-wt glioblastomas. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019 年 11 月 22

日 

 

Arita H, Matsushita Y, Ohno M, Miyake Y, Saito K, Tanaka S, Nakamura T, Tamura K, 

Higuchi F, Sandika E, Sabit H, Hattori Y, Yamaguchi S, Okita Y, Sakamoto D, Fukai J, 

Uda T, Hata N, Shofuda T, Sasayama T, Mori K, Kurozumi K, Kanamori M, Sasaki H, 

Kishima H, Kanemura Y, Nakada M, Sonoda Y, Nagane M, Ueki K, Nishikawa R, Narita Y, 

Ichimura K: Prognostic role of TERT promoter mutations improves the stratification of 

IDH-mutated lower grade glioma. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019

年 11 月 23 日 

  

Kijima N, Kanematsu D, Shofuda T, Nonaka M, Iwata R, Fukai J, Inoue A, Sasayama T, 

Tsuyuguchi N, Kawashima T, Higuchi Y, Suemizu H, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: 

Characterization of patient-derived primary cell lines and xenografts for glioblastoma. 2019 

SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019 年 11 月 23 日  

 

B-3 

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、隅田美穂、吉岡絵麻、山本篤世、半田

有佳子、勝間亜沙子、高田 愛、中村雅也、岡野栄之：神経再生治療に用いる iPS 細

胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法。日本組織培養学会第 92 回大会、東京都千

代田区、2019 年 7 月 6 日 

 

金村米博、正札智子、福角勇人、兼松大介、山本篤世、勝間亜沙子、隅田美穂、山

口 亮、峯 裕、中村雅也、岡野栄之：中枢神経領域での再生医療【総合討論あり】

。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 10 日  

 

B-4 

梅原 徹、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、木下 学、児玉良典、香川尚己、沖田典

子、埜中正博、宇田武弘、深井順也、藤田浩二、阪本大輔、森 鑑二、貴島晴彦、金

村米博：初発 IDH 野生型膠芽腫における NFKBIA 欠失の臨床的意義の検討。一般社

団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  
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深井順也、有田英之、梅原 徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下 学、沖田典

子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、上松右二、中尾直之、森 艦二、金村米博：高

齢者膠芽腫の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。一般

社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、篠山

隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、金村米博

：グリオブラストーマ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived xenograft バン

ク確立の試み。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 11 日 

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細胞の抗

がん剤感受性評価。第 2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大会、大阪

市、2019 年 11 月 2 日 

 

金村米博、正札智子、吉岡絵麻、兼松大介、勝間亜沙子、高田 愛、 眞能正幸、児
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再生医療研究室 

 室長 金村米博 

 

【概要】  

再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な

医療として確立させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工

プロセスの開発、治療用ヒト細胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発

などの研究を行なっています。また、ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開

発と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実施しています。また、

悪性脳腫瘍の新規診断・治療法開発を目標に、分子遺伝学的解析を実施していま

す。  

 

【主な研究テーマ】  

１．治療用ヒト細胞培養プロセスの開発  

治療に使用する各種ヒト細胞を培養・加工するヒト細胞培養専用施設（セルプ

ロセッシングセンター）の管理・運用を担当し、セルプロセッシングセンター内

でのヒト細胞培養プロトコールの開発を行っています。また、細菌・真菌検査や

遺伝子検査などを組み込んだ治療用ヒト細胞の品質検査法の開発などを行なっ

ています。  

 

２．医療用ヒト幹細胞の品質管理技術の開発  

再生医療に使用する細胞として、組織幹細胞であるヒト神経幹細胞および間葉

系幹細胞さらにヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞などを主な研究対象として、細胞

増殖能、染色体構造、細胞表面マーカー発現様式、細胞分化能等を詳細に解析し

てこれら細胞の生物学的特性を明らかにし、医療応用するための細胞の品質管理

に必要な項目の策定とその検査方法の開発を行っています。  

 

３．ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索  

ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞、ヒト iPS 細胞由来神経細胞を主に使用して、

各種薬剤の毒性評価をハイスループットで評価するシステムの開発を行ってい

ます。また、ヒト神経前駆細胞やグリオーマ幹細胞を標的とする新規治療薬候補

化合物の探索を実施しています。  
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Hirata T, Kinoshita M, Tamari K, Seo Y, Suzuki O, Wakai N, Achiha T, Umehara T, 

Arita H, Kagawa N, Kanemura Y, Shimosegawa E, Hashimoto N, Hatazawa J, 

Kishima H, Teshima T, Ogawa K: 11C-methionine-18F-FDG dual-PET-tracer-based 

target delineation of malignant glioma: evaluation of its geometrical and clinical 

features for planning radiation therapy. 「 J Neurosurg」131(3):676-686、2019 年 9

月  

 

Sasaki T, Kinoshita M, Fujita K, Fukai J, Hayashi N, Uematsu Y, Okita Y, Nonaka M, 

Moriuchi S, Uda T, Tsuyuguchi N, Arita H, Mori K, Ishibashi K, Takano K, Nishida 

N, Shofuda T, Yoshioka E, Kanematsu D, Kodama Y, Mano M, Nakao N, Kanemura 

Y: Radiomics and MGMT promoter methylation for prognostication of newly 

diagnosed glioblastoma. 「Sci Rep」9(1):14435、2019 年 10 月  

 

Ozaki T, Kinoshita M, Arita H, Kagawa N, Fujimoto Y, Kanemura Y, Sakai M, 

Watanabe Y, Nakanishi K, Shimosegawa E, Hatazawa J, Kishima H: Validation of 

magnetic resonance imaging-based automatic high-grade glioma segmentation 

accuracy via (11)C-methionine positron emission tomography. 「 Oncol Lett」

18(4):4074-4081、2019 年 10 月  

 

Takami H, Fukuoka K, Fukushima S, Nakamura T, Mukasa A, Saito N, Yanagisawa T, 

Nakamura H, Sugiyama K, Kanamori M, Tominaga T, Maehara T, Nakada M, 

Kanemura Y, Asai A, Takeshima H, Hirose Y, Iuchi T, Nagane M, Yoshimoto K, 

Matsumura A, Kurozumi K, Nakase H, Sakai K, Tokuyama T, Shibui S, Nakazato Y, 

Narita Y, Nishikawa R, Matsutani M, Ichimura K: Integrated clinical, 

histopathological, and molecular data analysis of 190 central nervous system germ 

cell tumors from the iGCT Consortium. 「Neuro Oncol」21(12):1565-1577、2019

年 12 月  



─ 308 ─

 

 

Fukuma R, Yanagisawa T, Kinoshita M, Shinozaki T, Arita H, Kawaguchi A, 

Takahashi M, Narita Y, Terakawa Y, Tsuyuguchi N, Okita Y, Nonaka M, Moriuchi S, 

Takagaki M, Fujimoto Y, Fukai J, Izumoto S, Ishibashi K, Nakajima Y, Shofuda T, 

Kanematsu D, Yoshioka E, Kodama Y, Mano M, Mori K, Ichimura K, Kanemura Y, 

Kishima H: Prediction of IDH and TERT promoter mutations in low-grade glioma 

from magnetic resonance images using a convolutional neural network. 「Sci Rep」

9(1):20311、2019 年 12 月  

 

Yotsumoto Y, Harada A, Tsugawa J, Ikura Y, Utsunomiya H, Miyatake S, Matsumoto 

N, Kanemura Y, Hashimoto-Tamaoki T: Infantile macrocephaly and multiple 

subcutaneous lipomas diagnosed with PTEN hamartoma tumor syndrome. 「Mol 

Clin Oncol」12:329-335、2020 年 1 月  

 

Yamaki T, Shibahra I, Matsuda KI, Kanemura Y, Konta T, Kanamori M, Yamakawa 

M, Tominaga T, Sonoda Y. Relationships between recurrence patterns and 

subventricular zone involvement or CD133 expression in glioblastoma. 「 J 

Neurooncol」146(3):489-499、2020 年 2 月  

 

Aoki T, Kishimoto H, Hirato J, Kanemura Y, Mori M, Arakawa Y, Kurihara J, 

Oguma E, Koh K: A 21-Month-Old Boy with One-Month History of Vomiting. 

「Brain Pathol」  

30(2):425-426、2020 年 3 月  

 

A-3 

金村米博：先天性奇形の遺伝子診断の意義．「脳神経外科 周術期管理のすべ

て 第 5 版」松谷雅生、田村  晃、藤巻高光、森田明夫  編集、P. 517-536、株

式会社メジカルビュー社、2019 年 5 月 30 日  

 

A-4 

木下  学、金村米博、成田善孝：神経膠腫の radiomics－これまでの進歩とこれ

からの課題－．「臨床画像」35(6):718-722、2019 年 6 月  

 

B-2 

Kanemura Y, Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T: Evaluation of the susceptibility of 



─ 309 ─

 

 

neurons derived from human induced pluripotent stem cells to anticancer drugs for 

CNS tumors. 2019 SNO Annual Meeting, Phoenix, Arizona, US, 2019 年 11 月 22 日  
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高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上

平朝子、藤中俊之：HIV 陽性患者の中枢神経病変 -脳生検術の必要性。 一般社

団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

梅原  徹、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、木下  学、児玉良典、香川尚己、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、深井順也、藤田浩二、阪本大輔、森  鑑二、貴

島晴彦、金村米博：初発 IDH 野生型膠芽腫における NFKBIA 欠失の臨床的意

義の検討。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 11 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、上松右二、中尾直之、森  艦二、金
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村米博：高齢者膠芽腫の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA の

データ解析。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019

年 10 月 11 日  

 

森  鑑二、熊谷哲也、小林真紀、岩田貴光、中河寛治、工藤  輝、豊田真吾、金

村米博、瀧  琢有：悪性神経膠腫再発時における治療と予後。一般社団法人日

本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

木谷知樹、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：脳膿瘍の手術治療戦略と再発および予後に関する検討。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

石橋謙一、下本地航、井上  健、山崎夏維、原  純一、金村米博、山中一浩、岩

井謙育：ヒストン H3 K27M・G34R 変異を有する神経膠腫に対する集学的治療。

一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11

日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：グリオブラストーマ初代培養確立株の特性の検討と Patient derived 

xenograft バンク確立の試み。一般社団法人日本脳神経外科学会第 78 回学術総

会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

西川真弘、井上明宏、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金村米博、田

中潤也、大西丘倫、國枝武治 : 膠芽腫再発に関わる腫瘍幹細胞の浸潤能と増殖

能 -低酸素環境下でのオステオポンチンの発現と機能から -。一般社団法人日本

脳神経外科学会第 78 回学術総会、大阪市、2019 年 10 月 11 日  

 

福角勇人、半田有佳子、正札智子、金村米博：ヒト iPS 細胞由来分化神経細

胞の抗がん剤感受性評。第 2 回日本再生医療とリハビリテーション学会学術大

会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

東郷一行、福角勇人、正札智子、馬場孝輔、望月秀樹、金村米博：ヒト iPS
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細胞由来神経前駆細胞の長期分化誘導法の検。第 2 回日本再生医療とリハビリ

テーション学会学術大会、大阪市、2019 年 11 月 2 日  

 

金村米博、正札智子、吉岡絵麻、兼松大介、勝間亜沙子、高田  愛、 眞能正幸、

児玉良典、森  鑑二：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークにおけるグリオ

ーマ中央遺伝子診断体制構築の試み。日本人類遺伝学会第 64 回大会、長崎市、

2019 年 11 月 7 日  

 

兼松大介、正札智子、吉岡絵麻、  隅田美穂、勝間亜沙子、山本篤世、半田有

佳子、福角勇人、中村雅也、  岡野栄之、金村米博：ヒト iPS 細胞由来神経前

駆細胞の増殖過程で発生する染色体核型異常の特徴。日本人類遺伝学会第 64

回大会、長崎市、2019 年 11 月 7 日  

 

宮  冬樹、加藤光広、齋藤伸治、岡本伸彦、金村米博、鎌谷高志、小崎健次郎、

角田達彦：遺伝性疾患のエクソーム・全ゲノムシーケンスデータを対象とした

AI によるトランスクリプトーム異常の予測解析。日本人類遺伝学会第 64 回大

会、長崎市、2019 年 11 月 7 日  

 

森  鑑二、正札智子、眞能正幸、児玉良典、木下  学、有田英之、森内秀祐、宇

田武弘、瀧  琢有、深井順也、埜中正博、石橋謙一、阪本大輔、泉本修一、西

田南海子、沖田典子、中島義和、高野浩司、橋本直哉、露口尚弘、奥田武司、

阿知波孝宗、林  宣秀、出原  誠、金村米博：テモゾロミドと放射線併用治療後

に再発した膠芽腫に対する治療と予後。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石

川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

沖田典子、正札智子、兼松大介、吉岡絵麻、児玉良典、眞能正幸、木下  学、

埜中正博、藤中俊之、金村米博：Grade2、3 神経膠腫における MET-PET での

IDH 変異と MGMT プロモーターメチル化率の予測。第 37 回日本脳腫瘍学会学

術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、

田村  郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武

笠晃丈、永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT 

promoter mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子であ
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る。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 1 日  

 

梅原  徹、木下  学、佐々木貴浩、有田英之、吉岡絵麻、正札智子、平山龍一、

木嶋教行、香川尚己、沖田典子、宇田武弘、深井順也、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：機械学習による画像テクスチャ解析を用いた初発膠芽腫の予後推定。

第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

木嶋教行、兼松大介、正札智子、埜中正博、岩田亮一、深井順也、井上明宏、

篠山隆司、露口尚弘、川嶋俊幸、樋口裕一郎、末水洋志、森  鑑二、貴島晴彦、

金村米博：関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワークでの Patient derived 

xenograft バンクの現状。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019

年 12 月 2 日  

 

西川真弘、井上明宏、大塚祥浩、尾崎沙耶、松本  調、末廣  諭、矢野  元、金

村米博、田中潤也、大西丘倫、國枝武治：CD44 高発現腫瘍幹細胞における

Osteopontin の発現と機能：膠芽腫発現の鍵となる低酸素。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

牧野恭秀、荒川芳輝、吉岡絵麻、正札智子、川内  豪、丹治正大、峰晴陽平、

宮本  亨、金村米博：グリオーマの RAS 変異解析と臨床的特徴の検討。第 37

回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

川内  豪、正札智子、吉岡絵麻、牧野恭秀、丹治正大、峰晴陽平、金村米博：

京都大学における小児・AYA 世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37 回日本

脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖

田典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、森  艦二、金村米博：高齢者膠芽腫

の分子病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。第 37 回日

本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、

田村  郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武

笠晃丈、永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT 
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promoter mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子であ

る。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上

平朝子、藤中俊之：HIV 陽性患者における中枢神経原発悪性リンパ腫の診断と

治療。第 37 回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

B-6 

館  哲郎、木嶋教行、村上皓紀、中川僚太、木谷知樹、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：未破裂動脈瘤患者における多発性のう胞腎スクリーニン

グの有用、Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting。第 77 回日本脳神経外科学

会近畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019

年 4 月 6 日  

 

村上皓紀、館  哲郎、中川僚太、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  伸、藤

中俊之：血管型エーラース・ダンロス症候群に合併した内頸動脈海綿静脈洞

（CCF）の 1 例、Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting。 第 77 回日本脳神

経外科学会近畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中

市、2019 年 4 月 6 日  

 

山崎弘輝、木谷知樹、西本渓佑、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：浅側頭動脈 -中大脳動脈吻合部動脈瘤に対してステント併

用コイル塞栓術を施行した一例。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集

会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、

金村米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device

の治療成績。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年

9 月 7 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を

行った 2 例。第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年
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9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、

中島  伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討。

第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断。小児神経外科教育セミナ

ー2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経

再生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法。令和元年度

滋賀医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21

日  
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分子医療研究室 

 室長 金村米博 

 

【概要】  

分子医療研究室では各種遺伝子検査を用いた悪性脳腫瘍、難治性脳形成障害症

等の難治性神経疾患の分子診断技術の開発と、分子診断結果を用いた病態解析研

究、および新規治療法開発を実施しています。  

 

【主な研究テーマ】  

１．悪性脳腫瘍の分子遺伝学的解析  

 悪性グリオーマを対象として、関西地域を中心とした 60 以上の医療機関で構

成される「関西中枢神経腫瘍分子診断ネットワーク」を主宰し、脳腫瘍検体レジ

ストリーを行い、WHO 分類に基づく中央遺伝子診断の実施と、大規模症例を用

いた悪性グリオーマの分子遺伝学的特性解析を実施しています。また、小児悪性

脳腫瘍の中で最も頻度の高い腫瘍の一つである髄芽腫に関して、「日本小児がん

研究グループ（ JCCG）」に参加し、全国レベルで収集された髄芽腫標本の中央分

子診断を実施しています。  

 

２．難治性脳形成障害症の分子遺伝学的解析  

L1CAM 変異で発症する X 連鎖性遺伝性水頭症を中心に、各種難治性脳形成障

害症患者の臨床情報、画像情報、患者由来生体試料（組織・細胞・DNA）を収集

し、次世代シークエンサーを駆使した遺伝子解析研究を実施すると同時に、患者

由来試料から分離した線維芽細胞、神経幹細胞、間葉系細胞（臍帯由来）、血液細

胞の特性解析を行い、並行してそれら細胞から疾患 iPS 細胞の樹立を実施し、そ

の特性解析を実施しています。  

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Sasaki A, Hirato J, Hirose T, Fukuoka K, Kanemura Y, Hashimoto N, Kodama Y, 

Ichimura K, Sakamoto H, Nishikawa R: Review of ependymomas: assessment of 

consensus in pathological diagnosis and correlations with genetic profiles and outcome. 

「Brain Tumor Pathol」36(2):92-101、2019 年 4 月  

 

Kato K, Miya F, Hamada N, Negishi Y, Narumi-Kishimoto Y, Ozawa H, Ito H, Hori I, 
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Hattori A, Okamoto N, Kato M, Tsunoda T, Kanemura Y, Kosaki K, Takahashi Y, 

Nagata KI, Saitoh S: MYCN de novo gain-of-function mutation in a patient with a novel 

megalencephaly syndrome. 「 J Med Genet」56(6):388-395、2019 年 6 月  

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, 

Mano M, Kagawa N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, 

Fukai J, Fujita K, Sakamoto D, Mori K, Kishima H, Kanemura Y: Distribution 

differences in prognostic copy number alteration profiles in IDH-wild-type 

glioblastoma cause survival discrepancies across cohorts. 「 Acta Neuropathol 

Commun」7(1):99、2019 年 6 月  

 

Kimura Y, Shofuda T, Higuchi Y, Nagamori I, Oda M, Nakamori M, Onodera M, 

Kanematsu D, Yamamoto A, Katsuma A, Suemizu H, Nakano T, Kanemura Y, 

Mochizuki H: Human Genomic Safe Harbors and the Suicide Gene-Based Safeguard 

System for iPSC-Based Cell Therapy. 「Stem Cells Transl Med」8(7):627-638、2019

年 7 月  

 

Kofuji S, Hirayama A, Eberhardt AO, Kawaguchi R, Sugiura Y, Sampetrean O, Ikeda Y, 

Warren M, Sakamoto N, Kitahara S, Yoshino H, Yamashita D, Sumita K, Wolfe K, 

Lange L, Ikeda S, Shimada H, Minami N, Malhotra A, Morioka S, Ban Y, Asano M, 

Flanary VL, Ramkissoon A, Chow LML, Kiyokawa J, Mashimo T, Lucey G, Mareninov 

S, Ozawa T, Onishi N, Okumura K, Terakawa J, Daikoku T, Wise-Draper T, Majd N, 

Kofuji K, Sasaki M, Mori M, Kanemura Y, Smith EP, Anastasiou D, Wakimoto H, 

Holland EC, Yong WH, Horbinski C, Nakano I, DeBerardinis RJ, Bachoo RM, Mischel 

PS, Yasui W, Suematsu M, Saya H, Soga T, Grummt I, Bierhoff H, Sasaki AT: IMP 

dehydrogenase-2 drives aberrant nucleolar activity and promotes tumorigenesis in 

glioblastoma. 「Nat Cell Biol」21(8):1003-1014、2019 年 8 月  

 

Fukusumi H, Handa Y, Shofuda T, Kanemura Y: Evaluation of the susceptibility of 

neurons and neural stem/progenitor cells derived from human induced pluripotent stem 

cells to anticancer drugs. 「 J Pharmacol Sci」140(4):331-336、2019 年 8 月  

 

Hirata T, Kinoshita M, Tamari K, Seo Y, Suzuki O, Wakai N, Achiha T, Umehara T, 

Arita H, Kagawa N, Kanemura Y, Shimosegawa E, Hashimoto N, Hatazawa J, Kishima 
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H, Teshima T, Ogawa K: 11C-methionine-18F-FDG dual-PET-tracer-based target 
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大学における小児・AYA 世代の神経膠腫検体の遺伝子解析。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

深井順也、有田英之、梅原  徹、吉岡絵麻、正札智子、児玉良典、木下  学、沖田

典子、埜中正博、宇田武弘、阪本大輔、森  艦二、金村米博：高齢者膠芽腫の分子

病理と生命予後：関西ネットワークと TCGA のデータ解析。第 37 回日本脳腫瘍

学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

藤本健二、有田英之、山崎夏維、松下裕子、中村大志、梅原  徹、小林啓一、田村  

郁、田中將太、白畑充章、大谷亮平、沖田典子、木下  学、金村米博、武笠晃丈、

永根基雄、植木敬介、西川  亮、小森隆司、成田善孝、市村幸一：TERT promoter 

mutation は IDH wildtype LGG において最も重要な予後予測因子である。第 37 回

日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之：HIV 陽性患者における中枢神経原発悪性リンパ腫の診断と治療。第 37

回日本脳腫瘍学会学術集会、石川県七尾市、2019 年 12 月 2 日  

 

B-6 

館  哲郎、木嶋教行、村上皓紀、中川僚太、木谷知樹、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：未破裂動脈瘤患者における多発性のう胞腎スクリーニングの有用

性．Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting 第 77 回日本脳神経外科学会近畿支部

学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019 年 4 月 6 日  

 

村上皓紀、館  哲郎、中川僚太、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  伸、藤中

俊之：血管型エーラース・ダンロス症候群に合併した内頸動脈海綿静脈洞（CCF）

の 1 例．Neurosurgery Kinki 2019 Spring Meeting 第 77 回日本脳神経外科学会近

畿支部学術集会 第 79 回近畿脊髄外科研究会 合同開催、豊中市、2019 年 4 月 6

日  

 

山崎弘輝、木谷知樹、西本渓佑、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：浅側頭動脈 -中大脳動脈吻合部動脈瘤に対してステント併用コイル
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塞栓術を施行した一例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、

2019 年 9 月 7 日  

 

館  哲郎、藤中俊之、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、木谷知樹、高野浩司、金村

米博、中島  伸：症候性内頚動脈瘤に対する Pipeline Embolization Device の治療成

績．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

村上皓紀、西本渓佑、山﨑弘輝、館  哲郎、高野浩司、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：脳底動脈瘤に対してＹステント支援下にコイル塞栓術を行った 2

例．第 78 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

西本渓佑、木谷知樹、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、高野浩司、金村米博、中島  

伸、藤中俊之：両側外減圧術を必要とした重症頭部外傷に関する検討．第 78 回日

本脳神経外科学会近畿支部学術集会、豊中市、2019 年 9 月 7 日  

 

B-8 

金村米博：小児脳神経外科領域における遺伝子診断．小児神経外科教育セミナー

2019、新潟市、2019 年 6 月 13 日  

 

金村米博：再生医療等で使用する特定細胞加工物の安全性確保に関して－神経再

生治療に用いる iPS 細胞由来神経前駆細胞の製造・品質管理法．令和元年度滋賀

医科大学再生医療等提供に係る教育・研修会、大津市、2019 年 10 月 21 日  
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エイズ先端医療開発室 

エイズ先端医療研究部長 白阪琢磨 

 

エイズ先端医療研究部はエイズ先端医療開発室と HIV 感染制御研究室から構

成されている。  

当院は薬害 HIV 裁判の和解に基づく恒久対策の一環として、平成 9 年にエイ

ズ診療における近畿ブロックのブロック拠点病院に選定され、診療（全科対応体

制）、臨床研究、教育・研修、情報発信の 4 機能を担っている。院内設置の

HIV/AIDS 先端医療開発センターが関連部署と緊密な連携を取り任務を遂行して

いる。HIV 感染症の専門的診療は感染症内科が担い、他の機能はエイズ先端医療

研究部がコーディネートしている。臨床研究では厚生労働行政推進調査事業費補

助金によるエイズ対策政策研究事業（令和元年度は指定研究「HIV 感染症及びそ

の合併症の課題を克服する研究」（研究代表者 白阪琢磨）、指定研究「HIV 感染

症の医療体制の整備に関する研究」（研究分担者 渡邊大））などを実施し、臨床

研究の主なテーマとして HIV 感染症の病態解析や治療に関する研究と患者中心

の医療の提供に関する研究に取り組んでいる。令和元年度の独立行政法人国立病

院機構の NHO ネットワーク共同研究課題として、「抗 HIV 療法中のプロウイル

スにおける薬剤耐性微小集団に関する観察研究（H31-NHO（エイズ） -01）」（研

究代表者 白阪琢磨）の研究を遂行した。血液製剤による感染者の多くは加齢に

伴う長期療養が重大な課題となっており、厚生労働行政推進調査事業費補助金に

よるエイズ対策政策研究事業「非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血友病

等患者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究」班の研究分担（消化器科 

三田英治）を担当し研究協力も行っている。重複感染の C 型肝炎に対しては厚

生労働行政推進調査事業費補助金によるエイズ対策政策研究事業指定研究班（江

口班（研究分担者 上平朝子））の研究分担を担当している。教育・研修では院

外向けと共に、院内での研修については、看護部、医療相談室、臨床心理室等と

共に職員研究部と協働で実施し、多くの参加者を得ている。これらの研究成果は

学会あるいは論文として発表した。情報発信については当院のホームページ内に

HIV/AIDS 先端医療開発センター（https://osaka.hosp.go.jp/khac/）を設け、厚労科

研の成果の一部（https://www.haart-support.jp/）や HIV 感染症 /AIDS に関する情

報を発信しており、ホームページは 1999 年に開設以来アクセス数は 74 万件を超

え、多くの方の利用を得ている。  

平成 25 年 4 月には大阪大学大学院医学系研究科の連携大学院（エイズ先端医

療学）が併設され、平成 26 年度から 1 名の大学院生を受け入れた。  
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今後も、HIV/AIDS 先端医療開発センターの研究部門として HIV 感染症 /AIDS

に関する臨床研究、教育・研修、情報発信を進め、特に急性感染期の HIV 感染症

の診断と治療を新たなテーマとして研究を推進して行きたい。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：

Outbreak of hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men 

in Osaka, Japan, from March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P.705-710、2019 年 6

月、Epub 2019 Mar 1. 

 

Sakakibara Y, Kato S, Kawamato Y, Higashi S, Bessho H, Fujii Y, Shoji A, Iwasaki T, 

Ishihara A, Tanaka S, Hasegawa H, Akasaka T, Nakazuru S, Ishida H, Watanabe D, 

Uehira T, Shirasaka T, Mita E：Helicobacter pylori infection status in human 

immunodeficiency virus-positive patients. 「Gastrointestinal Endoscopy」89(6) Sup, 

P.AB502、2019 年 6 月  

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, 

Nakazuru S, Uehira T, Shirasaka T, Mita E： Favorable outcome with direct-acting 

antiviral treatment in hepatitis C patients coinfected with HIV.「Hepatol Res」49(9)：

P.1076-1082、2019 年 9 月、Epub 2019 Jun 17. 

 

Hagiwara S, Nagai H, Uehira T, Saito AM, Okada S：Autologous peripheral blood stem 

cell transplantation for relapsed/refractory HIV-associated lymphoma: a phase II clinical 

study. 「 Int J Hematol」111(3)：P.434-439、2020 年 3 月、Epub 2019 Dec 13. 

 

A-3 

柴田玲子、竹谷英之、土田陸平、西田恭治、大野久美子、折井亮：女性血友病患

者の麻酔経験「麻酔」68(4)：P.428-432、克誠堂出版、2019 年 4 月  

 

西田恭治：保因者診療の重要性「Pharma Medica」37(5)：P.45-48、メディカルレビ

ュー社、2019 年 5 月  
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西田恭治、松本剛史：患者中心医療の可能性  患者会の現在と将来「ヘモフィリア・

トピックス」49、2019 年 9 月  

 

A-4 

来住知美：メタボリック症候群への愛のムチ「medicina2019 年 4 月号増刊号」56(4)：

P.138-142、医学書院、2019 年 4 月  

 

来住知美：妊婦・授乳婦，薬はどうする？「medicina2019 年 4 月号増刊号」56(4)：

P.450-454、医学書院、2019 年 4 月  

 

宮崎哲郎、清木祐介、石原朗雄、田中聡司、上平朝子、白阪琢磨、石田  永、三田

英治：Sofosbuvir 治療時に Atazanavir による高ビリルビン血症を呈した 2 例「日

本病院総合診療医学会雑誌」15(3)：P.326、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

清木祐介、田中聡司、宮崎哲郎、石原朗雄、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、石

田  永、三田英治：2018 年 A 型急性肝炎流行に関する検討「日本病院総合診療医

学会雑誌」15（3）：P.252、日本病院総合診療医学会、2019 年 5 月  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例「膵臓」34(3)：P.A300、日本膵

臓学会、2019 年 6 月  

 

金澤美弥子、新井裕子、遠藤康伸、笠井正志、笠松悠、鞍谷沙織、小塚雄民、小

森敏明、佐々木富子、白阪琢磨、杉山香代子、張  慶哲、藤田直久、三浦正義、明

神翔太、矢野篤次郎、山之上弘樹、由良温宣、波多江新平：感染予防対策のため

の基本的知識の理解  病院における隔離予防対策のポイント  隔離を合理的に行う

ために「診療と新薬」56（7）：P.527-541、医事出版社、2019 年 7 月  

 

白阪琢磨：AIDS 治療のこの 35 年を振り返り、次の 10 年、20 年へ「HIV 感染症

と AIDS の治療」10(1)：P.4-18、株式会社メディカルレビュー社、2019 年 9 月  

 

白阪琢磨：ガイドライン改訂の Points DHHS ガイドライン改訂のポイント「HIV

感染症と AIDS の治療」10(1)：P.19-25、株式会社メディカルレビュー社、2019 年

9 月  
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高見康二、藤原綾子、安藤性實、木村  剛、宮本  智、小河原光正、廣田和之、上

地隆史、上平朝子、井上敦夫、栗山啓子、森  清、眞能正幸：HIV 感染者に発症し

た原発性肺癌に対する手術の妥当性に関する検討「肺癌」59(6)：P.711、日本肺癌

学会、2019 年 11 月  

 

宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：

外科病棟におけるアウトブレイク対策  カルバペネム耐性腸内細菌科細菌による

大規模アウトブレイクの経験「日本外科感染症学会雑誌」16(5)：P.421、日本外科

感染症学会、2019 年 10 月  

 

白阪琢磨：HIV 感染症診断の最前線「Medical Technology」47(9)：P.910-916、2019

年 9 月 15 日発行  

  

白阪琢磨：HIV 診療におけるチーム医療とその意義「呼吸器内科」36(5)：P.500-

505、科学評論社、2019 年 11 月  

 

白阪琢磨：抗 HIV 薬「治療薬ハンドブック 2020」、株式会社じほう、2020 年 1 月  

 

大北全俊、井上洋士、山口正純、白阪琢磨：Undetectable=Untransmittable (U=U)と

は何か：「ゼロ」の論理について「日本エイズ学会誌」22(1)：P.19-27、2020 年 2

月  

 

上平朝子：HIV 感染症－Up to date「大阪透析研究会会誌」38(1)：P.15-20、大阪透

析研究会、2020 年 3 月  

 

A-5 

白阪琢磨：HIV 感染症及びその合併症の課題を克服する研究。厚生労働行政推進

調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症及びその合併症の課題

を克服する研究」令和元年度研究報告書、2020 年 3 月 31 日  

 

白阪琢磨：エイズ発症予防に資するための血液製剤による HIV 感染者の調査研究。

公益財団法人友愛福祉財団委託事業「エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よる HIV 感染者の調査研究」令和元年度報告書、2020 年 3 月 31 日  
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上平朝子：大阪医療センターにおける HIV/HCV 重複感染凝固異常患者の検討。

厚生労働行政推進調査事業費補助金（エイズ対策政策研究事業）「血液製剤によ

る HIV/HCV 重複感染患者の肝移植に関する研究」令和元年度研究報告書、P.15-

16、2020 年 3 月 31 日  

 

渡邊  大：近畿ブロックの HIV 医療体制整備。厚生労働行政推進調査事業費補助

金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究」令

和元年度研究報告書、P.58-63、2020 年 3 月 31 日  

 

渡邊  大：近畿ブロックの HIV 医療体制整備。厚生労働行政推進調査事業費補助

金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究」平

成 29－令和元年度総合研究報告書、P.66-69、2020 年 3 月 31 日  

 

安尾利彦、西川歩美、水木 薫、森田眞子、冨田朋子、宮本哲雄、富成伸次郎：

HIV 陽性者の心理的問題点と対策の検討。厚生労働行政推進調査事業費補助金エ

イズ対策政策研究事業「HIV 陽性者に対する精神・心理的支援方策および連携体

制構築に関する研究」令和元年度（分担）研究報告書、P.28-31、2020 年 3 月 31 日  

 

A-6 

白阪琢磨：「HIV の新常識」知って。毎日新聞朝刊、2019 年 6 月 17 日  

 

白阪琢磨：エイズは治療すれば人にうつらない病気に  新常識で若者啓発。産経新

聞、2019 年 11 月 7 日  

 

矢倉裕輝：Evidence Update 2020 最新の薬物治療のエビデンスを付加的に利用す

る  抗ウイルス薬「薬局」71(1)：P.120-123、南山堂、東京、2020 年 1 月 5 日  

 

岡本  学：ひと  ゲイを公表し病院でエイズの相談に乗る。朝日新聞朝刊、2020

年 1 月 7 日  

 

HIV/AIDS 先端医療開発センター：医の現場「HIV 治療の今」。読売新聞朝刊（近

畿、中四国版）、2020 年 3 月 27 日  

 

B-2 
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Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita 

E: Immune reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as 

predictive factors for HBsAg seroclearance in HBV/HIV patients treated with 

antiretroviral therapy. European Association for the Study of Liver, The International 

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  

 

Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida 

Y, Miyabe T, Sako R, Yamazaki K, Uehira T, Shirasaka T: Discontinuation of long-term 

dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms. 10th IAS 

Conference on HIV Science (IAS 2019), Mexico City, 2019 年 7 月 22 日  

 

Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, Murai T: Differences of cognition and 

brain white matter between cART-treated HIV-infected patients with low and high CD4 

nadir. NEUROSCIENCE 2019, Chicago, 2019 年 10 月 23 日  

 

B-3 

西田恭治：「知る」ことから始めてみませんか？世界の血友病事情のいま。第 41

回日本血栓止血学会学術集会、三重、2019 年 6 月 20 日  

 

西田恭治：成人血友病患者の QOL 向上を目指した治療戦略。第 41 回日本血栓止

血学会学術集会、三重、2019 年 6 月 22 日  

 

西田恭治：血友病医療の進歩と HIV 感染 -置き去りにされた保因者女性問題 -。第

51 回日本小児感染症学会総会・学術集会、北海道、2019 年 10 月 27 日  

 

上平朝子：長期療養時代の ART に求めるプロファイル。第 33 回日本エイズ学会

学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

白阪琢磨：Scientific Engagement Satellite Symposia「国内のガイドラインについて」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

白阪琢磨：臨床試験が示す今後の HIV 診療の新たな展開への期待と課題～2 剤併

用療法 (DTG+3TC)を HIV の実臨床でどう活かすべきか～。第 33 回日本エイズ学

会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  
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西田恭治：新時代の HIV 感染血友病医療－新たな止血治療戦略－。第 33 回日本

エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

  

白阪琢磨：HIV 感染症：治療の手引き「What’s New」。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

増田純一、渡邊  大、横幕能行、四本美保子：HIV 感染症：治療の手引き「主要中

核拠点病院での抗レトロウイルス治療の実際」。第 33 回日本エイズ学会学術集

会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

  

西島健、渡邊  大：HIV 感染症：治療の手引き「HIV 感染症の予後と死因 Update」。

第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

岡本  学：治療開始を決めた HIV 陽性者の身体障害者認定について～大阪医療セ

ンターの経験から～。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

29 日  

 

東  政美：長期療養と生活習慣への関わり～看護師の立場から～。第 33 回日本エ

イズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

  

中内崇夫：生活習慣病とポリファーマシー。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

宮本敦史、上平朝子、坪倉美由紀、廣田和之、上地隆史、中倉伊知郎、平尾素宏：

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌による大規模アウトブレイクの経験。第 32 回

日本外科感染症学会総会学術集会、岐阜、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 

河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東  瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原

朗雄、  岩崎哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田  永、三

田英治、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝

膿傷 104 症例の検討。  第 105 回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9 日  

 

河本泰治、北島平太、来住知美、上平朝子、白阪琢磨、三田英治：HIV 合併 A 型



─ 335 ─

劇症肝炎の治療中に重症急性膵炎を合併した一例。第 50 回日本膵臓学会大会、東

京、2019 年 7 月 12 日  

 

高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之：HIV 陽性患者の中枢神経病変   -脳生検術の必要性 -。日本脳神経外科

学会第 78 回学術集会、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡 慎一、渡邊  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦 亙、

吉村和久、菊地  正：薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断症

例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡邊  大、宇佐美雄司、池田和子、本

田美和子、吉野宗弘、横幕能行：エイズ診療で国立病院機構が地域で果たすべき

役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭：ラルテグラビルを 1 回 1200mg1 日 1 回投与した際の

血漿中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年

11 月 8 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、宮部貴識、佐光留美、山内一恭：錠剤および簡

易懸濁法におけるドルテグラビルの血中濃度比較。第 73 回国立病院総合医学会、

名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎原永辰、仲宗根正、仁平  稔、久高  

潤、渡邊  大、大森亮介、駒野  淳、阪野文哉、小島洋子、森 治代、本村和嗣：

健診機会を利用した HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第 33 回日本エイズ学会学

術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨：当院におけるリルピビリン / エムトリシタビン /テノ
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ホビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイ

ズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

横幕能行、伊藤俊広、山本政弘、岡  慎一、豊嶋崇徳、茂呂  貴、渡邉珠代、渡邊  

大、藤井輝久、今橋真弓、渡邉真理子：我が国の抗 HIV 療法の現状と今後。第 33

回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

川村依世、大塚晃子、岡本  学：抗 HIV 療法の開始・継続と身体障害者認定につ

いて。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、林田庸総、岡  慎一、潟永博之、古

賀道子、長島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、須藤弘二、加藤真吾、

谷口俊文、猪狩英俊、寒川  整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌秀、太田康男、茂呂  

寛、渡邉珠代、松田昌和、重見  麗、岡㟢玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊  大、

小島洋子、森  治代、藤井輝久、高田清式、中村麻子、南 留美、山本政弘、松下

修三、健山正男、藤田次郎、杉浦 亙、吉村和久、菊地  正：国内新規 HIV/AIDS 

診断症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

佐野貴子、近藤真規子、土屋菜歩、須藤弘二、星野慎二、井戸田一朗、清水茂徳、

生島 嗣、岩橋恒太、今井光信、加藤眞吾、市川誠一、白阪琢磨、今村顕史：ウ

ェブサイト「HIV 検査・相談マップ」を用いた HIV 検査相談情報の提供とサイ

ト利用状況の解析。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  

 

白阪琢磨、橋本修二、川戸美由紀、大金美和、岡本 学、潟永博之、日笠 聡、

福武勝幸、八橋 弘、岡 慎一：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 1 報 

健康状態と生活状況の概要。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

川戸美由紀、橋本修二、大金美和、岡 慎一、岡本  学、潟永博之、日笠  聡、福

武勝幸、八橋  弘、白阪琢磨：血液製剤による HIV 感染者の調査成績  第 2 報 循

環器疾患等の状況。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月

28 日  
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佐保美奈子、古山美穂、山田加奈子、高  知恵、二木貞夫、土井章裕、岡本友子、

立花久裕、辻岡舞衣子、北畠朋子、白阪琢磨：臨床看護職による大阪府立 A 高校

におけるクラス単位 HIV 予防教育の実践。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総

会、熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯  正之、砂川富正、白阪琢磨：当院

の新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA

量の年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019

年 11 月 28 日  

 

早坂典生、山田富秋、橋本  謙、種田博之、入江恵子、小川良子、宮本哲雄：薬害

被害者の心理的支援方法の検討～被害者で終わらない、前向きな人生の生きなお

しのきっかけ；1970 年代後半生まれ血友病 HIV 感染者における「日常（普通）」

生活の取戻し～。 第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 28

日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、内藤俊夫、遠藤知之、茂呂  寛、渡邉

珠代、渡邊  大、藤井輝久、宇佐美雄司、池田和子、吉野宗宏、本田美和子、葛田

衣重、三木浩司、四柳 宏、横幕能行：二次医療圏から考えるエイズ診療拠点病

院の配置。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年 11

月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、 上平朝子、白阪琢磨：テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会･総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

B-5 

上平朝子：HIV 感染症について -up to date-。第 93 回大阪透析研究会、大阪、2019

年 9 月 8 日  
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B-6 

渡邊  大、川畑拓也、森  治代、小島洋子、駒野  淳、塩田達雄、中山英美、村上  

努、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：プロテア

ーゼ領域と逆転写酵素領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリーニング法

に関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

廣田和之、渡邊  大、小泉祐介、坂梨大輔、上地隆史、西田恭治、竹田真未、田

栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子：当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する

検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、山内一恭、白阪琢磨：投与開始早期のテノホビル血漿トラフ濃度高値とテ

ノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投与時の腎機能関連有害事象による投

与中止の関連。第 33 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019 年 6 月 8 日  

 

岩橋佑樹、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、桝田智仁、西田恭治、上平朝子、白

阪琢磨：HIV感染者において市中感染型MRSAによる皮膚軟部組織感染症と菌血

症を認めた一例。第227回日本内科学会近畿地方会、京都、2020年3月7日  

 

B-7 

渡邊  大：プレジコビックス配合錠の実際～発売 2 年間の成績をもとに～。Meet 

the Expert in Osaka 2019~Focus on Protease inhibitor~、大阪、2019 年 6 月 23 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症  ゼロを目指して、今、できること～長期療養時代のニーズ

とビクタルビ配合錠へ寄せる期待～。Gilead Infectious Disease Symposium in 中国・

四国、岡山、2019 年 7 月 27 日  

 

渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨：DTG+3TC の 2DR の臨床試験をひもとく～HIV 感染症治療の歴史と

2DR が開く今後の展望。シオノギ Web カンファレンス、大阪、2019 年 10 月 30

日、31 日  
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上平朝子：HIV の感染対策と治療の現状。大阪府医師会  令和元年度 HIV 医療講

習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の課題と期待される病診連携。大阪府医師会  令和元年度 HIV

医療講習会、大阪、2019 年 10 月 31 日  

 

渡邊  大：今後の HIV 診療の期待と課題～2 剤併用療法の新しい知見～。ViiV HIV 

Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019 年 11 月 2 日  

 

西田恭治：新時代の補充療法の立脚点～ジビイ使用例を踏まえて～。ジビイ発売

1 周年記念講演会、東京、2019 年 12 月 14 日  

 

渡邊  大：HIV 診療の長期的戦略を考える～ビクタルビ配合錠の臨床的特徴～。第

4 回 Gilead Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019 年 12 月 23 日  

 

B-8 

西田恭治：血友病の基礎から社会背景について。アピスカフェ講座「世界ヘモフ

ィリアデーにちなんで血友病を知ろう」、東京、2019 年 4 月 17 日  

 

西田恭治：保因者提唱から 5 年経過して。Web 公開セミナー2019 クイズお母さん

100 人に聞きました－全国のお母さんと確認したい血友病治療－、東京、2019 年

4 月 17 日  

 

白阪琢磨：概論。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、大阪、2019

年 4 月 18 日  

 

白阪琢磨、東  政美：HIV/AIDS の基礎知識。泉大津 HIV 感染症研修、泉大津、2019

年 4 月 23 日  

 

白阪琢磨：Perspecitve of HIV-1 infection and AIDS in Japan。The Tokyo HIV Clinical 

Forum、東京、2019 年 5 月 7 日  

 

上平朝子：~あの日を忘れるな！~MBL アウトブレイクから 5 年  今こそ標準予防

策を。2019 年度第 1 回院内定期講演会（感染管理）、大阪、2019 年 5 月 10 日  
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白阪琢磨：最新の HIV 感染症治療と最近の課題。平成 31 年度中核拠点病院看護

管理者会議、東京、2019 年 5 月 17 日  
 

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識～医療と最新の治療について。大阪府平成 31 年

度 HIV/AIDS 基礎研修、大阪、2019 年 5 月 24 日  

 

西田恭治：血友病治療の過去から未来へ－世界的視野から－。サノフィ「血友病」

メディアラウンドテーブル、東京、2019 年 5 月 29 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実

習、大阪、2019 年 6 月 6 日  

 

櫛田宏幸：HIV と服薬指導。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学実習、

大阪、2019 年 6 月 6 日  

 

西田恭治：血友病と薬害エイズ。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

上平朝子：HIV 針刺し暴露後予防。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 13 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談交流会、静岡、2019 年 6 月 16

日－17 日  

 

宮本哲雄：HIV 感染症と物質依存・認知症。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成

研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

森田眞子：服薬支援～カウンセラーの視点から。HIV 感染症薬物療法認定薬剤師

養成研修、大阪、2019 年 6 月 20 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 18 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 6 月 21 日  

 

上平朝子：HIV 感染症。関西医科大学感染症コース講義、大阪、2019 年 6 月 25 日  
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西田恭治：血友病医療の進歩と、保因者ケアの停滞。第 2 回ヘモフィリアミニカ

ンファレンス in 佐久・軽井沢、長野、2019 年 6 月 27 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の外来支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生学

実習、大阪、2019 年 6 月 27 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

Hemophilia Meet the Expert in OKINAWA～最近の血友病治療を考える～、沖縄、

2019 年 6 月 28 日  

 

西川歩美：対人関係の不和を繰り返す HIV 陽性者との心理面接。関西 HIV 臨床カ

ンファレンスカウンセリング部会第 1 回事例検討会、大阪、2019 年 6 月 29 日  

 

森田眞子：HIV とカウンセリング。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛生

学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

岡本  学：HIV とソーシャルワーク。2019 年度大阪大学医学部環境医学・公衆衛

生学実習、大阪、2019 年 7 月 4 日  

 

上平朝子：CRE アウトブレイクを経験して～対策は 1 例から～。藤田医科大学病

院 2019 年度第 1 回感染対策研修会、愛知、2019 年 7 月 5 日  

 

白阪琢磨：日本の HIV/エイズの感染動向と HIV 医療体制。エイズ予防財団令和元

年度 HIV/エイズ基礎研修会、大阪、2019 年 7 月 12 日  

 

西田恭治：血友病のトータルケアと薬剤師のかかわり。西日本ヘモフィリア多職

種連携懇話会、福岡、2019 年 7 月 13 日  

 

西田恭治：海外の血友病治療の取り組み。第 19 回 Haemostasis 研究会、大阪、2019

年 7 月 20 日  



─ 342 ─

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略－コンコーダンスから治療レジメ選択まで－。

岐阜血友病・輸血懇話会。岐阜、2019 年 7 月 24 日 ここまで入力  

 

渡邊  大：アイセントレス錠 600mg の使用経験。第 12 回近畿 HIV Frontier 研究会、

大阪、2019 年 7 月 27 日  

中内崇夫：ポリファーマシーの現状と解消への取り組み。第 12 回近畿 HIV 

FRONTIER 研究会。大阪、2019 年 7 月 27 日  

 

白阪琢磨、北山翔子、岩室紳也：話してリアルになったこと  HIV/AIDS だけでは

なく、いろんなことについて～〈話す〉の意味は～～〈リアル〉とは～。第 26 回

AIDS 文化フォーラム in YOKOHAMA、横浜、2019 年 8 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の人権課題～HIV、AIDS 等の現状と課題～。大阪府人権総

合講座  人材養成コース（前期）、大阪、2019 年 8 月 7 日  

  

西田恭治：臨床からみた凝固因子補充療法への期待。ACTIV symposium 2019、北

海道、2019 年 8 月 17 日  

 

白阪琢磨、岡本 学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 21 日  

 

東  政美、岡本  学：HIV/AIDS の基礎知識と療養生活上の感染予防について。

HIV/AIDS 研修（芥川病院職員研修）、大阪、2019 年 8 月 22 日  

 

西川歩美：ファシリテーション。2019 年度遺族相談員研修会、大阪、2019 年 8 月

25 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の基礎知識と患者のケアの実際。医療法人協和会協立病院

HIV/AIDS 研修、川西、2019 年 8 月 26 日  

 

西田恭治：長期療養時代の HIV 感染血友病医療 -新たな治療戦略 -。第 3 回

HIV+HEMOPHILIA MEET THE EXPERT in sapporo、北海道、2019 年 8 月 31 日  

 



─ 343 ─

白阪琢磨：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

中濵智子：HIV/AIDS の概要  歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者

コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景  薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看護

師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

櫛田宏幸：薬剤師の役割と服薬指導。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コー

ス、大阪、2019 年 9 月 2 日  

 

岡本  学：社会資源の活用。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、

2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護①  療養支援：外来受診者の動向・外来療養支援の実

際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 9 月 3 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護②  HIV 陽性者の療養支援における課題。2019 年度

HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

HIV 診療チーム：HIV 陽性者の看護③  チーム医療：チーム診療の実際。2019 年

度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 9 月 3 日  

 

西田恭治：血友病の疾患と治療。これで解決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、

2019 年 9 月 4 日  

 

中内崇夫：血友病治療薬を中心とした当院における希少薬の在庫管理。これで解

決！血友病治療薬の在庫管理、大阪、2019 年 9 月 4 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識－歴史、現状、今後の対策（検査、予防も含む）。
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大阪市阿倍野区薬剤師会  保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

矢倉裕輝：頻用されている抗ＨＩＶ薬の特徴と処方箋応需時の留意点。大阪市阿

倍野区薬剤師会 保険薬局部会研修会、大阪、2019 年 9 月 7 日  

 

上平朝子：カルバペネム耐性腸内細菌について。三菱京都病院職員説明会、京都、

2019 年 9 月 13 日  

 

上地隆史：結核の診断・治療・感染対策。院内感染制御部・ ICT 主催研修会、大

阪、2019 年 9 月 20 日  

 

西田恭治：レクチャー「保因者ケア」。THE NEXT 2019 Advanced、大阪、2019 年

9 月 21 日  

 

白阪琢磨：HIV/エイズの基礎知識と施設での受け入れについて。高齢者等介護施

設のための HIV/エイズ研修会～知ることからはじめよう～、大阪、2019 年 9 月

27 日  

 

白阪琢磨：疫学と抗 HIV 治療ガイドライン。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 9 月

30 日  

 

櫛田宏幸：抗 HIV 薬の特徴と薬剤師の役割。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

渡邊  大、矢倉裕輝：初回抗 HIV 療法の実際。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

西田恭治：血友病診療・凝固因子製剤の使い方。令和元年度 HIV 感染症研修会、

大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

岡本  学：HIV 感染者に対するソーシャルワーク。令和元年度 HIV 感染症研修会、
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大阪、2019 年 9 月 30 日  

 

上地隆史：日和見感染症（1）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

廣田和之：日和見感染症（2）。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

上地隆史、廣田和之：症例検討（医師・薬剤師向け）。令和元年度 HIV 感染症研修

会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

中濱智子、岡本  学、中内崇夫、冨田朋子：チーム医療～多職種との協働～。令和

元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10 月 1 日  

 

上平朝子：針刺し暴露後対策。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 10

月 1 日  

 

中濵智子：外来・病棟看護と療養支援。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019

年 10 月 1 日  

 

安尾利彦：HIV とカウンセリング。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年

10 月 1 日  

 

渡邊  大：HIV 急性感染。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV の最新治療。厚生科研エイズ対策研究事業  第 19 回 HIV サポート

リーダー養成研修、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上平朝子：免疫再構築症候群（ IRIS）。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1

ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 4 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  



─ 346 ─

 

白阪琢磨、岩室紳也、白井千香：自分のこととして考えよう -性感染症・HIV-。第

9 回 AIDS 文化フォーラム in 京都、京都、2019 年 10 月 5 日  

 

上地隆史：HIV 感染症治療の最新動向と合併症治療について。北陸ブロック医療

等相談会、福井、2019 年 10 月 5 日  

 

上平朝子：HIV 感染症の基礎知識。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 8 日  

 

上平朝子：入院症例の紹介。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 8 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 8 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大

阪、2019 年 10 月 9 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症の疫学。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

渡邊 大：HIV 感染症の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、

大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

西田恭治：薬害 HIV。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大阪、2019

年 10 月 9 日  

 

岡本  学：HIV とソーシャルワーク。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

上地隆史：PCP、カポジ肉腫など。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  
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森田眞子：HIV 感染症と心理支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実

習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

中内崇夫：薬剤師の役割と服薬指導。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学

実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策

医学実習、大阪、2019 年 10 月 10 日  

 

東  政美：陽性者の看護支援。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2019 年 10 月 10 日  

 

渡邊  大：新規抗 HIV 薬。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 陽性者の受け入れに向けて・高齢者結核の問題と集団感染対策。

大阪市老人福祉施設連盟研修会、大阪、2019 年 10 月 11 日  

 

上平朝子：院内感染対策について。名古屋大学医学部附属病院院内講演会、名古

屋市、2019 年 10 月 15 日  

 

廣田和之：STD（性行為感染症）の診療。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会

（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 15 日  

桝田智仁：HIV と生活習慣病。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

岡本  学：HIV 感染症と物質依存。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 17 日  

 

中濱智子：陽性妊婦の看護支援。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月

コース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

東  政美：在宅療養支援の実際。令和元年度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コ

ース）、大阪、2019 年 10 月 18 日  
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宮本哲雄：神経心理検査と事例検討。2019 年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ

月コース )、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

廣田和之：インフルエンザの診断・治療・感染対策。2019 年度第 2 回院内定期講

演会（感染管理）、大阪、2019 年 10 月 18 日  

 

渡邊  大：HIV 感染者の未解決の病態と抗 HIV 薬療法の未来。第 2 回大阪薬科大

学学術交流シンポジウム、高槻、2019 年 10 月 19 日  

 

矢倉裕輝：PK ベース治療における医師、薬剤師の役割～当院での連携の実際～。

第 10 回大阪ヘモフィリアフォーラム、大阪、2019 年 10 月 22 日  

 

上地隆史：日和見感染症診療（HIV 脳症、PML、クリプトコッカス症）。令和元年

度 HIV 感染症医師実地研修会（1 ヶ月コース）、大阪、2019 年 10 月 23 日  

 

廣田和之：血友病・HIV/AIDS の基礎知識。2019 年度近畿ブロック HIV/AIDS ソ

ーシャルワーカー研修、大阪、2019 年 10 月 26 日  

 

岡本  学：HIV 陽性者を支える社会資源。2019 年度近畿ブロック HIV/AIDS ソー

シャルワーカー研修、大阪、2019 年 10 月 26 日  

 

森田眞子：Living with HIV：自分らしく生きられる社会をめざして～HIV 感染症

を通じて考える〈オトナ Ver.〉～。大阪市立ビジネスフロンティア高校 PTA 人権

研修会、大阪、2019 年 10 月 29 日  

矢倉裕輝：抗菌薬種類別「抗 HIV 薬」。第 22 回抗菌化学療法認定薬剤師講習会、

福岡、2019 年 11 月 1 日  

 

西川歩美：事例発表。近畿ブロック HIV 医療におけるカウンセリング研修会、大

阪、2019 年 11 月 1 日  

 

西田恭治：いまさら？軽・中等症血友病の止血管理。第 12 回東京血友病看護ネッ

トワーク、東京、2019 年 11 月 2 日  
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矢倉裕輝：外来チーム医療における薬剤師による服薬支援。服薬指導ではなく服

薬支援って？～HIV 感染症チーム医療から考える。第 29 回日本医療薬学会年会 

メディカルセミナー、福岡、2019 年 11 月 2 日  

 

矢倉裕輝：他領域にも活かせるエイズ診療での経験（薬剤師より）。第 73 回国立

病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

西田恭治：血友病保因者の現状と課題 -医療者は気付きを、保因者は自覚を -。第

17 回静岡県血友病治療ネットワーク、静岡、2019 年 11 月 9 日  

 

西田恭治：新時代の血友病治療戦略と将来展望。EMPOWER2019、東京、2019 年

11 月 10 日  

 

冨田朋子：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

宮本哲雄：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

水木  薫：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年 11

月 10 日  

 

塩飽耕規：ファシリテーション。2019 年度薬害 HIV 遺族交流会、京都、2019 年

11 月 10 日  

 

大平勝美、岡  慎一、高久陽介、白阪琢磨：10 年で変わったこと･変わらないこと、

そして 2030 年を見据えて。ViiV10 周年記念シンポジウム、東京、2019 年 11 月 11

日  

中濵智子：HIV/AIDS の概要：歴史・動向。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心

者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

渡邊  大：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。2019

年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  
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西田恭治：HIV/AIDS 患者の背景：薬害エイズについて。2019 年度 HIV/AIDS 看

護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

中内崇夫：抗 HIV 療法について  服薬支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心

者コース、大阪、2019 年 11 月 11 日  

 

森田眞子：HIV 陽性者の心理的支援。HIV/AIDS 看護師研修会初心者コース、大

阪、2019 年 11 月 11 日  

 

岡本  学：社会資源の活用。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、

2019 年 11 月 12 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護①  療養支援：外来受診者の動向・外来療養支援の実

際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

東  政美：HIV 陽性者の看護②  HIV 陽性者の療養支援における課題。2019 年度

HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

HIV 診療チーム：HIV 陽性者の看護③チーム医療：チーム診療の実際。HIV/AIDS

看護師研修会初心者コース、大阪、2019 年 11 月 12 日  

 

矢倉裕輝： PK 測定の重要性～薬剤師の立場から～。第 12 回  Takeda Mini 

Conference in 神戸、神戸、2019 年 11 月 21 日  

 

岡  慎一、白阪琢磨、松下修三： the path forward and the potenetial role of FTC in 

Japan。厚生労働行政推進調査事業「2020 年五輪大会に向けた東京都内の HIV･性

感染症対策に関する研究」班 The path to ending AIDS: Mobilizing the city for Tokyo 

2020、東京、2019 年 12 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV/AIDS の現状と支援。大阪府立大学公衆衛生看護学講義、大阪、

2019 年 12 月 3 日  

 

白阪琢磨：HIV について。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月 6

日  
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中濵智子：HIV 患者の看護。大阪赤十字看護専門学校  講義、大阪、2019 年 12 月

10 日  

 

廣田和之、東  政美：セクシャルマイノリティとエイズ「HIV 診療の最前線」。MASH

大阪研修会、大阪、2019 年 12 月 14 日  

 

上平朝子、坪倉美由紀：多剤耐性アシネトバクター（MDRA）の感染対策。院内

感染対策研修会、大阪、2020 年 1 月 16 日  

 

上地隆史：日和見疾患の病態と治療：ニューモシスチス肺炎・HIV 脳症・サイト

メガロウイルス網膜炎。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020

年 1 月 27 日  

 

櫛田宏幸：服薬支援の実際：服薬スケジュールの組み方・服薬継続への関わり。

2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

廣田和之：性感染症の基礎知識。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大

阪、2020 年 1 月 27 日  

 

渡邊  大：HIV 陽性妊婦の治療と支援。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コー

ス、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

中濵智子：周産期看護の実際。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、大阪、

2020 年 1 月 27 日  

 

東  政美：困難症例の実際（外来）。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コース、

大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

東  政美：初診時の問診について：問診のポイント。2019 年度 HIV/AIDS 看護師研

修応用コース、大阪、2020 年 1 月 28 日  

 

白阪琢磨：医療と幸福感－生まれて来て、死ぬまで－医師がともに歩み思うこと。

平成 31 年度大阪府立豊中高等学校ワールドラーニング事業、豊中、2020 年 1 月
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30 日  

 

渡邊  大：薬剤耐性について。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マネジメント

セミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

矢倉裕輝：抗 HIV 薬の最近のトレンド。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マ

ネジメントセミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

櫛田宏幸：抗 HIV 薬の基本講座。薬剤師のための HIV 感染症  長期療養マネジメ

ントセミナー、大阪、2020 年 2 月 1 日  

 

廣田和之：血友病の新規治療について。ネットワーク医療と人権  2019 年度相談

事業  相談員全体研修、大阪、2020 年 2 月 2 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症で期待される病診連携と新たな課題。令和元年度 HIV 地域

医療連携研修会、大阪、2020 年 2 月 6 日  

 

渡邊  大：内服フリー 注射剤 今後の展開。関西 HIV 臨床カンファレンス第 57

回カンファレンス～NGO･NPO 交流会～、大阪、2020 年 2 月 11 日  

 

廣田和之：血液培養について。2019 年度  第 16 回研修医レクチャー、大阪 . 2020

年 2 月 12 日  

 

矢倉裕輝：ART の処方トレンドと留意点。抗 HIV 療法ステップアップセミナー、

福岡、2020 年 2 月 15 日  

 

矢倉裕輝：外来診療における TDM の重要性と薬剤師の役割～当院での連携の実

際～。第 41 回日本病院薬剤師会近畿学術大会ランチョンセミナー、神戸、2020 年

2 月 16 日  

 

B-9 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-①。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 4 日  
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白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-②。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 11 日  

 

白阪琢磨：HIV 感染症・エイズについて 1-③。FM 大阪ラジオ「HIV/AIDS 啓発プ

ロジェクト  LOVE+RED」、大阪、2019 年 6 月 18 日  

 

白阪琢磨：「ええなぁカラダ相談室」HIV について。MBS ラジオ「上泉雄一のえ

えなぁ」、大阪、2019 年 8 月 7 日、14 日、21 日放送  

 

白阪琢磨：エイズという病気とは？。2020 年度より使用教科書「小学校  新しい

保健」教師用指導書付属 DVD-ROM、大阪、2019 年 11 月 15 日  

 

白阪琢磨：エイズを取り巻く状況について。ABC ラジオ「道上洋三の健康道場」、

大阪、2019 年 12 月 7 日、14 日放送  
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HIV 感染制御研究室 

室長 渡邊 大 

 

当研究室は、白阪琢磨が室長を兼任しているエイズ先端医療開発室と共同で、

HIV 感染症の診療における多くの問題に対して研究を行っております。  

近年の抗 HIV 療法の進歩により、多くの症例でウイルス抑制が得られるよう

になりました（ Jpn J Infect Dis. 2017）。しかし、長期間生存している潜伏感染細

胞を駆逐できないが故に、一生の内服加療を強いられます。細胞中の残存プロウ

イルス量は、抗 HIV 療法を行っている場合、潜伏感染細胞数を示していると考

えられています。我々は残存プロウイルス量の高感度の測定法の開発を行い、早

期に治療を開始した症例では残存プロウイルス量が低く抑えられていることを明

らかにしました（BMC Infect Dis. 2011）。  

抗 HIV 療法によって長期間血中ウイルス量が測定感度未満に押さえられてい

たとしても、免疫系は改善に回復したわけではありません。その例として、ウイ

ルス量が抑えられていた症例においても血中インターフェロン γ が持続的に高値

を示す症例（Viral Immunol. 2010）が存在し CD4 数の回復が不十分であること

（BMC Infect Dis. 2019）、水痘帯状疱疹ウイルスに対する細胞性免疫の回復は不

十分なこと（ J Med Virol. 2013）を報告しました。抗 HIV 薬の副作用も完全には

解決されていません。テノホビルによって血中ミトコンドリア CK 活性は上昇す

ること（ J Infect Chemother. 2012）、ドルテグラビルの神経精神系有害事象はその

血中濃度や UGT1A1 遺伝子多型と関連すること（BMC Infect Dis. 2017）、ドルテ

グラビル投与例における腎機能評価が困難であること（ J Infect Chemother. 

2018）ddI の長期内服に伴う非硬性門脈圧亢進症を呈した症例（ J Infect 

Chemother. 2014）を報告しました。  

薬剤耐性検査や薬剤血中濃度は HIV 感染者の治療において欠かすことのでき

ない検査です。当研究室ではこれらに関する研究も行っております（Antiviral 

Res. 2010, J Infect Chemother. 2015, Inter Med. 2016）。  

抗 HIV 療法以外にも、さまざまな課題が残されています。急性 HIV 感染症

（AIDS Res Ther. 2015）、ヒトヘルペスウイルス 8 型感染症（ J Infect Chemother. 

2017, Inter Med. 2014）、ウイルス性肝炎（Hepatol Res. 2019）、発がん（ J Clin 

Immunol. 2018）などの問題があげられます。当研究室では、厚生労働省エイズ

対策研究事業を中心に、この病態における問題点の解明に取り組み、多施設共同

臨床調査や臨床的課題について取り組んでおります。  
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【2019 年度  研究業績発表】  

A-5 

渡邊  大：近畿ブロックの HIV 医療体制整備。厚生労働行政推進調査事業費補助

金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究」令

和元年度研究報告書、P.58-63、2020 年 3 月 31 日  

 

渡邊  大：近畿ブロックの HIV 医療体制整備。厚生労働行政推進調査事業費補助

金（エイズ対策政策研究事業）「HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究」平

成 29–令和元年度総合研究報告書、P.66-69、2020 年 3 月 31 日  

 

B-2 

Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita 

E: Immune reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as 

predictive factors for HBsAg seroclearance in HBV/HIV patients treated with 

antiretroviral therapy. European Association for the Study of Liver, The International 

Liver Congress 2019, Vienna, 2019 年 4 月 11 日  

 

Yagura H, Watanabe D, Nakauchi T, Kushida H, Tomishima K, Hirota K, Ueji T, Nishida 

Y, Miyabe Y, Sako R, Yamauchi K, Yamazaki K, Uehira T, Shirasaka T: Discontinuation 

of long-term dolutegravir treatment is associated with UGT1A1 gene polymorphisms. 

10th IAS Conference on HIV Science (IAS 2019), Mexico City, 2019 年 7 月 22 日  

 

Yoshihara Y, Kato T, Watanabe D, Shirasaka T, Murai T: Differences of cognition and 

brain white matter between cART-treated HIV-infected patients with low and high CD4 

nadir. NEUROSCIENCE 2019, Chicago, 2019 年 10 月 23 日  

 

B-3 

渡邊  大：主要中核拠点病院での抗レトロウイルス治療の実際。シンポジウム「治

療の手引き」。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の予後と死因 Update。シンポジウム「治療の手引き」。第 33

回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019 年 11 月 29 日  

 

B-4 
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高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓紀、館  哲郎、木谷知樹、金村米博、中島  

伸、桝田智仁、来住知美、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田恭治、上平朝子、

藤中俊之。HIV 陽性患者の中枢神経病変   -脳生検術の必要性 -。日本脳神経外科

学会第 78 回学術集会、大阪、2019 年 10 月 9 日  

 

蜂谷敦子、佐々木悟、伊藤俊広、潟永博之、岡 慎一、渡邉  大、白阪琢磨、南  留

美、山本政弘、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、杉浦  亙、

吉村和久、菊地  正、薬剤耐性 HIV 調査ネットワーク。国内新規 HIV/AIDS 診断

症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019

年 11 月 8 日  

 

今橋真弓、岡  慎一、伊藤俊広、山本政弘、渡邊  大、宇佐美雄司、池田和子、本

田美和子、吉野宗弘、横幕能行。エイズ診療で国立病院機構が地域で果たすべき

役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月 8 日  

 

矢倉裕輝、櫛田宏幸、渡邊  大、中内崇夫、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上平

朝子、白阪琢磨、山内一恭。ラルテグラビル 1 日 1 回 1200ｍｇ投与における血漿

中トラフ濃度に関する検討。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、2019 年 11 月

8 日  

 

中内崇夫、矢倉裕輝、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨。当院におけるリルピビリン /エムトリシタビン /テノホ

ビルアラフェナミドフマル酸塩配合錠の使用状況について。第 33 回日本エイズ

学会学術集会・総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

櫛田宏幸、中内崇夫、矢倉裕輝、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨。ラルテグラビルカリウムの投与法間におけるトラフ

血漿中濃度の比較検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  

 

矢倉裕輝、中内崇夫、櫛田宏幸、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、西田

恭治、上平朝子、白阪琢磨。テノホビルアラフェナミド投与時のテノホビル血漿

トラフ濃度に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019 年

11 月 29 日  
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蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋崇徳、伊藤俊広、林田庸総、岡  慎一、潟永博之、古

賀道子、長島真美、貞升健志、近藤真規子、椎野禎一郎、須藤弘二、加藤真吾、

谷口俊文、猪狩英俊、寒川  整、中島秀明、吉野友祐、堀場昌英、太田康男、茂呂  

寛、渡邉珠代、松田昌和、重見  麗、岡﨑玲子、岩谷靖雅、横幕能行、渡邊  大、

小島洋子、森  治代、藤井輝久、高田清式、中村麻子、南  留美、山本政弘、松下

修三、健山正男、藤田次郎、杉浦  亙、吉村和久、菊地正。国内新規 HIV/AIDS 診

断症例における薬剤耐性 HIV-1 の動向。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総会、

熊本、2019 年 11 月 28 日  

 

川畑拓也、上原大知、伊禮之直、真栄田哲、崎原永辰、仲宗根正、仁平  稔、久高  

潤、渡邊  大、大森亮介、駒野  淳、阪野文哉、小島洋子、森  治代、本村和嗣。健

診機会を利用した HIV･梅毒検査提供に向けた検討。第 33 回日本エイズ学会学術

集会・総会、熊本、2019 年 11 月 27 日  

 

渡邊  大、上平朝子、鍵浦文子、松山亮太、梯正之、砂川富正、白阪琢磨。当院の

新規診断 HIV 感染者における診断時 CD4 陽性 T リンパ球数と血中 HIV-RNA 量の

年次推移に関する検討。第 33 回日本エイズ学会学術集会・総会、熊本、2019 年

11 月 28 日  

 

B-6 

渡邊  大、川畑拓也、森  治代、小島洋子、駒野  淳、塩田達雄、中山英美、村上  

努、桝田智仁、廣田和之、上地隆史、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨。プロテア

ーゼ領域と逆転写酵素領域の配列を用いた新型変異HIV感染のスクリーニング法

に関する検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

廣田和之、渡邊  大、小泉祐介、坂梨大輔、上地隆史、西田恭治、竹田真未、田

栗貴博、小澤健太郎、三鴨廣繁、白阪琢磨、上平朝子。当院のHIV感染者の皮膚

軟部組織感染症における市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染に関する

検討。第33回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、2019年6月8日  

 

矢倉裕輝、渡邊  大、中内崇夫、櫛田宏幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上

平朝子、山内一恭、白阪琢磨。日本人HIV-1感染症患者における投与開始早期の

テノホビル血漿トラフ濃度高値とテノホビルジソプロキシルフマル酸塩の長期投

与時の腎機能関連有害事象による投与中止の関連。第33回近畿エイズ研究会学術
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集会、大阪、2019年6月8日  

 

岩橋佑樹、廣田和之、上地隆史、渡邊  大、桝田智仁、西田恭治、上平朝子、白

阪琢磨。HIV感染者において市中感染型MRSAによる皮膚軟部組織感染症と菌血

症を認めた一例。第227回日本内科学会近畿地方会、京都、2020年3月7日  

 

B-7 

渡邊  大：HIV  感染症の課題と期待される病診連携。令和元年度  HIV  医療講習

会、大阪、2019年10月31日  

 

渡邊  大：今後の  HIV  診療の期待と課題～  2  剤併用療法の新しい知見  ～。ViiV 

HIV Symposium 2019 in 大阪、大阪、2019年11月2日  

 

渡邊  大：HIV診療の長期的戦略を考える～ビクタルビ配合錠の臨床的特徴～。

第4回  Gilead Infectious Disease Web Seminar、大阪、2019年12月23日  

 

B-8 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度大阪大学医学部公衆衛生学実習、大阪、

2019 年 6 月 6 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度 HIV 感染症研修会、大阪、2019 年 9 月

30 日  

 

渡邊  大、矢倉裕輝：初回抗 HIV 療法の実際。令和元年度 HIV 感染症研修会、大

阪、2019 年 9 月 30 日  

 

渡邊  大：HIV 急性感染。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2018 年 10 月 3 日  

 

渡邊  大：新規抗 HIV 薬。令和元年度  HIV 感染症医師実地研修会 (1 ヶ月コース )、

大阪、2018 年 10 月 11 日  

 

渡邊  大：HIV 感染症の診断。令和元年度奈良県立医科大学健康政策医学実習、大

阪、2018 年 10 月 9 日  
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渡邊  大：HIV/AIDS の基礎知識：HIV 感染症・抗体検査・日和見疾患・治療。令

和元年度 HIV/AIDS 看護師研修初心者コース、大阪、2018 年 11 月 11 日  

 

渡邊  大：HIV 陽性妊婦の治療と支援。平成 30 年度 HIV/AIDS 看護師研修応用コ

ース、大阪、2020 年 1 月 27 日  

 

渡邊  大：HIV 感染者の未解決の病態と抗 HIV 療法の未来。第 2 回大阪薬科大学

学術交流シンポジウム、大阪、2019 年 10 月 19 日  
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臨床疫学研究室 

室長 三田英治 

 

臨床疫学研究室は主に消化器疾患の病態を分子疫学面から検証し、最適な治療方法や安全

性を検討しています。代表的な研究内容を示します。 
 インターフェロンフリー治療によって C 型肝炎は HCV 排除が期待できる時代になりまし

たが、残された少数の難治例に対する最適治療法を検討しています。インターフェロンフリ

ー治療は非代償性肝硬変にまで適応が拡大されましたが、肝予備能が低下した症例に投薬す

るため、死亡例が出ています。より安全に治療できる条件とその有効性を検証しています。

同じく心機能低下や腎機能低下症例に対する治療法も検討しています。HIV 感染合併例での

インターフェロンフリー治療の成績もまとめ、論文化しています。 
 次に B 型肝炎では、核酸アナログの長期投与成績から導かれる耐性化の問題点を検討して

います。そしてラミブジン・アデホビル併用療法効果不良例に対し、アデホビルを TDF に切

り替えることの有効性と安全性を明らかにしました。現在はさらに TDF から TAF への切り

替えを検証しています。近年散発的に発生している B 型急性肝炎では genotype A が大半を占

めますが、その特徴を解析し、慢性化への関与についても検討しています。また HIV 感染が

B 型急性肝炎の重症度に与える影響についても検討しています。 
 A 型急性肝炎も MSM を中心に流行しており、その HAV 株が EuroPride であることを報告

しました。 
 肝細胞癌に対する治療では肝動注化学療法に注目し、現在症例の蓄積中です。分子標的治

療薬の成績とともに、最適治療の方向性を示していけるものと考えます。 
 

 

【2019 年度 研究業績発】 

A-0 

Kawaguchi T, Komori A, Fujisaki K, Nishiguchi S, Kato M, Takagi H, Tanaka Y, Notsumata K, Mita 

E, Nomura H, Shibatoge M, Takaguchi K, Hattori T, Sata M, Koike K：Eltrombopag enables initiation 

and completion of pegylated interferon/ribavirin therapy in Japanese HCV-infected patients with 

chronic liver disease and thrombocytopenia.「Exp Ther Med」18(1):P596-604、2019 年 7 月 

 

Ishida H, Ishihara A, Tanaka S, Iwasaki T, Hasegawa H, Akasaka T, Sakakibara Y, Nakazuru S, Uehira 

T, Shirasaka T, Mita E：Favorable outcome with direct acting antiviral treatment in hepatitis C 

patients coinfected with human immunodeficiency virus.「Hepatol Res」49(9):P1076-1082、2019 年

9 月 

Tanaka S, Kishi T, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：Outbreak of 

hepatitis A linked to European outbreaks among men who have sex with men in Osaka, Japan, from 

March to July 2018.「Hepatol Res」49(6):P705-710、2019 年 6 月 
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Hitomi Y, Ueno K, Kawai Y, Nishida N, Kojima K, Kawashima M, Aiba Y, Nakamura H, Kouno H, 

Kouno H, Ohta H, Sugi K, Nikami T, Yamashita T, Katsushima S, Komeda T, Ario K, Naganuma A, 

Shimada M, Hirashima N, Yoshizawa K, Makita F, Furuta K, Kikuchi M, Naeshiro N, Takahashi H, 

Mano Y, Yamashita H, Matsushita K, Tsunematsu S, Yabuuchi I, Nishimura H, Shimada Y, Yamauchi 

K, Komatsu T, Sugimoto R, Sakai H, Mita E, Koda M, Nakamura Y, Kamitsukasa H, Sato T, 

Nakamuta M, Masaki N, Takikawa H, Tanaka A, Ohira H, Zeniya M, Abe M, Kaneko S, Honda M, 

Arai K, Arinaga-Hino T, Hashimoto E, Taniai M, Umemura T, Joshita S, Nakao K, Ichikawa T, Shibata 

H, Takaki A, Yamagiwa S, Seike M, Sakisaka S, Takeyama Y, Harada M, Senju M, Yokosuka O, 

Kanda T, Ueno Y, Ebinuma H, Himoto T, Murata K, Shimoda S, Nagaoka S, Abiru S, Komori A, 

Migita K, Ito M, Yatsuhashi H, Maehara Y, Uemoto S, Kokudo N, Nagasaki M, Tokunaga K, 

Nakamura M：POGLUT1, the putative effector gene driven by rs2293370 in primary biliary 

cholangitis susceptibility locus chromosome 3q13.33「Sci Rep」14;9(1):P102、2019 年 1 月 

 

Yamada R, Hiramatsu N, Oze T, Urabe A, Tahata Y, Morishita N, Kodama T, Hikita H, Sakamori R, 

Yakushijin T, Yamada A, Hagiwara H, Mita E, Oshita M, Itoh T, Fukui H, Inui Y, Hijioka T, Inada M, 

Katayama K, Tamura S, Inoue A, Imai Y, Tatsumi T, Hamasaki T, Hayashi N, Takehara T：Incidence 

and risk factors of hepatocellular carcinoma change over time in patients with hepatitis C virus 

infection who achieved sustained virologic response「Hepatol Res」49(5):P570-578、2019 年 5 月 

 

B-2 

Kawamoto Y, Tanaka S, Ishihara A, Watanabe D, Uehira T, Ishida H, Shirasaka T, Mita E：Immune 

reconstitution inflammatory syndrome and CD4 lymphocyte count as predictive factors for HBsAg 

seroclearance in HBV/HIV coinfected patients treated with antiretroviral therapy. The International 

Liver Congress 2019, European Association for the Study of the Liver, Vienna, Austria, 2019 年 4 月

10-14 日 

 

B-4 

河本泰治、榊原祐子、別所宏紀、東 瀬菜、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、石原朗雄、岩

﨑哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、中水流正一、石田 永、三田英治、廣田和之、

上地隆史、渡辺 大、上平朝子、白阪琢磨：当院で経験した肝膿瘍 104 症例の検討。第 105

回日本消化器病学会総会、金沢、2019 年 5 月 9-11 日 

 

橋詰奈穂、石原朗雄、別所宏紀、東 瀬菜、河本泰治、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、岩﨑
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哲也、田中聡司、長谷川裕子、赤坂智史、榊原祐子、中水流正一、石田 永、三田英治：初診

時の JAS が軽症であったが救命しえなかった重症型アルコール性肝炎の一例。第 55 回日本

肝臓学会総会、東京、2019 年 5 月 30-31 日 

 

東 瀬菜、石原朗雄、別所宏紀、河本泰治、藤井祥史、庄司絢香、加藤聖也、岩﨑哲也、田中

聡司、長谷川裕子、赤坂智史、榊原祐子、中水流正一、石田 永、三田英治：当院における急

性肝不全、遅発性肝不全、および Acute-On-Chronic Liver Failure の臨床的特徴。第 55 回日本

肝臓学会総会、東京、2019 年 5 月 30-31 日 

 

田中聡司、石原朗雄、東 瀬菜、河本泰治、別所宏紀、藤井祥史、加藤聖也、庄司絢香、岩﨑

哲也、長谷川裕子、赤坂智史、榊原祐子、中水流正一、石田 永、三田英治：切除不能進行肝

細胞癌に対する Lenvatinib 治療の検討。第 20 回日本肝がん分子標的治療研究会、長崎、2019

年 6 月 29 日 

 

東 瀬菜、石原朗雄、河本泰治、別所宏紀、藤井祥史、加藤聖也、庄司絢香、岩﨑哲也、田中

聡司、長谷川裕子、赤坂智史、榊原祐子、中水流正一、石田 永、三田英治：RFA におけるデ

クスメデトミジン塩酸塩＋クエン酸フェンタニル併用投与による麻酔法の有効性と安全性。

第 55 回日本肝癌研究会、東京、2019 年 7 月 4-5 日 

 

早田菜保子、田中聡司、清木祐介、西本奈穂、宮崎哲郎、河本泰治、東 瀬菜、別所宏紀、

藤井祥史、石原朗雄、岩﨑哲也、長谷川裕子、赤坂智史、榊原祐子、中水流正一、石田 

永、三田英治：巨大肝腫瘍精査中に診断された先天性門脈欠損症の一例。第 43 回日本肝臓

学会西部会、下関、2019 年 12 月 12-13 日 

 

B-8 

石田 永：最終局面を迎えつつある C 型肝炎治療。法円坂地域医療フォーラム、大阪、2019 年

7 月 20 日 
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Yoshida T, Hijioka S, Hosoda W, Ueno M, Furukawa M, Kobayashi N, Ikeda M, Ito T, 

Kodama Y, Morizane C, Notohara K, Taguchi H, Kitano M, Yane K, Tsuchiya Y, 

Komoto I, Tanaka H, Tsuji A, Hashigo S, Mine T, Kanno A, Murohisa G, Miyabe K, 

Takagi T, Matayoshi N, Sakaguchi M, Ishii H, Kojima Y, Matsuo K, Yoshitomi H, 

Nakamori S, Yanagimoto H, Yatabe Y, Furuse J, Mizuno N  Surgery for Pancreatic 

Neuroendocrine Tumor G3 and Carcinoma G3 Should be Considered Separately. 

Ann Surg Oncol. 26(5): P.1385-1393, 2019 5 12  

 

Morizane C, Okusaka T, Mizusawa J, Katayama H, Ueno M, Ikeda M, Ozaka M, Okano 

N, Sugimori K, Fukutomi A, Hara H, Mizuno N, Yanagimoto H, Wada K, Tobimatsu K, 

Yane K, Nakamori S, Yamaguchi H, Asagi A, Yukisawa S, Kojima Y, Kawabe K, 

Kawamoto Y, Sugimoto R, Iwai T, Nakamura K, Miyakawa H, Yamashita T, Hosokawa 

A, Ioka T, Kato N, Shioji K, Shimizu K, Nakagohri T, Kamata K, Ishii H, Furuse J  

Combination gemcitabine plus S-1 versus gemcitabine plus cisplatin for 

advanced/recurrent biliary tract cancer: the FUGA-BT (JCOG1113) randomized phase 

III clinical trial. Ann Oncol.  30(12): P. 1950-1958, 2019 12 1  

 

Mimaki S, Watanabe M, Kinoshita M, Yamashita R, Haeno H, Takemura S, Tanaka S, 

Marubashi S, Totsuka Y, Shibata T, Nakagama H, Ochiai A, Nakamori S, Kubo S, 

Tsuchihara K  Multifocal origin of occupational cholangiocarcinoma revealed by 

comparison of multilesion mutational profiles. Carcinogenesis. , 2019 6 20

 [Epub ahead of print] 

 

Okamura Y, Yasukawa S, Narimatsu H, Boku N, Fukutomi A, Konishi M, Morinaga S, 

Toyama H, Kaneoka Y, Shimizu Y, Nakamori S, Sata N, Yamakita K, Takahashi A, 

Kainuma O, Hishinuma S, Yamaguchi R, Nagino M, Hirano S, Yanagisawa A, Mori K, 

Uesaka K Human equilibrative nucleoside transporter-1 expression is a predictor 

in patients with resected pancreatic cancer treated with adjuvant S-1 chemotherapy. 

Cancer Sci. , 2019 11 28  [Epub ahead of print]       

 

Yamagishi T, Matsui M, Sekizuka T,  Ito H, Fukusumi M1, Uehira T, Tsubokura M, 

Ogawa Y, Miyamoto A, Nakamori S, Tawa A, Yoshimura T, Yoshida H, Hirokawa H, 

Suzuki S, Matsui T, Shibayama K, Kuroda M, Oishi K.  A prolonged multispecies 
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outbreak of IMP-6 carbapenemase-producing Enterobacterales due to horizontal 

transmission of the IncN plasmid. Sci Rep. 10 1 P.4139, 2020 5  

 

Umehara T, Arita H, Yoshioka E, Shofuda T, Kanematsu D, Kinoshita M, Kodama Y, 

Mano M, Kagawa N, Fujimoto Y, Okita Y, Nonaka M, Nakajo K, Uda T, Tsuyuguchi N, 
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Nakayama T, Kawaguchi H, Masuda N, Aogi K, Anan K, Ito Y, Ohtani S, Sato N, Saji S, 

Takano T, Tokunaga E, Nakamura S, Hasegawa Y, Hattori M, Fujisawa T, Morita S, 

Yamaguchi M, Yamashita H, Yamashita T, Yamamoto Y, Yotsumoto D, To, Ohno S

Influence of the adjuvant hormonal therapy on hormone sensitivity and survival 

outcomes in ER+ and HER2 advanced breast cancer: A subgroup analysis of the JBCRG-

C06 Safari study. San Antonio Breast Cancer Symposium 2019, San Antonio, USA, 2019

12 13  

 

B-3 

45 2019 7 11

 

 

Tsuboyama T, Takei O, Okada A, Wada K, Kuriyama K 3D-

T2WI (Prediction of Nondiagnostic Image Quality 

of 3D T2-weighted MRI of the Uterus with a Short-time Prescan: a Pilot Study) 78

2019 4 11  

 

Honda T, Kuriyama K, Inoue A, Kiso K, Kishimoto K, Tsuboyama T, Higashi M

CT (Rate of Severe Adverse Drug Reactions to Non-

ionic Contrast Media Used During Computed Tomography at Osaka National Hospital).
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2019 6 5  
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52

2019 7 11  

 

sarcoma

17 , 2019

7 20  
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92 2019 5 10  

 

73

  2019 6 6  
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Uemura M, Miyake M, Kato T, Ikeda M, Miyamoto A, Hirao M, Yamamoto H, 

Mizushima T, Doki Y. Lap surgery for locally advanced and recurrent rectal cancer  

TPE and concomitant sacrectomy . 74   

2019 7 19  
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32   2019 11 29  

 

Nivolumab Attraction22

119   2019

4 19  

 

74

31  2019 7 19  

 

57

23  2019 10 25  

 

S-1

capecitabine cisplatin(XP) 2 57

  2019 10 25  
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2019 10 24  
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Luminal B-like Triple-negative nab-

paclitaxel FEC II KBC-SG1402 27

2019 7 13  

 

Celine Wilke Alpelisib (ALP)+fulvestrant (FUL) in patients from Japan with 

advanced breast cancer: Subgroup analysis of SOLAR-1 trial 17

2019 7 20  

 

ER+ palbociclib 

2 : 57

2019 10 24  
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2019 10 25  
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One Class Support Vector Machine(OC-SVM)

108 2019

5 10  

 

108 2019 5 11  

 



─ 384 ─

 

ESD 1

73 2019 6 6  

 

EUS-FNA 58

2019 11 17  
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44   2019 6 21  

 

Kato S, Hama N, Maeda S, Miyamoto A. A Case of Giant Hepatocellular Carcinoma 

with Congenital Absense of the Portal Vein. 31

  2019 6 13  
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HER2
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高度医療技術開発室 

室長 是恒之宏 

室員 安部晴彦 

 

近年における医療を取り巻く情報処理や画像処理の技術革新により、診断、治療における

医用画像診断装置の利用範囲は拡大しており、著しいイノベーションを引き起こしている。

医用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や現象の画像化

が可能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性がある。これらの技術開発に

は医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構築が必要であるが、米国における産

学連携の仕組みや組織と比較すると本邦ではまだまだ発展の余地が多いと言える。病院にお

ける医療現場のニーズを企業が保有している技術開発力や大学の基礎医学研究能力に結び付

けながら、常に新しい高度医療技術の開発に取り組んでゆくことが、病院に付属する本研究

室の最も重要な役割である。 
平成 24年度より循環器系研究室員を配置し、医用画像診断装置の技術開発を大阪大学大

学院医学系研究科保健学専攻機能診断科学講座とともに推進した。 
平成 27年度より、院内臨床症例（特に心房細動症例、大動脈弁狭窄症症例）の心臓超音

波画像解析も並行して推進した。 
平成 29年度は、院内臨床症例で僧帽弁輪石灰化、大動脈弁石灰化を CT画像から解析し、

心臓超音波画像と組み合わせて解析することによって、冠動脈石灰化のリスク層別化が可能

であること。また心エコー検査と生体インピーダンス分析を併用することによって心不全患

者の再入院リスク層別化が可能であることを報告した。（AHA2017、ACC2018） 
平成 30年度は、昨年の CT画像検査、心エコー検査に関する研究を進め、それぞれ報告を

行った。（AHA2018）この研究が、心エコー図学会に認められ海外発表優秀論文賞を受賞し

た。 
平成 31年度は、大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学において他施設で実施してい

る心不全レジストリ登録を行っているデータから、心エコーによるうっ血の指標をスコア化

し、層別化することによって心不全患者の予後を予測することを報告した。（AHA2019） 
 

 

【2019年度 研究業績発表】 

A-0 

Shinouchi K, Ueda Y, Kato T, Nishida H, Ozaki T, Kosugi S, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T , Nakamura 

M, Fukushima T, Horiuchi K, Mishima T, Abe H, Awata M, Date M, Uematsu M , Koretsune Y: 

Relation of Chronic Total Occlusion to In-Hospital Mortality in the Patients With Sudden Cardiac Arrest 

Due to Acute Coronary Syndrome.「The American Journal of Cardiology」123(12):1915-1920, 2019

年 6月 15日 

 

Seo M, Yamada T, Tamaki S, Hikoso S, Yasumura Y, Higuchi Y, Nakagawa Y, Uematsu M, Abe H, Fuji H, 
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Mano T, Nakatani D, Fukunami M, Sakata U. Prognostic Significance of Serum Cholinesterase Level in 

Patients With Acute Decompensated Heart Failure With Preserved Ejection Fraction: Insights From the 

PURSUIT-HFpEF Registry. J Am Heart Assoc 2020;9:e014100. 2020年 1月 7日 

 

A-2  

安部晴彦、是恒之宏： XX心不全の合併症-病態・治療-１．不整脈(1)心房細動 3)抗凝固療法 

「日本臨牀第 77巻増刊号２ 心不全（第２版）下-最新の基礎・臨床研究の進歩-」、日本臨牀

社 、2019:103-111、 2019年 5月 31日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 21循環器疾患における抗血小板・抗凝固療法 「改訂第 9版 内科学書 

vol. 3 循環器疾患 腎・尿路疾患」、中山書店 、2019:368-372、2019年 8月 30日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 第 14章薬剤開発の最新情報 2.抗凝固薬 「先端医療シリーズ 50 循

環器疾患の最新治療」、p235-239、先端医療技術研究所 永井良三、澤芳樹、小川久雄編集主

幹、2019年 9月 28日 

 

安部晴彦、是恒之宏： 6循環器疾患 同種薬の特徴と使い分け-抗血栓薬（経口抗凝固薬、抗

血小板薬） 「今日の治療指針 2020年版」、p344-345 医学書院 福井次矢、高木誠、小室一

成総編集、2020年 1月 1日 

 

安部晴彦、上松正朗： 第�章 E心不全合併陳旧性心筋梗塞患者、F心筋バイアビリティの評

価 「実践に活きる臨床心エコー図法」 p287-294 南江堂 伊藤浩、渡辺弘之編集、2020年 3

月 25日 

 

A-4  

飯田吉則、安部晴彦、相木佐代、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大

橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上

田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 緩和ケアの進め方に苦慮した心不全の一例。Osaka Heart Club 

43(9): 6-11、2020年 2月 14日 

 

B-2 

Toriyama C, Abe H ,Nishida H, Nakamura M, Ohashi T, Iida Y, Kosugi S, Ozaki T, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: A novel method of correcting the left ventricular stroke 

volume by Doppler echocardiography: comparison with multidetector computed tomography. ESC Asia、
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シンガポール、 2019年 11月 9日 

 

Kosugi S, Shinouchi K, Abe H, Mishima T, Ozaki T, Takayasu K, Iida Y, Ohashi T, Toriyama C, Nakamura 

M, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Clinical and Angiographic Features of Out-of-hospital 

Cardiac Arrest in Patients With Acute Myocardial Infarction. AHA2019 、Philadelphia、2019年 11月 17

日 

 

Abe H, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima T, Date M, Ueda Y, Korestune Y:  Prognostic Impact of 

Echocardiographically Evaluated Congestion in Patients With Heart Failure With Preserved Ejection 

Fraction. AHA2019、Philadelphia、2019年 11月 17日 

 

Iida Y, Abe H, Nakamura M, Ohashi T, Toriyama C, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Prognostic impact of fractional excretion of urea and urine 

osmolality in patients with acute decompensated heart failure. ACC2020、Chicago、2020年 3月 29日 

 

Nakamura M, Abe H, Iida Y, Toriyama C, Ohashi T, Takayasu K, Ozaki T, Kosugi S, Shinouchi K, Mishima 

T, Date M, Ueda Y, Uematsu M, Koretsune Y: Tricuspid Annular Plane Systolic Excursion Cannot Predict 

the Outcome of Heart Failure with Preserved Ejection Fraction and Sinus Rhythm. ACC2020、Chicago、 

2020年 3月 30日 

 

B-3 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、三

嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: 急性心筋梗塞による心停止患者の治療。第

67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、 2019年 9月 15日 

 

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾崎立尚、髙安幸太郎、

小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏: CTOを含む 3 枝病変の重症

AS患者に PCI＋TAVIを施行した一例。第 33回日本冠疾患学会学術集会、岡山市、2019年 12

月 14日 

 

B-4  

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、福島貴嗣、堀内恒平、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁逆流が軽度から重度へ増悪した心不全合併不整
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脈原性右室心筋症の一例。日本心エコー図学会第 30回学術集会、松本市、2019年 5月 11日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、福島貴嗣、堀内恒平、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、尾﨑立尚、小

杉隼平、西田博毅、加藤大志、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：安定した血行動態の急性心筋梗塞における心エコー検査で診断した心室中隔

穿孔の一例。日本心エコー図学会第 30回学術集会、松本市、2019年 5月 11日 

 

飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：心房性機能性僧帽弁閉鎖不全症が形成されていく過程を年単位で追跡し

えた 1 例。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 25日 

 

鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、飯田吉則、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：パルスドプラ法による左室流出路時間速度積分は 1 回心拍出量を正確に

反映するか？。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 25日 

 

中村雅之、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、西田博毅、加藤大志、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：収縮の保たれた心不全患者における左室と右室の長軸方向収縮能が予後

に与える影響。日本超音波医学会第 92回学術集会、東京、2019年 5月 26日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上松正朗、是

恒之宏、上田恭敬：急性心筋梗塞患者と安定狭心症患者における血栓形成態の比較。第 39回

心筋梗塞研究会、東京、2019年 7月 6日 

 

加藤大志、安部晴彦、飯田吉則、堀内恒平、福島貴嗣、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、小

杉隼平、尾﨑立尚、西田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正

朗、是恒之宏：心血管疾患患者において心肺運動負荷中の呼気終末二酸化炭素濃度の変遷に

影響を与える因子の検討。第 25回日本心臓リハビリテーション学会学術集会、大阪市、2019

年 7月 13日 

 

飯田吉則、安部晴彦、加藤大志、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、小杉隼平、西

田博毅、篠内和也、三嶋 剛、粟田政樹、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：高強度

インターバルトレーニングが運動耐容能の改善に有用であった心臓外科術後の 1 症例。第 25

回日本心臓リハビリテーション学会、大阪市、2019年 7月 14日 
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中村雅之 、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、大橋拓也、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、

三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 右心カテーテル検査時の輸血負荷によ

り肺高血圧症を診断し得た一例。第 67回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019年 9月 14

日 

 

小杉隼平、安部晴彦、 三嶋 剛、篠内和也、尾﨑立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞患者と安定狭

心症患者における血栓形成能の比較検討。 日本心血管インターベンション治療学会 CVIT2019、

名古屋市、2019年 9月 21日 

 

B-6  

飯田吉則、 安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、篠内和也、三嶋 剛、上田恭敬、上松正朗、是恒

之宏：心不全増悪を繰り返す慢性腎臓病と機能性僧帽弁逆流を合併した虚血性心筋症の1例。

第 2回中之島循環器カンファレンス、 大阪市、2019年 4月 19日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、三島 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：硝酸薬が効かずカルペリチドが奏功した急性心不全・腎不全の 1 例.。第

225回日本内科学会近畿地方会、 大阪市、2019年 9月 21日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、中村雅之、鳥山智恵子、小杉隼平、篠内和也、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：透析により速やかに改善した重度機能性僧帽弁逆流の 1 例。日本超音波

医学会第 46回関西地方会、大阪市、2019年 10月 26日 

 

松村未紀子、安部晴彦、小杉隼平、 尾﨑立尚、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：偏位性僧帽弁逆流性 MR と病歴から感染性心内膜炎を疑い確定診断し得

た症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

尾﨑立尚、 三嶋 剛、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、小杉隼平、篠内和也、安部晴彦、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：意識障害にて搬送され右室・肺動脈等に多発静脈内ガス像を認めた一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

中村雅之、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、大橋拓也、鳥山智恵子、 

飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上
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松正朗、是恒之宏：血栓性血小板減少性紫斑病に合併した深部静脈血栓症にリバーロキサバ

ン強化療法が著効した一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30

日 

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、飯田吉則、大

橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、髙安幸太郎、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上

松正朗、是恒之宏：虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対して回旋枝の PCI が有効であった一例。第

128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、

小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：心室細動からの

蘇生に難渋した Fontan 術後・右胸心成人患者の一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、

大阪市、2019年 11月 30日 

 

家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：心房細動アブレーション治療後に心機能が改善した心不全の 1例。第 128

回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋 剛、篠内和也、尾崎立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、大橋拓也、鳥

山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、家原卓史、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：薬剤コーテッドステントと第 2 世代薬剤溶出性ステント留置 1 年後の血

管内視鏡所見の比較。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

上田泰大、篠内和也、小杉隼平、家原卓史、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、飯田吉則、髙安幸太郎、尾﨑立尚、三嶋 剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、上

田恭敬、是恒之宏：HIV 感染症患者の冠動脈および大動脈に Lipid rich plaque を認めた一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、大橋拓也、鳥

山智恵子、髙安幸太郎、尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁に離開が生じ三尖弁逆流が増悪した心不全

合併不整脈原性右室心筋症の一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11

月 30日 
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國分祐樹、佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、髙安幸太郎、

尾﨑立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋 剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏： 高血

圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。 

第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月 30日 

 

髙安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾﨑立尚、小杉隼平、三嶋 剛、安部晴彦、上田恭敬、上

松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深大腿動脈瘻に対して超音波ガイド下トロ

ンビン注入が有効であった一例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019年 11月

30日 

 

大橋拓也、三嶋 剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小杉隼平、尾﨑

立尚、髙安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木駿、松村未紀子、上田泰大、家

原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心房粗動に対してアブレーションを行い，機

能性三尖弁逆流の減少が得られた一症例。第 128回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019

年 11月 30日 

 

B-8  

安部晴彦: 循環器領域における血流観察-心エコーを中心に-。OMMC 循環器臨床懇話会 2019、

大阪市、2019年 9月 7日 
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医療情報研究室 

 室長 岡垣篤彦 

 

 医療情報研究室では、医療への IT 応用に関するソフト、ハードの両側面の研

究を行っている。病院において実稼働している病続情報統合システムを用いた研

究、病院情報システム  本体の機能拡張に関する独自の研究を実施する一方、治

験・臨床研究や医療安全に関する  システム的検討、シミュレーションや統計な

どの情報科学の医療応用に関する研究を行っている。早急に実用化することを求

められている災害時の国内標準電子カルテについて、あるいは SS-MIX、SS-

MIX2、MML、openEHR といった標準規格を通して異なる  電子カルテシステム

間のスムーズな連携についても研究を行なっている。  

国内で行なわれている医療機関間のデータ共有に関する主要な研究プロジェク

トのうち代表的な 2 つのプロジェクト、すなわち、国立病院機構の「電子カルテ

データ標準化等のためのＩＴ基盤構築事業」、および大阪大学が主導する「病院

情報システムデータを利用した横断的研究基盤構築に関する研究」に参加してい

る。  

平成 26 年 1 月より実用化された救命救急外来経過表は、救命救急外来の診療

速度についてける国内で最も進んだ電子カルテとして大きな注目を集め、東京大

学、京都大学、沖縄中部病院など、国内の一流研究・医療機関より見学を受け入

れた｡ 

平成 25 年度は災害医療研究室と共同で厚労省指定研究「南海トラフ巨大地震

の被害想定に対する DMAT による急性期医療対応に関する研究」において GIS

の技術を用いた DMAT 被災地派遣支援ソフトウエアの開発を行い平成 26 年度に

報告書を上梓したが、国会での来るべき甚大災害に対する医療支援に関する議論

に対しデータの供給を行なうなど国内の甚大災害対策に貢献した｡引き続き災害

関連の研究として平成 27 年度より厚労省指定研究「首都直下地震に対応した

DMAT の戦略的医療活動に必要な医療支援の定量的評価に関する研究」を 2 年間

行なった。南海トラフ地震への医療支援に関してはその後も継続的に研究に参加

しており､平成 28 年度から 30 年度まで、厚生労働科学研究費補助金（地域医療

基盤開発推進研究事業）分担研究「南海トラフ地震に関する研究」に共同研究者

として参加した｡その他に、国立病院機構の「電子カルテによる「災害診療記

録」電子フォーマット自動出力実証事業」に参加した｡ 

医療情報学会において 2017 年に「災害・救急医療へのユーザーメード IT の

貢献」、2018 年には「医療の質向上に貢献する診療支援システムとその効果分
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析」、2019 年には「令和時代のシステムリプレース -診療現場からのレポート -」

というテーマでワークショップを主催した｡ 

さらに、国内で甚大災害が発生した場合に使用できる電子トリアージ、災害

掲示板、電子災害診療録統合システムの開発、実用化を行なった。このシステム

を用いて国内複数個所でトリアージ、カルテ記載、患者搬送シミュレーションを

含む机上訓練を行なったところ、良好な結果を得た｡この結果は 2020 年 2 月 21

日災害医学会にて上尾医師にて発表を行なったが、国内の標準システムとなる可

能性について大きな反響を得た｡ 

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-2 

岡垣篤彦：女性生殖器系および妊娠・分娩・産褥期の疾患「医療情報第 6 版医学

医療編」P.201-204 2020 年 1 月 30 日  

 

岡垣篤彦：産科（周産期）診療に関するシステム「医療情報第 6 版医療情報シス

テム編」P.159-162 2020 年 1 月 30 日  

 

A-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会プログラム・抄録集  」 23 P.66-67  発行年： 2019 年

6 月 6 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること「 IT ヘルス

ケア誌 (Web)」14 P.55-56  2019 年 7 月 20 日  

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送「日本災害情報学会大会予稿集」21 P.178-179  2019 年 10 月 19 日  

 

岡垣篤彦、太田原顕、深澤真吾、吉田茂、木村哲也、山本康仁：令和時代のシス

テムリプレース -診療現場からのレポート -  「医療情報学連合大会論文集

(CDROM)」    

39  P. ROMBUNNO.4-I-1  2019 年 11 月 21 日  
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B-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会 熊本 2019 年 6 月 7 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること第 13 回 IT

ヘルスケア学会 シンポジウム 5 大阪 2019 年 7 月 21 日  

 

岡垣篤彦：病院情報システムの更新における重症病棟システムの問題点  公募ワ

ークショップ 令和時代のシステムリプレース -診療現場からのレポート - 第 39

回医療情報連合大会、神戸、2019 年 11 月 24 日  

 

B-4 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送 第 21 回日本災害情報学会大会 高松 2019 年 10 月 20 日  

 

上尾光弘、岡垣篤彦：災害時標準診療録を位置情報を含んだ電子記録とすること

により災害医療の全体像をビッグデータとともにリアルタイムに把握するシステ

ムの開発 日本災害医学会 神戸 2020 年 2 月 21 日  

 

B-5 

岡垣篤彦：FM クラウドを使用した災害時総合システムー電子トリアージ、災害

掲示板、災害診療記録 日本ユーザーメード医療 IT 研究会 熊本 2019 年 1 月

18 日  
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災害医療研究室 

室長 大西光雄 

 

【役割】  

 広域災害や局地災害、さらに放射線災害やテロリズムなど特殊災害にも対応で

きる拠点的病院として災害医療を担う。そのため、救命救急センターを中心とし

た平時救急診療体制と災害時に即座に対応できる組織体制を確立し、全国あるい

は地域の関連機関との連携を図ることで実効的な災害医療を展開する。災害急性

期には専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム（DMAT）を編成し、広域災害に

は厚生労働省が認証する日本 DMAT を、大阪府下および周辺の局地災害には大阪

府が認証する大阪 DMAT を直ちに派遣できる体制とする。平成 25 年 10 月 1 日に

新たに開設された厚生労働省医政局災害対策室 DMAT 事務局は、首都直下地震で

東京の災害医療センターにある DMAT 事務局が機能不全になった時の代替機能

を果たすことが主な任務であるが、隊員の技能維持研修や養成研修等の日常的な

役割も担っている。また、国立病院機構の西日本  

基幹災害拠点病院として災害医療班を早期から派遣し、急性期から亜急性期の災

害医療支援とその連携体制を構築する役割もある。  

【現状】  

１． 災害対策  

平成 13 年に緊急災害医療棟が完成し、放射線災害（原子力災害）に対応できる

設備や救急外来初療室、情報処理室、300 名までの傷病者が収容できるスペース

および災害ベッドが整備されている。災害時医療班派遣のためのドクターカーも

備えたが老朽化していたこともあり、平成 31 年度（令和元年度）にドクターカー

を新しくし、災害派遣用車両（DMAT カー等）を確保する予定である。  

大阪府の被ばく医療体制では唯一の二次被ばく医療施設として、地下 1 階に除染

室、放射線測定室を備えてきた。一方、平成 23 年に発生した東日本大震災での

原子力発電所事故以来、広域の被ばく医療対策として、平成 24 年に原子力規制

委員会が発足、平成 27 年より原子力災害医療・総合支援センターが整備され、

原子力発電所立地県を中心に原子力災害拠点病院の整備が図られている。それに

従い、これまでの二次、三次被ばく医療施設という体制はなくなった。当センタ

ーは平成 30 年 3 月 25 日に大阪府の原子力災害拠点病院に指定され、これまで取

り組んできた被ばく患者に対する診療・治療の役割に加えて、地域の関係者への

研修や原子力災害医療チームの整備の役割を担うこととなった。当院の被ばく医

療に対するこれまでの経験や訓練を踏まえた組織力は強力で、実際の災害時には
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たす役割は大きい。原子力災害拠点病院としての機能維持と被ばく医療に必要な

機器の整備や維持を行なっていく予定である。  

災害医療棟 1 階は日常診療で救急外来として使用しており、初期・二次の時間

外救急及び三次救急に対応する初療室と CT 撮影室、外来手術室を完備している。

１階フロアー及び玄関周囲は災害時に傷病者を受け入れるための指揮所やトリア

ージゾーンを設置できる。２階、３階の各研修室、講堂と廊下には多数の被災者

を収容し、応急的な治療ができるよう酸素や吸引などの配管が設置されている。

研修室と講堂は、会議や講演会、各種研修、勉強会等にも広く利用されている。

平成 25 年 10 月から新たに DMAT 事務局が４階に開設された。  

災害時に必要な資機材や食料・水等の備蓄は、3 日間供給が途絶しても対応で

きる規模で準備している。非常食は経済性や味、耐用年数などを考慮した備蓄と

なっている。水は 800 トンが備蓄でき、病院で必要な量を１日 200 トンと計算し

て４日間は対応可能である。救急医薬品の備蓄も 197 品目に及んでいる。平成 26

年度から化学災害やテロに対応できるように一部の中毒拮抗薬備蓄も開始した。  

災害訓練については、毎年 1 回病院全体での訓練を、主に被災者受け入れ訓練

を中心に行っている。病棟火災に対応する防災訓練も年 1 回行っている。フルス

ケール災害訓練は大阪湾を震源地とした震度６相当の地震が発生し、近隣に多数

の傷病者が出たという想定で毎年 1 月に行っている。その際に放射性物質の汚染

患者を想定した受け入れ訓練も加えている。国立病院機構近畿グループ事務所を

はじめ近畿および西日本の国立病院機構、大阪市東医師会、近隣の関連医療機関、

他医療機関の日本 DMAT チーム、看護学校および看護学生など毎年約 600 名が参

加している。  

２．災害派遣  

災害救護班の派遣は平成 16 年の新潟中越地震をもって嚆矢とする。この経験

に基づいて機構の近畿ブロック事務所とも連携をとりながら災害救護体制の整備

を進める形ができあがった。平成 17 年 4 月 25 日の JR 福知山線列車脱線事故で

は災害現地に DMAT を初めて派遣できた。その後に発生した新潟県中越沖地震で

は震災発生後 1 時間で DMAT チーム派遣の準備が完了し（実際の派遣はなかった

が）、迅速な派遣体制がほぼ整った。そして、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日

本大震災では日本 DMAT や医療救護班の迅速な派遣が可能になり、未曽有の原子

力発電所事故に対しても放射線サーベイランスや医療支援要員を福島県へ派遣で

きた。図らずも直前に行った災害訓練が被ばく医療の実践に役立った。平成 28 年

4 月 14 日に発生した熊本地震では後述の DMAT 事務局の熊本県への支援、DMAT

隊の派遣、初動医療班や災害医療班の派遣が行われた。また平成 30 年６月の大阪
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府北部地震では、大阪府保健医療調整本部（大阪府庁内）の本部機能を支えるロ

ジスティックチームとして派遣され、同７月の西日本豪雨災害でも同様の活動を

岡山・広島県で行なった。このように災害発生時に即時的対応ができる体制は整

備されてきたが、広域の被災地、被災地外医療機関連携を一定期間効率的に行う

には国立病院機構の災害医療体制をさらに充実させる必要がある。  

３．平時救急診療体制  

  救命救急センターを中心とした救急診療体制により重症外傷、急性中毒、熱傷、

急性呼吸不全、ショック、重症感染症などの三次救急患者の受け入れが中心とな

っている。救命救急センターの外傷患者数は年間 300 例を超えており、外傷診療

の経験は災害医療にもつながる。医療供給体制では、三次だけでなく、脳卒中・

急性心筋梗塞の二次救急を含めた集学的救急医療体制が出来てきた。  

４．厚生労働省 DMAT 事務局  

 DMAT 事務局の有事の主な任務は広域災害時の全国規模でのマネージメントで、

現場や被災地医療機関での医療支援、広域医療搬送のサポート、情報の収集と提

供などを担うことになる。日常的には DMAT 隊員の技能維持や地域の災害対応の

ための研修や訓練などを継続的に行う役割を担っている。災害医療棟 4 階に事務

局をおき、現在の構成員は、事務局専任の事務官 5 名と医師及び看護師等の 9 名

である。  

 令和２年度以降は国立病院機構本部直轄となり、災害医療棟 4 階の立地は変わ

らず東京都立川市の国立病院機構災害医療センター内の DMAT 事務局と同一組

織となる。  

【将来構想】  

DMAT 事務局と連携を取りつつ、地域の災害拠点病院、国立病院機構のグルー

プ拠点病院の役割をはたすことが基本になる。  

①  救命救急センターでの日常診療を充実させ、災害に対応できる救急・災害医療

の整備、救急・災害医療専門医の補強を進める。  

②  災害情報システムの効率的運用と、災害発生時に物的・人的資源の提供など後

方支援（ロジスティック）の中心的役割をはたせる組織体制をつくる。  

③   多くの専門医療機関を有する国立病院機構の特徴を生かした災害医療連携

を確立する。  

④   原子力災害拠点病院としての機能の充実とともに、原子力災害の研修・訓練

体制を確立していく。（いわゆる CBRNE 災害への対応能力の向上も図る。）  
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G20 サミットへの対応  

 

2019 年は大阪にて主要国首脳会議（G7 に参加する７カ国、EU、ロシア、および

新興国 11 カ国の計 20 カ国の首脳、招待国を含めると約 35 の国や機関が参加す

る国際会議である G20 サミットが開催された。これまで日本で行われたサミット

は、洞爺湖サミットや伊勢志摩サミットといった都市部から離れた場所で執り行

われることが多かったが、G20 大阪サミットは都市部で開催されることもあり、

医療をはじめ様々な対応が必要となった。参加国・機関は 37 に及び、参加者は約

３万人が見込まれた。  

 大阪医療センターは医療対応を行う機関の一つに指定されており、G20 サミッ

トの日程は 2019 年 6 月 28 日および 29 日であったが、来阪の日程を加味すると 6

月 26 日午後から 6 月 30 日までの 4 日半、疾患や外傷を含むあらゆる傷病をいつ

でも応需できる体制が求められた。また、大阪府の原子力災害拠点病院であるこ

とから、放射性物質が関与する災害（テロ）に対する対応も求められた。  

 事前に様々な資料作成がなされたが、爆発物によるテロ災害に対応するための

大阪府の講習会資料は当救命救急センターの大西が作成した。  

 日常救急は普段通りに続けた上で、G20 で発生するあらゆる傷病に対応するた

め、大阪医療センターでは全ての診療科機能や検査・手術体制を、前述の期間に

おいて 24 時間体制で対応可能とするための情報共有システムを臨時に構築した。

全診療科機能および各種検査・手術体制を維持するためのスタッフの協力があり、

体制の構築は問題なく確立でき、期間中は無事に経過した。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測 「日本

医療情報学会春季学術大会プログラム・抄録集  」 23 P.66-67  発行年： 2019 年

6 月 6 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること「 IT ヘルス

ケア誌 (Web)」14 P.55-56  2019 年 7 月 20 日  

 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の

避難および移送「日本災害情報学会大会予稿集」21 P.178-179  2019 年 10 月 19 日  
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A-4 

大西光雄：CBRNE 災害の対応に関する医療従事者教育 CBRNE への対応は一般

診療を行う医師・医療機関からはじまる可能性がある【災害時の医療の最前線 :オ

リンピック開催中の CBRNE 災害にいかに備えるか】 「医学のあゆみ」森村尚

登編、269 巻 11 号、 P865-870、医歯薬出版株式会社、2019 年 6 月 15 日  

 

A-5 

大西光雄：IV-2 国立病院機構大阪医療センター「G20 大阪サミット救急医療体制

確保事業実施報告書」134〜140 頁、日本臨床救急医学会、日本中毒情報センター、

2020 年 3 月  

 

若井聡智： I-1 G20 大阪サミット 2019 における現地医療対策本部について 「G20

大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」 日本臨床救急医学会・日本

中毒情報センター、P11～15、2020 年 3 月  

 

松田宏樹： I-3 G20 大阪サミット 2019 における首脳等以外への医療対応について 

「G20 大阪サミット 救急医療体制確保事業実施報告書」日本臨床救急医学会・

日本中毒情報センター、P21〜25、2020 年 3 月  

 

B-3 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における療養施設の被災状況予測。日本医

療情報学会春季学術大会、熊本、2019 年 6 月 7 日  

 

岡垣篤彦：医療情報分野から災害医療へのサポートとしてできること。第 13 回

IT ヘルスケア学会 シンポジウム 5、大阪、2019 年 7 月 21 日  

 

大西光雄 : 爆傷（blast injury）について 適塾セミナー。第 119 回日本外科学会定

期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

入澤太郎、中  雄公、大西光雄、小倉裕司、嶋津岳士：災害医療における外科系医

の役割。第 119 回日本外科学会定期学術集会、大阪、2019 年 4 月 19 日  

 

B-4 

岡垣篤彦、定光大海：南海トラフ地震における医療介護施設の避難困難入床者の
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避難および移送。第 21 回日本災害情報学会大会、高松、2019 年 10 月 20 日  

 

上尾光弘、岡垣篤彦、若井聡智、大西光雄：災害時標準診療録を位置情報を含ん

だ電子記録とすることにより災害医療の全体像をビッグデータとともにリアルタ

イムに把握するシステムの開発。日本災害医学会、神戸、2020 年 2 月 21 日  

 

B-5 

岡垣篤彦  : FM クラウドを使用した災害時総合システム－電子トリアージ、災害

掲示板、災害診療記録。日本ユーザーメード医療 IT 研究会、熊本、2019 年 1 月

18 日  

 

大西光雄：VX 「先生！事件です！！」（化学テロ対策講習会）。第 40 回日本中毒

学会西日本地方会、神戸、2020 年 2 月 22 日  

 

B-8 

上尾光弘：大阪府医師会災害・外傷初期診療研修会講師（大阪府医師会館）2019

年 11 月 23 日  

 

大西光雄：災害医療と BCP。 令和元年度全国国立病院院長協議会中国四国支部

勉強会（第２回）、岡山、2020 年 2 月 7 日  
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臨床研究推進室 

臨床研究センター長・臨床研究推進部長・  

臨床研究推進室長      白阪琢磨 

 

臨床研究事業は、従来から国立病院機構が果たすべき先駆的な政策医療の一分野

である。当院では治験・臨床研究の円滑な運営・管理、支援を行うことを目的に、

臨床研究センター4部12室の中に「臨床研究推進部」、「臨床研究推進室」を配置し

ている。臨床研究推進室は“治験管理部門”と“臨床試験支援部門”の2つの部門から成

るが、治験管理部門が、治験以外の臨床研究支援も含め専ら活動の中心となってい

る。  

臨床研究推進室の構成員は、部長（室長併任）１名、臨床研究コーディネーター

（CRC）8名、治験・臨床研究事務局3名、データマネジャー1名、事務補助6名であ

る（令和2年3月末現在）。  

臨床研究推進室は、CRCおよび治験事務局として治験の全体的なコーディネーシ

ョンを担うことにより、契約前から終了まで迅速かつ質の高い治験実施を支援して

いる他、受託研究審査委員会（IRB）事務局機能も併せ持っている。受託研究と各

種臨床研究関連指針が適応される自主研究は、それぞれ独立した2つのIRB（第1委

員会・第2委員会）により毎月審議を行っている。また、平成30年3月31日には臨床

研究法上の臨床研究審査委員会として厚生労働大臣から認定を取得し、今年度は委

員会を13回開催した。この認定委員会においては、厚生労働省による認定臨床研究

審査委員会等審査能力向上促進事業に参加し、架空の研究計画書を通常の新規案件

同様に審査を行い、他の認定委員会と意見交換を行った。  

治験実績では、国立病院機構内施設で全国2位の成績であった。(令和2年2月現在) 

新規受託件数26件、総件数112件、請求金額総額は昨年度と同様3億円を超え、目標

を達成することが出来た。  

自主研究の支援に関しては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいた質の高い臨床研究の実施をより進めるために、研究機関の長が行う点検

（自己点検）を実施し、その結果を研究者にもフィードバックしている。また確実

な同意書管理のための支援も継続的に取り組んでいる。臨床研究法準拠の研究につ

いても、今年度から同様の支援を開始した。  

その他、地域治験ネットワークの活動としては大阪府内の16医療機関で形成する

「治験ネットおおさか」の活動にも参加し、他医療機関との意見交換を行い、CRC

養成研修での講師やファシリテーターを務めた。  

学術的活動および教育については、学会・研究会で発表を行い、国立病院機構本部
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主催の初級者 CRC 養成研修では講師依頼や実習受け入れ施設にも指定されている。  

院内教育および啓発活動としては「臨床研究推進室ニュース」（年４回）の発行、

「治験セミナー」（年 2 回）、「臨床研究セミナー」（年 2 回）、臨床研究法セミナ

ー（年 1 回）を実施した。臨床研究法セミナーでは、近畿グループや治験ネットおお

さかからの参加者も受け入れた。IRB 委員への倫理教育としては、eAPRIN 倫理研修

以外にも、毎月 IRB 開催前に倫理指針や審査のポイント等のビデオ教育を企画し、

研究倫理教育の一層の充実化を図った。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

B-4 

柚本育世、辻本有希恵、羽田かおる、白阪琢磨、上松正朗、是恒之宏：大規模災害時

の臨床研究等対応マニュアルの精緻化  第２報－より実用的なマニュアルをめざして

－。CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2019 in YOKOHAMA、横浜、2019 年 9 月

14 日  

 

辻本有希恵、柚本育世、金順姫、羽田かおる、白阪琢磨、上松正朗：再生医療等製品

治験を適正に実施するための  CRC の役割。第 73 回国立病院総合医学会、名古屋、

2019 年 11 月 9 日  

 

B-8 

小林恭子：倫理審査委員会・治験審査委員会の役割と機能。国立病院機構主催 2019

年度初級者臨床研究コーディネーター養成研修、東京都、2019 年 5 月 28 日  

 

辻本有希恵：モニタリング・監査及び規制当局による GCP 実地調査の目的と方法。

国立病院機構主催 2019 年度初級者臨床研究コーディネーター養成研修、東京都、2019

年 5 月 29 日  

 

柚本育世： CRC の業務（インフォームド・コンセント及びアセント、治験前の業務）。

治験ネットおおさか主催 CRC 養成研修 －初級者向け研修－、大阪府、2019 年 10 月

18 日  

 

羽田かおる、柚本育世：  グループワークアドバイザー（日々の業務で困っているこ

と、他施設の体制についての質問）。治験ネットおおさか主催 CRC 養成研修 －初級
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者向け研修－、大阪府、2019 年 10 月 18 日  

 

辻本有希恵：乳癌臨床研究に携わるスタッフに求められるもの-CRC の立場から-CRC

の役割について。  第 2 回乳癌 Educational Seminar、東京都、2019 年 11 月 3 日  

 

柚本育世：施設の CRC から見たモニタリング業務とは。DIA Japan Student Group 勉

強会、東京都、2019 年 12 月 8 日  

 

小林恭子：認定臨床研究審査委員会の現状。近畿グループ主催令和元年度臨床研究・

治験研修、京都、2020 年 2 月 22 日  
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レギュラトリーサイエンス研究室 

室長 是恒之宏 

 

レギュラトリーサイエンスは、科学技術の成果を人と社会に役立てることを目

的に、根拠に基づく的確な予測、評価、判断を行い、科学技術の成果を人と社会

との調和の上で最も望ましい姿に調整するための科学とされている。また、レギ

ュラトリーサイエンスは、的確な予測、評価、判断によって①限りなく進歩する

科学技術を正しく生かして有効に利用する最善の道を見出すことと、②人間の願

望から出発した科学技術が、社会や人間を無視して発達することによってもたら

される深刻な影響を未然に防ぐこと、の二つの大きな目的 /役割を担っている。  

 当研究室は、レギュラトリーサイエンスの考えに基づき、臨床現場での薬剤・

医療機器や技術等の使用を評価するための手法の構築を目的として平成 23 年 4

月に設立され、9 年が経過した。  

令和元年度においては、心房細動患者における抗凝固薬治療と満足度評価、国際

共同試験 GARFIELD-AF 試験における NOAC とワルファリンの使い分けに関わる

因子分析、GARFIELD-AF 試験における慢性腎臓病のアウトカムに及ぼす影響、

ダビガトラン市販後長期フォロー解析、ETNA-AF 国際レジストリーの意義とデザ

イン、75 歳以上の AF レジストリー（ANAFIE）登録解析、ANAFIE 研究における

脳梗塞既往患者解析、重症心身障害者の深部静脈血栓症の実態と抗凝固薬前向き

比較試験、エドキサバンの国際市販後調査等をそれぞれ英文論文化し発表した。  

 

 

【2019 年度  研究業績発表】  

A-0 

Fujinuma EW, Banderas B, Koretsune Y, Kumagai K, Uchiyama S, Yamashita T, Yasaka 

M, Akiyama S, Briere JB, Dickie G Cano S. Psychometric validation of Anti-Clot 

Treatment Scale and Treatment Satisfaction Questionnaire for Medication version II in 

Japanese patients with atrial fibrillation. Journal of Medical Economics 22(8):1-1 、

2019 年４月  

DOI: 10.1080/13696998.2019.1609003 

 

Inoue H, Uchiyama S, Atarashi H, Okumura K, Koretsune Y, Yasaka M, Yamashita T, 

Taniguchi A, Fukuya T, : Effectiveness and safety of long-term dabigatran among 

patients with non-valvular atrial fibrillation in clinical practice: J-dabigatran 
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surveillance、「 Journal of Cardiology」73：P507-514、2019 年 6 月  

 

Haas S, Camm A J, Bassand J P, Angchaisuksiri P, Cools F, Corbalan R, Gibbs H, 

Jacobson B, Koretsune Y, Mantovani L G, Misselwitz F, Panchenko E, Ragy H I, 

Stepinska J, Turpie A GG, Sawhney J PS, Steffel J, Lim T W, Pieper K S, Virdone S, 

Verheugt F W, Kakkar A K, :Predictors of NOAC versus VKA use for stroke prevention 

in patients with newly diagnosed atrial fibrillation: Results from GARFIELD-AF、Am 

Heart J 2019;213:35-46、2019 年 7 月  

 

Koretsune Y, Yamashita T, Akao M, Atarashi H,Ikeda T, Okumura K, Shimizu W, Tsutsui 

H, Toyoda K, Teramukai S, Kimura T, Kaburagi J, Takita A, Inoue H, :Baseline 

Demographics and Clinical Characteristics in the All Nippon AF in the Elderly 

(ANAFIE) Registry, Circulation Journal, Vol.83,7:1538-1545、2019 年 7 月  

 

Goto S, Angchaisuksiri P, Bassand JP, Camm J, Dominguez H, Illingworth L, Gibbs H, 

Goldhaber SZ, Gogo S, Jing ZC, Haas S, Kayani G, Koretsune Y, Lim TW, Oh S, Sawhney 

S, Turpie A, Eickels M, Verheugt FWA, Kakker AK for GARFIELD-F Investigators. 

Management and 1-year outcomes of patients with newly diagnosed atrial fibrillation 

and chronic kidney disease: Results from the prospective GARFIELD-AF registry. J Am 

Heart Assoc. 2019 年 8 月  

e0 10510. DOI: 10.1161/JAHA.118.010510. 

 

Yamamoto K, Koretsune Y, Kinugasa Y, Ohigashi T, Sozu T, Masuyama T: The 

Preventive Approach to Degenrative Aortic Stenosis Should Depart from the Approach 

to Atherosclerotic Diseases: A Japanese Perspective. Eur J Prev Cardiol 2019 年 8 月  

19:2047487319871630. Doi: 10.1177/2047487319871630 

 

Ohmori H, Kada A, Nakamura M, Saito AM, Sanayama Y, Shinagawa T, Fujita H, 

Wakisaka A, Maruhashi K, Mizukami A, Takizawa N, Murata H, Inoue M, Kaneko H, 

Taniguchi H, Sano N, Tanuma N, Kumode M, Takechi T, Koretsune Y, Sumimoto R, 

Miyanomae T: Deep Vein Thrombosis in Severe Motor and Intellectual Disabilities 

Patients and Its Treatment by Anticoagulants of Warfarin Versus Edoxaban, Annals of 

Vascular Diseases, Vol.12,3,PP372-378,Online 2019 年 8 月 14 日  

 doi:10.3400/avd.oa.19-00040  
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Caterina R D, Agnelli G, Laeis P, Unverdorben M, Rauer H, Wang C C, Nakamura M, 

Chiu K M, Reimitz P E, Koretsune Y, Chen C, Thee U, Kaburagi J, Kim Y H, Choi W, 

Yamashita T, Cohen A, Kirchhof P: The global Edoxaban Treatment in routine clinical 

practice (ETNA) noninterventional study program: rationale and design, Clinical 

Cardiology, 2019;42, PP1147-1154、2019 年 12 月  

 

Kanemaru K,Yoshimoto T, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, 

Okumura K, Koretsune Y, Shimizu W, Tsutsui H, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, 

Teramukai S, Kimura T, Kaburagi J, Takita A, Kusano K, Toyoda K:Baseline 

Characterisstics of Elderly Japanese Patients Aged? 75 Years with Non-Valvular Artial 

Fibrillation and a History of stroke-ANAFIE Registry-, Circulation Journal,Vol.84 

No.3, PP516-523、2020 年 2 月 25 日  

 

Yasaka M, Uchiyama S, Atarashi H, Okumura K, Koretsune Y, Yamashita T, Taniguchi 

A, Fukaya T, Inoue H: Dabigatran for Japanese Patients with Atrial Fibrillation and 

Prior Stroke: A Subgroup Analysis of the J-Dabigatran Surveillance Program, J stroke 

Cerebrovascular diseases、DOI: 

https://doi.org/10.1016/j.jstrokecerebrovasdis.2020.104717、2020 年 2 月 26 日  

 

Yuzawa H, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Koretsune Y, Okumura K, 

Shimizu W, Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, 

Kimura T, Kaburagi J, Takita A, Ikeda T. Rhythm versus rate control strategies 

regarding anticoagulant use in elderly non-valvular atrial fibrillation patients: 

Subanalysis of the ANAFIE (All Nippon AF In the Elderly) Registry.  J Cardiol 、

2020 年 2 月  DOI:10.1016/j.jjcc.2020.01.010 

 

Kosugi S, Awata M, Ueda Y, Koretsune Y. Serial Angioscopic Evaluation of Arterial 

Repair After the Implantation of Drug-Coated Stent at the Culprit of Acute Coronary 

Syndrome. 2020 年 2 月  DOI:10.7793/jcad.26.19-00014 

 

Hiasa K, Kaku H, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Koretsune Y, Okumura 

K, Shimizu W, Ikeda T, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, 

Kimura T, Kaburagi J, Takita A, Tsutsui H. Age-Related Differences in the Clinical 

Characteristics and Treatment of Elderly Patients With Atrial Fibrillation in Japan ― 
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Insight From the ANAFIE (All Nippon AF In Elderly) Registry ―Circulation Journal 

84(3) 、2020 年 1 月  

DOI: 10.1253/circj.CJ-19-0898 

 

Yamashita T, Koretsune Y, Nagao T, Shiosaki K.Postmarketing surveillance on the 

clinical use of edoxaban in patients with nonvalvular atrial fibrillation (ETNA-AF-

Japan): One-year safety and effectiveness analyses, Journal of Arrhythmia, 

DOI:10.1002/joa3.12332, published ,2020 年 5 月  

 

A-2 

安部晴彦、是恒之宏：同種薬の特徴と使い分け -抗血栓薬（経口抗凝固薬、抗血

小板薬）、今日の治療指針 6 循環器疾患、P334、 ISBN978-4-260-03940-6、2020 年

1 月 1 日  

 

是恒之宏：抗凝固・抗血小板療法、今日の治療指針 6 循環器疾患、P353、ISBN978-

4-260-03940-6、2020 年 1 月 1 日  

 

A-3 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋剛、

伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏、相木佐代：緩和ケアの進め方に苦慮

した心不全の一例、Osaka Heart Club、症例検討 :448、Vol.43,No.9,Feb.2020、PP6-

11、2020 年 2 月 14 日  

 

小野克重、岩﨑雄樹、清水渉、赤尾昌治、池田隆徳、石井邦明、因田恭也、草野

研吾、小林義典、是恒之宏、笹野哲郎、住友直方、髙橋尚彦、庭野慎一、萩原誠

久、久留一郎、古川哲史、本荘晴朗、丸山徹、村川裕二、矢坂正弘、渡邉英一：

2020 年改訂版不整脈薬物治療ガイドライン、www.j-circ.or.jp/guidline/、2020 年 3

月 13 日  

 

A-6 

是恒之宏：高齢者心房細動のトータルケア。「出水郡医師会報」、vol.26 No.3、

2019 年秋号  
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B-1 

Koretsune Y: Epidemiologic Characteristics and Anticoagulation Management in 

Japanese AF Patients: Clinical Guideline and Practice、Experts Meeting、Taipei、

Taiwan、2020 年 1 月 3 日  

 

Koretsune Y.: Epidemiologic Characteristics and Anticoagulation Management in 

Japanese AF Patients: Clinical Guideline and Practice、Experts Meeting、Taichung、

Taiwan、2020 年 1 月 4 日  

 

B-2 

Kirchhof P, Unverdorben M, Koretsune Y, Wang C.C, Y.H, Kim Y.H, Bruggenjurgen B, 

Lee B.C, Levy P, Rauer H, Reimitz P.E, Yamashita T, Caterina R.De,: Clinical 

characteristics and 1-year outcomes in atrial fibrillation patients with or without 

history of intracranial haemorrhage treated with edoxaban: snapshot analysis of the 

Global ETNA-AF program, ESC Congress 2019、パリ、2019 年 9 月 2 日  

 

Wang C.C, Kim Y.H, Bruggenjurgen B, Caterina R.De, Kirchhof P, Lee B.C, Levy P, 

Rauer H, Reimitz, P.E, Unverdorben M, Yamashita T,  Koretsune Y, : One-year 

outcomes of elderly patients with atrial fibrillation: snapshot data from the global 

noninterventional program on edoxaban treatment in routine clinical practice in atrial 

fibrillation, ESC Congress 2019、パリ、2019 年 9 月 2 日  

 

B-4 

Koretsune Y: Exploratory analysis of risk factors for safety and effectiveness of 

apixaban in Japanese NVAF patients from a regulatory post-marketing surveillance, 

STANDARD study, Annual Meeting of the Japanese Heart Rhythm Society 2019、横

浜、2019 年 7 月 25 日  

 

Koretsune Y: Strategies for Stroke Prevention in Japanese and Asian patients with 

atrial fibrillation: Insights from the GLORIA-AF Registry Program Phase II, Annual 

Meeting of the Japanese Heart Rhythm Society 2019、横浜、2019 年 7 月 25 日  

篠内和也、上田恭敬、中村雅之、飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾﨑立尚、

小杉隼平、三嶋剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏：急性心筋梗塞に

よる心停止患者の治療。第 67 回日本心臓病学会学術集会、名古屋市、2019 年 9
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月 15 日  

 

中村雅之、安部晴彦、飯田吉則、鳥山智恵子、大橋拓也、尾﨑立尚、小杉隼平、

篠内和也、三嶋  剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：右心カテーテ

ル検査時の輸液負荷により肺高血圧症を診断し得た一例。第 67 回日本心臓病学

会学術集会、名古屋市、2019 年 9 月 14 日  

 

B-6 

松村未紀子、安部晴彦、小杉隼平、尾崎立尚、篠内和也、三嶋  剛、伊達基郎、

上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：偏位性僧帽弁逆流性 MR と病歴から感染性心内

膜炎を疑い確定診断し得た症例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、

2019 年 11 月 30 日  

 

尾崎立尚、三嶋  剛、家原卓志、上田泰大、松村未紀子、佐々木駿、中村雅之、

大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、高安幸太郎、小杉隼平、篠内和也、安部晴

彦、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：意識障害にて搬送され右室・肺

動脈等に多発静脈内ガス像を認めた一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、

大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

中村雅之、安部晴彦、家原卓志、上田泰大、松村未紀子、佐々木  駿、大橋拓

也、鳥山智恵子、飯田吉則、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  

剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：血栓性血小板減少紫斑病に合併

した深部静脈血栓症にリバーロキサバン強化療法が著効した一例。第 128 回日本

循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

篠内和也、上田恭敬、家原卓史、上田泰大、佐々木駿、松村未紀子、中村雅之、

飯田吉則、大橋拓也、鳥山智恵子、尾崎立尚、高安幸太郎、小杉隼平、三嶋  

剛、安部晴彦、伊達基郎、上松正朗、是恒之宏：虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対し

て回旋枝の PCI が有効であった一例、第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大

阪市、2019 年 11 月 30 日  

佐々木駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉則、高安幸太

郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、

是恒之宏：心室細動からの蘇生に難渋した Fontan 術後・右胸心成人患者の一

例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  
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家原卓史、飯田吉則、安部晴彦、上田泰大、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  

剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：心房細動アブレーション治療後

に心機能が改善した心不全の１例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪

市、2019 年 11 月 30 日  

 

小杉隼平、安部晴彦、三嶋  剛、篠内和也、尾崎立尚、高安幸太郎、飯田吉則、

大橋拓也、鳥山智恵子、中村雅之、上田泰大、佐々木  駿、松村未紀子、家原卓

史、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：薬剤コーテッドステントと第２

世代薬剤溶出性ステント留置１年後の血管内視鏡所見の比較。第 128 回日本循環

器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

上田泰大、篠内和也、小杉隼平、家原卓史、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、高安幸太郎、尾崎立尚、三嶋  剛、安部

晴彦、伊達基郎、上松正朗、上田恭敬、是恒之宏：HIV 感染症患者の冠動脈およ

び大動脈に Lipid rich plaque を認めた一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方

会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

飯田吉則、安部晴彦、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木  駿、中村雅

之、大橋拓也、鳥山智恵子、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  

剛、伊達基郎、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：臥位エルゴ負荷により三尖弁に

難開が生じ三尖弁逆流が憎悪した心不全合併不整脈原性右心室心筋症の一例。第

128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

國分祐樹、佐々木  駿、鳥山智恵子、安部晴彦、中村雅之、大橋拓也、飯田吉

則、高安幸太郎、尾崎立尚、小杉隼平、篠内和也、三嶋  剛、伊達基郎、上田恭

敬、上松正朗、是恒之宏：高血圧緊急症の原因として褐色細胞腫とクッシング症

候群の合併が疑われた片側副腎腫瘍の一例。第 128 回日本循環器学会近畿地方

会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

高安幸太郎、篠内和也、伊達基郎、家原卓史、上田泰大、松村未紀子、佐々木  

駿、中村雅之、大橋拓也、鳥山智恵子、飯田吉則、尾崎立尚、小杉隼平、三嶋  

剛、安部晴彦、上田恭敬、上松正朗、是恒之宏：医原性浅大腿仮性動脈瘤及び深

大腿動脈瘤に対して超音波ガイド下トロンビン注入が有効であった一例。第 128

回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  
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大橋拓也、三嶋  剛、上松正朗、上田恭敬、伊達基郎、安部晴彦、篠内和也、小

杉隼平、尾崎立尚、高安幸太郎、飯田吉則、鳥山智恵子、中村雅之、佐々木  

俊、松村未紀子、上田泰大、家原卓史、是恒之宏：無症候性発作性心房細動・心

房粗動に対してアブレーションを行い、機能性三尖弁逆流の減少が得られた一

例。第 128 回日本循環器学会近畿地方会、大阪市、2019 年 11 月 30 日  

 

B-8 

是恒之宏：高齢者心房細動のトータルケア。OMMC 循環器病連携の会、富田

林、2019 年 5 月 11 日  

 

是恒之宏：高齢化社会における心房細動治療。東成区医師会生涯教育、大阪、

2019 年 5 月 15 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動のトータルケア。出水郡医師会学術講演会、出水、

2019 年 5 月 24 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動における治療戦略。高齢者 Total Care Forum、大阪

市、2020 年 1 月 18 日  

 

是恒之宏：高齢者心房細動における治療戦略。Cardiovascular Case Conference in 

South Osaka 2020、大阪市、2020 年 2 月 8 日  

 

是恒之宏 :心房細動治療（薬物）ガイドライン 2020。MASTERCLASS インター

ネット講演会、大阪市、2020 年 3 月 22 日  

 

是恒之宏：心房細動ガイドライン 2020 改訂  どこがどう変わった？。エリキュー

スインターネット講演会、大阪市、2020 年 3 月 24 日  
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令和元年度　研究助成一覧

②日本学術振
興会科学研究
費

深層学習、シュミレーション、統計モデルを融合した人
工関節手術の意思決定支援19H01176

三木　秀宣
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（A））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 50 万円 15 万円 65 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

HIV感染症の急速な病態進行に関わるウィルス側因
子・宿主因子の解析18H03046

渡邉　大
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｂ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 52 万円 16 万円 68 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

レジリエントな手術チームのシステムダイナミクスの解
明18H03025

中島　伸
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｂ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒト神経細胞の低酸素・虚血ストレス障害発生メカニズ
ム解析と新規治療法開発18K08958

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

主任 継続 補助金（研究費） 100 万円 万円 30 万円 130 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒト神経細胞の低酸素・虚血ストレス障害発生メカニズ
ム解析と新規治療法開発18K08958

正札　智子
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 20 万円 0 万円 20 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

中間群および低悪性度に分類される原発性骨腫瘍の
臨床病理学的解析17K08747

眞能　正幸
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

子宮頚部癌画像誘導小線源治療における最適な組織
内照射併用方法の開発17K10488

古妻　理之
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

田中　英一
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 3 万円 1 万円 4 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

古妻　理之
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 3 万円 1 万円 4 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

正確な小線源治療を担保するリアルタイムIn vivo
dosimetryの開発17K10496

辻本　豊
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 継続 補助金（研究費） 万円 5 万円 2 万円 7 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

Radiogenomicsによる膠芽腫の臨床経過予測モデルの
構築19K09526

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

髄芽腫における髄膜播腫の機能解析とリキッドバイオ
プシーの可能性について検討19K08345

金村　米博
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（基盤研究（Ｃ））

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 3 万円 13 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

ヒトiPS細胞由来ドーパミン神経細胞がパーキンソン病
に耐性であるメカニズムの解明　17K16136

福角　勇人
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（若手研究（Ｂ））

主任 新規 補助金（研究費） 100 万円 万円 30 万円 130 万円

②日本学術振
興会科学研究
費

好酸球性副鼻腔炎の鼻茸における三次リンパ組織形
成と局所T/B細胞の病的意義の解明19k18753

武田　和也
科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）（若手研究）

主任 新規 補助金（研究費） 160 万円 万円 48 万円 208 万円

⑤厚生労働科
学研究費

非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染血友病患者
の長期療養体制の整備に関する患者参加型研究H30-
エイズ-指定-002

三田　英治
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 150 万円 0 万円 150 万円

⑤厚生労働科
学研究費

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝移
植適応に関する研究H30-エイズ-指定-003

上平　朝子
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 20 万円 0 万円 20 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究
H30-エイズ-指定-004

白阪　琢磨
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

主任 新規 補助金（研究費） 5,135 万円 万円 205 万円 5,340 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV感染症の医療体制の整備に関する研究H29-エイ
ズ-指定-001

渡邊　大
厚生労働行政推進調査
事業費補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 600 万円 0 万円 600 万円

⑤厚生労働科
学研究費

職域での健診機会を利用した検査機会拡大のための
新たなHIV検査手法開発研究 H29-エイズ－一般-007

渡邉　大
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 60 万円 0 万円 60 万円

⑤厚生労働科
学研究費

HIV陽性者に対する精神心理的支援方策および連携
体制に資する研究 H30-エイズ-一般-007

安尾　利彦
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 200 万円 0 万円 200 万円

⑤厚生労働科
学研究費

特発性大腿骨頭壊死症の医療水準及び患者のQOL向
上に関する大規模多施設研究H29-難治等（難）－一般
-053

三木　秀宣
厚生労働省科学研究費
補助金

分担 新規 補助金（研究費） 万円 10 万円 0 万円 10 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

慢性腎臓病像病におけるADHIB,ALDH2を考慮した飲
酒の残腎機能への影響

木村　良紀
公益財団法人大阪腎臓
バンク

主任 新規 補助金（研究費） 10 万円 万円 0 万円 10 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

エイズ発症予防に資するための血液製剤によるHIV感
染者の調査研究

白阪　琢磨 友愛福祉財団 主任 新規 補助金（研究費） 1,030 万円 万円 0 万円 1,030 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

早期転移発見による予後の向上を目指した乳がん術
後の新たな標準的フォローアップ法開発に関する研究
19ck0106432s0302

増田　慎三 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 50 万円 15 万円 65 万円

研究課題名
（採択番号があれば採択番号も記載）

研究者名
研究事業名

（依頼業者名）

主任
又は
分担

新規
又は
継続

研究種別

研究費獲得額（単位：万円)

主任研究者
直接経費金額

分担研究者
直接経費金額

間接経費金額 合計
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研究課題名
（採択番号があれば採択番号も記載）

研究者名
研究事業名

（依頼業者名）

主任
又は
分担

新規
又は
継続

研究種別

研究費獲得額（単位：万円)

主任研究者
直接経費金額

分担研究者
直接経費金額

間接経費金額 合計

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高齢者HER2陽性進行乳癌に対するT-DM1療法とペル
ツズマブ＋トラスツヅマブ＋ドセタキセル療法のランダ
ム化比較第Ⅲ相試験19ck0106440s0402

増田　慎三 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 35 万円 11 万円 46 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

大腸癌肝転移切除例に適した新規抗がん剤を用いた
術後補助化学療法の研究

加藤　健志 愛知県がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

Borderline resectable膵癌の集学的治療法確立に関す
る多施設共同研究19ck0106441s0302

宮本　敦史 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 6 万円 26 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

タンパク質・ペプチド修飾解析による早期がん・リスク疾
患診断のための血液バイオマーカーの開発
19cm0106403s0504

濱　直樹 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 40 万円 12 万円 52 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

切除不能または再発食道癌に対するCF（シスプラチン
+5-FU）療法とbDCF（biweeklyドセタキセル+CF）療法の
ランダム化第III相比較試験19ck0106309s0603

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 継続 委託研究費 万円 75 万円 23 万円 98 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

がん領域Clinical Innovation Network事業による超希少
がんの臨床開発と基盤整備を行う総合研究
19lk0201044s0304

上田　孝文 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 77 万円 23 万円 100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

国内流行ＨＩＶ及びその薬剤耐性株の長期的動向把握
に関する研究19fk0410028h0701

渡邊　大
ＡＭＥＤ（国立感染症研
究所）

分担 継続 委託研究費 万円 60 万円 18 万円 78 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

iPS細胞研究中核拠点、疾患・組織別実用化研究拠点
（拠点Ａ）(01)19bm020400Ih0107

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 6,231 万円 1,869 万円 8,100 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脊髄再生治療に付随するリハビリテーション治療の構
築に関する研究19bk0104017s0902

金村　米博 ＡＭＥＤ（慶応大学） 分担 継続 委託研究費 万円 2,692 万円 808 万円 3,500 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

小児脳腫瘍に対する多施設共同研究による治療開発
19ck0106330s0403

金村　米博
大阪市立総合医療セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 200 万円 60 万円 260 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

創薬のためのインビトロ脳機能評価法の確立と標準化
ヒト神経細胞の開発19bk0104077s0203

金村　米博 群馬大学 分担 継続 委託研究費 万円 150 万円 45 万円 195 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

細胞－基質間の力を基盤とした細胞移動と神経回路
形成機構の解明およびその破綻による病態の解析
19gm0810011s0103

金村　米博
奈良先端科学技術大学
院

分担 継続 委託研究費 万円 500 万円 150 万円 650 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

女性の冠動脈疾患診断およびリスク層別化における、
冠動脈CTの多面的解剖学的指標および新規機能的
指標の意義と費用効果分析19gk0210015s0103

東　　将浩
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 25 万円 8 万円 33 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

産学連携全国がんゲノムスクリーニング(SCRUM-
Japan)患者レジストリを活用したHER2陽性の切除不
能・再発大腸がんを対象にした医師主導治験
19lk0201054s0604

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 80 万円 24 万円 104 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

肝硬変患者の予後を含めた実態を把握するための研
究19fk0210019h0003

三田　英治 長崎医療センター 分担 継続 委託研究費 万円 20 万円 4 万円 24 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

治験の実施に関する研究【５ＡＬＡ】CCT-C-2936 西川　和宏 日本医師会 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

FGM/CGMの血糖管理における精度・有用性の検証及
び健康寿命促進のための血糖変動指標の探索
19ek0210104h0002

加藤　研
国立循環器病研究セン
ター

分担 継続 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

SCRUM-Japanの基盤を活用した血液循環腫瘍DNAス
クリーニングに基づくFGFR遺伝子異常を有する難治性
の治癒切除不能な進行・再発固形がんに対するTAS-
120のバスケット型医師主導治験の実施

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 160 万円 48 万円 208 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

難治性肉腫な対するワクチン併用TCR遺伝子改変T細
胞輸注療法の他施設共同医師主導治験
19ck0106288s0303

上田　孝文 三重大学 分担 継続 委託研究費 万円 115 万円 35 万円 150 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の
卑劣性を検証するランダム化比較第Ⅲ相試験
19ck0106496s0801

平尾　素宏 静岡がんセンター 分担 新規 委託研究費 万円 10 万円 3 万円 13 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対するに
対する術前trastuzumab併用化学療法の意義に関する
臨床研究

平尾　素宏 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 50 万円 15 万円 65 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

直腸癌局所再発に対する標準治療確率のための研究
開発19ck0106514s0301

加藤　健志 国立がん研究センター 分担 新規 委託研究費 万円 30 万円 9 万円 39 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

脳出血超急性期患者への遺伝子組換え活性型第VII
因子投与の有効性と安全性を検証する研究者主導国

   際臨床試験191K0201094h0001
山上　宏 国立循環器病研究センター 分担 継続 委託研究費 万円 100 万円 30 万円 130 万円

⑧日本医療研
究開発機構研
究費

全医療職ニーズ/シーズ収集をワンストップでで実現す
る次世代医療機器連携拠点

金村　米博 ＡＭＥＤ 分担 新規 委託研究費 万円 909 万円 91 万円 1,000 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

B型慢性肝疾患への核酸アナログ長期投与に伴う薬剤
性腎臓機能障害の検討

田中　聡司 アッヴイ合同会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円
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研究課題名
（採択番号があれば採択番号も記載）

研究者名
研究事業名

（依頼業者名）

主任
又は
分担

新規
又は
継続

研究種別

研究費獲得額（単位：万円)

主任研究者
直接経費金額

分担研究者
直接経費金額

間接経費金額 合計

⑩民間セク
ターからの寄
附金

80歳以上の高齢者に対する後方侵入腰椎椎体間固定
術（PLIF）の臨床成績の調査

石黒　博之 ニューベイシブジャパン株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

DES留置後のDES　Failure予防のために強化LDLコレ
ステロール低下療法が有効か検討する単施設無作為
化試験

上田　恭敬　 日本光電工業株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

慢性腎臓病においてADHIB.ALDH2を考慮した飲酒な
どの生活習慣が腎機能へ及ぼす影響の検討

岩谷　博次 大塚製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 30 万円 万円 0 万円 30 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

再発進行直腸癌に対する根治的拡大手術についての検討 加藤　健志 中外製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

化学療法高感受性乳癌における術前化学療法pCR予
測モデル構築

八十島　宏行 中外製薬株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬
アボットバスキュラー
ジャパン㈱

主任 新規 委託研究費 200 万円 万円 0 万円 200 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

慢性腎臓病が急性心不全患者の予後に与える影響に
関する観察研究

安部　晴彦
日本ベーリンガーインゲ
ルハイム㈱

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

心エコー図法を用いた心不全患者の予後予測因子に
関する観察研究

上松　正朗
日本ベーリンガーインゲ
ルハイム㈱

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

心エコー図法を用いた心不全患者の予後予測因子に
関する観察研究

上松　正朗 第一三共株式会社 主任 新規 委託研究費 30 万円 万円 0 万円 30 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬 ファイザー株式会社 主任 新規 委託研究費 25 万円 万円 0 万円 25 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬 第一三共株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

血管内視鏡を用いた冠動脈疾患等動脈硬化性疾患患
者の予後予測に関する観察研究他

上田　恭敬
アステラス製薬株式会
社

主任 新規 委託研究費 20 万円 万円 0 万円 20 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

腰椎変性疾患による下垂足の手術成績　術前下腿周
径からの予測

青野　博之
ﾋﾞｰ･ﾌﾞﾗｳﾝｴｰｽｸﾗｯﾌﾟ株
式会社

主任 新規 委託研究費 150 万円 万円 0 万円 150 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

当院におけるHIV陽性患者の中枢神経病変に対する診
断・治療成績に関する検討

高野　浩司 エーザイ株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

肝細胞癌への分子標的治療における造影超音波を用
いた早期治療効果予測に関する検討

田中　聡司 アッヴイ合同会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

人工膝関節置換術後の骨密度に与える影響 宮本　隆司
旭化成ファーマ株式会
社

主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

腰椎変性疾患による下垂足の手術成績　術前下腿周
径からの予測

青野　博之 京セラ株式会社 主任 新規 委託研究費 60 万円 万円 0 万円 60 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

幹細胞癌への分子標的治療における造影超音波を用
いた早期治療効果予測に関する検討

田中　聡司 エーザイ株式会社 主任 新規 委託研究費 50 万円 万円 0 万円 50 万円

⑩民間セク
ターからの寄
附金

コンピュータ支援手術で行った人工股関節全置換術・
再置換術の術成績の検討

三木　秀宣 京セラ株式会社 主任 新規 委託研究費 100 万円 万円 0 万円 100 万円

⑨その他財団
等からの研究
費

感染治癒機能を有する複合材料性人工股関節の研究
開発

中原　一郎
戦略的基盤技術高度化
支援事業(大阪大学)

分担 新規 補助金（研究費） 万円 97 万円 29 万円 126 万円





 

 

 

 

 

 

 

 

III.全研究業績の区分分類と 

          業績件数の総括表 
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診療科名 総数 A-0 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9
総合診療部 26 12 2 4 8
腎臓内科 24 3 2 5 3 5 6
糖尿病内科 21 2 1 1 1 1 2 2 10 1
血液内科 0
呼吸器内科 2 2
脳卒中内科 52 26 1 1 5 1 1 9 1 7
感染症内科 168 4 3 15 5 2 3 11 18 1 4 9 87 6
精神科 4 1 2 1
消化器内科 51 15 1 1 1 6 2 9 4 5 7
循環器内科 103 12 6 7 1 6 8 16 1 26 20
小児科 1 1
外科 304 37 2 10 1 7 3 37 25 74 83 8 8 6 3
形成外科 7 1 2 1 2 1
整形外科 98 14 1 4 1 18 7 36 1 7 9
脳神経外科 105 14 1 1 1 12 1 7 10 33 6 19
心臓血管外科 3 2 1
皮膚科 16 3 2 3 5 3
泌尿器科 8 1 1 2 1 3
産科・婦人科 9 1 1 6 1
眼科 18 3 9 3 1 2
耳鼻咽喉科 1 1
放射線診断科・放射線治療科 58 9 3 7 12 9 1 17
口腔外科 6 4 1 1
救命救急センター 67 10 1 2 2 1 1 7 10 18 2 1 12
麻酔科 6 2 1 3
臨床検査科 28 9 6 12 1
リハビリテーション科 2 2
臨床腫瘍科 23 5 1 2 1 8 1 5
薬剤部 45 1 1 2 1 1 19 2 2 16
看護部 15 1 6 6 2
栄養管理部 1 1
ケアサポートチーム 42 3 2 6 3 27 1
臨床心理室 39 1 1 1 2 1 33
メンタルヘルスチーム「なのはな」 10 1 1 8
臨床工学室 0
院長室 46 14 2 2 1 2 2 4 12 7

小計 1,409 184 2 21 34 39 8 39 10 95 101 319 116 109 17 304 11

研究室名 総数 A-0 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9
臨床研究センター 72 3 9 2 3 3 3 12 4 2 25 6
幹細胞医療研究室 24 5 4 2 13
再生医療研究室 65 14 1 1 6 8 27 6 2
分子医療研究室 65 14 1 1 6 8 27 6 2
エイズ先端医療開発室 241 4 3 15 6 5 3 14 21 1 4 9 150 6
HIV感染制御研究室 33 2 3 2 10 4 3 9
臨床疫学研究室 13 5 1 6 1
がん療法研究開発室 271 47 2 9 1 7 4 29 34 61 59 1 8 6 3
高度医療技術開発室 41 2 5 1 5 2 10 15 1
医療情報研究室 12 2 4 3 2 1
災害医療研究室 17 3 1 3 4 2 2 2
臨床研究推進室 9 2 7
レギュラトリーサイエンス研究室 46 14 2 2 1 2 2 4 12 7

小計 909 108 0 11 23 28 14 16 6 62 80 197 63 52 22 212 15

分類 総数 A-0 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9
合計 2,318 292 2 32 57 67 22 55 16 157 181 516 179 161 39 516 26

診療科の研究業績

臨床研究センターの研究業績

全研究業績
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